
ー100ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

‡……ॾ規程
鶴見大学学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�102
鶴見大学大学Ӄ学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ119
鶴見大学学Ґ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ130
　　鶴見大学大学Ӄจ学ڀݚՊത࢜学Ґจ৹ࠪ内規ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ133
　　鶴見大学大学Ӄࣃ学ڀݚՊ学Ґจ৹ࠪ及びݧࢼ内規ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ135
鶴見大学短期大学部学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ138
鶴見大学短期大学部学Ґ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ149
学生ೲ付ۚ等ೲ入規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ150
鶴見大学શ学学生ҕ員ձ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ155
鶴見大学大学Ӄ学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ155
鶴見大学学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ15�
鶴見大学短期大学部学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ15�
鶴見大学自動車及びΦーτόΠ通学者に対する懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ158
鶴見大学自転車駐輪場管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ159
鶴見大学自転車駐輪場利用規則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ159
学校法人総持学園ݸ人ใの保護に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�0
鶴見大学・鶴見大学短期大学部ใηΩϡϦテΟ規程ʪ基本ํʫʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学・鶴見大学短期大学部ใηΩϡϦテΟ規程ʪ対ࡦ基४ʫʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学学内ωッτϫーΫ管理・運用規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�9
鶴見大学ηΫシϡΞル・ϋϥスϝϯτ及び
　ΞカσϛッΫ・ϋϥスϝϯτ等の防止等に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�1
鶴見大学大学Ӄ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�2
総持学園大本័ࢁ持ࣉ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�2
総持学園中ࠜಊ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�3
鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�3
鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
ੴ間学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
鶴見大学特別ޭ࿑त༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ඌ༏学ज़ྭत༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ੴᴲ༤学ज़ྭत༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ࣃ学部ࢯՈ༏ࢠ学ۚ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
大規自વ災害等によりጶ災した鶴見大学・鶴見大学短期大学部の
　学生にるतۀ料ݮ免規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学ब職Ѻટ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学保݈ηϯλー規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�8
鶴見大学োがい学生支援に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�1�9
鶴見大学োがい学生支援ਪਐ部ձ規程�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ180
鶴見大学จ学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ181
鶴見大学ࣃ学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ182
鶴見大学短期大学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ183
鶴見大学図書館規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ183
　　鶴見大学図書館利用規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ184
　　鶴見大学図書館ෳࣸαーϏスࡉ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ185
鶴見大学施設・設備用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
鶴見大学ମҭ館用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
鶴見大学άϥϯυ用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
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‡……ॾ規程
鶴見大学学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�102
鶴見大学大学Ӄ学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ119
鶴見大学学Ґ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ130
　　鶴見大学大学Ӄจ学ڀݚՊത࢜学Ґจ৹ࠪ内規ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ133
　　鶴見大学大学Ӄࣃ学ڀݚՊ学Ґจ৹ࠪ及びݧࢼ内規ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ135
鶴見大学短期大学部学則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ138
鶴見大学短期大学部学Ґ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ149
学生ೲ付ۚ等ೲ入規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ150
鶴見大学શ学学生ҕ員ձ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ155
鶴見大学大学Ӄ学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ155
鶴見大学学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ15�
鶴見大学短期大学部学生懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ15�
鶴見大学自動車及びΦーτόΠ通学者に対する懲戒規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ158
鶴見大学自転車駐輪場管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ159
鶴見大学自転車駐輪場利用規則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ159
学校法人総持学園ݸ人ใの保護に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�0
鶴見大学・鶴見大学短期大学部ใηΩϡϦテΟ規程ʪ基本ํʫʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学・鶴見大学短期大学部ใηΩϡϦテΟ規程ʪ対ࡦ基४ʫʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学学内ωッτϫーΫ管理・運用規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�9
鶴見大学ηΫシϡΞル・ϋϥスϝϯτ及び
　ΞカσϛッΫ・ϋϥスϝϯτ等の防止等に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�1
鶴見大学大学Ӄ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�2
総持学園大本័ࢁ持ࣉ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�2
総持学園中ࠜಊ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�3
鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�3
鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձ学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
ੴ間学生規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�4
鶴見大学特別ޭ࿑त༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ඌ༏学ज़ྭत༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ੴᴲ༤学ज़ྭत༩規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�5
鶴見大学ࣃ学部ࢯՈ༏ࢠ学ۚ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
大規自વ災害等によりጶ災した鶴見大学・鶴見大学短期大学部の
　学生にるतۀ料ݮ免規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学ब職Ѻટ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1��
鶴見大学保݈ηϯλー規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ1�8
鶴見大学োがい学生支援に関する規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�1�9
鶴見大学োがい学生支援ਪਐ部ձ規程�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ180
鶴見大学จ学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ181
鶴見大学ࣃ学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ182
鶴見大学短期大学部負傷学生に対するҩྍ費ิॿ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ183
鶴見大学図書館規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ183
　　鶴見大学図書館利用規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ184
　　鶴見大学図書館ෳࣸαーϏスࡉ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ185
鶴見大学施設・設備用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
鶴見大学ମҭ館用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
鶴見大学άϥϯυ用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
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鶴見大学ཱߥテχスίーτ用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ18�
鶴見大学ٷཱߥಓ場用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ188
鶴見大学部ࣨ用管理規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ188
鶴見大学ঁࢠ学生ྈྈ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ189
鶴見大学学༑ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ190
鶴見大学・鶴見大学短期大学部課֎׆動ެ認ஂମ࿈合ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ191
鶴見大学父母ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ193
鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ194
鶴見大学ಉ૭ձ総則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ195
鶴見大学ಉ૭ձ࿈བྷٞڠձ規程ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ195
鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ19�
鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձձ則ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ19�
学部学生・大学Ӄ生・専߈Պ学生のためのྙڀݚ理教ҭ
　ʕจ・Ϩϙーτを書くときに৺得てほしいことʕʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ202

ʪ注意ʫこれらのॾ規程は、改正ۀ࡞中のものがؚまれています。
　　　　学生支援課で࠷新の内༰を֬認してください。

Ⅺ
諸
規
程
等



ー102ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

鶴見大学学則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　鶴見大学（以下「本学」という。）は、教ҭ基本法
（ত和22年法第25号）のझࢫにのっとり、学校教ҭ法
（ত和22年法第2�号）に基づきߴ、 い教ཆとともに、
専のࣝをतけ、あわせてષ的行持によってࣾձ
ݡするಓٛあつきݙߩに্の૿ਐ及びࣾձจԽのࢱ
ྑなる人ࡐをҭ成することを目的とする。

（自ݾ点検・ධՁ等）
第２条　本学は、教ҭڀݚਫ४の্を図り、前条の目的
及びࣾձ的໋をୡ成するため、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়
点検・ධՁ及び認証ධՁの݁Ռを౿ݾについて、自گ
まえてෆஅの見しを行い、その݁Ռをެදするもの
とする。
２　前項の点検及びධՁを行うに当たり、その項目及び
ମ制については、別に定める。
３　第１項の点検及びධՁの݁Ռについて、本学の職員
以֎の者による検証を行うように努めることとする。

（৫的なݚम等）
第２条ͷ２　本学は、तۀの内༰及びํ法の改ળを図るた
めの৫的なݚम及びڀݚ（ϑΝカルテΟ・σΟϕϩッ
ϓϝϯτɿ以下「̛̙」という。）を࣮施するものとする。
２　前項の̛̙をਪਐするために、本学各学部に̛̙ҕ
員ձを置く。
３　̛̙ҕ員ձに関する規程は、別に定める。
４　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等の適かつޮՌ的な運営を
図るため、職員に必要なࣝ及びٕをश得させ、ฒび
にそのྗ及び࣭ࢿを্させるためのݚम（̛̙を
除く。）のػձを設け、その他必要な取を行うものと
する。

（ใのੵۃ的な提ڙ）
第２条ͷ３　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়گについて、ץ
行への掲載その他くपを図ることができるํ法
によって、ੵ 。するものとするڙ的にใを提ۃ

ɹɹ第２ষɹɹɹ৫
（学　　部）
第３条　本学に次の学部を置く。
２　学部は、จ学部及びࣃ学部とする。
（学　　Պ）
第４条　学部に次の学Պを置く。
２　学Պは、จ学部に日本จ学Պ、ӳޠӳถจ学Պ、จԽ
財学Պ及びυΩϡϝϯテーシϣϯ学Պを、ࣃ学部にࣃ
学Պを置く。

（大学Ӄ）
第５条　本学に大学Ӄを置く。

ɹɹ第３ষɹमۀٴݶͼࡏ学ؒظ
（मۀ年限）
第６条　मۀ年限は、จ学部は４年とし、ࣃ学部は６年と
する。

（在学期間）
第７条　在学期間は、จ学部は̔年を、ࣃ学部は12年を
超えることができない。
学部においては、第１学年から第２学年までを通ࣃ　２
して４ࢉして４年、第３学年から第４学年までを通ࢉ
年、第５学年から第６学年までを通ࢉして４年を超え
て在学することはできない。

ɹɹ第４ষɹऩ༰ఆһ
（入学定員及びऩ༰定員）
第８条　本学に入学させる学生の定員及び学生のऩ༰定
員は、次のとおりとする。

学部学Պ໊ 入学定員 ऩ༰定員　　
จ学部　日　本　จ　学　Պ 90人 3�0 人
จ学部　ӳ ޠ ӳ ถ จ 学 Պ 90人 3�0 人
จ学部　จ　Խ　財　学　Պ �0人 240 人
จ学部　υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պ �0 人 240 人
学　　　Պ　　　ࣃ　学部ࣃ 120人 �20 人

ɹɹ第５ষɹڭҭ՝程
（教ҭ্ڀݚの目的）
第９条　本学学部学Պ͝との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚ
の目的については、第１条に定める目的のほか、各学部
学Պの設置झࢫに基づき、別දᶗに定めるとおりとす
る。
２　第１項に規定する目的をୡ成するために、ଔۀ認
定・学Ґत༩のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学
者受入れのํについて、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第９条ͷ２　本学において։設するतۀՊ目及びその୯
Ґ数は、จ学部は別දᶘࣃ学部は別දᶙに定めるとお
りとする。
２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（୯Ґํࢉܭ法）
第��条　तۀՊ目の୯Ґํࢉܭ法は、１୯ҐのतۀՊ目
を45時間の学मを必要とする内༰をもって構成する
ことをඪ४とし、次に掲げる基४によるものとする。
　（１）　तۀのํ法にԠじ、当該तۀによる教ҭޮՌ、त

して、おおΉͶ15ྀߟ時間֎に必要な学म等をۀ
時間から45時間までのൣғで本学が定める時間
のतۀをもって１୯Ґとする。

　（２）　前号の規定にかかわらず、࣮ ࣮、ݧ श及び࣮ٕに
ついては、30時間から45時間までのतۀをもっ
て１୯Ґとする。

２　前項の規定にかかわらず、ଔۀจ、ଔڀݚۀ等のत
Պ目については、これらの学मの成ՌをධՁして୯Ґۀ
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鶴見大学学則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　鶴見大学（以下「本学」という。）は、教ҭ基本法
（ত和22年法第25号）のझࢫにのっとり、学校教ҭ法
（ত和22年法第2�号）に基づきߴ、 い教ཆとともに、
専のࣝをतけ、あわせてષ的行持によってࣾձ
ݡするಓٛあつきݙߩに্の૿ਐ及びࣾձจԽのࢱ
ྑなる人ࡐをҭ成することを目的とする。

（自ݾ点検・ධՁ等）
第２条　本学は、教ҭڀݚਫ४の্を図り、前条の目的
及びࣾձ的໋をୡ成するため、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়
点検・ධՁ及び認証ධՁの݁Ռを౿ݾについて、自گ
まえてෆஅの見しを行い、その݁Ռをެදするもの
とする。
２　前項の点検及びධՁを行うに当たり、その項目及び
ମ制については、別に定める。
３　第１項の点検及びධՁの݁Ռについて、本学の職員
以֎の者による検証を行うように努めることとする。

（৫的なݚम等）
第２条ͷ２　本学は、तۀの内༰及びํ法の改ળを図るた
めの৫的なݚम及びڀݚ（ϑΝカルテΟ・σΟϕϩッ
ϓϝϯτɿ以下「̛̙」という。）を࣮施するものとする。
２　前項の̛̙をਪਐするために、本学各学部に̛̙ҕ
員ձを置く。
３　̛̙ҕ員ձに関する規程は、別に定める。
４　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等の適かつޮՌ的な運営を
図るため、職員に必要なࣝ及びٕをश得させ、ฒび
にそのྗ及び࣭ࢿを্させるためのݚम（̛̙を
除く。）のػձを設け、その他必要な取を行うものと
する。

（ใのੵۃ的な提ڙ）
第２条ͷ３　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়گについて、ץ
行への掲載その他くपを図ることができるํ法
によって、ੵ 。するものとするڙ的にใを提ۃ

ɹɹ第２ষɹɹɹ৫
（学　　部）
第３条　本学に次の学部を置く。
２　学部は、จ学部及びࣃ学部とする。
（学　　Պ）
第４条　学部に次の学Պを置く。
２　学Պは、จ学部に日本จ学Պ、ӳޠӳถจ学Պ、จԽ
財学Պ及びυΩϡϝϯテーシϣϯ学Պを、ࣃ学部にࣃ
学Պを置く。

（大学Ӄ）
第５条　本学に大学Ӄを置く。

ɹɹ第３ষɹमۀٴݶͼࡏ学ؒظ
（मۀ年限）
第６条　मۀ年限は、จ学部は４年とし、ࣃ学部は６年と
する。

（在学期間）
第７条　在学期間は、จ学部は̔年を、ࣃ学部は12年を
超えることができない。

学部においては、第１学年から第２学年までを通ࣃ　２
して４ࢉして４年、第３学年から第４学年までを通ࢉ
年、第５学年から第６学年までを通ࢉして４年を超え
て在学することはできない。

ɹɹ第４ষɹऩ༰ఆһ
（入学定員及びऩ༰定員）
第８条　本学に入学させる学生の定員及び学生のऩ༰定
員は、次のとおりとする。

学部学Պ໊ 入学定員 ऩ༰定員　　
จ学部　日　本　จ　学　Պ 90人 3�0 人
จ学部　ӳ ޠ ӳ ถ จ 学 Պ 90人 3�0 人
จ学部　จ　Խ　財　学　Պ �0人 240 人
จ学部　υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պ �0 人 240 人
学　　　Պ　　　ࣃ　学部ࣃ 120人 �20 人

ɹɹ第５ষɹڭҭ՝程
（教ҭ্ڀݚの目的）
第９条　本学学部学Պ͝との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚ
の目的については、第１条に定める目的のほか、各学部
学Պの設置झࢫに基づき、別දᶗに定めるとおりとす
る。

２　第１項に規定する目的をୡ成するために、ଔۀ認
定・学Ґत༩のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学
者受入れのํについて、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第９条ͷ２　本学において։設するतۀՊ目及びその୯
Ґ数は、จ学部は別දᶘࣃ学部は別දᶙに定めるとお
りとする。

２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（୯Ґํࢉܭ法）
第��条　तۀՊ目の୯Ґํࢉܭ法は、１୯ҐのतۀՊ目
を45時間の学मを必要とする内༰をもって構成する
ことをඪ४とし、次に掲げる基४によるものとする。

　（１）　तۀのํ法にԠじ、当該तۀによる教ҭޮՌ、त
して、おおΉͶ15ྀߟ時間֎に必要な学म等をۀ
時間から45時間までのൣғで本学が定める時間
のतۀをもって１୯Ґとする。

　（２）　前号の規定にかかわらず、࣮ ࣮、ݧ श及び࣮ٕに
ついては、30時間から45時間までのतۀをもっ
て１୯Ґとする。

２　前項の規定にかかわらず、ଔۀจ、ଔڀݚۀ等のत
Պ目については、これらの学मの成ՌをධՁして୯Ґۀ
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をत༩することが適と認められる場合には、これらに
必要な学म等をྀߟして୯Ґ数を定めることができる。
　（तۀのํ法）
第��条ͷ２　तۀは、ٛߨ、ԋश、࣮ ࣮、ݧ शएしくは࣮
ٕのいずれかにより又はこれらのซ用により行うもの
とする。
２　จ部Պ学大ਉが別に定めるとこΖにより、前項のत
を行ۀ度に利用して、当該तߴを、ଟ様なϝσΟΞをۀ
う教ࣨ以֎の場所でཤमさせることができる。

（取得֨ࢿ等）
第��条　本学において取得できる֨ࢿは、次のとおりと
する。
จ学部日本จ学Պ　中学校教་Ұछ免許ঢ়（ޠࠃ）、
、書࢘、書教་࢘、（書ಓ、ޠࠃ）等学校教་Ұछ免許ঢ়ߴ
学ܳ員
ӳޠӳถจ学Պ　中学校教་Ұछ免許ঢ়（֎ޠࠃ（ӳ
、ߴ（（ޠ 等学校教་Ұछ免許ঢ়（֎ޠࠃ（ӳޠ））、࢘書教
་、࢘書、学ܳ員
จԽ財学Պ　中学校教་Ұछ免許ঢ়（ࣾձ）ߴ、 等学
校教་Ұछ免許ঢ়（理ྺ࢙）、࢘書教་、࢘書、学ܳ員
υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պ　ߴ等学校教་Ұछ免許
ঢ়（ใ）、࢘書教་、࢘書、学ܳ員
２　教ҭ職員の免許を得ようとする者は、第13条第２項
の規定によるほか、第̕条の２第１項別දᶘの教職に
関するՊ目について必要な୯Ґ（教ҭ職員免許法及び
教ҭ職員免許法施行規則に定める୯Ґ）をम得しなけ
ればならない。
を得ようとする者は、第13条第２項֨ࢿ書教་の࢘　３
及び前項の規定によるほか、第̕条の２第１項別දᶘ
の学校図書館に関するՊ目について必要な୯Ґ（学校
図書館࢘書教་ߨश規程に定める୯Ґ）をम得しなけ
ればならない。
を得ようとする者は、第13条第２項֨ࢿ書となる࢘　４
の規定によるほか、第̕条の２第１項別දᶘの図書館
に関するՊ目について必要な୯Ґをम得しなければな
らない。
５　学ܳ員となる֨ࢿを得ようとする者は、第13条第２
項の規定によるほか、第̕条の２第１項別දᶘのത
館に関するՊ目について必要な୯Ґをम得しなければ
ならない。

ɹɹ第６ষɹଔۀͷཁ݅
（୯Ґのत༩）
第��条　तۀՊ目をཤमした者に対し、ݧࢼその他の本
学が定める適なํ法により学मの成ՌをධՁして୯
Ґを༩えるものとする。
２　तۀՊ目の合֨者には所定の୯Ґが༩えられる。成
のධՁについては、別に定める。
。則は、別に定めるࡉについてのݧࢼ　３

（ଔۀの要݅）
第��条　各学部のଔۀの要݅は、次のとおりとする。
２　จ学部では、４年以্在学し第̕条の２第１項別ද
ᶘで定めるとこΖにैい、日本จ学Պは、必म50୯Ґબ
�4୯Ґ以্合124ܭ୯Ґ以্、ӳޠӳถจ学Պは、必
म44୯Ґબ80୯Ґ以্合124ܭ୯Ґ以্、จԽ財学
Պは、必म�4୯Ґબ�0୯Ґ以্合124ܭ୯Ґ以্、
υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պは、必म48୯Ґબ��୯Ґ
以্合124ܭ୯Ґ以্をम得しなければならない。
学部では、６年以্在学し第̕条の２第１項別දࣃ　３
ᶙで定めるとこΖにैい、必म20�୯Ґ以্をम得し
なければならない。
４　第２項の規定によりଔۀの要݅としてम得すき
124୯Ґのうͪ、第10条の２第２項のतํۀ法により
म得する୯Ґ数は�0୯Ґを超えないものとする。
５　第３項の規定によりଔۀの要݅としてम得すき
20�୯Ґのうͪ、第10条の２第２項のतํۀ法により
म得する୯Ґ数は�0୯Ґを超えないものとする。

（大学ӃतۀՊ目のཤम）
第��条ͷ２　本学จ学部学生が、本学大学Ӄจ学ڀݚՊ
（以下「จ学ڀݚՊ」という。）へのਐ学をࢤし、所ଐす
る学Պが教ҭ্༗ӹと認めるときは、当該学生が学
の許可を得て、จ学ڀݚՊത࢜前期課程のतۀՊ目を
ཤमすることができるものとする。
２　前項のจ学ڀݚՊത࢜前期課程のतۀՊ目のཤमに
関し必要な事項は、別に定める。

（他の大学、専職大学又は短期大学におけるतۀՊ目の
ཤम等）
第��条　他の大学、専職大学又は短期大学においてཤ
मしたतۀՊ目についてम得した୯Ґを、30୯Ґを
超えないൣғで本学において教ҭ্༗ӹと認めるとき
は、本学におけるतۀՊ目のཤमによりम得したもの
とみなすことができる。
２　前項の規定は、学生が֎ࠃの大学（専職大学に૬当
する֎ࠃの大学をؚΉ。以下ಉじ）又は֎ࠃの短期大学
にཹ学する場合、֎ࠃの大学又は֎ࠃの短期大学が行
う通৴教ҭにおけるतۀՊ目をզがࠃにおいてཤमす
る場合及び֎ࠃの大学又は֎ࠃの短期大学の教ҭ課程
を༗するものとして当該֎ࠃの学校教ҭ制度において
Ґ置付けられた教ҭ施設であって、จ部Պ学大ਉが別
に指定するものの当該教ҭ課程におけるतۀՊ目をզ
がࠃにおいてཤमする場合について४用する。

（大学以֎の教ҭ施設等における学म）
第��条　他の短期大学又はߴ等専学校の専߈Պ及び
จ部Պ学大ਉが別に定める学मを、教ҭ্༗ӹと認め
るときは、本学におけるतۀՊ目のཤमとみなし、୯Ґ
を༩えることができる。
２　前項の୯Ґについては、前条第１項の規定による୯
Ґと合わせて30୯Ґを超えないものとする。
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（入学前のطम得୯Ґ等の認定）
第��条　本学に入学する前に他の大学、専職大学又は
短期大学においてཤमしたतۀՊ目についてम得した
୯Ґを、教ҭ্༗ӹと認めるときは、本学におけるतۀ
Պ目のཤमとみなし、୯Ґを༩えることができる。
第��条　本学に入学する前に他の短期大学又はߴ等専
学校の専߈Պ及びจ部Պ学大ਉが別に定める学म
を、教ҭ্༗ӹと認めるときは、本学におけるतۀՊ目
のཤमとみなし、୯Ґを༩えることができる。
２　前条の規定と合わせて༩えることのできる୯Ґ数
は、ฤ入学及び転学等の場合を除き、30୯Ґを超えな
いものとする。

ɹɹ第７ষɹ学ɺ学ٴظͼۀٳ
（学　　年）
第��条　学年は、４月１日に࢝まり、ཌ年３月31日にऴ
わる。

（学　　期）
第��条　学年は、２学期に分け、前期は４月１日から̕
月30日までとし、ޙ期は10月１日からཌ年３月31日
までとする。
２　教ҭ্必要と認めるとき、学はこれをมߋするこ
とができる。
３　１年間のतۀ期間は、35िにわたり行うことを原
則とする。

（日ۀٳ）
第��条　ۀٳ日は、次のとおりとする。
　（１）　日༵日
ຽのॕ日に関する法（ত和23年法1�8ࠃ　（２）　

号）に規定する日
　（３）　։学記೦日（11月21日）
　（４）　य़ۀٳق
　（５）　Նۀٳق
　（６）　ౙۀٳق
２　य़ق、Նق、ౙق及びྟ時のۀٳ日は、その度これ
を定め、合によりۀٳ日をมߋすることができる。

ɹɹ第８ষɹೖ学ɺୀ学ɺআ੶ɺٳ学ɺ෮学ɺ転ೖ学ɺ転Պɺ
ฤೖ学ɺ࠶ೖ学ٴͼཹ学

（入学の時期）
第��条　入学の時期は、ຖ年学年の࢝めとする。
（入学֨ࢿ）
第��条　本学に入学する֨ࢿのある者は、次の各号のҰ
に該当する者とする。
した者एしくは中等教ҭ学校をۀ等学校をଔߴ　（１）　

ଔۀした者
　（２）　通常の課程による12年の学校教ҭをमྃした者
において学校教ҭにおける12年の課程をࠃ֎　（３）　

मྃした者又はこれに४ずる者でจ部Պ学大ਉの

指定したもの
　（４）　จ部Պ学大ਉがߴ等学校の課程とಉ等の課程を

༗するものとして認定した在֎教ҭ施設の当該課
程をमྃした者

　（５）　専म学校のߴ等課程（मۀ年限が３年以্であ
ることその他のจ部Պ学大ਉが定める基४をຬた
すものに限る。）でจ部Պ学大ਉが別に指定するも
のをจ部Պ学大ਉが定める日以ޙにमྃした者

　（６）　จ部Պ学大ਉの指定した者
規則（平成1�年จ部ݧࢼ程度認定ۀ等学校ଔߴ　（̓）　

Պ学ল令第１号）によりจ部Պ学大ਉの行うߴ等
学校ଔۀ程度認定ݧࢼに合֨した者（ಉ規則附則
第２条の規定によるഇ止前の大学入学֨ࢿ検定規
程（ত和2�年จ部ল令第13号）による大学入学ࢿ
֨検定に合֨した者をؚΉ。）

　（̔）　本学において、ݸ別の入学֨ࢿ৹ࠪによりߴ、 等
学校をଔۀした者とಉ等以্の学ྗがあると認め
た者で、18ࡀにୡしたもの

（出ئ手続）
第��条　本学に入学しようとする者は、本学所定の入学
。い出なければならないئ書に入学検定料をఴえئ

（入学ݧࢼ）
第��条　入学ئࢤ者には、入学ݧࢼを行う。
（入学手続）
第��条　入学を許可された者は、本学所定の書等を
提出しなければならない。

（退　　学）
第��条　退学しようとする者は、その理由を۩して学
にئい出て、許可を受けなければならない。

（除籍）
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当する者を学
は除籍することができる。
　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ

ଅしてもなおೲ入にԠじない者
　（２）　第̓条第１項に定める在学期間を超えた者
　（３）　第̓条第２項に定める年数を超えてもਐڃでき

ない者
　（４）　第2�条第３項に定めるٳ学期間を超えて෮学

できない者
の申ِڏ、の際にࠃ人ཹ学生で、本への入ࠃ֎　（５）　

を得たことが໌らかに֨ࢿをして「ཹ学」の在ཹࠂ
なった者

を失した者֨ࢿ人ཹ学生で、在ཹࠃ֎　（６）　
の届けがあった者ࢮ　（̓）　
（学　　ٳ）
第��条　පؾその他やΉをえない理由によって２か月
以্ܽ੮しようとするときは、学にٳ学をئい出て、
許可を受けなければならない。
学ٳ、その他特別の必要があると認めた者は্߁݈　２
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（入学前のطम得୯Ґ等の認定）
第��条　本学に入学する前に他の大学、専職大学又は
短期大学においてཤमしたतۀՊ目についてम得した
୯Ґを、教ҭ্༗ӹと認めるときは、本学におけるतۀ
Պ目のཤमとみなし、୯Ґを༩えることができる。
第��条　本学に入学する前に他の短期大学又はߴ等専
学校の専߈Պ及びจ部Պ学大ਉが別に定める学म
を、教ҭ্༗ӹと認めるときは、本学におけるतۀՊ目
のཤमとみなし、୯Ґを༩えることができる。
２　前条の規定と合わせて༩えることのできる୯Ґ数
は、ฤ入学及び転学等の場合を除き、30୯Ґを超えな
いものとする。

ɹɹ第７ষɹ学ɺ学ٴظͼۀٳ
（学　　年）
第��条　学年は、４月１日に࢝まり、ཌ年３月31日にऴ
わる。

（学　　期）
第��条　学年は、２学期に分け、前期は４月１日から̕
月30日までとし、ޙ期は10月１日からཌ年３月31日
までとする。
２　教ҭ্必要と認めるとき、学はこれをมߋするこ
とができる。
３　１年間のतۀ期間は、35िにわたり行うことを原
則とする。

（日ۀٳ）
第��条　ۀٳ日は、次のとおりとする。
　（１）　日༵日
ຽのॕ日に関する法（ত和23年法1�8ࠃ　（２）　

号）に規定する日
　（３）　։学記೦日（11月21日）
　（４）　य़ۀٳق
　（５）　Նۀٳق
　（６）　ౙۀٳق
２　य़ق、Նق、ౙق及びྟ時のۀٳ日は、その度これ
を定め、合によりۀٳ日をมߋすることができる。

ɹɹ第８ষɹೖ学ɺୀ学ɺআ੶ɺٳ学ɺ෮学ɺ転ೖ学ɺ転Պɺ
ฤೖ学ɺ࠶ೖ学ٴͼཹ学

（入学の時期）
第��条　入学の時期は、ຖ年学年の࢝めとする。
（入学֨ࢿ）
第��条　本学に入学する֨ࢿのある者は、次の各号のҰ
に該当する者とする。
した者एしくは中等教ҭ学校をۀ等学校をଔߴ　（１）　

ଔۀした者
　（２）　通常の課程による12年の学校教ҭをमྃした者
において学校教ҭにおける12年の課程をࠃ֎　（３）　

मྃした者又はこれに४ずる者でจ部Պ学大ਉの

指定したもの
　（４）　จ部Պ学大ਉがߴ等学校の課程とಉ等の課程を

༗するものとして認定した在֎教ҭ施設の当該課
程をमྃした者

　（５）　専म学校のߴ等課程（मۀ年限が３年以্であ
ることその他のจ部Պ学大ਉが定める基४をຬた
すものに限る。）でจ部Պ学大ਉが別に指定するも
のをจ部Պ学大ਉが定める日以ޙにमྃした者

　（６）　จ部Պ学大ਉの指定した者
規則（平成1�年จ部ݧࢼ程度認定ۀ等学校ଔߴ　（̓）　

Պ学ল令第１号）によりจ部Պ学大ਉの行うߴ等
学校ଔۀ程度認定ݧࢼに合֨した者（ಉ規則附則
第２条の規定によるഇ止前の大学入学֨ࢿ検定規
程（ত和2�年จ部ল令第13号）による大学入学ࢿ
֨検定に合֨した者をؚΉ。）

　（̔）　本学において、ݸ別の入学֨ࢿ৹ࠪによりߴ、 等
学校をଔۀした者とಉ等以্の学ྗがあると認め
た者で、18ࡀにୡしたもの

（出ئ手続）
第��条　本学に入学しようとする者は、本学所定の入学
。い出なければならないئ書に入学検定料をఴえئ

（入学ݧࢼ）
第��条　入学ئࢤ者には、入学ݧࢼを行う。
（入学手続）
第��条　入学を許可された者は、本学所定の書等を
提出しなければならない。

（退　　学）
第��条　退学しようとする者は、その理由を۩して学
にئい出て、許可を受けなければならない。

（除籍）
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当する者を学
は除籍することができる。

　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ
ଅしてもなおೲ入にԠじない者

　（２）　第̓条第１項に定める在学期間を超えた者
　（３）　第̓条第２項に定める年数を超えてもਐڃでき

ない者
　（４）　第2�条第３項に定めるٳ学期間を超えて෮学

できない者
の申ِڏ、の際にࠃ人ཹ学生で、本への入ࠃ֎　（５）　

を得たことが໌らかに֨ࢿをして「ཹ学」の在ཹࠂ
なった者

を失した者֨ࢿ人ཹ学生で、在ཹࠃ֎　（６）　
の届けがあった者ࢮ　（̓）　
（学　　ٳ）
第��条　පؾその他やΉをえない理由によって２か月
以্ܽ੮しようとするときは、学にٳ学をئい出て、
許可を受けなければならない。

学ٳ、その他特別の必要があると認めた者は্߁݈　２
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を໋ずることがある。
学の期間は、当該年度内とし、Ҿき続き２年を超えٳ　３
ないこととし通ࢉして４年以内とする。
。入しないࢉ学の期間は、第̓条の在学期間にٳ　４
（෮　　学）
第��条　ٳ学期間中にその理由が消໓した場合は、学
にئい出て許可を受けて෮学することができる。

（転入学）
第��条　他大学から本学へ転入学をرする者がある
ときは、બߟの্入学を許可することがある。
２　転入学に関する規程は、別に定める。
（他大学への転学）
第��条　本学から他の大学へ入学又は転学しようとす
る者は、その理由書を提出し、学の許可を受けるもの
とする。許可を受けた場合、退学しなければならない。

（転　　Պ）　
第��条ͷ２　本学จ学部の学生で、他の学Պへ転Պをر
する者があるときは、બߟの্転Պを許可すること
がある。　
２　転Պに関する規程は、別に定める。
（ฤ入学）
第��条　本学へฤ入学をرする者があるときは、બߟ
の্入学を許可することがある。
２　ฤ入学に関する規程は、別に定める。
（入学࠶）
第��条　本学の学生で退学した者が、࠶入学をرした
ときは、બߟの্入学を許可することがある。
。入学に関する規程は、別に定める࠶　２
（ཹ　　学）
第��条　֎ࠃの大学又は短期大学で学मすることをࢤ
。する者は、学の許可を得てཹ学することができるئ
２　ཹ学に関する規程は、別に定める。

ɹɹ第９ষɹೖ学ݕఆྉٴͼ学ੜೲۚ
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶚに定める
とおりとする。
２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（学期間中の学生ೲ付ۚٳ）
第��条　ٳ学期間中の学生ೲ付ۚについては、別に定め
る。

（ಜ　　ଅ）
第��条　当該学年のतۀ料その他のೲ付ۚのೲ入をその
年度の指定期間内に行わず、ಜଅを受けても指定期間内
になおೲ付しない者を、学は除籍することができる。

（入学検定料等のෆฦؐ）
第��条　طೲの入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別に定め
る場合を除きฦؐしない。

（専߈生のೲ付ۚ）

第��条　専߈生のೲ付ۚについては、別に定める。
（Պ目等ཤम生のೲ付ۚ）
第��条　Պ目等ཤम生のೲ付ۚについては、別に定める。

ɹɹ第��ষɹ学੍
（学制度）
第��条　本学に学制度を設ける。
２　学制度に関する規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹڭҭࢪ࣮ڀݚ৫
（職　　員）
第��条　本学に次の職員を置く。
　（１）　学
　（２）　෭学
　（３）　学部
　（４）　教त
　（５）　।教त
ࢣߨ　（６）　
　（̓）　ॿ教
　（̔）　ॿ手
書࢘　（̕）　
　（10）　事務職員
　（11）　ҩྍ職員
　（12）　ٕज़職員
２　前項の規定にかかわらず、教ҭ及び্ڀݚ༗用と認
められたときには、٬員教तを置くことができる。この
場合において、٬員教तについて必要なことは、別に定
める。
３　ิ職に関する規程は、別に定める。
（校務分ঠ）
第��条　学は、校務をつかさどり、所ଐ職員を౷ಜす
る。
２　෭学は、学をॿけ、໋ を受けて校務をつかさど
る。
３　学部は、学部に関する校務をつかさどる。
４　教तは、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮務
্の特に༏れたࣝ、ྗ及び࣮を༗する者であっ
て、学生を教तし、そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事
する。
５　।教तは、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮務
্の༏れたࣝ、ྗ及び࣮を༗する者であって、学
生を教तし、そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事する。
。は、教त又は।教तに४ずる職務にै事するࢣߨ　６
̓　ॿ教は、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮務
্のࣝ及びྗを༗する者であって、学生を教तし、
そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事する。
̔　ॿ手は、その所ଐする৫における教ҭڀݚの円滑
な࣮施に必要なۀ務にै事する。
্、書は࢘　̕ 職の໋を受け、ࢿ料を処理する。
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10　事務職員は、্ 職の໋を受け、ॾൠの事務にै事す
る。

11　ҩྍ職員は、্ 職の໋を受け、ҩྍに関する用務に
ै事する。

12　ٕज़職員は、্ 職の໋を受け、ٕ ज़に関する用務に
ै事する。

（教ҭ࣮ڀݚ施৫等）
第��条ͷ２　本学は、教ҭ্ڀݚの目的をୡ成するた
め、必要な教員及び事務職員等からなる教ҭ࣮ڀݚ施
৫をฤ制する。
２　教ҭ׆ڀݚ動等の運営が৫的かつޮՌ的に行われ
るよう、適なׂ分୲の下での職員のڠಇや৫的
な࿈ܞମ制を֬保する。
３　教ҭ࣮ڀݚ施৫等に関する必要な事項は、別に定
める。

ɹɹ第��ষɹڭतձɺ大学ӡӦٞڠձٴͼશ学自ݾݕ
ධՁҕһձʹؔ͢Δ߲ࣄ

（教तձ）
第��条　各学部に教तձを置く。
２　教तձに関する規程は、別に定める。
（教तձのটू及びٞ）
第��条　教तձは、学एしくは学部が必要と認めた
とき又は教तձ構成員の２分の１以্の請ٻがあった
ときに、学部がこれをটूする。
２　学部は、教तձのٞとなる。学部に支োのある
ときは、学があらかじめ指໊した教तがその職務を
代行する。

（教तձの৹ٞ事項）
第��条　教तձは、学が次の各号に掲げる事項につい
てܾ定を行うに当たり意見をड़るものとする。
　（１）　学生の入学、ଔۀ及び課程のमྃに関する事項
　（２）　学Ґのत༩に関する事項
　（３）　前２号に掲げるもののほか、教ҭڀݚに関する

重要な事項で、教तձの意見をௌくことが必要な
ものとして学が定める事項

２　教तձは、前項に規定するもののほか、学及び学部
	以下この項において「学等」という。
がつかさど
る教ҭڀݚに関する事項について৹ٞし、及び学等
のٻめにԠじ、意見をड़ることができる。

（大学運営ٞڠձ・શ学自ݾ点検ධՁҕ員ձ）
第��条　重要事項のٞڠ、内部࣭保証のਪਐ及び࿈བྷௐ
のため、大学運営ٞڠձを置く。
２　本学則第２条の࣮施にあたっては、શ学自ݾ点検ධ
Ձҕ員ձを置き、大学運営ٞڠձにその݁Ռをใࠂす
る。
３　大学運営ٞڠձ及びશ学自ݾ点検ධՁҕ員ձに関す
る規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹઐ߈ੜɺڀݚੜɺՊཤमੜٴͼ֎ࠃਓ
ཹ学ੜ

（専߈生）
第��条　本学のଔۀ生又はこれとಉ等以্の学ྗがあ
ると認められた者が、本学教員指ಋの下に特定のतۀ
Պ目のڀݚをئい出たときは、બߟの্専߈生として
入学を許可することがある。
２　専߈生に関する規程は、別に定める。
（生ڀݚ）
第��条　本学教員の指ಋを受け、本学専学Պ目のڀݚ
をࢤする者があるときは、બߟの্ڀݚ生として許
可することがある。
。生に関する規程は、別に定めるڀݚ　２
（Պ目等ཤम生）
第��条　本学のतۀՊ目中、特定のՊ目をཤमしようと
する者があるときは、બߟの্Պ目等ཤम生として許
可することがある。
２　Պ目等ཤम生に関する規程は、別に定める。
（人ཹ学生ࠃ֎）
第��条　֎ࠃ人で大学において教ҭを受ける目的を
もって入ࠃし、本学に入学をئࢤする者があるときは、
બߟの্入学を許可することがある。
。人ཹ学生に関する規程は、別に定めるࠃ֎　２

ɹɹ第��ষɹଔূۀॻɾ学Ґه
（ଔۀ証書・学Ґ記）
第��条　本学所定の課程をमめた者には、ଔۀ証書・学
Ґ記をत༩する。

（学　　Ґ）
第��条　本学をଔۀした者には、つ͗の学Ґをत༩す
る。
　　จ学部　学࢜（จ学）
（学ࣃ）࢜学部　学ࣃ　　
２　学Ґに関する規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹɹɹേ
（ද　　জ）
第��条　本学の学生で、行ํ正、学ज़༏लな者又は他
のൣとなる行ҝのあった者は、これをදজする。

（懲戒）
第��条　学生の本分に反し、学則その他のॾ規則に違反
した者は、教तձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒
は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する者に対して
行う。
　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　学ྗྼ等で成ۀの見込みがないと認められる者
　（３）　無届けで期にわたりܽ੮した者又は正当な理

由がなくて出੮が常でない者
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10　事務職員は、্ 職の໋を受け、ॾൠの事務にै事す
る。

11　ҩྍ職員は、্ 職の໋を受け、ҩྍに関する用務に
ै事する。

12　ٕज़職員は、্ 職の໋を受け、ٕ ज़に関する用務に
ै事する。

（教ҭ࣮ڀݚ施৫等）
第��条ͷ２　本学は、教ҭ্ڀݚの目的をୡ成するた
め、必要な教員及び事務職員等からなる教ҭ࣮ڀݚ施
৫をฤ制する。
２　教ҭ׆ڀݚ動等の運営が৫的かつޮՌ的に行われ
るよう、適なׂ分୲の下での職員のڠಇや৫的
な࿈ܞମ制を֬保する。
３　教ҭ࣮ڀݚ施৫等に関する必要な事項は、別に定
める。

ɹɹ第��ষɹڭतձɺ大学ӡӦٞڠձٴͼશ学自ݾݕ
ධՁҕһձʹؔ͢Δ߲ࣄ

（教तձ）
第��条　各学部に教तձを置く。
２　教तձに関する規程は、別に定める。
（教तձのটू及びٞ）
第��条　教तձは、学एしくは学部が必要と認めた
とき又は教तձ構成員の２分の１以্の請ٻがあった
ときに、学部がこれをটूする。
２　学部は、教तձのٞとなる。学部に支োのある
ときは、学があらかじめ指໊した教तがその職務を
代行する。

（教तձの৹ٞ事項）
第��条　教तձは、学が次の各号に掲げる事項につい
てܾ定を行うに当たり意見をड़るものとする。
　（１）　学生の入学、ଔۀ及び課程のमྃに関する事項
　（２）　学Ґのत༩に関する事項
　（３）　前２号に掲げるもののほか、教ҭڀݚに関する

重要な事項で、教तձの意見をௌくことが必要な
ものとして学が定める事項

２　教तձは、前項に規定するもののほか、学及び学部
	以下この項において「学等」という。
がつかさど
る教ҭڀݚに関する事項について৹ٞし、及び学等
のٻめにԠじ、意見をड़ることができる。

（大学運営ٞڠձ・શ学自ݾ点検ධՁҕ員ձ）
第��条　重要事項のٞڠ、内部࣭保証のਪਐ及び࿈བྷௐ
のため、大学運営ٞڠձを置く。
２　本学則第２条の࣮施にあたっては、શ学自ݾ点検ධ
Ձҕ員ձを置き、大学運営ٞڠձにその݁Ռをใࠂす
る。
３　大学運営ٞڠձ及びશ学自ݾ点検ධՁҕ員ձに関す
る規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹઐ߈ੜɺڀݚੜɺՊཤमੜٴͼ֎ࠃਓ
ཹ学ੜ

（専߈生）
第��条　本学のଔۀ生又はこれとಉ等以্の学ྗがあ
ると認められた者が、本学教員指ಋの下に特定のतۀ
Պ目のڀݚをئい出たときは、બߟの্専߈生として
入学を許可することがある。

２　専߈生に関する規程は、別に定める。
（生ڀݚ）
第��条　本学教員の指ಋを受け、本学専学Պ目のڀݚ
をࢤする者があるときは、બߟの্ڀݚ生として許
可することがある。

。生に関する規程は、別に定めるڀݚ　２
（Պ目等ཤम生）
第��条　本学のतۀՊ目中、特定のՊ目をཤमしようと
する者があるときは、બߟの্Պ目等ཤम生として許
可することがある。

２　Պ目等ཤम生に関する規程は、別に定める。
（人ཹ学生ࠃ֎）
第��条　֎ࠃ人で大学において教ҭを受ける目的を
もって入ࠃし、本学に入学をئࢤする者があるときは、
બߟの্入学を許可することがある。

。人ཹ学生に関する規程は、別に定めるࠃ֎　２

ɹɹ第��ষɹଔূۀॻɾ学Ґه
（ଔۀ証書・学Ґ記）
第��条　本学所定の課程をमめた者には、ଔۀ証書・学
Ґ記をत༩する。

（学　　Ґ）
第��条　本学をଔۀした者には、つ͗の学Ґをत༩す
る。

　　จ学部　学࢜（จ学）
（学ࣃ）࢜学部　学ࣃ　　
２　学Ґに関する規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹɹɹേ
（ද　　জ）
第��条　本学の学生で、行ํ正、学ज़༏लな者又は他
のൣとなる行ҝのあった者は、これをදজする。

（懲戒）
第��条　学生の本分に反し、学則その他のॾ規則に違反
した者は、教तձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒
は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。

２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する者に対して
行う。

　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　学ྗྼ等で成ۀの見込みがないと認められる者
　（３）　無届けで期にわたりܽ੮した者又は正当な理

由がなくて出੮が常でない者
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　（４）　本学のடংをཚし、その他学生としての本分に
反した者

ɹɹ第��ষɹࡶɹɹ則
（ެ։࠲ߨ）
第��条　本学は、ࣾ ձҰൠの成人を対とし、学ज़の
্と生֔学शのਐలのためެ։࠲ߨを։࠵する。

（図書館）
第��条　本学に図書館を置く。
２　図書館に関する規程は、別に定める。
（保݈ηϯλー）
第��条　本学は、学生及び職員に対する保݈管理ۀ務を
࣮施するため保݈ηϯλーを置く。
２　保݈ηϯλーに関する規程は、別に定める。
（学部附ଐපӃࣃ）
第��条　本学にࣃ学部附ଐපӃを置く。
。学部附ଐපӃに関する規程は、別に定めるࣃ　２
（学生ྈ）
第��条　本学は、学生のために学生ྈを置く。
２　学生ྈに関する規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹվਖ਼खଓ
（改正手続）　
第��条　本学則及び本学則に基づいて定めるॾ規則・
ॾ規程は本学の必要にԠじてมߋすることがある。
２　本学則の改正は、各教तձ及び大学運営ٞڠձの৹
ٞをܦて、理事ձがܾ定する。

　　　附　則
　本学則は、ত和44年４月１日からこれを施行する。

　　　附　則
１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。
学部においては、平成28年度以前に入学した学生ࣃ　２
に対する第̓条第２項の適用に当たっては、ಉ項の期
間（第１学年においては２年、第２学年においては２
年、第３学年及び第４学年においては通４ࢉ年、第５学
年及び第６学年においては通４ࢉ年）のࢉܭにおいて、
平成28年度以前の在学期間はࢉ入しない。　
なお、平成28年度以前に入学した学生に対するࣃ学部
における在学期間のࢉܭにおいては、平成28年度以前の
在学期間をࢉ入する。

　　　附　則
　この学則は、令和３年４月１日から施行する。
　ただし、令和２年度以前の入学生については、第2�条、
第2�条及び第28条に定めるとこΖによる「保護者」は、ै
前のとおり「保証人」とする。

Ⅺ
諸
規
程
等

　　　附　則
　この学則は、令和６年４月１日から施行する。
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教ҭ্ڀݚの目的
別දᶗ

学部 学Պ 人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目的

จ

学

部

日
本
จ
学
Պ

　日本จ学と日本ޠ学に関する該തなࣝ見及
び日本ޠによる理的ߟࢥとそれを他者に
えるൃྗとจষྗを備え、ಓな努ྗをԀ
わず、自ݾをলみて他者へのܟ意をれない、
ݎ ・࣮中༱の人をҭてる。
学をޠ年間で、શ時代の日本จ学と日本࢛　
基ૅから学び、ޙ࠷にଔۀจとして࣮݁さ
せるྗをཆう。ಉ時に、日本の౷จԽ・書・
ܳやࣈจԽݍについての理ղをᔻཆしつ
つ、ݹయ籍のจࣈをղ読するྗ、図書館を通じ
てௐࠪ分ੳするྗ、中学・ߴ校生にޠࠃや書
ಓを教えるྗ、֎ࠃ人にӳޠでॳ歩的な日本
จԽをઆ໌するྗ等を܇࿅する。
　総じて日本จ学に関してはߴ、 校教Պ書程
度のݹจ・จ・ݱ代จについてߟࢀ書によら
ずにઆ໌できるࣝとྗ、日本ޠ学に関し
ては、日本ޠを母ޠとしない日本ޠ学श者に
日本ޠについて基ૅ的આ໌ができるࣝと
ྗ、その両者を備え、ࣾ ձの様ʑな局໘に適Ԡ
してੈの中にݙߩする人ࡐをҭ成する。
　そのためにも、্ڀݚは、จݙやσーλに基
づき手続きと理を重ࢹする࣮証主ٛを基本
とし、学とࣾձの݈શなൃలにد༩するこ
とを目的とする。

ӳ
ޠ
ӳ
ถ
จ
学
Պ

　ࣾٿձの時代に対Ԡできるいࢹとߴ
いࣝ見を備えた人ࡐのҭ成を目的とする。こ
の目的のため、ӳޠのߴ度な運用ྗをश得
するだけではなく、ӳࢿޠ料のௐࠪ分ੳを通
じて、ΠΪϦス、ΞϝϦカをはじめとするӳޠ
のࣾձ、จԽ、จ学に関するਂいࣝをにݍ
つけることができるように教ҭをおこなう。
さらには、ࠃ際ޠとしてのӳޠを通して、ӳޠ
以֎のੈքのॾҬについても理ղをਂめݍ
ることができるいࢹをཆうことをめ͟
す。また、これらのྗとࣝをश得した݁
Ռ、自分と自分を取りרくࣾձとの関をਂ
く理ղした্で、自分と自จԽについてӳޠ
でえることができる、ฒびに、自จԽとҟจ
Խの違いを認ࣝした্で、ҟจԽに対して
༰のਫ਼ਆを持ͪ、ҟจԽ間の૬ޓ理ղにد༩
することができる人ࡐをҭ成することによ
り、くࣾձにݙߩすることを目的とする。以
্の目的のため、本学Պの教員は関࿈ॾ分
を横அしたڀݚをਪਐする。

จ
Խ
財
学
Պ

　人ྨのいྺ࢙の中から生み出されて、ࠓ
日までえられてきたจԽ財について、その
ࡐ的意ٛや࢙ྺ ・࣭ٕ࡞法などに関する෯
いࣝを学び、ซせてその取りѻいํやௐ
、の手法、保ଘとम෮のٕज़をに付けڀݚࠪ・

কདྷにわたってจԽ財を守りえて行く専
職にबける人ࡐをҭ成する。1ʙ2年において
は基ૅ֓આՊ目で、จԽ的基൫を学び、2年次
以߱の専બՊ目では෯いࣝと、「ௐ
、まとめ、ൃ දする」ྗ をश得する。1ʙ4年
次にわたる࣮शՊ目で、จԽ財の࣮に৮れ
つつ、ௐ 理・म෮、ల、ڀݚࠪ・ ・ࣔެ ։のٕज़
をに付ける。࠷ऴ学年で্記を総合しଔۀ
จに࣮݁させる。以্の目的のため、本学Պ
教員は学際的なڀݚをਪਐする。

υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
ς
ồ
γ
ἀ
ϯ
学
Պ

　過ڈŋݱ在ŋະདྷにわたる「ใ」のଟ様なあ
りํについて理ղし、ใを分ੳしൃ৴する
ྗをに付け、ࣾ ձで׆༂できる人ࡐのҭ成
を目的とする。
　1・2年次においてίϯϐϡーλ及びใに
関する基ૅ的なࣝとٕをम得し、3・4年
次においてはใ学・図書館学・書ࢽ学のそ
れͧれの分において1・2年次で学Μだこと
をさらにਂめ、෯いࣝをに付ける。
　ใ学ίースではߴ等学校ใՊ教員やҰ
ൠۀاにおけるٕज़職、図書館学ίースでは
、書࢘なσδλルԽに対Ԡできる図書館ܹٸ
書ࢽ学ίースではݹయ籍のՁをݱ代ࣾձに
ൃ৴できるような専職のཆ成をめ͟す。さ
らに、ࣾ ձ人としての基ૅ的なྗをཆうカ
ϦΩϡϥϜを備えることにより、Ұൠۀاの
様ʑな職छに対Ԡできる人ࡐをҭ成する。
においても、これらの教ҭ目的に対Ԡڀݚ　
して、各分で見をਂめ、それらを༥合し、
新たなྖڀݚҬのをめ͟している。

ࣃ

学

部

ࣃ
学
Պ

成とࣾձへのܗ学のਫ਼ਆに基づく人֨のݐ　
ไを教ҭのࠜ本におき、ࠃ際的にも通用す
るいࣝをतけるとڞにߴ、 度なࣃ・ֺ ޱ・
ਂ、しڀݚに関する専の学ज़を教तߢ い教
ཆとྑࣝを備えた৴པされるࣃՊҩࢣのҭ成
を໋とする。すなわͪ、Ұൠ教ҭにおいて
は、෯い教ཆと他者をࢥいやる৺をれず
に、ίϛϡχέーシϣϯྗに༏れ、さま͟ま
な局໘における点をൃ見しղܾするྗ
をҭてる。専教ҭՊ目の基ૅྖҬの教ҭに
おいては、࠷新のࣃՊҩ学のࣝを常に学び
続けるڀݚ৺を持ͪ、ࠜ Պҩࣃに基づいたڌ
ྍを࣮ફする人ࡐをཆ成する。また、ྟ চྖҬ
の教ҭでは専にภらないいࣝとٕに
Ճえて、ऑ者をॿけ支えることのできる࣊Ѫ
のଶ度を持つ人ࡐとしての教ҭを行う。さら
にҬҩྍにݙߩし、ױ࣬ߢޱがશの݈߁
に及΅すӨڹを理ղし、ߢޱおよびશの݈
、を૿ਐさせ࣬පの༧防を行うことができ߁
基ૅ的およびྟচ的な両分でੑにΉ
ҩྍ人をҭ成する。

Ⅺ
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等
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教ҭ্ڀݚの目的
別දᶗ

学部 学Պ 人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目的

จ

学

部

日
本
จ
学
Պ

　日本จ学と日本ޠ学に関する該തなࣝ見及
び日本ޠによる理的ߟࢥとそれを他者に
えるൃྗとจষྗを備え、ಓな努ྗをԀ
わず、自ݾをলみて他者へのܟ意をれない、
ݎ ・࣮中༱の人をҭてる。
学をޠ年間で、શ時代の日本จ学と日本࢛　
基ૅから学び、ޙ࠷にଔۀจとして࣮݁さ
せるྗをཆう。ಉ時に、日本の౷จԽ・書・
ܳやࣈจԽݍについての理ղをᔻཆしつ
つ、ݹయ籍のจࣈをղ読するྗ、図書館を通じ
てௐࠪ分ੳするྗ、中学・ߴ校生にޠࠃや書
ಓを教えるྗ、֎ࠃ人にӳޠでॳ歩的な日本
จԽをઆ໌するྗ等を܇࿅する。
　総じて日本จ学に関してはߴ、 校教Պ書程
度のݹจ・จ・ݱ代จについてߟࢀ書によら
ずにઆ໌できるࣝとྗ、日本ޠ学に関し
ては、日本ޠを母ޠとしない日本ޠ学श者に
日本ޠについて基ૅ的આ໌ができるࣝと
ྗ、その両者を備え、ࣾ ձの様ʑな局໘に適Ԡ
してੈの中にݙߩする人ࡐをҭ成する。
　そのためにも、্ڀݚは、จݙやσーλに基
づき手続きと理を重ࢹする࣮証主ٛを基本
とし、学とࣾձの݈શなൃలにد༩するこ
とを目的とする。

ӳ
ޠ
ӳ
ถ
จ
学
Պ

　ࣾٿձの時代に対Ԡできるいࢹとߴ
いࣝ見を備えた人ࡐのҭ成を目的とする。こ
の目的のため、ӳޠのߴ度な運用ྗをश得
するだけではなく、ӳࢿޠ料のௐࠪ分ੳを通
じて、ΠΪϦス、ΞϝϦカをはじめとするӳޠ
のࣾձ、จԽ、จ学に関するਂいࣝをにݍ
つけることができるように教ҭをおこなう。
さらには、ࠃ際ޠとしてのӳޠを通して、ӳޠ
以֎のੈքのॾҬについても理ղをਂめݍ
ることができるいࢹをཆうことをめ͟
す。また、これらのྗとࣝをश得した݁
Ռ、自分と自分を取りרくࣾձとの関をਂ
く理ղした্で、自分と自จԽについてӳޠ
でえることができる、ฒびに、自จԽとҟจ
Խの違いを認ࣝした্で、ҟจԽに対して
༰のਫ਼ਆを持ͪ、ҟจԽ間の૬ޓ理ղにد༩
することができる人ࡐをҭ成することによ
り、くࣾձにݙߩすることを目的とする。以
্の目的のため、本学Պの教員は関࿈ॾ分
を横அしたڀݚをਪਐする。

จ
Խ
財
学
Պ

　人ྨのいྺ࢙の中から生み出されて、ࠓ
日までえられてきたจԽ財について、その
ࡐ的意ٛや࢙ྺ ・࣭ٕ࡞法などに関する෯
いࣝを学び、ซせてその取りѻいํやௐ
、の手法、保ଘとम෮のٕज़をに付けڀݚࠪ・

কདྷにわたってจԽ財を守りえて行く専
職にबける人ࡐをҭ成する。1ʙ2年において
は基ૅ֓આՊ目で、จԽ的基൫を学び、2年次
以߱の専બՊ目では෯いࣝと、「ௐ
、まとめ、ൃ දする」ྗ をश得する。1ʙ4年
次にわたる࣮शՊ目で、จԽ財の࣮に৮れ
つつ、ௐ 理・म෮、ల、ڀݚࠪ・ ・ࣔެ ։のٕज़
をに付ける。࠷ऴ学年で্記を総合しଔۀ
จに࣮݁させる。以্の目的のため、本学Պ
教員は学際的なڀݚをਪਐする。

υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
ς
ồ
γ
ἀ
ϯ
学
Պ

　過ڈŋݱ在ŋະདྷにわたる「ใ」のଟ様なあ
りํについて理ղし、ใを分ੳしൃ৴する
ྗをに付け、ࣾ ձで׆༂できる人ࡐのҭ成
を目的とする。
　1・2年次においてίϯϐϡーλ及びใに
関する基ૅ的なࣝとٕをम得し、3・4年
次においてはใ学・図書館学・書ࢽ学のそ
れͧれの分において1・2年次で学Μだこと
をさらにਂめ、෯いࣝをに付ける。
　ใ学ίースではߴ等学校ใՊ教員やҰ
ൠۀاにおけるٕज़職、図書館学ίースでは
、書࢘なσδλルԽに対Ԡできる図書館ܹٸ
書ࢽ学ίースではݹయ籍のՁをݱ代ࣾձに
ൃ৴できるような専職のཆ成をめ͟す。さ
らに、ࣾ ձ人としての基ૅ的なྗをཆうカ
ϦΩϡϥϜを備えることにより、Ұൠۀاの
様ʑな職छに対Ԡできる人ࡐをҭ成する。
においても、これらの教ҭ目的に対Ԡڀݚ　
して、各分で見をਂめ、それらを༥合し、
新たなྖڀݚҬのをめ͟している。

ࣃ

学

部

ࣃ
学
Պ

成とࣾձへのܗ学のਫ਼ਆに基づく人֨のݐ　
ไを教ҭのࠜ本におき、ࠃ際的にも通用す
るいࣝをतけるとڞにߴ、 度なࣃ・ֺ ޱ・
ਂ、しڀݚに関する専の学ज़を教तߢ い教
ཆとྑࣝを備えた৴པされるࣃՊҩࢣのҭ成
を໋とする。すなわͪ、Ұൠ教ҭにおいて
は、෯い教ཆと他者をࢥいやる৺をれず
に、ίϛϡχέーシϣϯྗに༏れ、さま͟ま
な局໘における点をൃ見しղܾするྗ
をҭてる。専教ҭՊ目の基ૅྖҬの教ҭに
おいては、࠷新のࣃՊҩ学のࣝを常に学び
続けるڀݚ৺を持ͪ、ࠜ Պҩࣃに基づいたڌ
ྍを࣮ફする人ࡐをཆ成する。また、ྟ চྖҬ
の教ҭでは専にภらないいࣝとٕに
Ճえて、ऑ者をॿけ支えることのできる࣊Ѫ
のଶ度を持つ人ࡐとしての教ҭを行う。さら
にҬҩྍにݙߩし、ױ࣬ߢޱがશの݈߁
に及΅すӨڹを理ղし、ߢޱおよびશの݈
、を૿ਐさせ࣬පの༧防を行うことができ߁
基ૅ的およびྟচ的な両分でੑにΉ
ҩྍ人をҭ成する。
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Ⅺ
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規
程
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तۀՊ目及びその୯Ґ数
別දᶘ　จ学部

त　ۀ　Պ　目
୯ Ґ 数

必म୯Ґ બ୯Ґ

ຊจ学Պ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）
学
৺理学ᶗ
৺理学ᶘ
ྙ理学ᶗ（֓આ）
ྙ理学ᶘ
ੈքྺ࢙ᶗ（֓આ）
ੈքྺ࢙ᶘ
日本ྺ࢙ᶗ（֓આ）
日本ྺ࢙ᶘ
ࢽ学֓આ
࣏学ᶗ（֓આ）
࣏学ᶘ
法学ᶗ（日本ݑࠃ法）
法学ᶘ
済学ᶗ（֓આ）ܦ
済学ᶘܦ
ࣾձ学ᶗ（֓આ）
ࣾձ学ᶘ
ΩϟϦΞܗ成
ΩϟϦΞスΩルԋशᶗ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶘ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶙ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶚ
δϟーφϦζϜᶗ
δϟーφϦζϜᶘ（ϝσΟΞϦテϥシー）
ίϛϡχέーシϣϯ
ϘϥϯテΟΞ
ମҭ（ମҭ࣮ٕ１୯ҐをؚΉ）
生֔スϙーπᶗ
生֔スϙーπᶘ
Պ学߁݈
Պ学ٕज़ᶗ
Պ学ٕज़ᶘ
ڥٿᶗ
ڥٿᶘ
ใϦテϥシーᶗ
ใϦテϥシーᶘ
දจԽᶗ
දจԽᶘ
දจԽᶙ
දจԽᶚ
ҬจԽڀݚᶗ
ҬจԽڀݚᶘ
ҬจԽڀݚᶙ

4

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2

ҬจԽڀݚᶚ
ҬจԽڀݚᶛ
ҬจԽڀݚᶜ
学ޠݴ
日本ޠ
中ޠࠃᶗ̖
中ޠࠃᶗ̗
中ޠࠃᶘ̖
中ޠࠃᶘ̗
中ޠࠃᶙ̖
中ޠࠃᶙ̗
中ޠࠃᶚ̖
中ޠࠃᶚ̗
ӳޠᶗ
ӳޠᶘ
ӳޠᶙ
બӳޠᶗ
બӳޠᶘ
બӳޠᶙ
બӳޠᶚ
બӳޠᶛ
બӳޠᶜ
υΠπޠᶗ̖
υΠπޠᶗ̗
υΠπޠᶘ̖
υΠπޠᶘ̗
υΠπޠᶙ̖
υΠπޠᶙ̗
υΠπޠᶚ̖
υΠπޠᶚ̗
ϑϥϯスޠᶗ̖
ϑϥϯスޠᶗ̗
ϑϥϯスޠᶘ̖
ϑϥϯスޠᶘ̗
ϑϥϯスޠᶙ̖
ϑϥϯスޠᶙ̗
ϑϥϯスޠᶚ̖
ϑϥϯスޠᶚ̗
จ学ᶗࠃ֎
จ学ᶘࠃ֎
จ学ᶙࠃ֎
จ学ᶚࠃ֎
日本ޠ学֓（Իޠݴ・จষදݱをؚΉ）
日本ޠ学入
日本ޠ学ԋशᶗ
日本ޠ学ԋशᶘ
日本ޠ学ٛߨᶗ

4

2
2
2

4

2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

4
4
4
4

日本ޠ学ٛߨᶘ
日本࢙ޠ
จ学֓ࠃ
基ૅݹจ
基ૅจ

4
2
2

4
4
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基ૅݹయจ法
代จ読ղݱ
読ߨจ
（యݹ）読ߨจ学ࠃ
読（ۙ代）ߨจ学ࠃ
ݹ代・中্　࢙จ学ࠃ
中　࢙จ学ࠃ ・ੈۙ ੈ
代ۙ　࢙จ学ࠃ
ᶗݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
ᶘݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
ᶙݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶗ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶘ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶙ
จ学ԋश　ۙ代ᶗࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶘࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶙࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶚࠃ
จ法ԋशࠃ
จ学ԋश
্代จ学ٛߨᶗ
্代จ学ٛߨᶘ
中ݹจ学ٛߨᶗ
中ݹจ学ٛߨᶘ
中ੈจ学ٛߨᶗ
中ੈจ学ٛߨᶘ
ۙੈจ学ٛߨᶗ
ۙੈจ学ٛߨᶘ
ۙ代จ学ٛߨᶗ
ۙ代จ学ٛߨᶘ
中ݹࠃయจ学
中ࠃจ学ԋश
中ࠃจ学࢙
༗職故࣮ᶗ
༗職故࣮ᶘ
චؑݹ
書ಓ࢙
書ಓᶗ
書ಓᶘ
書ಓᶙ
書ಓᶚ
書ಓᶛ
書ಓᶜ
教職ޠࠃՊ
教職ޠࠃՊԋश
ੈքの中の日本จ学
ଔۀจ指ಋ

2
2
2
2
2

4

2

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
2
2
4
4
2
2
2
2
2
2
4
2
2

ଔۀจ
˞他学Պ等։ߨՊ目܈

ӳޠӳถจ学Պ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）

4

4

8

学
৺理学ᶗ
৺理学ᶘ
ྙ理学ᶗ（֓આ）
ྙ理学ᶘ
ੈքྺ࢙ᶗ（֓આ）
ੈքྺ࢙ᶘ
日本ྺ࢙ᶗ（֓આ）
日本ྺ࢙ᶘ
ࢽ学֓આ
࣏学ᶗ（֓આ）
࣏学ᶘ
法学ᶗ（日本ݑࠃ法）
法学ᶘ
済学ᶗ（֓આ）ܦ
済学ᶘܦ
ࣾձ学ᶗ（֓આ）
ࣾձ学ᶘ
ΩϟϦΞܗ成
ΩϟϦΞスΩルԋशᶗ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶘ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶙ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶚ
δϟーφϦζϜᶗ
δϟーφϦζϜᶘ（ϝσΟΞϦテϥシー）
ίϛϡχέーシϣϯ
ϘϥϯテΟΞ
ମҭ（ମҭ࣮ٕ１୯ҐをؚΉ）
生֔スϙーπᶗ
生֔スϙーπᶘ
Պ学߁݈
Պ学ٕज़ᶗ
Պ学ٕज़ᶘ
ڥٿᶗ
ڥٿᶘ
ใϦテϥシーᶗ
ใϦテϥシーᶘ
දจԽᶗ
දจԽᶘ
දจԽᶙ
දจԽᶚ
ҬจԽڀݚᶗ
ҬจԽڀݚᶘ
ҬจԽڀݚᶙ
ҬจԽڀݚᶚ
ҬจԽڀݚᶛ
ҬจԽڀݚᶜ

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

学ޠݴ
日本ޠ
中ޠࠃᶗ̖
中ޠࠃᶗ̗
中ޠࠃᶘ̖

4
2

1
1
1
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基ૅݹయจ法
代จ読ղݱ
読ߨจ
（యݹ）読ߨจ学ࠃ
読（ۙ代）ߨจ学ࠃ
ݹ代・中্　࢙จ学ࠃ
中　࢙จ学ࠃ ・ੈۙ ੈ
代ۙ　࢙จ学ࠃ
ᶗݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
ᶘݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
ᶙݹจ学ԋश　্代・中ࠃ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶗ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶘ
จ学ԋश　中ࠃ ・ੈۙ ੈᶙ
จ学ԋश　ۙ代ᶗࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶘࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶙࠃ
จ学ԋश　ۙ代ᶚࠃ
จ法ԋशࠃ
จ学ԋश
্代จ学ٛߨᶗ
্代จ学ٛߨᶘ
中ݹจ学ٛߨᶗ
中ݹจ学ٛߨᶘ
中ੈจ学ٛߨᶗ
中ੈจ学ٛߨᶘ
ۙੈจ学ٛߨᶗ
ۙੈจ学ٛߨᶘ
ۙ代จ学ٛߨᶗ
ۙ代จ学ٛߨᶘ
中ݹࠃయจ学
中ࠃจ学ԋश
中ࠃจ学࢙
༗職故࣮ᶗ
༗職故࣮ᶘ
චؑݹ
書ಓ࢙
書ಓᶗ
書ಓᶘ
書ಓᶙ
書ಓᶚ
書ಓᶛ
書ಓᶜ
教職ޠࠃՊ
教職ޠࠃՊԋश
ੈքの中の日本จ学
ଔۀจ指ಋ

2
2
2
2
2

4

2

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
2
2
4
4
2
2
2
2
2
2
4
2
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ଔۀจ
˞他学Պ等։ߨՊ目܈

ӳޠӳถจ学Պ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）

4

4

8

学
৺理学ᶗ
৺理学ᶘ
ྙ理学ᶗ（֓આ）
ྙ理学ᶘ
ੈքྺ࢙ᶗ（֓આ）
ੈքྺ࢙ᶘ
日本ྺ࢙ᶗ（֓આ）
日本ྺ࢙ᶘ
ࢽ学֓આ
࣏学ᶗ（֓આ）
࣏学ᶘ
法学ᶗ（日本ݑࠃ法）
法学ᶘ
済学ᶗ（֓આ）ܦ
済学ᶘܦ
ࣾձ学ᶗ（֓આ）
ࣾձ学ᶘ
ΩϟϦΞܗ成
ΩϟϦΞスΩルԋशᶗ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶘ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶙ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶚ
δϟーφϦζϜᶗ
δϟーφϦζϜᶘ（ϝσΟΞϦテϥシー）
ίϛϡχέーシϣϯ
ϘϥϯテΟΞ
ମҭ（ମҭ࣮ٕ１୯ҐをؚΉ）
生֔スϙーπᶗ
生֔スϙーπᶘ
Պ学߁݈
Պ学ٕज़ᶗ
Պ学ٕज़ᶘ
ڥٿᶗ
ڥٿᶘ
ใϦテϥシーᶗ
ใϦテϥシーᶘ
දจԽᶗ
දจԽᶘ
දจԽᶙ
දจԽᶚ
ҬจԽڀݚᶗ
ҬจԽڀݚᶘ
ҬจԽڀݚᶙ
ҬจԽڀݚᶚ
ҬจԽڀݚᶛ
ҬจԽڀݚᶜ

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

学ޠݴ
日本ޠ
中ޠࠃᶗ̖
中ޠࠃᶗ̗
中ޠࠃᶘ̖

4
2

1
1
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Ⅺ
諸
規
程
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中ޠࠃᶘ̗
中ޠࠃᶙ̖
中ޠࠃᶙ̗
中ޠࠃᶚ̖
中ޠࠃᶚ̗
બӳޠᶗ
બӳޠᶘ
બӳޠᶙ
બӳޠᶚ
બӳޠᶛ
બӳޠᶜ
υΠπޠᶗ̖
υΠπޠᶗ̗
υΠπޠᶘ̖
υΠπޠᶘ̗
υΠπޠᶙ̖
υΠπޠᶙ̗
υΠπޠᶚ̖
υΠπޠᶚ̗
ϑϥϯスޠᶗ̖
ϑϥϯスޠᶗ̗
ϑϥϯスޠᶘ̖
ϑϥϯスޠᶘ̗
ϑϥϯスޠᶙ̖
ϑϥϯスޠᶙ̗
ϑϥϯスޠᶚ̖
ϑϥϯスޠᶚ̗
จ学ᶗࠃ֎
จ学ᶘࠃ֎
จ学ᶙࠃ֎
จ学ᶚࠃ֎
ϦーσΟϯά̖
ϦーσΟϯά̗
ϥΠテΟϯά̖
ϥΠテΟϯά̗
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯᶗ̖
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯᶗ̗
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯᶘ̖
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯᶘ̗
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯू中̖
Φーϥル・ίϛϡχέーシϣϯू中̗
教ཆԋश
ίϯϓϦϔϯシϒ・ΠϯάϦッシϡ̖
ίϯϓϦϔϯシϒ・ΠϯάϦッシϡ̗
ϝσΟΞ・ΠϯάϦッシϡ̖
ϝσΟΞ・ΠϯάϦッシϡ̗
特別ԋशᶗ

1
1
1
1
1
1
1
1

4
1
1
2
2
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

2
2

特別ԋशᶘ
ӳޠ学̖֓
ӳޠ学̗֓
ӳจ法̖
ӳจ法̗

4
2
2
2
2

ӳޠԻ学̖
ӳޠԻ学̗
ࣾձޠݴ学̖ڀݚ
ࣾձޠݴ学̗ڀݚ
ӳޠจ学֓ᶗ̖
ӳޠจ学֓ᶗ̗
ӳޠจ学֓ᶘ̖
ӳޠจ学֓ᶘ̗
ӳޠจ学入̖
ӳޠจ学入̗
ӳถڀݚࢻ
ӳถԋܶڀݚ
ΠΪϦスখઆ̖ڀݚ
ΠΪϦスখઆ̗ڀݚ
ΞϝϦカখઆ̖ڀݚ
ΞϝϦカখઆ̗ڀݚ
ӳถࣇಐจ学̖ڀݚ
ӳถࣇಐจ学̗ڀݚ
ΠΪϦスจԽ̖֓
ΠΪϦスจԽ̗֓
ΞϝϦカจԽ̖֓
ΞϝϦカจԽ̗֓
ΠΪϦスจԽ̖ڀݚ
ΠΪϦスจԽ̗ڀݚ
ΞϝϦカจԽ̖ڀݚ
ΞϝϦカจԽ̗ڀݚ
特別࣮श
ӳޠ教ҭ̖ڀݚ
ӳޠ教ҭ̗ڀݚ
ҟจԽ間ίϛϡχέーシϣϯ̖ڀݚ
ҟจԽ間ίϛϡχέーシϣϯ̗ڀݚ
ൺֱจԽ̖ڀݚ
ൺֱจԽ̗ڀݚ
ΠΪϦス̖࢙
ΠΪϦス̗࢙
ΞϝϦカ̖࢙
ΞϝϦカ̗࢙
50&*$ ᶗ̖
50&*$ ᶗ̗
50&*$ ᶘ̖
50&*$ ᶘ̗
スΫϦーϯ・ΠϯάϦッシϡ̖
スΫϦーϯ・ΠϯάϦッシϡ̗
༁ԋश̖
༁ԋश̗
ӳޠίϛϡχέーシϣϯ̖֓
ӳޠίϛϡχέーシϣϯ̗֓

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ϦーσΟϯά・スΩル̖
ϦーσΟϯά・スΩル̗
ϥΠテΟϯά・スΩル̖
ϥΠテΟϯά・スΩル̗
Ϗδωス・ϥΠテΟϯά̖

2
2
2
2
2
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Ϗδωス・ϥΠテΟϯά̗
ϓϨθϯテーシϣϯ・スΩル̖
ϓϨθϯテーシϣϯ・スΩル̗
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶗ̖
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶗ̗
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶘ̖
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶘ̗
̖ڀݚ際จԽࠃ
̗ڀݚ際จԽࠃ
ւ֎ӳݚޠम
ւ֎จԽݚम
特別ӳݚޠम
ଔڀݚۀ
˞他学Պ等։ߨՊ目܈

จԽࡒ学Պ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）
学
৺理学ᶗ
৺理学ᶘ
ྙ理学ᶗ（֓આ）
ྙ理学ᶘ
ੈքྺ࢙ᶗ（֓આ）
ੈքྺ࢙ᶘ
日本ྺ࢙ᶗ（֓આ）
日本ྺ࢙ᶘ
ࢽ学֓આ
࣏学ᶗ（֓આ）
࣏学ᶘ
法学ᶗ（日本ݑࠃ法）
法学ᶘ
済学ᶗ（֓આ）ܦ
済学ᶘܦ
ࣾձ学ᶗ（֓આ）
ࣾձ学ᶘ
ΩϟϦΞܗ成
ΩϟϦΞスΩルԋशᶗ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶘ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶙ
ΩϟϦΞスΩルԋशᶚ
δϟーφϦζϜᶗ
δϟーφϦζϜᶘ（ϝσΟΞϦテϥシー）
ίϛϡχέーシϣϯ
ϘϥϯテΟΞ
ମҭ（ମҭ࣮ٕ１୯ҐをؚΉ）
生֔スϙーπᶗ
生֔スϙーπᶘ

�

4

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2

1�

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1

Պ学߁݈
Պ学ٕज़ᶗ
Պ学ٕज़ᶘ
ڥٿᶗ
ڥٿᶘ

2
2
2
2
2

ใϦテϥシーᶗ
ใϦテϥシーᶘ
දจԽᶗ
දจԽᶘ
දจԽᶙ
දจԽᶚ
ҬจԽڀݚᶗ
ҬจԽڀݚᶘ
ҬจԽڀݚᶙ
ҬจԽڀݚᶚ
ҬจԽڀݚᶛ
ҬจԽڀݚᶜ
学ޠݴ
日本ޠ
中ޠࠃᶗ̖
中ޠࠃᶗ̗
中ޠࠃᶘ̖
中ޠࠃᶘ̗
中ޠࠃᶙ̖
中ޠࠃᶙ̗
中ޠࠃᶚ̖
中ޠࠃᶚ̗
ӳޠᶗ
ӳޠᶘ
ӳޠᶙ
બӳޠᶗ
બӳޠᶘ
બӳޠᶙ
બӳޠᶚ
બӳޠᶛ
બӳޠᶜ
υΠπޠᶗ̖
υΠπޠᶗ̗
υΠπޠᶘ̖
υΠπޠᶘ̗
υΠπޠᶙ̖
υΠπޠᶙ̗
υΠπޠᶚ̖
υΠπޠᶚ̗
ϑϥϯスޠᶗ̖
ϑϥϯスޠᶗ̗
ϑϥϯスޠᶘ̖
ϑϥϯスޠᶘ̗
ϑϥϯスޠᶙ̖
ϑϥϯスޠᶙ̗
ϑϥϯスޠᶚ̖
ϑϥϯスޠᶚ̗

2

4

2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

จ学ᶗࠃ֎
จ学ᶘࠃ֎
จ学ᶙࠃ֎
จ学ᶚࠃ֎
จԽ財ڀݚ法 4

2
2
2
2
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Ϗδωス・ϥΠテΟϯά̗
ϓϨθϯテーシϣϯ・スΩル̖
ϓϨθϯテーシϣϯ・スΩル̗
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶗ̖
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶗ̗
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶘ̖
ίϛϡχέーシϣϯ・スΩルᶘ̗
̖ڀݚ際จԽࠃ
̗ڀݚ際จԽࠃ
ւ֎ӳݚޠम
ւ֎จԽݚम
特別ӳݚޠम
ଔڀݚۀ
˞他学Պ等։ߨՊ目܈

จԽࡒ学Պ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）
学
৺理学ᶗ
৺理学ᶘ
ྙ理学ᶗ（֓આ）
ྙ理学ᶘ
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日本ޠԋश
ଔۀ課ڀݚ
ϓϨθϯテーシϣϯԋश
特別࣮श
図書館ใݯࢿ１

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
�

1
1
1
1
2
2
2
2

2
2
2

図書館ใݯࢿ２
図書館学各１̰
図書館学各１̱
図書館学各１̲
図書館αーϏス1
図書館学ԋश１
図書館学ԋश２
図書館学ԋश３
ಐαーϏスࣇ
図書館学各２̰
図書館学各２̱
図書館学各２̲
図書館学１ڀݚ
図書館学２ڀݚ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
4
2
2

図書館学３ڀݚ
図書館αーϏス２
書ࢽ学֓１
書ࢽ学֓２
書ࢽ学基ૅ１ٛߨ
書ࢽ学基ૅ２ٛߨ
書ࢽ学基ૅԋश
書ࢽ学各１̰
書ࢽ学各１̱
య籍読ղԋश１ݹ
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त　ۀ　Պ　目 ୯　Ґ　数

௨ʣڞΔՊʢؔ͢ʹ֨ࢿ

৬ʹؔ͢ΔՊڭ
　教ࢣ
　教ҭ原理
　教ҭ৺理学
　特別支援教ҭのํ法
　学校の制度
　教ҭ課程
教ҭのํ法及びٕज़（*$5׆用をؚΉ）
Պ教ҭ法ᶗޠࠃ　
Պ教ҭ法ᶘޠࠃ　
　書ಓՊ教ҭ法
　ӳޠՊ教ҭ法ᶗ
　ӳޠՊ教ҭ法ᶘ
　ࣾձՊ教ҭ法ᶗ
　ࣾձՊ教ҭ法ᶘ
　理ྺ࢙Պ教ҭ法ᶗ
　理ྺ࢙Պ教ҭ法ᶘ
　ใՊ教ҭ法
　ಓಙ教ҭ
特別׆動及び総合的な学शの時間の指ಋ法
　生ె指ಋとΩϟϦΞܗ成
　教ҭ૬ஊ
　中学校教ҭ࣮शᶗ
　中学校教ҭ࣮शᶘ
等学校教ҭ࣮शᶗߴ　
等学校教ҭ࣮शᶘߴ　
　教職࣮ફԋश（中ߴ・ ）
ਤॻؗʹؔ͢ΔՊ
　生֔学श֓
　図書館֓
　図書館ใٕज़
　図書館制度・ܦ営
　図書館αーϏス
ಐαーϏスࣇ　
　ใαーϏス
　ใαーϏスԋशᶗ
　ใαーϏスԋशᶘ
　図書館ใݯࢿᶗ
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1
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4
4
4
4
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2
2
2
2
4
2
2
2
2
1
4
1
2
2

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2

　図書館ใݯࢿᶘ
　ใݯࢿ৫
　ใݯࢿ৫ԋशᶗ
　ใݯࢿ৫ԋशᶘ
　ใϦテϥシーᶗ

2
2
1
1
2

　図書館αーϏス特
　図書・図書館࢙
学ߍਤॻؗʹؔ͢ΔՊ
　学校ܦ営と学校図書館
　図書館ใݯࢿᶗ
　ใݯࢿ৫
　ใϝσΟΞの׆用
　学श指ಋと学校図書館
　読書と๛かな人間ੑ
തؗʹؔ͢ΔՊ
　ത館֓
　ത館ܦ営
　ത館ࢿ料
　ത館ࢿ料保ଘᶗ
　ത館ࢿ料保ଘᶘ
　ത館లࣔ
　ത館教ҭ
　生֔学श֓
　ത館ใ・ϝσΟΞ
　ത館࣮शᶗ
　ത館࣮शᶘ
　日本จԽ࢙ᶗ
　日本จԽ࢙ᶘ
　日本ඒज़࢙ᶗ
　日本ඒज़࢙ᶘ
　දจԽᶗ
　දจԽᶘ
学ݹߟ　
　༗職故࣮ᶗ
　༗職故࣮ᶘ
චؑݹ　
　จԽ人ྨ学
फཿཆʹؔ͢ΔՊ
　ષ学
　ષफ࢙
　फయڀݚᶗ
　फయڀݚᶘ
　日本教࢙ᶗ
　日本教࢙ᶘ
　फ教学
　日本จԽ࢙ᶗ
　日本จԽ࢙ᶘ

2
2

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
4
4

4
4
2
2
2
2
4
2
2

　จԽ人ྨ学
　ίϛϡχέーシϣϯ
　ྙ理学ᶗ（֓આ）
　ྙ理学ᶘ
　ࣾձ学ᶗ（֓આ）
　ࣾձ学ᶘ
　教จ学
　日本ඒज़࢙ᶗ
　日本ඒज़࢙ᶘ
　ϘϥϯテΟΞ

4
2
2
2
2
2
4
2
2
2
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　教保ҭ
　教֓
と人間ڥ　
ષᶗࢀ　
ષᶘࢀ　
　फ学࣮श
学࢘ߍॻཆʹؔ͢ΔՊ
　学校ܦ営と学校図書館
　図書館ใٕज़
　図書館ใݯࢿᶗ
　υΩϡϝϯτ処理֓
　υΩϡϝϯτ処理ԋशᶗ
　υΩϡϝϯτ処理ԋशᶘ
　ใαーϏス各ᶗ
　ใαーϏス֓
　ใαーϏスԋशᶗ
　ใαーϏスԋशᶘ
　ใαーϏス各ᶘ
　学श指ಋと学校図書館
　読書と๛かな人間ੑ

2
4
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2

˞他学Պの指定された専Պ目、֨ࢿに関するՊ目のう
ͪ指定されたՊ目、他大学との୯Ґޓに基づくՊ目

別දᶙ　ࣃ学部

त　ۀ　Պ　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ

学Պࣃ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）
ӳޠ
ޠՊҩ学ӳࣃ
࣭ࢿの基本的ࢣՊҩࣃ
จষදݱԋश
֓・࢙Պҩ学ࣃ 
ࣾձとࣃ学
基ૅ数学
౷ܭղੳ
ใϦテϥシー
ҩྍのためのใ処理
Ӵ生学・ެ ऺӴ生学　
Պ保݈学ࣃ保݈学・Ҭߢޱ
Ӵ生学・ߢޱ保݈学ԋश
Պ法ҩ学ࣃ
ҩ事法・ҩྍ҆શ管理学
ӫཆ学
基ૅ理学
生ମ理学
生ମ内࣭のԽ学的基ૅ
Խ学ԋश　
基ૅ生学　
ώτのࡉ๔Ҩ学
ൃ生学
生学ԋश　
人ମղ学
৫学
৫学࣮श
Ұൠ生理学
॥ٵݺ・生理学
代ँ֓
成とԽ
Պ基ૅՊ学ࣃ
人ମղ学࣮श
生理学ߢޱ
Ұൠ生Խ学
分ࢠ生学
生Խ学ߢޱ
生Խ学࣮श　
Ұൠප理学
Ұൠප理学࣮श
ඍ生のੑঢ়とײછ
છと免Ӹײ内ߢޱ
　ඍ生学࣮शߢޱ
免Ӹ総

1
2
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

ༀ動ଶと適Ԡ
ༀのछྨとༀ理࡞用

1
1

Ⅺ
諸
規
程
等
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ષᶘࢀ　
　फ学࣮श
学࢘ߍॻཆʹؔ͢ΔՊ
　学校ܦ営と学校図書館
　図書館ใٕज़
　図書館ใݯࢿᶗ
　υΩϡϝϯτ処理֓
　υΩϡϝϯτ処理ԋशᶗ
　υΩϡϝϯτ処理ԋशᶘ
　ใαーϏス各ᶗ
　ใαーϏス֓
　ใαーϏスԋशᶗ
　ใαーϏスԋशᶘ
　ใαーϏス各ᶘ
　学श指ಋと学校図書館
　読書と๛かな人間ੑ
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4
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
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4
2
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˞他学Պの指定された専Պ目、֨ࢿに関するՊ目のう
ͪ指定されたՊ目、他大学との୯Ґޓに基づくՊ目

別දᶙ　ࣃ学部

त　ۀ　Պ　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ

学Պࣃ

फ教学（࣮ફ行持をؚΉ）
ӳޠ
ޠՊҩ学ӳࣃ
࣭ࢿの基本的ࢣՊҩࣃ
จষදݱԋश
֓・࢙Պҩ学ࣃ 
ࣾձとࣃ学
基ૅ数学
౷ܭղੳ
ใϦテϥシー
ҩྍのためのใ処理
Ӵ生学・ެ ऺӴ生学　
Պ保݈学ࣃ保݈学・Ҭߢޱ
Ӵ生学・ߢޱ保݈学ԋश
Պ法ҩ学ࣃ
ҩ事法・ҩྍ҆શ管理学
ӫཆ学
基ૅ理学
生ମ理学
生ମ内࣭のԽ学的基ૅ
Խ学ԋश　
基ૅ生学　
ώτのࡉ๔Ҩ学
ൃ生学
生学ԋश　
人ମղ学
৫学
৫学࣮श
Ұൠ生理学
॥ٵݺ・生理学
代ँ֓
成とԽ
Պ基ૅՊ学ࣃ
人ମղ学࣮श
生理学ߢޱ
Ұൠ生Խ学
分ࢠ生学
生Խ学ߢޱ
生Խ学࣮श　
Ұൠප理学
Ұൠප理学࣮श
ඍ生のੑঢ়とײછ
છと免Ӹײ内ߢޱ
　ඍ生学࣮शߢޱ
免Ӹ総

1
2
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
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Պༀ理学࣮शࣃ
ਆܦと運動の生理学
生໋ݱのػ的ϝカχζϜ
ྟচに必要な基ૅҩ学
料学の基ૅࡐՊࣃ
学Պ理ࣃ
学࣮शՊ理ࣃ
のղ学ࣃ
ൃ・৫ߢޱ 生学
ൃ・৫ߢޱ 生学࣮श
಄ᰍ部ղ学
಄ᰍ部ղ学࣮श
生理学࣮श
ප理学ߢޱ
ප理学࣮शߢޱ
ԋशࠁூܕࣃ
์ࣹઢ学
ը૾検ࠪ学
ը૾அ学
保ଘम෮学ԋश
पප学ࣃ
　学࣮शྍ࣏पࣃ
内ྍ法学ࣃ
　内ྍ法学࣮शࣃ
શ部চٛิࣃ௲学
શ部চٛิࣃ௲学࣮श

1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

部分চٛิࣃ௲学
部分চٛิࣃ௲学࣮श
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ԋश
Պ学֎ߢޱ
正学総とஅ学ڲՊࣃ
ᴭৰの基ૅとྟচ
ྟচ検ࠪ総
पපの基ૅとྟচࣃ
Պຑਲ学ࣃ
学ྍ࣏正学ڲՊࣃ
正学࣮शڲՊࣃ
খࣃࣇՊ学総
খࣃࣇՊ学各
খࣃࣇՊ学࣮श
Պ学総ࣃ者ྸߴ
Պ学各ࣃ者ྸߴ
ো害者のࣃՊྍ࣏
Պ学ࣃٸٹ໋ٹ
ো害ػ໘ྖҬのإ・ߢޱ
໘Πϯϓϥϯτ学إֺߢޱ
౷合ྟচ基ૅ࣮श
ྟচ࣮श
関࿈ҩ学
内Պ学
総合ࣃՊҩ学
˞他学部։ߨՊ目܈　

1
1
2
8
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
34
1
2
54

4

別දᶚ　入学検定料及び学生ೲ付ۚ
　จ学部

ʬ入学検定料ʭ 日本จ学Պ ӳޠӳถจ学Պ จԽ財学Պ υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պ

Ұൠબൈ（大学入学ڞ通テスτ利用ܕ）を除く 30000円 30000円 30000円 30000円

Ұൠબൈ（大学入学ڞ通テスτ利用ܕ） 10000円 10000円 10000円 10000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。ৄ 。については別に定めるࡉ

ʬ学生ೲ付ۚʭ 日本จ学Պ ӳޠӳถจ学Պ จԽ財学Պ υΩϡϝϯテーシϣϯ学Պ

入　 学 　 （ۚ入学時） 3�0000円 3�0000円 3�0000円 3�0000円

त　 　ۀ 料（年ֹ）　 �10000円 �10000円 �10000円 �10000円

࣮ ݧ ࣮ श 費（年ֹ） ʕ　��円 ʕ　��円 �0000円 50000円

施 設 ҡ 持 費（年ֹ） 280000円 280000円 350000円 350000円

学部ࣃ　

ʬ入学検定料ʭ

Ұൠબൈ（大学入学ڞ通テスτ利用ܕ）を除く 40000円

Ұൠબൈ（大学入学ڞ通テスτ利用ܕ） 20000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。ৄ 。については別に定めるࡉ
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��ʬ学生ೲ付ۚʭ
　（1）　令和4年度以߱の入学者

入学 （ۚ入学時） 500000円

तۀ料（年ֹ） 入　学　時 1950000円

तۀ料（年ֹ） ２年目以߱ 3500000円

施設ҡ持費（年ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費（年ֹ）ࣃ 250000円

　（2）　平成25年度から令和3年度までの入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費（年　ֹ）ࣃ 250000円

　（3）　平成23年度・平成24年度の入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費ࣃ
入　学　時 3000000円

２年目以߱
（年ֹ）˞ 400000円

年限を超えて在籍する場合はۀ学教ҭॆ࣮費は、मࣃ˞
免除する。

　（4）　平成22年度以前の入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 850000円

学教ҭॆ࣮費（入学時）ࣃ 5000000円

Ⅺ
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規
程
等
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��ʬ学生ೲ付ۚʭ
　（1）　令和4年度以߱の入学者

入学 （ۚ入学時） 500000円

तۀ料（年ֹ） 入　学　時 1950000円

तۀ料（年ֹ） ２年目以߱ 3500000円

施設ҡ持費（年ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費（年ֹ）ࣃ 250000円

　（2）　平成25年度から令和3年度までの入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費（年　ֹ）ࣃ 250000円

　（3）　平成23年度・平成24年度の入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 800000円

学教ҭॆ࣮費ࣃ
入　学　時 3000000円

２年目以߱
（年ֹ）˞ 400000円

年限を超えて在籍する場合はۀ学教ҭॆ࣮費は、मࣃ˞
免除する。

　（4）　平成22年度以前の入学者

入　 学　 （ۚ入学時） �00000円

त　 　ۀ 料（年　ֹ） 3500000円

施 設 ҡ 持 費（年　ֹ） 850000円

学教ҭॆ࣮費（入学時）ࣃ 5000000円
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鶴見大学大学Ӄ学則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　鶴見大学大学Ӄ（以下「本大学Ӄ」という。）は、鶴
見大学（以下「本大学」という。）の目的及び໋ୡ成の
ため学部における教ҭの基ૅの্にߴ度にして専的
な学ज़の理かつԠ用を教तڀݚし、そのਂԞをڀめ
てจԽのਐలとࣾձࢱの૿ਐにد༩しうる༗なݚ
。指ಋ者をཆ成することを目的とするڀ

（自ݾ点検・ධՁ等）
第２条　本大学Ӄは、教ҭڀݚਫ४の্を図り、前条の
目的及びࣾձ的໋をୡ成するため、教ҭ׆ڀݚ動等
のঢ়گについて、自ݾ点検・ධՁ及び認証ධՁの݁Ռ
を౿まえてෆஅの見しを行い、その݁Ռをެදする
ものとする。
２　前項の点検及びධՁを行うに当たり、その項目及び
ମ制については、別に定める。
３　第１項の点検及びධՁの݁Ռについて、本学の職員
以֎の者による検証を行うように努めることとする。

（৫的なݚम等）
第２条ͷ２　本大学Ӄは、तۀ及びڀݚ指ಋの内༰及び
ํ法の改ળを図るための৫的なݚम及びڀݚ（ϑΝ
カルテΟ・σΟϕϩッϓϝϯτɿ以下「̛̙」という。）
を࣮施するものとする。
２　前項の̛̙をਪਐするために、本大学Ӄ各ڀݚՊに
̛̙ҕ員ձを置く。
３　̛̙ҕ員ձに関する規程は、別に定める。
４　本大学Ӄは、教ҭ׆ڀݚ動等の適かつޮՌ的な運
営を図るため、職員に必要なࣝ及びٕをश得させ、
ฒびにそのྗ及び࣭ࢿを্させるためのݚम（̛
̙を除く。）のػձを設け、その他必要な取を行うも
のとする。

（ใのੵۃ的な提ڙ）
第２条ͷ３　本大学Ӄは、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়گについ
て、ץ行への掲載その他くपを図ることができ
るํ法によって、ੵ 。するものとするڙ的にใを提ۃ

（課　　程）
第３条　本大学Ӄจ学ڀݚՊにത࢜課程を置き、ത࢜前
期課程とതޙ࢜期課程とに۠分する。
ത࢜前期課程は、これをम࢜課程として取りѻうも
のとする。
２　本大学Ӄࣃ学ڀݚՊにത࢜課程を置く。
３　จ学ڀݚՊにおけるത࢜前期課程は、いࢹに
ཱってਫ਼ਂな学ࣝをतけ、専߈分におけるڀݚྗ
又はߴ度の専ੑを要する職ۀ等に必要なߴ度のྗ
をཆうことを目的とする。
４　จ学ڀݚՊにおけるതޙ࢜期課程は、専߈分につ
いてڀݚ者として自ཱして׆ڀݚ動を行い、又はその

Ⅺ
諸
規
程
等

他のߴ度に専的なۀ務にै事するに必要なߴ度のݚ
ྗ及びその基ૅとなる๛かな学ࣝをཆうことを目ڀ
的とする。
分について߈課程は、専࢜Պにおけるതڀݚ学ࣃ　５
動を行い、又はその他の׆ڀݚ者として自ཱしてڀݚ
ڀݚ度のߴ務にै事するに必要なۀ度に専的なߴ
ྗ及びその基ૅとなる๛かな学ࣝをཆうことを目的と
する。

（教ҭڀݚ指ಋํ）
第３条ͷ２　前条第３項、第４項及び第５項に規定する
目的をୡ成するために、मྃ認定・学Ґत༩のํ、教
ҭ課程ฤ成・࣮施のํ及び入学者受入れのํฒび
に学Ґจの࡞成等に対する指ಋのܭըについて、別
に定める。

ɹɹ第２ষɹɹɹ৫
（Պڀݚ）
第４条　本大学Ӄに下記のڀݚՊを置く。
　　จ学ڀݚՊ
Պڀݚ学ࣃ　　
（専　　߈）
第５条　各ڀݚՊに次の専߈を置く。
　จ学ڀݚՊ　日本จ学専߈（ത࢜前期課程、തޙ࢜期課程）
　　　　　　　ӳถจ学専߈（ത࢜前期課程、തޙ࢜期課程）
　　　　　　　จԽ財学専߈（ത࢜前期課程、തޙ࢜期課程）
　　　　　　　υΩϡϝϯテーシϣϯ専߈（ത࢜前期課程、തޙ࢜期課程）
（課程࢜ത）߈学専ࣃ　Պڀݚ学ࣃ　

ɹɹ第３ষɹमۀݶ
（ඪ४मۀ年限）
第６条　จ学ڀݚՊത࢜課程のඪ४मۀ年限は、５年と
し、これを前期２年、ޙ期３年に۠分する。
。年限は、４年とするۀ課程のඪ४म࢜Պതڀݚ学ࣃ　２
（期にわたる教ҭ課程のཤम）
第６条ͷ２　学生が、職ۀを༗している等の事により、
ඪ४मۀ年限を超えてҰ定の期間にわたりܭը的に教
ҭ課程をཤमしमྃすることを申し出たときは、その
ը的なཤम（以下「期ཤम」という。）を許可するこܭ
とがある。　
２　前項により、ܭը的なཤमを認められた者にるम
年限は、第24条に定める在学期間を超えることはでۀ
きない。
３　期ཤमに関する規程は、別に定める。

ɹɹ第̐ষɹऩ༰ఆһ
（入学定員及びऩ༰定員）
第７条　ڀݚՊの入学定員及びऩ༰定員は、次のとおり
とする。
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おいて必要なڀݚ指ಋを受けさせることができる。
（入学前のطम得୯Ґ等の認定）
第��条ͷ２　本大学Ӄに入学する前に本大学Ӄ又は他
の大学ӃにおいてཤमしたतۀՊ目についてम得した
୯Ґ（Պ目等ཤम生としてम得した୯ҐをؚΉ。）を、教
ҭ্ڀݚ༗ӹと認めるときは、本大学Ӄにおけるतۀ
Պ目のཤमとみなし、15୯Ґを超えないൣғで୯Ґ
を༩えることができる。
２　前項の規定により認定できる୯Ґは、転入学及び࠶
入学の場合を除き、各ڀݚՊに։ߨするतۀՊ目とಉ
Ұ໊শ又はಉҰもしくはྨࣅ内༰のもので、୯Ґ数が
ಉ等以্のものに限り、前条の規定により認定する୯
Ґ数と合わせて20୯Ґを超えないものとする。

（୯Ґの認定）
第��条　तۀՊ目をཤमした者に対しては、ݧࢼ及びݚ
等によりՊ目୲当教員が学期又は学年に୯ࠂใڀ
Ґを認定する。

（成の認定）
第��条　จ学ڀݚՊにおいては、各Պ目の成認定は、
༏・ྑ・可及びෆ可の４छのධޠをもってදわし、
༏・ྑ・可を合֨とし、ෆ可をෆ合֨とする。
、Պにおいては、各Պ目の成認定は、合֨ڀݚ学ࣃ　２
ෆ合֨の２छとする。

（教ҭ職員免許ঢ়）
第��条　教ҭ職員免許ঢ়त༩の所要֨ࢿを取得しよう
とする者は、จ学ڀݚՊのतۀՊ目より教ҭ職員免許
法（ত和24年法第14�号）及び教ҭ職員免許法施行
規則（ত和29年จ部ল令第2�号）に定める所要୯Ґを
म得しなければならない。
２　本大学Ӄで取得できる免許ঢ়のछྨ及び教Պは、次
のとおりである。
Պڀݚ 専߈ 免許ঢ়のछྨ 教Պ

จ　学
Պڀݚ

日本จ
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ ޠ　　ࠃ

ӳถจ
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ

ޠࠃ֎
（ӳޠ）

จԽ財
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ

ࣾ　　ձ
理ྺ࢙

ɹɹ第６ষɹ՝程मྃͷཁ݅
（मྃの要݅）
第��条　各課程मྃの要݅は、次に掲げるとおりとする。
２　จ学ڀݚՊにおいて、ത࢜前期課程は、２年以্在学
し、32୯Ґ以্をम得して、さらに必要なڀݚ指ಋを
受けた্、म࢜จの৹ࠪに合֨し、かつ、࠷ऴݧࢼに
合֨しなければならない。ただし、在学期間に関して
は、次の各号に該当する者は年数を「２年以্」を「１年
以্」に読み替えるものとする。
　（１）　第20条の規定により入学֨ࢿを༗したޙに、第

10条の２の規定により୯Ґをम得した者
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ڀݚ
Պ໊ 専໊߈

ത࢜前期課程 തޙ࢜期課程 ത࢜課程

入学
定員

ऩ༰
定員

入学
定員

ऩ༰
定員

入学
定員

ऩ༰
定員

จ　学
Պڀݚ

日本จ学
専߈ 5 10 2 �

ӳถจ学
専߈ 5 10 2 �

จԽ財学
専߈ 3 � 2 �

υΩϡϝϯテー
シϣϯ専߈ 3 � 2 �

学　ࣃ
Պڀݚ

ࣃ 学
専 ߈ 18 �2

合　ܭ 1� 32 8 24 18 �2

ɹɹ第５ষɹڭҭํ๏
（教ҭํ法）
第８条　本大学Ӄの教ҭは、तۀՊ目のतۀ及び学Ґ
จの࡞成等に対する指ಋ（以下「ڀݚ指ಋ」という。）に
よって行うものとする。
２　本大学Ӄは、前項のतۀ又はڀݚ指ಋを、ଟ様なϝ
σΟΞをߴ度に利用して、当該तۀ等を行う教ࣨ等以
֎の場所でཤमさせることができる。

（教ҭํ法の特例）
第８条ͷ２　大学Ӄの課程においては、教ҭ্特別の必
要があると認められる場合には、間その他特定の時
間又は時期においてतۀ又はڀݚ指ಋを行う等の適当
なํ法により教ҭを行うことができる。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第９条　各ڀݚՊにおけるतۀՊ目及び୯Ґ数は、別ද
によるものとし、ཤमํ法及びڀݚ指ಋの内༰は、各ݚ
。Պにおいて別に定めることとするڀ
２　จ学ڀݚՊにおいて、別දᶗʵ１により、ത࢜前期課
程は、32୯Ґ以্をम得するものとする。
３　จ学ڀݚՊにおいて、別දᶗʵ２により、തޙ࢜期課
程は、日本จ学専߈及びӳถจ学専߈にあっては20୯
Ґ以্を、จԽ財学専߈にあっては̔୯Ґ以্を、υ
Ωϡϝϯテーシϣϯ専߈にあっては12୯Ґ以্をम
得するものとする。
Պにおいては、別දᶘにより、必मՊ目・બڀݚ学ࣃ　４
Պ目をؚめて、合30ܭ୯Ґ以্をम得するものとす
る。ただし、બՊ目については、༧め定められたうͪ
からम得するものとし、そのՊ目のཤमは、必मՊ目୲
当教員の指ಋを受けるものとする。

（他の大学ӃのतۀՊ目）
第��条　各ڀݚՊにおいて、教ҭ্ڀݚ༗ӹと認めると
きは、別に定めるとこΖにより、他の大学ӃのतۀՊ目
をཤमさせることができる。この場合において、ཤमし
たतۀՊ目のम得୯Ґは、15୯Ґを超えないൣғで、
本大学Ӄにおいてम得したものとみなすことができる。
２　各ڀݚՊにおいて、教ҭ্ڀݚ༗ӹと認めるときは、
別に定めるとこΖにより、他の大学Ӄ又はڀݚ所等に
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おいて必要なڀݚ指ಋを受けさせることができる。
（入学前のطम得୯Ґ等の認定）
第��条ͷ２　本大学Ӄに入学する前に本大学Ӄ又は他
の大学ӃにおいてཤमしたतۀՊ目についてम得した
୯Ґ（Պ目等ཤम生としてम得した୯ҐをؚΉ。）を、教
ҭ্ڀݚ༗ӹと認めるときは、本大学Ӄにおけるतۀ
Պ目のཤमとみなし、15୯Ґを超えないൣғで୯Ґ
を༩えることができる。

２　前項の規定により認定できる୯Ґは、転入学及び࠶
入学の場合を除き、各ڀݚՊに։ߨするतۀՊ目とಉ
Ұ໊শ又はಉҰもしくはྨࣅ内༰のもので、୯Ґ数が
ಉ等以্のものに限り、前条の規定により認定する୯
Ґ数と合わせて20୯Ґを超えないものとする。

（୯Ґの認定）
第��条　तۀՊ目をཤमした者に対しては、ݧࢼ及びݚ
等によりՊ目୲当教員が学期又は学年に୯ࠂใڀ
Ґを認定する。

（成の認定）
第��条　จ学ڀݚՊにおいては、各Պ目の成認定は、
༏・ྑ・可及びෆ可の４छのධޠをもってදわし、
༏・ྑ・可を合֨とし、ෆ可をෆ合֨とする。

、Պにおいては、各Պ目の成認定は、合֨ڀݚ学ࣃ　２
ෆ合֨の２छとする。

（教ҭ職員免許ঢ়）
第��条　教ҭ職員免許ঢ়त༩の所要֨ࢿを取得しよう
とする者は、จ学ڀݚՊのतۀՊ目より教ҭ職員免許
法（ত和24年法第14�号）及び教ҭ職員免許法施行
規則（ত和29年จ部ল令第2�号）に定める所要୯Ґを
म得しなければならない。

２　本大学Ӄで取得できる免許ঢ়のछྨ及び教Պは、次
のとおりである。
Պڀݚ 専߈ 免許ঢ়のछྨ 教Պ

จ　学
Պڀݚ

日本จ
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ ޠ　　ࠃ

ӳถจ
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ

ޠࠃ֎
（ӳޠ）

จԽ財
学専߈

中学校教་専म免許ঢ়
等学校教་専म免許ঢ়ߴ

ࣾ　　ձ
理ྺ࢙

ɹɹ第６ষɹ՝程मྃͷཁ݅
（मྃの要݅）
第��条　各課程मྃの要݅は、次に掲げるとおりとする。
２　จ学ڀݚՊにおいて、ത࢜前期課程は、２年以্在学
し、32୯Ґ以্をम得して、さらに必要なڀݚ指ಋを
受けた্、म࢜จの৹ࠪに合֨し、かつ、࠷ऴݧࢼに
合֨しなければならない。ただし、在学期間に関して
は、次の各号に該当する者は年数を「２年以্」を「１年
以্」に読み替えるものとする。

　（１）　第20条の規定により入学֨ࢿを༗したޙに、第
10条の２の規定により୯Ґをम得した者
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入学
定員
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入学
定員
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จ　学
Պڀݚ

日本จ学
専߈ 5 10 2 �

ӳถจ学
専߈ 5 10 2 �

จԽ財学
専߈ 3 � 2 �

υΩϡϝϯテー
シϣϯ専߈ 3 � 2 �

学　ࣃ
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ࣃ 学
専 ߈ 18 �2
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ɹɹ第５ষɹڭҭํ๏
（教ҭํ法）
第８条　本大学Ӄの教ҭは、तۀՊ目のतۀ及び学Ґ
จの࡞成等に対する指ಋ（以下「ڀݚ指ಋ」という。）に
よって行うものとする。
２　本大学Ӄは、前項のतۀ又はڀݚ指ಋを、ଟ様なϝ
σΟΞをߴ度に利用して、当該तۀ等を行う教ࣨ等以
֎の場所でཤमさせることができる。

（教ҭํ法の特例）
第８条ͷ２　大学Ӄの課程においては、教ҭ্特別の必
要があると認められる場合には、間その他特定の時
間又は時期においてतۀ又はڀݚ指ಋを行う等の適当
なํ法により教ҭを行うことができる。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第９条　各ڀݚՊにおけるतۀՊ目及び୯Ґ数は、別ද
によるものとし、ཤमํ法及びڀݚ指ಋの内༰は、各ݚ
。Պにおいて別に定めることとするڀ
２　จ学ڀݚՊにおいて、別දᶗʵ１により、ത࢜前期課
程は、32୯Ґ以্をम得するものとする。
３　จ学ڀݚՊにおいて、別දᶗʵ２により、തޙ࢜期課
程は、日本จ学専߈及びӳถจ学専߈にあっては20୯
Ґ以্を、จԽ財学専߈にあっては̔୯Ґ以্を、υ
Ωϡϝϯテーシϣϯ専߈にあっては12୯Ґ以্をम
得するものとする。
Պにおいては、別දᶘにより、必मՊ目・બڀݚ学ࣃ　４
Պ目をؚめて、合30ܭ୯Ґ以্をम得するものとす
る。ただし、બՊ目については、༧め定められたうͪ
からम得するものとし、そのՊ目のཤमは、必मՊ目୲
当教員の指ಋを受けるものとする。

（他の大学ӃのतۀՊ目）
第��条　各ڀݚՊにおいて、教ҭ্ڀݚ༗ӹと認めると
きは、別に定めるとこΖにより、他の大学ӃのतۀՊ目
をཤमさせることができる。この場合において、ཤमし
たतۀՊ目のम得୯Ґは、15୯Ґを超えないൣғで、
本大学Ӄにおいてम得したものとみなすことができる。
２　各ڀݚՊにおいて、教ҭ্ڀݚ༗ӹと認めるときは、
別に定めるとこΖにより、他の大学Ӄ又はڀݚ所等に
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　（２）　༏れたۀڀݚを্げた者
３　തޙ࢜期課程においては、３年以্在学し、日本จ
学専߈及びӳถจ学専߈にあっては20୯Ґ以্を、จ
Խ財学専߈にあっては̔୯Ґ以্を、υΩϡϝϯテー
シϣϯ専߈にあっては12୯Ґ以্をम得して、さらに
必要なڀݚ指ಋを受けた্、ത࢜จの৹ࠪに合֨し、
かつ、࠷ऴݧࢼに合֨しなければならない。
、課程においては、４年以্在学し࢜Պതڀݚ学ࣃ　４
30୯Ґ以্をम得し、さらに必要なڀݚ指ಋを受けた
্、ത࢜จの৹ࠪに合֨し、かつ、࠷ऴݧࢼに合֨しな
ければならない。ただし、在学期間に関しては、次の各号
に該当する者はそれͧれ年数を読み替えるものとする。
　（１）　第20条の規定により入学֨ࢿを༗したޙに、第

10条の２の規定により୯Ґをम得した者は、「４
年以্」を「３年以্」

　（２）　༏れたۀڀݚを্げた者は、「４年以্」を「３
年以্」

　（３）　前２号にともに該当する者は、「４年以্」を「２
年以্」

ɹɹ第７ষɹ学ɹɹҐ
（学Ґのत༩）
第��条　本大学Ӄจ学ڀݚՊ日本จ学専߈ത࢜前期課
程、ӳถจ学専߈ത࢜前期課程及びυΩϡϝϯテー
シϣϯ専߈ത࢜前期課程をमྃした者には、म࢜（จ
学）の学Ґをत༩する。
２　本大学Ӄจ学ڀݚՊจԽ財学専߈ത࢜前期課程をम
ྃした者には、म࢜（จԽ財学）の学Ґをत༩する。
第��条　本大学Ӄจ学ڀݚՊ日本จ学専߈തޙ࢜期課
程、ӳถจ学専߈തޙ࢜期課程及びυΩϡϝϯテー
シϣϯ専߈തޙ࢜期課程をमྃした者には、ത࢜（จ
学）の学Ґをत༩する。
２　本大学Ӄจ学ڀݚՊจԽ財学専߈തޙ࢜期課程をम
ྃした者には、ത࢜（จԽ財学）の学Ґをत༩する。
３　本大学Ӄ学生以֎の者で、ത࢜（จ学）又はത࢜（จԽ
財学）の学Ґを請ٻして、จを提出する者がある時
は、本学学Ґ規程の定めるとこΖにより、これを受理す
るものとする。
第��条　本大学Ӄࣃ学ڀݚՊത࢜課程をमྃした者に
は、ത࢜（ࣃ学）の学Ґをत༩する。
２　本大学Ӄ学生以֎の者で、ത࢜（ࣃ学）の学Ґを請ٻ
して、จを提出する者がある時は、本学学Ґ規程の定
めるとこΖにより、これを受理するものとする。
第��条　その他学Ґに関する規程は、別に定める。

ɹɹ第８ষɹೖ学ɺࡏ学ɺٳ学ɺ෮学ɺ転ೖ学ɺୀ学ɺআ੶
ɹɹɹɹɹɹٴͼ࠶ೖ学
（入学の時期）
第��条　入学の時期は、ຖ年度学年࢝めとする。

（入学の֨ࢿ）
第��条　本大学Ӄ各ڀݚՊに入学できる֨ࢿのある者
は、それͧれ次の各号のҰに該当する者とする。
　จ学ڀݚՊത࢜前期課程
　（１）　大学をଔۀした者
において学校教ҭにおける1�年の課程をࠃ֎　（２）　

मྃした者
　（３）　専म学校の専課程（मۀ年限が４年以্であ

ることその他のจ部Պ学大ਉが定める基४をຬた
すものに限る。）でจ部Պ学大ਉが別に指定するも
のをจ部Պ学大ਉが定める日以ޙにमྃした者

　（４）　จ部Պ学大ਉの指定した者
　（５）　その他本大学Ӄにおいて大学をଔۀした者とಉ

等以্の学ྗがあると認めた者
　จ学ڀݚՊതޙ࢜期課程
　（１）　म࢜の学Ґを༗する者
の学Ґに૬当する学Ґをत༩࢜においてमࠃ֎　（２）　

された者
　（３）　จ部Պ学大ਉの指定した者
　（４）　その他本ڀݚՊにおいて、म࢜の学Ґを༗する

者とಉ等以্の学ྗがあると認めた者
課程࢜Պതڀݚ学ࣃ　
　（１）　大学（ࣃ学又はҩ学の学部）をଔۀした者
࠷）において学校教ҭにおける18年の課程ࠃ֎　（２）　

ऴ課程はࣃ学又はҩ学）をमྃした者
　（３）　จ部Պ学大ਉの指定した者
　（４）　その他本大学Ӄにおいて、大学（ࣃ学又はҩ学の

学部）をଔۀした者とಉ等以্の学ྗがあると認
めた者

（出ئ手続）
第��条　本大学Ӄに入学をئࢤする者は、所定の入学検
定料及び必要な書ྨをఴえて申し出なければならな
い。

（入学検定）
第��条　入学検定は、人及び学ྗについて行うものと
する。この場合において、学ྗ検定はݧࢼ検定とし、ࢼ
。法は、その度定めるํݧ

（入学手続）
第��条　前条のબߟの݁Ռに基づいて合֨の通を受
けた者は、定められた期日までに所定の書ྨを提出す
るとともに入学ۚ、तۀ料及びその他のೲ付ۚをೲ入
するものとする。
２　学は、前項の手続きをྃした者に入学を許可す
る。

（在学期間）
第��条　จ学ڀݚՊത࢜前期課程における在学期間は、
４年を超えないものとする。
２　จ学ڀݚՊതޙ࢜期課程における在学期間は、６年
を超えないものとする。
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。入学に関する規程は、別に定める࠶　２

ɹɹ第９ষɹɹɹേ
（ද　　জ）
第��条　ஶしいળ行のあった者は、これをදজすること
がある。

（懲　　戒）
第��条　学生の本分に反する行ҝのあった者は、ڀݚՊ
ҕ員ձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒は、戒ࠂ、ۘ
৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する者に対して
行う。
　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　පؾその他の事由で成ۀの見込みがないと認め

られる者
　（３）　正当の理由がなくて出੮が常でない者
　（４）　本学のடংをཚし、その他学生としての本分に

反した者

ɹɹ第��ষɹೖ学ݕఆྉٴͼ学ੜೲۚ
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶙに定める
とおりとする。
２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（ೲ付ۚのෆฦ）
第��条　طೲのೲ付ۚは、事由のԿをわずฦしな
い。転学、退学、除籍又は退学を໋じられた者も当該年
度のतۀ料をೲ入しなければならない。

（ఀ学者のतۀ料）
第��条　ఀ学者も、当該年度のतۀ料をೲ入しなければ
ならない。

（料ۀ学者のतٳ）
第��条　ٳ学者のतۀ料は、学年度࢝めより１年間を通
じてٳ学する場合に限り、当該年度のतۀ料はऩし
ない。

（ಜ　　ଅ）
第��条　तۀ料を所定期間内にೲ入せずಜଅを受けな
がら、なおೲ入をଵる者は、除籍される。

ɹɹ第��ষɹ֎ࠃਓཹ学ੜɺௌߨੜɺՊཤमੜٴͼ
ੜڀݚ

（人ཹ学生等ࠃ֎）
第��条　֎ࠃ人ཹ学生、ௌߨ生、Պ目等ཤम生及びڀݚ
生については、別に定める。

ɹɹ第��ষɹڭҭࢪ࣮ڀݚ৫
（教　　員）
第��条　大学Ӄ学生のतۀ及びڀݚ指ಋには、本学専任
教員がこれに当たる。ただし、必要にԠじ݉任教員を置

Ⅺ
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̔、課程における在学期間は࢜Պതڀݚ学ࣃ　３ 年を超
えないものとする。

（学手続ٳ）
第��条　学生がපؾその他の事故により３か月以্ٳ学
しようとするときは、ҩࢣのஅ書又はৄࡉな理由書
をఴえ、学にئい出て許可を受けなければならない。

（学期間ٳ）
第��条　ٳ学は、１年を超えることができない。ただし、
特別の事由あるものに対しては、さらに１年以内のٳ
学を許可することがある。ٳ学期間は、第24条の在学
期間にࢉ入しない。

（෮　　学）
第��条　ٳ学期間中にその理由が消໓した場合は、学
にئい出て許可を受けて෮学することができる。

（学の特例ٳ）
第��条　学は、特に必要と認めた者に対して、ٳ学を
໋ずることがある。

（他の大学Ӄへの入学）
第��条　他の大学Ӄへ入学しようとする者は、その理由
をৄ記の্、学にئい出てその許可を受けなければ
ならない。許可を受けるとಉ時に退学するものとする。

（他の大学Ӄへの転学）
第��条　他の大学Ӄへ転学しようとする者は、その理由
をৄ記の্、学にئい出てその許可を受けなければ
ならない。許可を受けるとಉ時に退学するものとする。

（転入学）
第��条　学は、本大学Ӄへの転学をئࢤする者に対し
て、ئい出によりܽ員ある場合に限り各ڀݚՊҕ員ձ
の৹ٞをܦて、これを許可することがある。

（退　　学）
第��条　学生は、පؾその他の事由で退学しようとすると
きは、学にئい出てその許可を受けなければならない。
第��条　学は、学生がපؾその他の事由で成ۀの見込
みがないと認めたときは、退学を໋ずることがある。
２　จ学ڀݚՊにおいて、課程をमྃすることなく、第
24条第１項又は第２項に規定する在学期間をܦ過し
た者は、退学するものとする。

（除　　籍）　
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当する者を学
は除籍することができる。　
　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ

ଅしてもなおೲ入にԠじない者
　（２）　第24条に定める在学期間を超えた者
　（３）　第2�条に定めるٳ学期間を超えて෮学できな

い者
の届けがあった者ࢮ　（４）　
　（入学࠶）
第��条ͷ３　本大学Ӄの学生で退学した者が、࠶入学を
。の্、入学を許可することがあるߟしたときは、બر
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。入学に関する規程は、別に定める࠶　２

ɹɹ第９ষɹɹɹേ
（ද　　জ）
第��条　ஶしいળ行のあった者は、これをදজすること
がある。

（懲　　戒）
第��条　学生の本分に反する行ҝのあった者は、ڀݚՊ
ҕ員ձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒は、戒ࠂ、ۘ
৻、ఀ 学及び退学とする。

２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する者に対して
行う。

　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　පؾその他の事由で成ۀの見込みがないと認め

られる者
　（３）　正当の理由がなくて出੮が常でない者
　（４）　本学のடংをཚし、その他学生としての本分に

反した者

ɹɹ第��ষɹೖ学ݕఆྉٴͼ学ੜೲۚ
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶙに定める
とおりとする。

２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（ೲ付ۚのෆฦ）
第��条　طೲのೲ付ۚは、事由のԿをわずฦしな
い。転学、退学、除籍又は退学を໋じられた者も当該年
度のतۀ料をೲ入しなければならない。

（ఀ学者のतۀ料）
第��条　ఀ学者も、当該年度のतۀ料をೲ入しなければ
ならない。

（料ۀ学者のतٳ）
第��条　ٳ学者のतۀ料は、学年度࢝めより１年間を通
じてٳ学する場合に限り、当該年度のतۀ料はऩし
ない。

（ಜ　　ଅ）
第��条　तۀ料を所定期間内にೲ入せずಜଅを受けな
がら、なおೲ入をଵる者は、除籍される。

ɹɹ第��ষɹ֎ࠃਓཹ学ੜɺௌߨੜɺՊཤमੜٴͼ
ੜڀݚ

（人ཹ学生等ࠃ֎）
第��条　֎ࠃ人ཹ学生、ௌߨ生、Պ目等ཤम生及びڀݚ
生については、別に定める。

ɹɹ第��ষɹڭҭࢪ࣮ڀݚ৫
（教　　員）
第��条　大学Ӄ学生のतۀ及びڀݚ指ಋには、本学専任
教員がこれに当たる。ただし、必要にԠじ݉任教員を置
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̔、課程における在学期間は࢜Պതڀݚ学ࣃ　３ 年を超
えないものとする。

（学手続ٳ）
第��条　学生がපؾその他の事故により３か月以্ٳ学
しようとするときは、ҩࢣのஅ書又はৄࡉな理由書
をఴえ、学にئい出て許可を受けなければならない。

（学期間ٳ）
第��条　ٳ学は、１年を超えることができない。ただし、
特別の事由あるものに対しては、さらに１年以内のٳ
学を許可することがある。ٳ学期間は、第24条の在学
期間にࢉ入しない。

（෮　　学）
第��条　ٳ学期間中にその理由が消໓した場合は、学
にئい出て許可を受けて෮学することができる。

（学の特例ٳ）
第��条　学は、特に必要と認めた者に対して、ٳ学を
໋ずることがある。

（他の大学Ӄへの入学）
第��条　他の大学Ӄへ入学しようとする者は、その理由
をৄ記の্、学にئい出てその許可を受けなければ
ならない。許可を受けるとಉ時に退学するものとする。

（他の大学Ӄへの転学）
第��条　他の大学Ӄへ転学しようとする者は、その理由
をৄ記の্、学にئい出てその許可を受けなければ
ならない。許可を受けるとಉ時に退学するものとする。

（転入学）
第��条　学は、本大学Ӄへの転学をئࢤする者に対し
て、ئい出によりܽ員ある場合に限り各ڀݚՊҕ員ձ
の৹ٞをܦて、これを許可することがある。

（退　　学）
第��条　学生は、පؾその他の事由で退学しようとすると
きは、学にئい出てその許可を受けなければならない。
第��条　学は、学生がපؾその他の事由で成ۀの見込
みがないと認めたときは、退学を໋ずることがある。
２　จ学ڀݚՊにおいて、課程をमྃすることなく、第
24条第１項又は第２項に規定する在学期間をܦ過し
た者は、退学するものとする。

（除　　籍）　
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当する者を学
は除籍することができる。　
　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ

ଅしてもなおೲ入にԠじない者
　（２）　第24条に定める在学期間を超えた者
　（３）　第2�条に定めるٳ学期間を超えて෮学できな

い者
の届けがあった者ࢮ　（４）　
　（入学࠶）
第��条ͷ３　本大学Ӄの学生で退学した者が、࠶入学を
。の্、入学を許可することがあるߟしたときは、બر
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くことができる。
（教ҭ࣮ڀݚ施৫等）
第��条ͷ２　本大学Ӄは、教ҭ্ڀݚの目的をୡ成する
ため、必要な教員及び事務職員等からなる教ҭ࣮ڀݚ
施৫をฤ制する。
２　教ҭ׆ڀݚ動等の運営が৫的かつޮՌ的に行われ
るよう、適なׂ分୲の下での職員のڠಇや৫的
な࿈ܞମ制を֬保する。
３　教ҭ࣮ڀݚ施৫等に関する必要な事項は、別に定
める。

ɹɹ第��ষɹڀݚՊҕһձɺ大学ӡӦٞڠձٴͼશ学自
ධՁҕһձݕݾ

（Պҕ員ձڀݚ）
第��条　大学Ӄに各ڀݚՊҕ員ձを置く。
（Պҕ員ձの৫ڀݚ）
第��条　ڀݚՊҕ員ձは、ڀݚՊの教तをもって৫す
る。ただし、必要あるときは、ڀݚՊҕ員ձのܾ定によ
りڀݚՊの他の教員を構成員にՃえることができる。

（Պҕ員ձの৹ٞ事項ڀݚ）
第��条　ڀݚՊҕ員ձは、学が次の各号に掲げる事項
についてܾ定を行うに当たり意見をड़るものとす
る。
　（１）　学生の入学及び課程のमྃに関する事項
　（２）　学Ґのत༩に関する事項
　（３）　前２号に掲げるもののほか、教ҭڀݚに関する

重要な事項で、ڀݚՊҕ員ձの意見をௌくことが
必要なものとして学が定める事項

Պҕ員ձは、前項に規定するもののほか、学及ڀݚ　２
びڀݚՊ	以下「学等」という。
がつかさどる教ҭ
めٻに関する事項について৹ٞし、及び学等のڀݚ
にԠじて、意見をड़ることができる。

（Պҕ員ձҕ員ڀݚ）
第��条　各ڀݚՊҕ員ձҕ員は、ڀݚՊがその任に
当たる。

（Պҕ員ձのটू及びٞڀݚ）
第��条　ڀݚՊҕ員ձは、ҕ員がটूし、そのٞと
なる。
　（Պҕ員ձのٞ事等ڀݚ）　
第��条　ڀݚՊҕ員ձは、構成員の３分の２以্の出੮
がなければҕ員ձを։くことができない。
２　ٞ事は、出੮した構成員の過数をもってܾし、可൱
ಉ数のときは、ٞ がこれをܾする。

（大学運営ٞڠձ・શ学自ݾ点検ධՁҕ員ձ）
第��条　重要事項のٞڠ、内部࣭保証のਪਐ及び࿈བྷௐ
のため、大学運営ٞڠձを置く。
２　本学則第２条の࣮施にあたっては、શ学自ݾ点検ධ
Ձҕ員ձを置き、大学運営ٞڠձにその݁Ռをใࠂす
る。

３　大学運営ٞڠձ及びશ学自ݾ点検ධՁҕ員ձに関す
る規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹվਖ਼खଓ
（改正手続）
第��条　本学則及び本学則に基づいて定めるॾ規則・
ॾ規程は本学の必要にԠじてมߋすることがある。
２　本学則の改正は、各ڀݚՊҕ員ձ及び大学運営ٞڠ
ձの৹ٞをܦて、理事ձがܾ定する。

　　　附　則
１　本学則は、ত和52年４月１日から施行する。
２　本学則以֎に学生に対して必要な事項は、本大学学
則に४ڌするものとする。

　　　附　則　
１　この学則は、令和３年４月１日から施行する。
　ただし、令和２年度以前の入学生については、第25条、
第2�条及び第32条に定めるとこΖによる「保護者」は、ै
前のとおり「保証人」とする。
２　本学則以֎に学生に対して必要な事項は、本大学学
則に४ڌするものとする。

　　　附　則
１　この学則は、令和６年４月１日から施行する。
２　本学則以֎に学生に対して必要な事項は、本大学学
則に४ڌするものとする。
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大学Ӄ各ڀݚՊतۀՊ目

　別දᶗʵ１　　จ学ڀݚՊ（ത࢜前期課程）

ઐ
߈
໊

त　ۀ　Պ　目
୯ Ґ 数

必म બ ܭ



ຊ

จ

学

ઐ

߈

จݙ読ղᶗ
จݙ読ղᶘ
จݙ読ղᶙ
จݙ読ղᶚ

2
2
2
2

日本จ学ڀݚᶗ
日本จ学ڀݚᶘ
日本จ学ڀݚᶙ
日本จ学ڀݚᶚ
日本จ学ڀݚᶛ
日本ޠ学ڀݚ
中ࠃจ学ڀݚ
日本書ڀݚࢽ

４
４
４
４
４
４
４
４

日本จ学ԋशᶗ
日本จ学ԋशᶘ
日本จ学ԋशᶙ
日本จ学ԋशᶚ
日本จ学ԋशᶛ
日本ޠ学ԋश
日本࢙࢙料ԋश
日本書ࢽԋश

４
４
４
４
４
4
４
̔

ӳ

ถ

จ

学

ઐ

߈

ΠΪϦスจ学ԋश
ΞϝϦカจ学ԋश
ӳޠ学ԋश
ӳถจԽԋश
ΠΪϦスจ学ڀݚ
ΞϝϦカจ学ڀݚ
ӳޠ学ڀݚ
ӳถจԽڀݚ
Ϥーϩッύจ学・จԽڀݚ
ൺֱจ学・จԽڀݚ
ڀݚ学ޠݴ
දจԽڀݚ
ҟจԽ間ίϛϡχέーシϣϯڀݚ
ΞカσϛッΫ・ϥΠテΟϯά
ΞカσϛッΫ・ϓϨθϯテーシϣϯ
ӳޠ教ҭڀݚ
ӳޠ教ҭԋश
ڀݚ際จԽࠃ

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

จ

Խ

ࡒ

学

ઐ

߈

จԽ財学特घٛߨᶗ
จԽ財学特घٛߨᶘ
จԽ財学特घٛߨᶙ
จԽ財学特घٛߨᶚ
จԽ財学特घٛߨᶛ
จԽ財学特घٛߨᶜ
จԽ財学特घٛߨᶝ

４
４
４
４
４
４
４

จԽ財学ԋशᶗ
จԽ財学ԋशᶘ

４
４

จ
Խ
ࡒ
学
ઐ
߈

จԽ財学ԋशᶙ
จԽ財学ԋशᶚ

４
４

ٛߨஙจԽ財特घݐ
日本教࢙特घٛߨ
จࢿݙ料ԋश

４
４
４

υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
ς
ồ
γ
ἀ
ϯ
ઐ
߈

υΩϡϝϯテーシϣϯ基ૅ 8

จԋशᶗڀݚ
จԋशᶘڀݚ

4
4

課ڀݚᶗ
課ڀݚᶘ
࣮ڀݚᶗ
࣮ڀݚᶘ

4
4
4
4

図書館ใ学ڀݚᶗB
図書館ใ学ڀݚᶗC
図書館ใ学ڀݚᶗD
図書館ใ学ڀݚᶗE
図書館ใ学ڀݚᶘB
図書館ใ学ڀݚᶘC
図書館ใ学ڀݚᶘD
図書館ใ学ڀݚᶘE
図書館ใ学ڀݚᶙB
図書館ใ学ڀݚᶙC
図書館ใ学ڀݚᶙD
図書館ใ学ڀݚᶙE
人จใ学ڀݚᶗB
人จใ学ڀݚᶗC
人จใ学ڀݚᶗD
人จใ学ڀݚᶗE
人จใ学ڀݚᶘB
人จใ学ڀݚᶘC
人จใ学ڀݚᶘD
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人จใ学ڀݚᶙB
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書ࢽ学ڀݚᶗE
書ࢽ学ڀݚᶘB
書ࢽ学ڀݚᶘC
書ࢽ学ڀݚᶘD
書ࢽ学ڀݚᶘE

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
2
2
2
2

υΩϡϝϯテーシϣϯڀݚᶗ
υΩϡϝϯテーシϣϯڀݚᶘ

２
２
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大学Ӄ各ڀݚՊतۀՊ目

　別දᶗʵ１　　จ学ڀݚՊ（ത࢜前期課程）
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จԽ財学特घٛߨᶛ
จԽ財学特घٛߨᶜ
จԽ財学特घٛߨᶝ

４
４
４
４
４
４
４

จԽ財学ԋशᶗ
จԽ財学ԋशᶘ

４
４

จ
Խ
ࡒ
学
ઐ
߈

จԽ財学ԋशᶙ
จԽ財学ԋशᶚ

４
４

ٛߨஙจԽ財特घݐ
日本教࢙特घٛߨ
จࢿݙ料ԋश
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４
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υΩϡϝϯテーシϣϯ基ૅ 8

จԋशᶗڀݚ
จԋशᶘڀݚ

4
4

課ڀݚᶗ
課ڀݚᶘ
࣮ڀݚᶗ
࣮ڀݚᶘ

4
4
4
4

図書館ใ学ڀݚᶗB
図書館ใ学ڀݚᶗC
図書館ใ学ڀݚᶗD
図書館ใ学ڀݚᶗE
図書館ใ学ڀݚᶘB
図書館ใ学ڀݚᶘC
図書館ใ学ڀݚᶘD
図書館ใ学ڀݚᶘE
図書館ใ学ڀݚᶙB
図書館ใ学ڀݚᶙC
図書館ใ学ڀݚᶙD
図書館ใ学ڀݚᶙE
人จใ学ڀݚᶗB
人จใ学ڀݚᶗC
人จใ学ڀݚᶗD
人จใ学ڀݚᶗE
人จใ学ڀݚᶘB
人จใ学ڀݚᶘC
人จใ学ڀݚᶘD
人จใ学ڀݚᶘE
人จใ学ڀݚᶙB
人จใ学ڀݚᶙC
人จใ学ڀݚᶙD
人จใ学ڀݚᶙE
書ࢽ学ڀݚᶗB
書ࢽ学ڀݚᶗC
書ࢽ学ڀݚᶗD
書ࢽ学ڀݚᶗE
書ࢽ学ڀݚᶘB
書ࢽ学ڀݚᶘC
書ࢽ学ڀݚᶘD
書ࢽ学ڀݚᶘE

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
2
2
2
2

υΩϡϝϯテーシϣϯڀݚᶗ
υΩϡϝϯテーシϣϯڀݚᶘ

２
２
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　別දᶗʵ２　　จ学ڀݚՊ（തޙ࢜期課程）
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໊
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୯ Ґ 数

必म બ ܭ


ຊ
จ
学
ઐ
߈

্代จ学特घڀݚ
中ݹจ学特घڀݚ
中ੈจ学特घڀݚ
ۙੈจ学特घڀݚ
ۙ代จ学特घڀݚ

４
４
４
４
４

日本ޠ学特घڀݚ
中ࠃจ学特घڀݚ

４
４

্代จ学ԋश
中ݹจ学ԋश
中ੈจ学ԋश
ۙੈจ学ԋश
ۙ代จ学ԋश
日本ޠ学ԋश

４
４
４
４
４
４

ӳ
ถ
จ
学
ઐ
߈

ӳจ学特घڀݚᶗ
ӳจ学特घڀݚᶘ
ถจ学特घڀݚᶗ
ถจ学特घڀݚᶘ

４
４
４
４

ӳޠ学特घڀݚ
ӳจ学ԋश
ถจ学ԋश
ӳޠ学ԋश
ӳถจԽ特घڀݚ
ൺֱจ学・จԽ特घڀݚ
ӳޠ教ҭ特घڀݚ
ڀݚ際จԽ特घࠃ
ҟจԽ間ίϛϡχέーシϣϯ特घڀݚ

４
４
４
４
４
４
４
４
４

จ
Խ
ࡒ
学
ઐ
߈

指ಋڀݚ
จԽ財学特घڀݚᶗ
จԽ財学特घڀݚᶘ
จԽ財学特घڀݚᶙ
จԽ財学特घڀݚᶚ

４
４
４
４

υ
Ω
ỿ
ϝ
ϯ
ς
ồ
γ
ἀ
ϯ
ઐ
߈

指ಋᶗڀݚ
指ಋᶘڀݚ
指ಋᶙڀݚ
υΩϡϝϯテーシϣϯ特घڀݚᶗ
υΩϡϝϯテーシϣϯ特घڀݚᶘ
υΩϡϝϯテーシϣϯ特घڀݚᶙ

４
４
４
４
４
４

　別දᶘ　　ࣃ学ڀݚՊ

ઐ
߈
໊
専߈
分 त　ۀ　Պ　目

୯ Ґ 数

必म બ ܭ

歯

学

ղ

学

ղ学ܥ
（必मՊ目）
ղ学ٛߨ
ղ学࣮श

4
8

30

Ⅺ
諸
規
程
等

歯
　
　
　
学

ղ



学

ٛߨղ学ߢޱ
ղ学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
生理学ٛߨ
ٛߨ生理学ߢޱ ^
分ࢠ生Խ学ٛߨ
ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ ^
ප理学ٛߨ
ٛߨප理学ߢޱ ^
์ࣹઢ・ը૾அ学ٛߨ
খࣃࣇՊ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
5

8

8

8

8
8
8
1�

৫学ܥ
（必मՊ目）
৫学ٛߨ
৫学࣮श
ٛߨ৫学ߢޱ
৫学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
ප理学ٛߨ
ٛߨප理学ߢޱ ^
保ଘम෮学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8
8
8
8
8
8
1�

ੜ
　
　
ཧ
　
　
学

（必मՊ目）
生理学ٛߨ
生理学࣮श
ٛߨ生理学ߢޱ
生理学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
ٛߨղ学ߢޱ ^
分ࢠ生Խ学ٛߨ
ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ ^
ༀ理学ٛߨ
ٛߨՊༀ理学ࣃ ^
༗চٛิࣃ௲学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8

8

8
8
1�

30


ࢠ
ੜ
Խ
学

（必मՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
分ࢠ生Խ学࣮श ^ 4

8

30
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ࢠ

ੜ

Խ

学

ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
^　生Խ学࣮शࢠ分ߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
5

8

8

8

8
8
8
8
1�

ප

ཧ

学

（必मՊ目）
ප理学ٛߨ
ප理学࣮श
ٛߨප理学ߢޱ
ප理学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8

8
8
8
8
8
1�

30

ޱ

ߢ

ඍ

ੜ



学

（必मՊ目）
ඍ生学ٛߨ
ඍ生学࣮श
ٛߨඍ生学ߢޱ
ඍ生学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8
8
8
8
8
8
1�

30

歯
　
　
　
学

ༀ
　
　
　
ཧ
　
　
　
学

（必मՊ目）
ༀ理学ٛߨ
ༀ理学࣮श
ٛߨՊༀ理学ࣃ
Պༀ理学࣮शࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8

8

8

8
8
8
1�

30

歯

Պ

ཧ



学

（必मՊ目）
ٛߨ学Պ理ࣃ
学࣮शՊ理ࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
保ଘम෮学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
༗চٛิࣃ௲学ٛߨ
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ٛߨ
ٛߨ正学ڲՊࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8
8
8
8
8
8
8
1�

30

ޱ

ߢ

Ӵ

ੜ

学

ҬࣃՊ保݈学ܥ
（必मՊ目）
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ҬࣃՊ保݈学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
খࣃࣇՊ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8
8
8
8
1�

30

Ⅺ
諸
規
程
等
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学



ࢠ

ੜ

Խ

学

ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
^　生Խ学࣮शࢠ分ߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
5

8

8

8

8
8
8
8
1�

ප

ཧ

学

（必मՊ目）
ප理学ٛߨ
ප理学࣮श
ٛߨප理学ߢޱ
ප理学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8

8
8
8
8
8
1�

30

ޱ

ߢ

ඍ

ੜ



学

（必मՊ目）
ඍ生学ٛߨ
ඍ生学࣮श
ٛߨඍ生学ߢޱ
ඍ生学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8
8
8
8
8
8
1�

30

歯
　
　
　
学

ༀ
　
　
　
ཧ
　
　
　
学

（必मՊ目）
ༀ理学ٛߨ
ༀ理学࣮श
ٛߨՊༀ理学ࣃ
Պༀ理学࣮शࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

4
8
4
8
5

8

8

8

8

8
8
8
1�

30

歯

Պ

ཧ



学

（必मՊ目）
ٛߨ学Պ理ࣃ
学࣮शՊ理ࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
保ଘम෮学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
༗চٛิࣃ௲学ٛߨ
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ٛߨ
ٛߨ正学ڲՊࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8
8
8
8
8
8
8
1�

30

ޱ

ߢ

Ӵ

ੜ

学

ҬࣃՊ保݈学ܥ
（必मՊ目）
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
ҬࣃՊ保݈学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
খࣃࣇՊ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8
8
8
8
1�

30
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歯
　
　
　
学

ޱ

ߢ

Ӵ

ੜ

学

୳ࣃࡧ学ܥ
（必मՊ目）
୳ࣃࡧ学ٛߨ
୳ࣃࡧ学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
保ଘम෮学ٛߨ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8
8
8
8
1�

อ

ଘ

म

෮

学

（必मՊ目）
保ଘम෮学ٛߨ
保ଘम෮学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ学Պ理ࣃ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8
1�
5

30

歯



ྍ

法

学

（必मՊ目）
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
内ྍ法学࣮शࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
^　ٛߨղ学ߢޱ
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ学Պ理ࣃ
保ଘम෮学ٛߨ
ٛߨपප学ࣃ
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8

8

8
8
8
8
8
1�

30
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歯
　
　
　
学

歯

प

ප

学

（必मՊ目）
ٛߨपප学ࣃ
学࣮शྍ࣏पࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ඍ生学ٛߨ
^　ٛߨඍ生学ߢޱ
ٛߨ学Պ理ࣃ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
์ࣹઢ・ը૾அ学ٛߨ
୳ࣃࡧ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8
8
8
8
8
1�

30

ޱ
ߢ
Ϧ
ϋ
Ϗ
Ϧ
ς
ồ
γ
ἀ
ϯ
ิ
௲

（必मՊ目）
༗চٛิࣃ௲学・ྸߴ者ࣃՊ学ٛߨ
༗চٛิࣃ௲学・ྸߴ者ࣃՊ学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
^　ٛߨղ学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
ༀ理学ٛߨ
^　ٛߨՊༀ理学ࣃ
ٛߨ学Պ理ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
์ࣹઢ・ը૾அ学ٛߨ
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8
8
8
8
8
8
1�

30

Ϋ
ϥ

ϯ
ϒ
Ϧ
ỽ
δ
ิ
௲
学

（必मՊ目）
ΫϥϯϒϦッδิ௲学ٛߨ
ΫϥϯϒϦッδิ௲学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
ٛߨ学Պ理ࣃ
ٛߨ内ྍ法学ࣃ
ٛߨपප学ࣃ
ٛߨ正学ڲՊࣃ
์ࣹઢ・ը૾அ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8
8
8
8
8
8
1�

30
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歯
　
　
　
学

ޱ

ߢ

ֺ

إ

໘

֎

Պ

学

（必मՊ目）
ٛߨՊ学֎ߢޱ
Պ学࣮श֎ߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
^　ٛߨղ学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ප理学ٛߨ
^　ٛߨප理学ߢޱ
ٛߨ正学ڲՊࣃ
์ࣹઢ・ը૾அ学ٛߨ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8

8
8
8
1�

30

ޱ

ߢ



Պ

学

（必मՊ目）
ٛߨ内Պ学ߢޱ
内Պ学࣮शߢޱ
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
^　ٛߨղ学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
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^　ٛߨ生理学ߢޱ
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ප理学ٛߨ
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ٛߨ正学ڲՊࣃ
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正学࣮शڲՊࣃ
学特ࣃ
（બՊ目）
ղ学ٛߨ
^　ٛߨղ学ߢޱ
生理学ٛߨ
^　ٛߨ生理学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
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ٛߨपප学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
その他許可を得たՊ目（࣮श）

8
1�
5

8

8

8

8
8
8
8
8
1�

30

খ
ࣇ
歯
Պ
学

（必मՊ目）
খࣃࣇՊ学ٛߨ
খࣃࣇՊ学࣮श
学特ࣃ
（બՊ目）
৫学ٛߨ
^　ٛߨ৫学ߢޱ
ҬࣃՊ保݈学ٛߨ
保ଘम෮学ٛߨ
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^　ٛߨ生理学ߢޱ
分ࢠ生Խ学ٛߨ
^　ٛߨ生Խ学ࢠ分ߢޱ
ༀ理学ٛߨ
^　ٛߨՊༀ理学ࣃ
ٛߨՊ学֎ߢޱ
ٛߨ内Պ学ߢޱ
その他許可を得たՊ目（ٛߨ）
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ප理学ٛߨ
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　別දᶙ　入学検定料及び学生ೲ付ۚ
　จ学ڀݚՊ
ʬ入学検定料ʭ 30000円

ʬ学生ೲ付ۚʭ
　入　学　 （ۚ入学時） 2�0000円

　त　ۀ　料（年　ֹ） ��0000円

　施設設備費（入学時） 100000円

Պڀݚ学ࣃ　
ʬ入学検定料ʭ 40000円

ʬ学生ೲ付ۚʭ
　入　学　 （ۚ入学時） 300000円

　त　ۀ　料（年　ֹ） �00000円

　施設設備費（入学時） 300000円
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鶴見大学学Ґ規程
（目　　的）
第１条　この規程は、学Ґ規則（ত和28年จ部ল令第9
号）第13条の規定ฒびに鶴見大学学則（以下「大学学
則」という。）及び鶴見大学大学Ӄ学則（以下「大学Ӄ学
則」という。）に基づき、鶴見大学（以下「本学」という。）
においてत༩する学Ґ、จ৹ࠪのํ法、ݧࢼ、学ྗの
֬認のํ法等学Ґについて、必要な事項を定めること
を目的とする。

（学Ґのछྨ及び専߈分）
第２条　本学においてत༩する学Ґのछྨは、学࢜、म࢜
及びത࢜とする。
２　学Ґの専߈分は、次のとおりとする。
　　学࢜（จ学）
　　学࢜（ࣃ学）
　　म࢜（จ学）
　　म࢜（จԽ財学）
　　ത࢜（จ学）
　　ത࢜（จԽ財学）
　　ത࢜（ࣃ学）
（学Ґत༩の要݅）
第３条　学࢜の学Ґは、本学学則第13条の規定により、
所定の課程をमྃし、ଔۀした者に対しत༩するもの
とする。
２　म࢜の学Ґは、大学Ӄ学則第14条第2項の規定により、
所定の課程をमྃした者に対しत༩するものとする。
３　ത࢜の学Ґは、大学Ӄ学則第14条第3項及び第4項の
規定により、所定の課程をमྃした者に対しत༩する
ものとする。
４　前項に定めるもののほか、ത࢜の学Ґは、本学大学Ӄ
学則第1�条第3項及び第1�条第2項の規定により、本
学大学Ӄの行う学Ґจの৹ࠪ及びݧࢼに合֨し、か
つ、จ学ڀݚՊにおいては、തޙ࢜期課程、ࣃ学ڀݚՊ
においては、ത࢜課程をमྃした者とಉ等以্の学ྗ
を༗することを֬認された者に対しत༩することがで
きる。

（学Ґจの提出）
第４条　前条第2項及び第3項の規定により学Ґจの
৹ࠪを申請する者は、学Ґจに所定の書ྨをఴえて
当該のڀݚՊ（以下「ڀݚՊ」という。）に提出する
ものとする。
２　前条第4項の規定により学Ґを請ٻする者は、学Ґ
จに所定の書ྨをఴえて、ڀݚՊをܦて学に提
出するものとする。
３　提出する学Ґจは、自ஶҰฤとし、ߟࢀとして他の
จをఴ付することができる。
４　いったΜ受理した学Ґจ（ߟࢀとしてఴ付された
จをؚΉ。）は、ฦ付しない。

（৹ ࠪ 料）
第５条　第3条第3項の規定のうͪจ学ڀݚՊにおいて、
തޙ࢜期課程に所定の期間在学して、所定の୯Ґをम
得したޙ退学し、3年以্ܦ過し、学Ґを請ٻする者
は、次の৹ࠪ料をೲ付しなければならない。

50000円
第６条　第3条第4項の規定により学Ґを請ٻする者は、
次の৹ࠪ料をೲ付しなければならない。
２　จ学ڀݚՊにおいては、次の৹ࠪ料とする。
　（1）　専任教員� 50000円
　（2）　その他� 100000円
。Պにおいては、次の৹ࠪ料とするڀݚ学ࣃ　３
　（1）　専任教員� 50000円
　（2）　ඇ常勤ࢣߨ・専߈生� 100000円
　（3）　学֎提出者� 400000円
　（4）　学Ґจ৹ࠪҕୗ者� 1000000円
。ೲの৹ࠪ料は、ฦしないط　４
（学Ґจの৹ࠪ）
第７条　ڀݚՊは、第4条第1項の規定により学Ґจ
の৹ࠪの申請を受理したときは、当該のڀݚՊҕ員ձ
（以下「ڀݚՊҕ員ձ」という。）に৹ࠪを付ୗする。
２　学は、第4条第2項の規定により学Ґ請ٻの申請を
受理したときは、ڀݚՊҕ員ձに学Ґจの৹ࠪを付
ୗする。

（৹ࠪҕ員ձ）
第８条　前条の規定により学Ґจの৹ࠪを付ୗされた
Պҕ員ձのҕ員3໊以্によりڀݚ、Պҕ員ձはڀݚ
構成される৹ࠪҕ員ձを設け৹ࠪを行う。
Պҕ員ձは、必要と認めたときは、前項の規定にڀݚ　２
かかわらず、ڀݚՊ所ଐの教員を৹ࠪҕ員ձにՃえる
ことができる。
Պҕ員ձは、必要と認めたときは、第1項の規定ڀݚ　３
にかかわらず、他の大学の大学Ӄ又はڀݚ所等の教員
等を৹ࠪҕ員ձにՃえることができる。
４　৹ࠪҕ員ձは、৹্ࠪ必要があるときは、学Ґจ
の༁จ又はඪ本（。としてఴ付されたจをؚΉߟࢀ）
等の提出をٻめることができる。

（ࢼ、ݧࢼ又はݧࢼऴ࠷）
第９条　৹ࠪҕ員ձは、学Ґจの৹ࠪとಉ時に学Ґ
จを中৺として、これに関࿈あるՊ目について࠷ऴࢼ
。を行うݧࢼ又はݧ
２　前項の࠷ऴݧࢼ又はݧࢼのํ法は、ޱ಄又はචと
する。
３　৹ࠪҕ員ձは、第3条第4項の規定によりത࢜の学Ґ
を請ٻする者については、専߈学ज़に関し、จ学ڀݚՊ
においては、തޙ࢜期課程、ࣃ学ڀݚՊにおいては、ത
課程をमྃした者とಉ等以্の学ྗを༗することを࢜
֬認するため、ޱ಄又はචによるࢼを行う。
４　จ学ڀݚՊതޙ࢜期課程に3年以্在学し、大学Ӄ
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鶴見大学学Ґ規程
（目　　的）
第１条　この規程は、学Ґ規則（ত和28年จ部ল令第9
号）第13条の規定ฒびに鶴見大学学則（以下「大学学
則」という。）及び鶴見大学大学Ӄ学則（以下「大学Ӄ学
則」という。）に基づき、鶴見大学（以下「本学」という。）
においてत༩する学Ґ、จ৹ࠪのํ法、ݧࢼ、学ྗの
֬認のํ法等学Ґについて、必要な事項を定めること
を目的とする。

（学Ґのछྨ及び専߈分）
第２条　本学においてत༩する学Ґのछྨは、学࢜、म࢜
及びത࢜とする。
２　学Ґの専߈分は、次のとおりとする。
　　学࢜（จ学）
　　学࢜（ࣃ学）
　　म࢜（จ学）
　　म࢜（จԽ財学）
　　ത࢜（จ学）
　　ത࢜（จԽ財学）
　　ത࢜（ࣃ学）
（学Ґत༩の要݅）
第３条　学࢜の学Ґは、本学学則第13条の規定により、
所定の課程をमྃし、ଔۀした者に対しत༩するもの
とする。
２　म࢜の学Ґは、大学Ӄ学則第14条第2項の規定により、
所定の課程をमྃした者に対しत༩するものとする。
３　ത࢜の学Ґは、大学Ӄ学則第14条第3項及び第4項の
規定により、所定の課程をमྃした者に対しत༩する
ものとする。
４　前項に定めるもののほか、ത࢜の学Ґは、本学大学Ӄ
学則第1�条第3項及び第1�条第2項の規定により、本
学大学Ӄの行う学Ґจの৹ࠪ及びݧࢼに合֨し、か
つ、จ学ڀݚՊにおいては、തޙ࢜期課程、ࣃ学ڀݚՊ
においては、ത࢜課程をमྃした者とಉ等以্の学ྗ
を༗することを֬認された者に対しत༩することがで
きる。

（学Ґจの提出）
第４条　前条第2項及び第3項の規定により学Ґจの
৹ࠪを申請する者は、学Ґจに所定の書ྨをఴえて
当該のڀݚՊ（以下「ڀݚՊ」という。）に提出する
ものとする。
２　前条第4項の規定により学Ґを請ٻする者は、学Ґ
จに所定の書ྨをఴえて、ڀݚՊをܦて学に提
出するものとする。
３　提出する学Ґจは、自ஶҰฤとし、ߟࢀとして他の
จをఴ付することができる。
４　いったΜ受理した学Ґจ（ߟࢀとしてఴ付された
จをؚΉ。）は、ฦ付しない。

（৹ ࠪ 料）
第５条　第3条第3項の規定のうͪจ学ڀݚՊにおいて、
തޙ࢜期課程に所定の期間在学して、所定の୯Ґをम
得したޙ退学し、3年以্ܦ過し、学Ґを請ٻする者
は、次の৹ࠪ料をೲ付しなければならない。

50000円
第６条　第3条第4項の規定により学Ґを請ٻする者は、
次の৹ࠪ料をೲ付しなければならない。

２　จ学ڀݚՊにおいては、次の৹ࠪ料とする。
　（1）　専任教員� 50000円
　（2）　その他� 100000円
。Պにおいては、次の৹ࠪ料とするڀݚ学ࣃ　３
　（1）　専任教員� 50000円
　（2）　ඇ常勤ࢣߨ・専߈生� 100000円
　（3）　学֎提出者� 400000円
　（4）　学Ґจ৹ࠪҕୗ者� 1000000円
。ೲの৹ࠪ料は、ฦしないط　４
（学Ґจの৹ࠪ）
第７条　ڀݚՊは、第4条第1項の規定により学Ґจ
の৹ࠪの申請を受理したときは、当該のڀݚՊҕ員ձ
（以下「ڀݚՊҕ員ձ」という。）に৹ࠪを付ୗする。
２　学は、第4条第2項の規定により学Ґ請ٻの申請を
受理したときは、ڀݚՊҕ員ձに学Ґจの৹ࠪを付
ୗする。

（৹ࠪҕ員ձ）
第８条　前条の規定により学Ґจの৹ࠪを付ୗされた
Պҕ員ձのҕ員3໊以্によりڀݚ、Պҕ員ձはڀݚ
構成される৹ࠪҕ員ձを設け৹ࠪを行う。

Պҕ員ձは、必要と認めたときは、前項の規定にڀݚ　２
かかわらず、ڀݚՊ所ଐの教員を৹ࠪҕ員ձにՃえる
ことができる。

Պҕ員ձは、必要と認めたときは、第1項の規定ڀݚ　３
にかかわらず、他の大学の大学Ӄ又はڀݚ所等の教員
等を৹ࠪҕ員ձにՃえることができる。

４　৹ࠪҕ員ձは、৹্ࠪ必要があるときは、学Ґจ
の༁จ又はඪ本（。としてఴ付されたจをؚΉߟࢀ）
等の提出をٻめることができる。

（ࢼ、ݧࢼ又はݧࢼऴ࠷）
第９条　৹ࠪҕ員ձは、学Ґจの৹ࠪとಉ時に学Ґ
จを中৺として、これに関࿈あるՊ目について࠷ऴࢼ
。を行うݧࢼ又はݧ

２　前項の࠷ऴݧࢼ又はݧࢼのํ法は、ޱ಄又はචと
する。

３　৹ࠪҕ員ձは、第3条第4項の規定によりത࢜の学Ґ
を請ٻする者については、専߈学ज़に関し、จ学ڀݚՊ
においては、തޙ࢜期課程、ࣃ学ڀݚՊにおいては、ത
課程をमྃした者とಉ等以্の学ྗを༗することを࢜
֬認するため、ޱ಄又はචによるࢼを行う。

４　จ学ڀݚՊതޙ࢜期課程に3年以্在学し、大学Ӄ
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学則第9条第3項に規定する所定の୯Ґをम得して退
学した者が、本学大学Ӄ入学10ޙ年以内に第3条第4項
の規定によりത࢜の学Ґを請ٻするときは、前項のࢼ
を免除する。
Պに4年以্在学し、大学Ӄ学則第9条第4項ڀݚ学ࣃ　５
に規定する所定の୯Ґをम得して退学した者が、本学大
学Ӄ入学10ޙ年以内に第3条第4項の規定によりത࢜の
学Ґを請ٻするときは、第3項のࢾを免除する。

（৹ࠪ期間）
第��条　৹ࠪҕ員ձは、ڀݚՊҕ員ձがത࢜の学Ґจ
の৹ࠪを付ୗされた1、ޙ年以内に学Ґจの৹ࠪฒ
びに࠷ऴݧࢼ又はݧࢼ及びࢼをऴྃしなければなら
ない。

（৹ࠪҕ員ձのใࠂ）
第��条　৹ࠪҕ員ձは、学Ґจの৹ࠪฒびに࠷ऴݧࢼ
又はݧࢼ及びࢼをऴྃしたときは、やかにその݁
ՌをڀݚՊҕ員ձにใࠂしなければならない。

（Պҕ員ձの৹ٞڀݚ）
第��条　ڀݚՊҕ員ձは、前条のใࠂに基づいて、学Ґ
त༩の可൱について৹ٞする。
２　前項の৹ٞを行うには、ڀݚՊҕ員ձҕ員（ւ֎ߤ
中のҕ員及びٳ職中のҕ員を除く。）の3分の２以্の
出੮を必要とする。
３　前2項により学Ґत༩の可൱をܾٞするには、無記
໊ථにより出੮ҕ員の3分の2以্のࢍ成を必要と
する。

（学へのใࠂ）
第��条　ڀݚՊҕ員ձが学Ґをत༩できるものとܾٞ
したときは、ڀݚՊは、学Ґจ、学Ґจの内༰の
要ࢫ及び学Ґจの৹ࠪの要ࢫฒびに࠷ऴݧࢼ又はࢼ
しなければならࠂの成をఴえて学にใࢼ及びݧ
ない。
Պҕ員ձが第�条第2項の規定により、学Ґจڀݚ　２
の৹ࠪを付ୗされた者について学Ґをत༩できるもの
とܾٞしたときは、ڀݚՊは、前項に定めるもののほ
か、จ目録及びཤྺ書をఴえて学にใࠂしなけれ
ばならない。

（学Ґのत༩）
第��条　学は、第3条の規定により、学Ґのत༩の可൱
について認定のうえ、学Ґをत༩すき者には、学Ґ記
をत༩する。
２　学Ґ記の様式は、様式第1、第2ʕ1、第2ʕ2、第2ʕ3、
及び第3のとおりとする。

（学Ґจ要ࢫ等のެද）
第��条　本学は、ത࢜の学Ґをत༩したときは、当該ത
の学࢜の学Ґをत༩した日から3か月以内に当該ത࢜
Ґのत༩にるจの内༰の要ࢫ及び学Ґจの৹ࠪ
の݁Ռの要ࢫをΠϯλーωッτの利用によりެදする
ものとする。

２　前項の規定によりത࢜จ要ࢫをެදする際には、
鶴見大学৹ࠪ学Ґจであるࢫを付記しなければなら
ない。

（学Ґจのެද）
第��条　ത࢜の学Ґをत༩された者は、当該ത࢜の学Ґ
をत༩された日から1年以内に、当該ത࢜の学Ґのत
༩にるจのશจをެදするものとする。ただし、当
該ത࢜の学Ґをत༩される前にطにެදしたときは、
この限りでない。
２　前項の規定にかかわらず、ത࢜の学Ґをत༩された
者は、やΉを得ない事由がある場合には、本学のঝ認を
受けて、当該ത࢜の学Ґのत༩にるจのશจに代
えてその内༰を要したものをެදすることができ
る。この場合において、本学は、その学Ґจのશจを
。するものとするڙめにԠじてӾཡにٻ

（学Ґの໊শの用）
第��条　本学から学Ґをत༩された者が学Ґの໊শを
用いるときは、次のとおり大学 「໊鶴見大学」を付記す
るものとする。
　　学࢜（จ　　学）「鶴見大学」
　　学࢜（ࣃ　　学）「鶴見大学」
　　म࢜（จ　　学）「鶴見大学」
　　म࢜（จԽ財学）「鶴見大学」
　　ത࢜（จ　　学）「鶴見大学」
　　ത࢜（จԽ財学）「鶴見大学」
　　ത࢜（ࣃ　　学）「鶴見大学」
（学Ґत༩の取消し）
第��条　学Ґをत༩された者が次の各号のいずれかに
該当するときは、学は、教तձ及びڀݚՊҕ員ձの৹
ٞをܦて学Ґのत༩を取り消し、学Ґ記をฦؐさせる
ものとする。
　（1）　ෆ正のํ法により学Ґのत༩を受けた事࣮が

໌したとき。
　（2）　学Ґのत༩を受けた者で、その໊༪をԚৱする

行ҝがあったとき。
（学Ґत༩のใࠂ）
第��条 本学は、ത࢜の学Ґをत༩したときは、学Ґ規則
（ত和28年จ部ল令第9号）第12条の定めるとこΖに
より、学Ґत༩ใࠂ書をจ部Պ学大ਉに提出するもの
とする。

（改　　正）
第��条　この規程の改正は、教तձฒびにڀݚՊҕ員ձ
及び大学Ӄ運営ҕ員ձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、ত和54年4月4日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
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学Ґ記様式�
１ʵ２第式様１第式様 様式第２ʵ２�

様式第３�様式第２ʵ３�
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鶴見大学大学Ӄจ学ڀݚՊ
ത࢜学Ґจ৹ࠪ規

（झ　　ࢫ）
第１条　この内規は、鶴見大学学Ґ規程（以下「学Ґ規程」
という。）に基づき、鶴見大学大学Ӄจ学ڀݚՊ（以下
จ（以下「学Ґٻ学Ґ請࢜という。）にത「Պڀݚ」
จ」という。）を提出する場合の要ྖについて、必要な事
項を定めることを目的とする。

（学Ґจ提出者）
第２条　ത࢜学Ґจの提出者は、次の各号のいずれか
に該当する者とする。
　（1）　学Ґ規程第3条第3項の規定によりത࢜学Ґを取

得しようとする者
　（2）　学Ґ規程第3条第4項の規定によりത࢜学Ґの請

を行う者ٻ
（提出の手続）
第３条　前条第1号の規定による学Ґจ提出者は、当
該の専߈（以下「各専߈」という。）に次の各号に掲げる
จ書を提出する。
　（1）　学Ґจ4部とจ要4ࢫ部
　（2）　ఴ付書ྨ
　　（Ξ）学Ґจ৹ࠪ申請書（様式1） 1通
　　（Π）จ目録（様式3） 1通
　　（）ཤྺ書（様式4） 1通
　　（Τ）ۀڀݚ書（様式5） 1通
　　（Φ）ߟࢀจ提出の場合　各4部
２　前条第2号の規定によるจ提出者は、各専߈に次
の各号に掲げるจ書を提出する。
　（1）　学Ґ請ٻจ4部とจ要4ࢫ部
　（2）　ఴ付書ྨ
　　（Ξ）学Ґ請ٻ申請書（様式2） 1通
　　（Π）จ目録 1通
　　（）ཤྺ書 1通
　　（Τ）ۀڀݚ書 1通
　　（Φ）࠷ऴ学校ଔۀ証໌書 1通
　　（カ）ߟࢀจ提出の場合　各4部
（提出の時期）
第４条　学Ґจ提出の時期は、ຖ年9月1日から9月30
日とする。

（用　　ޠ）
第５条　学Ґจの用ޠは、各専߈において定める。
（受　　理）
第６条ɹ第2条第1号の規定による学Ґจ提出者の指ಋ
教तは、各専߈にࢾってจの受理の可൱を৹ٞする。
２　第2条第2号の規定による学Ґจ提出者から৹ࠪ
をґཔされた本学教員は、各専߈にࢾって学Ґจの
受理の可൱を৹ٞする。
第７条　前条第1項の規定により受理をଥ当とする場
合、各専߈主任はจ学ڀݚՊにจの受理をจ書で
要請する。
２　前条第2項の規定により受理をଥ当とする場合、各
専߈主任はจ学ڀݚՊをܦて、学に学Ґจの受

理をจ書で要請する。
（学Ґจ৹ࠪ料）
第８条 前条の規定により学Ґจが受理された場合は、
学Ґ規程第5条ฒびに第�条により৹ࠪ料をೲ付する。
２　ೲ付された৹ࠪ料は、ฦしない。
（৹　　ࠪ）
第９条 จ学ڀݚՊは、จ学ڀݚՊҕ員ձにおいて、学
Ґจ৹ࠪҕ員ձ（以下「৹ࠪҕ員ձ」という。）を設置
し、৹ࠪҕ員ձは学Ґจの৹ࠪを行う。

（ใ　　ࠂ）
第��条ɹ学Ґจ৹ࠪҕ員ձの構成・৹ ・ࠪ৹ࠪのใࠂ
は、次の各号による。
　（1）　第�条第1項の規定により受理された学Ґจの

場合、৹ࠪҕ員は、主ࠪ1໊、෭ࠪ2໊、3໊ܭとし、原
則として主ࠪは学Ґจ提出者の指ಋ教त、෭ࠪ
のうͪ1໊はڀݚՊ専任教員、他の1໊はڀݚՊ内
֎の関࿈分のڀݚ者とする。

　（2）　第�条第2項の規定により受理された学Ґจの
場合、৹ࠪҕ員は、主ࠪ1໊、෭ࠪ2໊、3໊ܭとし、主
ࠪ、及び෭ࠪのうͪ1໊はڀݚՊ専任教員、෭ࠪの
他の1໊はڀݚՊ内֎の関࿈分のڀݚ者とする。

　（3）　৹ࠪҕ員は、学Ґจの内༰がڀݚ者として自
ཱできるための基ૅをなしているか൱かを1年以内
に৹ࠪし、ಉ時に学Ґ規程第9条第1項で定める࠷
ऴݧࢼ又はݧࢼ、あるいは学Ґ規程第9条第3項で
定めるࢼを行い、શ員出੮のҕ員ձで定する。
ただし、学֎のҕ員は書໘で৹ࠪ݁Ռをใࠂする
ことができる。

　（4）　৹ࠪҕ員ձは、৹ࠪの݁とその理由をจ学ݚ
。するࠂՊҕ員ձにใڀ

（合൱の定）
第��条　学Ґจの合൱の定は、จ学ڀݚՊҕ員ձの
৹ٞをܦて、学が行う。
２　จ学ڀݚՊҕ員ձは、学Ґจ৹ࠪҕ員ձのใࠂ及
びจ提出者のଐする専߈の意見をߟࢀにし合൱の৹
ٞを行う。
３　合൱の定は、৹ٞをܦたうえで、無記໊ථにより
出੮ҕ員の3分の2以্のଟ数ܾをもって行い、その݁
Ռを学に্申する。

（Պの্申ڀݚ）
第��条 提出จが合֨し、他の必要な条݅がຬたされて
いる場合、จ学ڀݚՊは学Ґ規程第13条の規定によ
り、学に্申する。

（そ の 他）
第��条　学Ґ規程及び本内規にない事項については、そ
の度จ学ڀݚՊҕ員ձの৹ٞをܦて学がܾ定する
ものとする。

　　　附　則
　この内規は、平成14年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正内規は、平成2�年4月1日から施行する。
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教 務 課 教 務 課
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鶴見大学大学Ӄࣃ学ڀݚՊ
学Ґจ৹ࠪٴͼݧࢼ規

（学Ґจ提出の֨ࢿ）
第１条 学Ґจ提出の֨ࢿを༗する者は、次の各号のҰ
に該当する者とする。
　（1）　ത࢜課程在学中にจを提出する場合は、3年以

্在学し、本学大学Ӄ学則第9条第4項に規定する
所定の୯Ґをम得した者

　（2）　学Ґ規程第3条第4項により学Ґを申請する者
は、ࣃՊ基ૅܥにおいては5年以্、ࣃՊྟচܥに
おいては、�年以্のྺڀݚを༗する者で人֨ࣝ見
にඇ難すき点のない者

２　前項第2号のྺڀݚとは、次の各号に該当するもの
とする。
　（1）　大学及びその附ଐػ関の専任職員としてڀݚに

ै事した期間
　（2）　大学Ӄを退学した者の場合は、大学Ӄに在学し

た期間
　（3）　専߈Պ（શ日制のڀݚ生及び専߈生等をؚΉ）に

在学した期間
ڀݚ施設において専任職員としてڀݚҖあるݖ　（4）　

にै事した期間
ただし、ここにいうڀݚ施設とは、ڀݚՊҕ員ձにお
いて認めた施設で当分の間次のとおりとする
　Π　ࣃ学又はҩ学に関あるࠃ又はํ自࣏ମのڀݚ
関ػ関及びӴ生行ػ

　ϩ　財ஂ法人もしくは、ࣾ ஂ法人৫によるࣃ学又は
ҩ学に関あるػڀݚ関

　ϋ　その他、ڀݚՊҕ員ձにおいて、前各号に४ずるも
のと認められた施設

（学Ґจ）
第２条　学Ґจは、提出者の୯ஶ又はڞஶのจとし、
ެදされたจを原則とする。ただし、ߟࢀとして他の
จをఴ付することができる。

（学Ґ「請ٻのための」จ提出に要する書ྨ等及び৹ࠪ
料）
第３条　学Ґ「請ٻのための」จ提出に要する書ྨ等
は、次の各号に掲げるとおりとする。
　（1）　本学大学Ӄ学生（第1条第1項第1号該当者）の場

合
　　（Ξ）　学Ґจ৹ࠪ申請書（別1ࢴ） 1通
　　（Π）　ཤྺ書（別3ࢴ） 4通
　　（）　จ目録（別4ࢴ） 4通
　　（Τ）　学Ґจ 4部
　　（Φ）　ߘ先のจ掲載受理証໌書 1通
　　（カ）　学Ґจの内༰の要3）ࢫ（以内ࣈ000 4部
　　（Ω）　ঝ書（ڞஶの場合） 1通
　　（Ϋ）　୯Ґम得証໌書 1通

　　（έ）　֎ݧࢼޠࠃ合֨証໌書 1通
　　（ί）　ܦڀݚ過ใࠂձൃද済証໌書 1通
　　（α）　主 ・ࠪ෭ࠪީิ者申請書 1通
　　（シ）　ߟࢀจ提出の場合は各4部
　（2）　学Ґจ提出による学Ґ請ٻ者（第1条第1項第2

号該当者）の場合
　　（Ξ）　学Ґ請ٻ申請書（別2ࢴ） 1通
　　（Π）　ཤྺ書 4通
　　（）　ଔۀ証໌書 1通
　　（Τ）　ྺڀݚ証໌書（別5ࢴ） 1通
　　（Φ）　จ目録 4通
　　（カ）　学Ґจ 4部
　　（Ω）　ߘ先のจ掲載受理証໌書 1通
　　（Ϋ）　学Ґจの内༰の要3）ࢫ（以内ࣈ000 4部
　　（έ）　ঝ書（ڞஶの場合） 1通
　　（ί）　本学教तのਪન書（別ࢴ�） 1通
　　（α）　֎ݧࢼޠࠃ合֨証໌書 1通
　　（シ）　ܦڀݚ過ใࠂձൃද済証໌書 1通
　　（ス）　学Ґจ提出֨ࢿ証໌書 1通
　　（η）　৹ࠪ料ೲ付書 1通
　　（ι）　主 ・ࠪ෭ࠪީิ者申請書 1通
　　（λ）　ߟࢀจ提出の場合は各4部
２　前項各号に掲げる書ྨのうͪ、申請書、ཤྺ書、จ
目録、ྺڀݚ証໌書及びਪન書の様式及び記載例は、別
。のとおりとするࢴ
３　学Ґจ提出による学Ґ請ٻ者は、第1項第2号に定
める書ྨのほか、学Ґ規程第�条に規定する৹ࠪ料を
学Ґจ提出とಉ時にೲ付しなければならない。

（学Ґจ৹ࠪの順ং）
第４条　学Ґจ৹ࠪの順ংは、受理の順ংによる。
（৹ࠪҕ員ձ）
第５条　৹ࠪҕ員ձは、ڀݚՊҕ員ձにおいてঝ認され
た主ࠪ1໊及び෭ࠪ2໊により構成される。
に෭ࠪߋ、を行う場合は、前記に定める者のほかࢼ　２
2໊以内をՃえることができる。
３　৹ࠪҕ員ձは、学Ґจの༧備৹ࠪを行う。
４　৹ࠪҕ員ձが必要と認めた場合には、学Ґจ及び
ඪ本等の提出をٻめることができるほか、学Ґจ提
出者その他の出੮をٻめ、࣭ ٙを行うことができる。

（ݧࢼऴ࠷）
第６条　৹ࠪҕ員ձは、本学大学Ӄ学生にる学Ґจ
の৹ࠪをऴྃしたޙ、学Ґจを中৺として、これに関
࿈あるՊ目について、ޱ಄又はචによる࠷ऴݧࢼを
行う。
、のํ法はݧࢼऴ࠷の期日、Պ目及び等ݧࢼऴ࠷　２
৹ࠪҕ員ձがܾ定する。

（ࢼ及びݧࢼ）
第７条　৹ࠪҕ員ձは、学Ґจ提出による学Ґ請ٻ者
にる学Ґจの৹ࠪをऴྃしたޙ、学Ґจを中৺
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として、これに関࿈あるՊ目について、ޱ಄又はචに
よるݧࢼを行いߋに専߈学ज़に関し、本学大学Ӄの課
程をमྃした者とಉ等以্の学ྗを༗することを֬認
するため、ޱ಄又はචによるࢼを行う。なおࢼに
おいては、ڀݚՊҕ員ձにおいて特別の事由があると
認められた場合を除き、֎ޠࠃを課するものとする。
ࢼのํ法ฒびにݧࢼの期日、Պ目及び等ݧࢼ　２
の期日等ࢼのํ法は、৹ࠪҕ員ձがܾ定する。

（৹ࠪҕ員ձのใࠂ）
第８条　৹ࠪҕ員ձは、ڀݚՊҕ員ձが学Ґจの৹ࠪ
を付ୗされた1ޙ年以内に、学Ґจの৹ࠪฒびに࠷
ऴݧࢼ又はݧࢼ及びࢼを行い、৹ࠪใࠂ書をڀݚՊ
に提出するものとする。
２　৹ࠪใࠂ書には、৹ࠪ݁Ռを記入し、৹ࠪҕ員がॺ໊
ೀҹするものとする。
３　৹ࠪใࠂ書には、次の各号に掲げる書ྨをఴ付する
ものとする。
　（1）　学Ґจの内༰の要3）ࢫ（以内ࣈ000
　（2）　学Ґจの৹ࠪの要1）ࢫ（以内ࣈ000
ࢫの݁Ռの要ࢼ及びݧࢼ又はݧࢼऴ࠷　（3）　
４　前項第3号の࠷ऴݧࢼの݁Ռの要ࢫには࠷ऴݧࢼの
ํ法と݁の要ࢫを記載するものとし、ݧࢼ及びࢼ
の݁Ռの要ࢫには、ݧࢼ及びࢼのํ法と݁の要ࢫ
を記載するものとする。

（Պҕ員ձの৹ٞڀݚ）
第９条 Պڀݚ、ޙを受けたࠂՊは、前条の৹ࠪใڀݚ
ҕ員ձを։࠵し、学Ґत༩の可൱について৹ٞするも
のとする。
日の�日以্前に、次࠵Պҕ員ձ։ڀݚ、Պはڀݚ　２
の各号に掲げる書ྨをڀݚՊҕ員ձҕ員にするも
のとする。
　（1）　学Ґจの内༰の要ࢫ（ࣸ）
　（2）　学Ґจの৹ࠪの要ࢫ（ࣸ）（୲当者໊を記載し

たもの）
（ࣸ）ࢫの݁Ռの要ࢼ及びݧࢼ又はݧࢼऴ࠷　（3）　

（୲当者໊を記載したもの）
　（4）　ཤྺ書（ࣸ）
　（5）　จ目録（ࣸ）
３　第1項の৹ٞを行うには、ڀݚՊҕ員ձҕ員（ւ֎
職中のҕ員を除く）の3分の2以্のٳ中のҕ員及びߤ
出੮を必要とする。

（適ٓの処置）
第��条　学Ґจの৹ࠪฒびにݧࢼ等に関し、この内規
を適用し得ない場合は、ڀݚՊҕ員ձのٞをܦて適ٓ
の処置をとるものとする。

　　　附　則
　この内規は、ত和54年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正内規は、平成24年�月1日から施行する。
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として、これに関࿈あるՊ目について、ޱ಄又はචに
よるݧࢼを行いߋに専߈学ज़に関し、本学大学Ӄの課
程をमྃした者とಉ等以্の学ྗを༗することを֬認
するため、ޱ಄又はචによるࢼを行う。なおࢼに
おいては、ڀݚՊҕ員ձにおいて特別の事由があると
認められた場合を除き、֎ޠࠃを課するものとする。
ࢼのํ法ฒびにݧࢼの期日、Պ目及び等ݧࢼ　２
の期日等ࢼのํ法は、৹ࠪҕ員ձがܾ定する。

（৹ࠪҕ員ձのใࠂ）
第８条　৹ࠪҕ員ձは、ڀݚՊҕ員ձが学Ґจの৹ࠪ
を付ୗされた1ޙ年以内に、学Ґจの৹ࠪฒびに࠷
ऴݧࢼ又はݧࢼ及びࢼを行い、৹ࠪใࠂ書をڀݚՊ
に提出するものとする。
２　৹ࠪใࠂ書には、৹ࠪ݁Ռを記入し、৹ࠪҕ員がॺ໊
ೀҹするものとする。
３　৹ࠪใࠂ書には、次の各号に掲げる書ྨをఴ付する
ものとする。
　（1）　学Ґจの内༰の要3）ࢫ（以内ࣈ000
　（2）　学Ґจの৹ࠪの要1）ࢫ（以内ࣈ000
ࢫの݁Ռの要ࢼ及びݧࢼ又はݧࢼऴ࠷　（3）　
４　前項第3号の࠷ऴݧࢼの݁Ռの要ࢫには࠷ऴݧࢼの
ํ法と݁の要ࢫを記載するものとし、ݧࢼ及びࢼ
の݁Ռの要ࢫには、ݧࢼ及びࢼのํ法と݁の要ࢫ
を記載するものとする。

（Պҕ員ձの৹ٞڀݚ）
第９条 Պڀݚ、ޙを受けたࠂՊは、前条の৹ࠪใڀݚ
ҕ員ձを։࠵し、学Ґत༩の可൱について৹ٞするも
のとする。
日の�日以্前に、次࠵Պҕ員ձ։ڀݚ、Պはڀݚ　２
の各号に掲げる書ྨをڀݚՊҕ員ձҕ員にするも
のとする。
　（1）　学Ґจの内༰の要ࢫ（ࣸ）
　（2）　学Ґจの৹ࠪの要ࢫ（ࣸ）（୲当者໊を記載し

たもの）
（ࣸ）ࢫの݁Ռの要ࢼ及びݧࢼ又はݧࢼऴ࠷　（3）　

（୲当者໊を記載したもの）
　（4）　ཤྺ書（ࣸ）
　（5）　จ目録（ࣸ）
３　第1項の৹ٞを行うには、ڀݚՊҕ員ձҕ員（ւ֎
職中のҕ員を除く）の3分の2以্のٳ中のҕ員及びߤ
出੮を必要とする。

（適ٓの処置）
第��条　学Ґจの৹ࠪฒびにݧࢼ等に関し、この内規
を適用し得ない場合は、ڀݚՊҕ員ձのٞをܦて適ٓ
の処置をとるものとする。

　　　附　則
　この内規は、ত和54年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正内規は、平成24年�月1日から施行する。

Ⅺ
諸
規
程
等

ー13�ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

別1ࢴ 別2ࢴ

別ࢴ別3ࢴ4

別ࢴ別5ࢴ�

㊞㊞

㊞

㊞

㊞

㊞
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鶴見大学ظ大学෦学則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）は、教
ҭ基本法（ত和22年法第25号）のझࢫにのっとり、学
校教ҭ法（ত和22年法第2�号）に基づき、教ཆをߴめ
るとともに、基ૅ的ࣝ及び専的ٕをम得させ、あ
わせてષ的行持によってࣾձࢱの૿ਐ及びࣾձจԽ
の্にݙߩするಓٛあつきྑݡな人ࡐのҭ成を目的
とする。

（自ݾ点検・ධՁ等）
第２条　本学は、教ҭڀݚਫ४の্を図り、前条の目的
及びࣾձ的໋をୡ成するため、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়
点検・ධՁ及び認証ධՁの݁Ռを౿ݾについて、自گ
まえてෆஅの見しを行い、その݁Ռをެදするもの
とする。
２　前項の点検及びධՁを行うに当たり、その項目及び
ମ制については、別に定める。
３　第１項の点検及びධՁの݁Ռについて、本学の職員
以֎の者による検証を行うように努めることとする。

（৫的なݚम等）
第２条ͷ２　本学は、तۀの内༰及びํ法の改ળを図る
ための৫的なݚम及びڀݚ（ϑΝカルテΟ・σΟϕ
ϩッϓϝϯτɿ以下「̛̙」という。）を࣮施するものと
する。
２　前項の̛̙をਪਐするために、本学に̛̙ҕ員ձを
置く。
３　̛̙ҕ員ձに関する規程は、別に定める。
４　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等の適かつޮՌ的な運営を
図るため、職員に必要なࣝ及びٕをश得させ、ฒび
にそのྗ及び࣭ࢿを্させるためのݚम（̛̙を
除く。）のػձを設け、その他必要な取を行うものと
する。

（ใのੵۃ的な提ڙ）
第２条ͷ３　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়گについて、ץ
行への掲載その他くपを図ることができるํ法
によって、ੵ 。するものとするڙ的にใを提ۃ

ɹɹ第２ষɹ学ɹɹՊ
（学　　Պ）
第３条　本学に次の学Պを置く。
　　保ҭՊ
ՊӴ生Պࣃ　　

ɹɹ第３ষɹमۀٴݶͼࡏ学ؒظ
（मۀ年限）
第４条　मۀ年限は、保ҭՊは２年とし、ࣃՊӴ生Պは３
年とする。

（在学期間）
第５条　在学期間は、保ҭՊは４年を、ࣃՊӴ生Պは６年
を超えることができない。

ɹɹ第４ষɹऩ༰ఆһ
（入学定員及びऩ༰定員）
第６条　本学に入学させる学生の定員及び学生のऩ༰定
員は、次のとおりとする。
� 　　　　入学定員� 　ऩ༰定員
　　保ҭՊ� 200人� 　　400人
�ՊӴ生Պࣃ　　 150人� 　　450人

ɹɹ第５ষɹڭҭ՝程
（教ҭ্ڀݚの目的）
第７条　本学学Պ͝との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目
的については、第１条に定める目的のほか、各学Պの設
置झࢫに基づき、次のとおり定めるものとする。
２　保ҭՊにおいては、ષのਫ਼ਆを基൫にफ教的ૢと
๛かな人間ੑをഓい、ࢠどもの݈શなൃୡとࢱを保
োすく学生として自らをߴめ、ࣾ ձとかかわり、努ྗ
を続ける༗で専的な保ҭ者をཆ成する。
ܗՊӴ生Պにおいては、ષの教えに基づく人֨のࣃ　３
成というݐ学のਫ਼ਆを基にして、人ʑの݈߁とࢱに
。をҭ成する࢜ՊӴ生ࣃする༗なݙߩ
４　第１項に規定する目的をୡ成するために、ଔۀ認
定・学Ґत༩のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学
者受入れのํについて、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第７条ͷ２　本学において։設するतۀՊ目及びその୯
Ґ数は、別දᶗʕ１及びᶗʕ２に定めるとおりとする。
２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（୯Ґํࢉܭ法）
第８条　तۀՊ目の୯Ґํࢉܭ法は、１୯ҐのतۀՊ目
を45時間の学मを必要とする内༰をもって構成する
ことをඪ४とし、次の基४によるものとする。
　（１）　तۀのํ法にԠじ、当該तۀによる教ҭޮՌ、त

して、おおΉͶ15ྀߟ時間֎に必要な学म等をۀ
時間から45時間までのൣғで本学が定める時間
のतۀをもって１୯Ґとする。

　（２）　前号の規定にかかわらず、࣮ ࣮、ݧ श及び࣮ٕに
ついては、30時間から45時間までのतۀをもっ
て１୯Ґとする。

２　前項の規定にかかわらず、ଔۀจ、ଔڀݚۀ、ଔۀ
制࡞等のतۀՊ目については、これらの学मの成Ռを
ධՁして୯Ґをत༩することが適と認められる場合
には、これらに必要な学म等をྀߟして୯Ґ数を定め
ることができる。

（तۀのํ法）　
第８条ͷ２　तۀは、ٛߨ、ԋश、࣮ ࣮、ݧ शएしくは࣮ٕ
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鶴見大学ظ大学෦学則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）は、教
ҭ基本法（ত和22年法第25号）のझࢫにのっとり、学
校教ҭ法（ত和22年法第2�号）に基づき、教ཆをߴめ
るとともに、基ૅ的ࣝ及び専的ٕをम得させ、あ
わせてષ的行持によってࣾձࢱの૿ਐ及びࣾձจԽ
の্にݙߩするಓٛあつきྑݡな人ࡐのҭ成を目的
とする。

（自ݾ点検・ධՁ等）
第２条　本学は、教ҭڀݚਫ४の্を図り、前条の目的
及びࣾձ的໋をୡ成するため、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়
点検・ධՁ及び認証ධՁの݁Ռを౿ݾについて、自گ
まえてෆஅの見しを行い、その݁Ռをެදするもの
とする。
２　前項の点検及びධՁを行うに当たり、その項目及び
ମ制については、別に定める。
３　第１項の点検及びධՁの݁Ռについて、本学の職員
以֎の者による検証を行うように努めることとする。

（৫的なݚम等）
第２条ͷ２　本学は、तۀの内༰及びํ法の改ળを図る
ための৫的なݚम及びڀݚ（ϑΝカルテΟ・σΟϕ
ϩッϓϝϯτɿ以下「̛̙」という。）を࣮施するものと
する。
２　前項の̛̙をਪਐするために、本学に̛̙ҕ員ձを
置く。
３　̛̙ҕ員ձに関する規程は、別に定める。
４　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等の適かつޮՌ的な運営を
図るため、職員に必要なࣝ及びٕをश得させ、ฒび
にそのྗ及び࣭ࢿを্させるためのݚम（̛̙を
除く。）のػձを設け、その他必要な取を行うものと
する。

（ใのੵۃ的な提ڙ）
第２条ͷ３　本学は、教ҭ׆ڀݚ動等のঢ়گについて、ץ
行への掲載その他くपを図ることができるํ法
によって、ੵ 。するものとするڙ的にใを提ۃ

ɹɹ第２ষɹ学ɹɹՊ
（学　　Պ）
第３条　本学に次の学Պを置く。
　　保ҭՊ
ՊӴ生Պࣃ　　

ɹɹ第３ষɹमۀٴݶͼࡏ学ؒظ
（मۀ年限）
第４条　मۀ年限は、保ҭՊは２年とし、ࣃՊӴ生Պは３
年とする。

（在学期間）
第５条　在学期間は、保ҭՊは４年を、ࣃՊӴ生Պは６年
を超えることができない。

ɹɹ第４ষɹऩ༰ఆһ
（入学定員及びऩ༰定員）
第６条　本学に入学させる学生の定員及び学生のऩ༰定
員は、次のとおりとする。
� 　　　　入学定員� 　ऩ༰定員
　　保ҭՊ� 200人� 　　400人
�ՊӴ生Պࣃ　　 150人� 　　450人

ɹɹ第５ষɹڭҭ՝程
（教ҭ্ڀݚの目的）
第７条　本学学Պ͝との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目
的については、第１条に定める目的のほか、各学Պの設
置झࢫに基づき、次のとおり定めるものとする。

２　保ҭՊにおいては、ષのਫ਼ਆを基൫にफ教的ૢと
๛かな人間ੑをഓい、ࢠどもの݈શなൃୡとࢱを保
োすく学生として自らをߴめ、ࣾ ձとかかわり、努ྗ
を続ける༗で専的な保ҭ者をཆ成する。

ܗՊӴ生Պにおいては、ષの教えに基づく人֨のࣃ　３
成というݐ学のਫ਼ਆを基にして、人ʑの݈߁とࢱに
。をҭ成する࢜ՊӴ生ࣃする༗なݙߩ

４　第１項に規定する目的をୡ成するために、ଔۀ認
定・学Ґत༩のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学
者受入れのํについて、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第７条ͷ２　本学において։設するतۀՊ目及びその୯
Ґ数は、別දᶗʕ１及びᶗʕ２に定めるとおりとする。

２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（୯Ґํࢉܭ法）
第８条　तۀՊ目の୯Ґํࢉܭ法は、１୯ҐのतۀՊ目
を45時間の学मを必要とする内༰をもって構成する
ことをඪ४とし、次の基४によるものとする。

　（１）　तۀのํ法にԠじ、当該तۀによる教ҭޮՌ、त
して、おおΉͶ15ྀߟ時間֎に必要な学म等をۀ
時間から45時間までのൣғで本学が定める時間
のतۀをもって１୯Ґとする。

　（２）　前号の規定にかかわらず、࣮ ࣮、ݧ श及び࣮ٕに
ついては、30時間から45時間までのतۀをもっ
て１୯Ґとする。

２　前項の規定にかかわらず、ଔۀจ、ଔڀݚۀ、ଔۀ
制࡞等のतۀՊ目については、これらの学मの成Ռを
ධՁして୯Ґをत༩することが適と認められる場合
には、これらに必要な学म等をྀߟして୯Ґ数を定め
ることができる。

（तۀのํ法）　
第８条ͷ２　तۀは、ٛߨ、ԋश、࣮ ࣮、ݧ शएしくは࣮ٕ

Ⅺ
諸
規
程
等

ー139ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

のいずれかにより又はこれらのซ用により行うものと
する。
２　จ部Պ学大ਉが別に定めるとこΖにより、前項のत
を行ۀ度に利用して、当該तߴを、ଟ様なϝσΟΞをۀ
う教ࣨ以֎の場所でཤमさせることができる。

（取得֨ࢿ）
第９条　本学において取得できる֨ࢿは、次のとおりと
する。
　　保ҭՊ　༮ஓ園教་ೋछ免許ঢ়、保ҭ࢜となる֨ࢿ
֨ࢿݧ受ݧࢼՈࠃ࢜ՊӴ生ࣃ　ՊӴ生Պࣃ　　
２　༮ஓ園教་ೋछ免許ঢ়を得ようとする者は、第11条
第２項の規定によるほか、教ҭ職員免許法及び教ҭ職
員免許法施行規則に規定するՊ目について必要な୯Ґ
をम得しなければならない。
３　保ҭ࢜となる֨ࢿを得ようとする者は、第11条第２
項の規定によるほか、ࣇಐࢱ法及びࣇಐࢱ法施行
規則（ত和23年ް令11号）に基づき、別දᶘのް生࿑ಇ
大ਉの定める教Պ目及び୯Ґをम得しなければならな
い。
、を得ようとする者は֨ࢿݧ受ݧࢼՈࠃ࢜ՊӴ生ࣃ　４
第11条第３項の規定によるほか、ࣃՊӴ生࢜学校ཆ成
所指定規則（ত和25年จ・ް令１号）に規定するՊ目
について必要な୯Ґをम得しなければならない。

ɹɹ第６ষɹଔۀͷཁ݅
（୯Ґのत༩）
第��条　तۀՊ目をཤमした者に対し、ݧࢼその他の本
学が定める適なํ法により学मの成ՌをධՁして୯
Ґを༩えるものとする。
ޠの成は、ल・༏・ྑ・可・ෆ可の５छのධݧࢼ　２
をもってදし、ल・༏・ྑ・可を合֨とし、合֨者に所
定の୯Ґが༩えられる。
。則は、別に定めるࡉについてのݧࢼ　３
（ଔۀの要݅）
第��条　各学Պのଔۀの要݅は、次のとおりとする。
２　保ҭՊでは、２年以্在学し、第̓条の２第１項別ද
ᶗʕ１の規定するとこΖにより必म、બ合わせて̖܈
2�୯Ґ、̗ 合わせて38୯Ґ以্܈̚・܈̙・܈̘・܈
をम得し、合�4ܭ୯Ґ以্をम得しなければならない。
ՊӴ生Պでは、３年以্在学し、第̓条の２第１項ࣃ　３
別දᶗʕ２の規定するとこΖにより必म、બ合わせ
て合102ܭ୯Ґ以্をम得しなければならない。
４　第２項の規定によりଔۀの要݅としてम得すき
�4୯Ґのうͪ、第̔条の２第２項のतํۀ法によりम
得する୯Ґ数は30୯Ґを超えないものとする。
５　第３項の規定によりଔۀの要݅としてम得すき
102୯Ґのうͪ、第̔条の２第２項のतํۀ法により
म得する୯Ґ数は4�୯Ґを超えないものとする。

（他の短期大学、専職短期大学又は大学におけるतۀՊ

目のཤम等）
第��条　他の短期大学、専職短期大学又は大学におい
てཤमしたतۀՊ目についてम得した୯Ґを、本学に
おいて教ҭ্༗ӹと認めるときは、合わせて30୯Ґを
超えないൣғで本学におけるतۀՊ目のཤमによりम
得したものとみなすことができる。
２　前項の規定は、学生が֎ࠃの短期大学又は大学にཹ
学する場合、֎ࠃの短期大学又は֎ࠃの大学が行う通
৴教ҭにおけるतۀՊ目をզがࠃにおいてཤमする場
合及び֎ࠃの短期大学又は֎ࠃの大学の教ҭ課程を༗
するものとして当該֎ࠃの学校教ҭ制度においてҐ置
付けられた教ҭ施設であって、จ部Պ学大ਉが別に指
定するものの当該教ҭ課程におけるतۀՊ目をզがࠃ
においてཤमする場合について४用する。

（短期大学、専職短期大学又は大学以֎の教ҭ施設等に
おける学म）
第��条　他の短期大学、専職短期大学又はߴ等専学
校の専߈Պ及びจ部Պ学大ਉが別に定める学मを、教
ҭ্༗ӹと認めるときは、本学におけるतۀՊ目のཤ
मとみなし୯Ґを༩えることができる。
２　前項により༩えることができる୯Ґ数は、前条第１
項及び第２項によりम得したものとみなした୯Ґ数と
合わせて30୯Ґを超えないものとする。

（入学前のطम得୯Ґ等の認定）
第��条　本学は、学生が本学に入学する前に第12条第１
項においてम得した୯Ґを、教ҭ্༗ӹと認めるとき
は、本学に入学したޙの本学におけるतۀՊ目のཤम
によりम得したものとみなすことができる。
２　前項の規定は、第12条第２項の場合について४用す
る。
３　本学は、教ҭ্༗ӹと認めるときは、学生が本学に入
学する前に行った第13条第１項に規定する学मを、本
学におけるतۀՊ目のཤमとみなし、本学の定めると
こΖにより୯Ґを༩えることができる。
４　本学は、学生が本学に入学する前に専ੑがٻめら
れる職ۀにる࣮務ݧܦを通じ、当該職ۀに必要な
（ྗ本学においてम得させることとしているものに限
る。）をम得している場合において、教ҭ্༗ӹと認め
るときは、จ部Պ学大ਉが別に定めるとこΖにより、当
該職ۀに必要なྗのम得を、本学におけるतۀՊ目
のཤमとみなし15୯Ґを超えないൣғで本学の定め
るとこΖにより、୯Ґを༩えることができる。
５　前࢛項の規定によりम得したものとみなし、又は༩え
ることができる୯Ґ数は、本学においてम得した୯Ґ以
֎のものについては、第12条第１項及び第13条第１項
により本学においてम得したものとみなす୯Ґ数と合
わせて30୯Ґを超えないものとする。この場合におい
て、第12条第２項においてम得したものとみなす୯Ґ
数と合わせるときは45୯Ґを超えないものとする。
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ɹɹ第７ষɹ学ɺ学ٴظͼۀٳ
（学　　年）
第��条　学年は、４月１日に࢝まり、ཌ年３月31日にऴ
わる。

（学　　期）
第��条　学年は、２学期に分ける。　
２　前期は４月１日から̕月30日までとし、ޙ期は10月
１日からཌ年３月31日までとする。ただし、教ҭ্必
要と認めるとき、学はこれをมߋすることができる。
３　１年間のतۀ期間は、35िにわたり行うことを原
則とする。

（日ۀٳ）
第��条　ۀٳ日は、次のとおりとする。
　（１）　日༵日
ຽのॕ日に関する法（ত和23年法第1�8ࠃ　（２）　

号）に規定する日
　（３）　։学記೦日（11月21日）
　（４）　य़ۀٳق
　（５）　Նۀٳق
　（６）　ౙۀٳق
２　य़ق、Նق、ౙق及びྟ時のۀٳ日は、その度これ
を定める。ただし、合によりۀٳ日をมߋすることが
できる。

ɹɹ第８ষɹೖ学ɺୀ学ɺআ੶ɺٳ学ɺ෮学ɺ転学ɾ転Պ
ɹɹɹɹɹɹٴͼ࠶ೖ学
（入学の時期）
第��条　入学の時期は、ຖ年学年の࢝めとする。
（入学֨ࢿ）
第��条　本学に入学する֨ࢿのある者は、次の各号のҰ
に該当する者とする。
した者ۀ等学校एしくは中等教ҭ学校をଔߴ　（１）　
　（２）　通常の課程による12年の学校教ҭをमྃした者
において学校教ҭにおける12年の課程をࠃ֎　（３）　

मྃした者又はこれに४ずる者でจ部Պ学大ਉの
指定したもの

　（４）　จ部Պ学大ਉがߴ等学校の課程とಉ等の課程を
༗するものとして認定した在֎教ҭ施設の当該課
程をमྃした者

　（５）　専म学校のߴ等課程（मۀ年限が３年以্であ
ることその他のจ部Պ学大ਉが定める基४をຬた
すものに限る。）でจ部Պ学大ਉが別に指定するも
のをจ部Պ学大ਉが定める日以ޙにमྃした者

　（６）　จ部Պ学大ਉの指定した者
規則（平成1�年จ部ݧࢼ程度認定ۀ等学校ଔߴ　（̓）　

Պ学ল令第１号）によりจ部Պ学大ਉの行うߴ等
学校ଔۀ程度認定ݧࢼに合֨した者（ಉ規則附則
第２条の規定によるഇ止前の大学入学֨ࢿ検定規

程（ত和2�年จ部ল令第13号）による大学入学ࢿ
֨検定に合֨した者をؚΉ。）

　（̔）本学において、ݸ別の入学֨ࢿ৹ࠪによりߴ、 等
学校をଔۀした者とಉ等以্の学ྗがあると認め
た者で、18ࡀにୡしたもの

（出ئ手続）
第��条　本学に入学しようとする者は、本学所定の入学
。い出なければならないئ、書に入学検定料をఴえئ

（入学ݧࢼ）
第��条　入学ئࢤ者には、入学ݧࢼを行う。
（入学手続）
第��条　入学を許可された者は、本学所定の書を提
出しなければならない。

（退　　学）
第��条　退学しようとする者は、その理由を۩して学
にئい出て許可を受けなければならない。

（除　　籍）　
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当するものを学
は除籍することができる。
　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ

ଅしてもなおೲ入にԠじない者
　（２）　第５条に定める在学期間を超えた者
　（３）　第24条第３項に定めるٳ学期間を超えて෮学

できない者
の届けがあった者ࢮ　（４）　
（学　　ٳ）
第��条　පؾその他やΉをえない理由によって２έ月
以্ܽ੮しようとするときは、学にٳ学をئい出て
許可を受けなければならない。
学ٳ、その他特別の必要があると認めた者は্߁݈　２
を໋ずることがある。
。学の期間は、Ҿき続き２年を超えないこととするٳ　３
。入しないࢉ学の期間は、第５条の在学期間にٳ　４
（෮　　学）
第��条　ٳ学期間中にその理由が消໓した場合は、学
にئい出て許可を受けて෮学することができる。

（転学及び転Պ）
第��条　他の大学から本学へएしくは本学から他の大
学へ転学をرする者があるときは、正当な事由があ
ると認めた場合に許可することがある。
２　転Պをرする者があるときは、受け入れ学Պにܽ
員がある場合に限り、બߟの্これを許可することが
ある。
３　転学及び転Պに関する規程は、別に定める。
（入学࠶）
第��条　本学の学生で退学した者が、࠶入学をرした
ときは、બߟの্入学を許可することがある。
。入学に関する規程は、別に定める࠶　２
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ɹɹ第７ষɹ学ɺ学ٴظͼۀٳ
（学　　年）
第��条　学年は、４月１日に࢝まり、ཌ年３月31日にऴ
わる。

（学　　期）
第��条　学年は、２学期に分ける。　
２　前期は４月１日から̕月30日までとし、ޙ期は10月
１日からཌ年３月31日までとする。ただし、教ҭ্必
要と認めるとき、学はこれをมߋすることができる。
３　１年間のतۀ期間は、35िにわたり行うことを原
則とする。

（日ۀٳ）
第��条　ۀٳ日は、次のとおりとする。
　（１）　日༵日
ຽのॕ日に関する法（ত和23年法第1�8ࠃ　（２）　

号）に規定する日
　（３）　։学記೦日（11月21日）
　（４）　य़ۀٳق
　（５）　Նۀٳق
　（６）　ౙۀٳق
２　य़ق、Նق、ౙق及びྟ時のۀٳ日は、その度これ
を定める。ただし、合によりۀٳ日をมߋすることが
できる。

ɹɹ第８ষɹೖ学ɺୀ学ɺআ੶ɺٳ学ɺ෮学ɺ転学ɾ転Պ
ɹɹɹɹɹɹٴͼ࠶ೖ学
（入学の時期）
第��条　入学の時期は、ຖ年学年の࢝めとする。
（入学֨ࢿ）
第��条　本学に入学する֨ࢿのある者は、次の各号のҰ
に該当する者とする。
した者ۀ等学校एしくは中等教ҭ学校をଔߴ　（１）　
　（２）　通常の課程による12年の学校教ҭをमྃした者
において学校教ҭにおける12年の課程をࠃ֎　（３）　

मྃした者又はこれに४ずる者でจ部Պ学大ਉの
指定したもの

　（４）　จ部Պ学大ਉがߴ等学校の課程とಉ等の課程を
༗するものとして認定した在֎教ҭ施設の当該課
程をमྃした者

　（５）　専म学校のߴ等課程（मۀ年限が３年以্であ
ることその他のจ部Պ学大ਉが定める基४をຬた
すものに限る。）でจ部Պ学大ਉが別に指定するも
のをจ部Պ学大ਉが定める日以ޙにमྃした者

　（６）　จ部Պ学大ਉの指定した者
規則（平成1�年จ部ݧࢼ程度認定ۀ等学校ଔߴ　（̓）　

Պ学ল令第１号）によりจ部Պ学大ਉの行うߴ等
学校ଔۀ程度認定ݧࢼに合֨した者（ಉ規則附則
第２条の規定によるഇ止前の大学入学֨ࢿ検定規

程（ত和2�年จ部ল令第13号）による大学入学ࢿ
֨検定に合֨した者をؚΉ。）

　（̔）本学において、ݸ別の入学֨ࢿ৹ࠪによりߴ、 等
学校をଔۀした者とಉ等以্の学ྗがあると認め
た者で、18ࡀにୡしたもの

（出ئ手続）
第��条　本学に入学しようとする者は、本学所定の入学
。い出なければならないئ、書に入学検定料をఴえئ

（入学ݧࢼ）
第��条　入学ئࢤ者には、入学ݧࢼを行う。
（入学手続）
第��条　入学を許可された者は、本学所定の書を提
出しなければならない。

（退　　学）
第��条　退学しようとする者は、その理由を۩して学
にئい出て許可を受けなければならない。

（除　　籍）　
第��条ͷ２　次の各号のいずれかに該当するものを学
は除籍することができる。

　（１）　指定の期日までに学生ೲ付ۚ等をೲ入せず、ಜ
ଅしてもなおೲ入にԠじない者

　（２）　第５条に定める在学期間を超えた者
　（３）　第24条第３項に定めるٳ学期間を超えて෮学

できない者
の届けがあった者ࢮ　（４）　
（学　　ٳ）
第��条　පؾその他やΉをえない理由によって２έ月
以্ܽ੮しようとするときは、学にٳ学をئい出て
許可を受けなければならない。

学ٳ、その他特別の必要があると認めた者は্߁݈　２
を໋ずることがある。

。学の期間は、Ҿき続き２年を超えないこととするٳ　３
。入しないࢉ学の期間は、第５条の在学期間にٳ　４
（෮　　学）
第��条　ٳ学期間中にその理由が消໓した場合は、学
にئい出て許可を受けて෮学することができる。

（転学及び転Պ）
第��条　他の大学から本学へएしくは本学から他の大
学へ転学をرする者があるときは、正当な事由があ
ると認めた場合に許可することがある。

２　転Պをرする者があるときは、受け入れ学Պにܽ
員がある場合に限り、બߟの্これを許可することが
ある。

３　転学及び転Պに関する規程は、別に定める。
（入学࠶）
第��条　本学の学生で退学した者が、࠶入学をرした
ときは、બߟの্入学を許可することがある。

。入学に関する規程は、別に定める࠶　２
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ɹɹ第９ষɹೖ学ݕఆྉٴͼ学ੜೲۚ
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶙʕ１に定
めるとおりとする。
２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（学期間中の学生ೲ付ۚٳ）
第��条　ٳ学期間中の学生ೲ付ۚについては、別に定め
る。

（ಜ　　ଅ）
第��条　当該学年のतۀ料その他のೲ付ۚのೲ付をそ
の年度の指定期間内に行わず、ಜଅを受け、新たに指定
されたೲ入期限内にೲ付をしない者を、学は除籍す
ることができる。

（入学検定料等のෆฦؐ）
第��条　طೲの入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別に定め
る場合を除きฦؐしない。

ɹɹ第��ষɹ学੍
（学制度）
第��条　本学に学制度を設ける。
２　学制度に関する規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹڭҭࢪ࣮ڀݚ৫
（職　　員）
第��条　本学に次の職員を置く。
　（１）　学
　（２）　෭学
　（３）　短大部
　（４）　教त
　（５）　।教त
ࢣߨ　（６）　
　（̓）　ॿ教
　（̔）　ॿ手
書࢘　（̕）　
　（10）　事務職員
　（11）　ٕज़職員
２　ิ職に関する規程は、別に定める。
（校務分ঠ）
第��条　学は、校務をつかさどり、所ଐ職員を౷ಜす
る。
２　෭学は、学をॿけ、໋ を受けて校務をつかさど
る。
３　短大部は、学の໋を受け、短期大学部の各学Պ等
を౷ׅする。
４　教तは、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮務
্の特に༏れたࣝ、ྗ及び࣮を༗する者であっ
て、学生を教तし、そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事
する。
５　।教तは、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮

務্の༏れたࣝ、ྗ及び࣮を༗する者であって、
学生を教तし、そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事す
る。
。は、教त又は।教तに४ずる職務にै事するࢣߨ　６
̓　ॿ教は、専߈分について、教ҭ্、্ڀݚ又は࣮務
্のࣝ及びྗを༗する者であって、学生を教तし、
そのڀݚを指ಋし、又はڀݚにै事する。
̔　ॿ手は、その所ଐする৫における教ҭڀݚの円滑
な࣮施に必要なۀ務にै事する。
্、書は࢘　̕ 職の໋を受け、ࢿ料を処理する。
10　事務職員は、্ 職の໋を受け、ॾൠの事務にै事す
る。

11　ٕज़職員は、্ 職の໋を受け、ٕ ज़に関する用務に
ै事する。

（教ҭ࣮ڀݚ施৫等）
第��条ͷ２　本学は、教ҭ্ڀݚの目的をୡ成するた
め、必要な教員及び事務職員等からなる教ҭ࣮ڀݚ施
৫をฤ制する。
２　教ҭ׆ڀݚ動等の運営が৫的かつޮՌ的に行われ
るよう、適なׂ分୲の下での職員のڠಇや৫的
な࿈ܞମ制を֬保する。
３　教ҭ࣮ڀݚ施৫等に関する必要な事項は、別に定
める。

ɹɹ第��ষɹڭतձɺ大学ӡӦٞڠձٴͼશ学自ݾݕ
ධՁҕһձʹؔ͢Δ߲ࣄ

（教तձ）
第��条　本学に教तձを置く。
２　教तձに関する規程は、別に定める。
（教तձのটू及びٞ）
第��条　教तձは、学एしくは短大部が必要と認め
たとき又は教तձ構成員の２分の１以্の請ٻがあっ
たときに、学又は短大部がこれをটूする。
２　短大部は、学の໋を受け、教तձのٞとなる。
短大部に支োのあるときは、学があらかじめ指໊
した教तがその職務を代行する。

（教तձの৹ٞ事項）
第��条　教तձは、学が次の各号に掲げる事項につい
てܾ定を行うに当たり意見をड़るものとする。
　（１）　学生の入学、ଔۀ及び課程のमྃに関する事項
　（２）　学Ґのत༩に関する事項
　（３）　前２号に掲げるもののほか、教ҭڀݚに関する

重要な事項で、教तձの意見をௌくことが必要な
ものとして学が定める事項

２　教तձは、前項に規定するもののほか、学及び短大
部（以下この項において「学等」という。）がつかさ
どる教ҭڀݚに関する事項について৹ٞし、及び学
等のٻめにԠじ、意見をड़ることができる。

（大学運営ٞڠձ・શ学自ݾ点検ධՁҕ員ձ）
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第��条　重要事項のٞڠ、内部࣭保証のਪਐ及び࿈བྷௐ
のため、大学運営ٞڠձを置く。
２　本学則第２条の࣮施にあたっては、શ学自ݾ点検ධՁ
ҕ員ձを置き、大学運営ٞڠձにその݁Ռをใࠂする。
３　大学運営ٞڠձ及びશ学自ݾ点検ධՁҕ員ձに関す
る規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹଔۀͷೝఆɺଔূۀॻɾ学Ґه
（ଔ　　ۀ）
第��条　本学に保ҭՊは２年以্、ࣃՊӴ生Պは３年以
্在学し、本学所定の課程をमめ、所定の୯Ґをम得し
た者については、教तձの৹ٞをܦて、学がଔۀを認
定する。
２　学は、ଔۀを認定した者に対してଔۀ証書・学Ґ
記をत༩する。
３　前項の規程によりଔۀした者には、本学学Ґ規程の
定めるとこΖにより次の学Ґをत༩する。
　　　　保　ҭ　Պ　短期大学࢜（保ҭ学）
（ՊӴ生学ࣃ）࢜ՊӴ生Պ　短期大学ࣃ　　　　
４　学Ґに関する規程は、別に定める。

ɹɹɹ第��ষɹേ
（ද　　জ）
第��条　本学の学生で、行ํ正、学ज़༏लな者又は他
のൣとなる行ҝのあった者は、これをදজする。

（懲　　戒）
第��条　学生の本分に反し、学則その他のॾ規程に違反
した者は、教तձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒
は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する場合とする。
　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　学ྗྼ等で成ۀの見込みがないと認められる者
　（３）　無届けで期にわたりܽ੮した者又は正当な理

由がなく出੮が常でない者
　（４）　本学のடংをཚし、その他学生としての本分に

反した者

ɹɹɹ第��ষɹઐ߈Պ
（目　　的）
第��条　本学は、学Պにおける教ҭの基ૅの্に、ਫ਼ਂ
な程度において、特別な事項を教तし、そのڀݚを指ಋ
するために専߈Պを置く。

（専　　߈）
第��条　専߈Պに次の専߈を置く。
　　保ҭ専߈
（मۀ年限及び在学期間）
第��条　専߈Պのमۀ年限は、１年とし、在学期間は、２
年を超えることができない。

（入学定員及びऩ༰定員）

第��条　専߈Պに入学させる学生の定員及びऩ༰定員
は、次のとおりとする。
　　保ҭ専߈　入学定員20人、ऩ༰定員20人
（教ҭ্ڀݚの目的）
第��条　専͝߈との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目的
については、第42条に定める目的のほか、各専߈の設
置झࢫに基づき、次のとおり定めるものとする。
２　保ҭ専߈においては、保ҭݱ場において、自らその保
ҭ࣮ફを検証し新たな࣮ફをల։するྗをにつけた
保ҭ者をཆ成する。
３　第１項に規定する目的をୡ成するために、मྃ認定
のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学者受入れのํ
について、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第��条ͷ２　専߈Պにおいて։設するतۀՊ目及びそ
の୯Ґ数は、別දᶗʕ３に定めるとおりとする。
２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　専߈Պの入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶙ
ʕ２に定めるとおりとする。
２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（मྃの要݅）
第��条　専߈Պのमྃの要݅は、次のとおりとする。
２　保ҭ専߈のमྃの要݅は、１年以্在学し、第4�条
の２第１項別දᶗʕ３の規定するとこΖにより、必म
18୯Ґ、બ12୯Ґ以্、合30ܭ୯Ґ以্をम得しな
ければならない。

（入学֨ࢿ）
第��条　専߈Պに入学する֨ࢿのある者は、次の各号の
Ұに該当する者とする。
　（１）　短期大学をଔۀした者
において、学校教ҭにおける14年の課程をࠃ֎　（２）　

मྃした者
　（３）　本学の専߈Պにおいて、短期大学をଔۀした者

とಉ等以্の学ྗがあると認めた者
（୯Ґのत༩）
第��条　専߈ՊのतۀՊ目をཤमした者に対し、ݧࢼそ
の他の本学が定める適なํ法により学मの成Ռをධ
Ձして୯Ґを༩えるものとする。
ޠの成は、ल・༏・ྑ・可・ෆ可の５छのධݧࢼ　２
をもってදし、ल・༏・ྑ・可を合֨とし、合֨者に所
定の୯Ґが༩えられる。
。則は、別に定めるࡉについてのݧࢼ　３
（मྃの認定及びमྃ証書）
第��条　学は、所定の課程をमめ、所定の୯Ґをम得
した者については、教तձの৹ٞをܦて、मྃの認定を
する。
２　学は、मྃを認定した者に対してमྃ証書をत༩
する。
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第��条　重要事項のٞڠ、内部࣭保証のਪਐ及び࿈བྷௐ
のため、大学運営ٞڠձを置く。
２　本学則第２条の࣮施にあたっては、શ学自ݾ点検ධՁ
ҕ員ձを置き、大学運営ٞڠձにその݁Ռをใࠂする。
３　大学運営ٞڠձ及びશ学自ݾ点検ධՁҕ員ձに関す
る規程は、別に定める。

ɹɹ第��ষɹଔۀͷೝఆɺଔূۀॻɾ学Ґه
（ଔ　　ۀ）
第��条　本学に保ҭՊは２年以্、ࣃՊӴ生Պは３年以
্在学し、本学所定の課程をमめ、所定の୯Ґをम得し
た者については、教तձの৹ٞをܦて、学がଔۀを認
定する。
２　学は、ଔۀを認定した者に対してଔۀ証書・学Ґ
記をत༩する。
３　前項の規程によりଔۀした者には、本学学Ґ規程の
定めるとこΖにより次の学Ґをत༩する。
　　　　保　ҭ　Պ　短期大学࢜（保ҭ学）
（ՊӴ生学ࣃ）࢜ՊӴ生Պ　短期大学ࣃ　　　　
４　学Ґに関する規程は、別に定める。

ɹɹɹ第��ষɹേ
（ද　　জ）
第��条　本学の学生で、行ํ正、学ज़༏लな者又は他
のൣとなる行ҝのあった者は、これをදজする。

（懲　　戒）
第��条　学生の本分に反し、学則その他のॾ規程に違反
した者は、教तձの৹ٞをܦて、学が懲戒する。懲戒
は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の退学は、次の各号のҰに該当する場合とする。
　（１）　ੑ行ෆྑで改ળの見込みがないと認められる者
　（２）　学ྗྼ等で成ۀの見込みがないと認められる者
　（３）　無届けで期にわたりܽ੮した者又は正当な理

由がなく出੮が常でない者
　（４）　本学のடংをཚし、その他学生としての本分に

反した者

ɹɹɹ第��ষɹઐ߈Պ
（目　　的）
第��条　本学は、学Պにおける教ҭの基ૅの্に、ਫ਼ਂ
な程度において、特別な事項を教तし、そのڀݚを指ಋ
するために専߈Պを置く。

（専　　߈）
第��条　専߈Պに次の専߈を置く。
　　保ҭ専߈
（मۀ年限及び在学期間）
第��条　専߈Պのमۀ年限は、１年とし、在学期間は、２
年を超えることができない。

（入学定員及びऩ༰定員）

第��条　専߈Պに入学させる学生の定員及びऩ༰定員
は、次のとおりとする。

　　保ҭ専߈　入学定員20人、ऩ༰定員20人
（教ҭ্ڀݚの目的）
第��条　専͝߈との人ࡐのཆ成及び教ҭ্ڀݚの目的
については、第42条に定める目的のほか、各専߈の設
置झࢫに基づき、次のとおり定めるものとする。

２　保ҭ専߈においては、保ҭݱ場において、自らその保
ҭ࣮ફを検証し新たな࣮ફをల։するྗをにつけた
保ҭ者をཆ成する。

３　第１項に規定する目的をୡ成するために、मྃ認定
のํ、教ҭ課程ฤ成・࣮施のํ、入学者受入れのํ
について、別に定める。

（तۀՊ目及び୯Ґ数）
第��条ͷ２　専߈Պにおいて։設するतۀՊ目及びそ
の୯Ґ数は、別දᶗʕ３に定めるとおりとする。

２　तۀՊ目のཤमํ法については、別に定める。
（入学検定料及び学生ೲ付ۚ）
第��条　専߈Պの入学検定料及び学生ೲ付ۚは、別දᶙ
ʕ２に定めるとおりとする。

２　その他学生ೲ付ۚについてのࡉ則は、別に定める。
（मྃの要݅）
第��条　専߈Պのमྃの要݅は、次のとおりとする。
２　保ҭ専߈のमྃの要݅は、１年以্在学し、第4�条
の２第１項別දᶗʕ３の規定するとこΖにより、必म
18୯Ґ、બ12୯Ґ以্、合30ܭ୯Ґ以্をम得しな
ければならない。

（入学֨ࢿ）
第��条　専߈Պに入学する֨ࢿのある者は、次の各号の
Ұに該当する者とする。

　（１）　短期大学をଔۀした者
において、学校教ҭにおける14年の課程をࠃ֎　（２）　

मྃした者
　（３）　本学の専߈Պにおいて、短期大学をଔۀした者

とಉ等以্の学ྗがあると認めた者
（୯Ґのत༩）
第��条　専߈ՊのतۀՊ目をཤमした者に対し、ݧࢼそ
の他の本学が定める適なํ法により学मの成Ռをධ
Ձして୯Ґを༩えるものとする。

ޠの成は、ल・༏・ྑ・可・ෆ可の５छのධݧࢼ　２
をもってදし、ल・༏・ྑ・可を合֨とし、合֨者に所
定の୯Ґが༩えられる。

。則は、別に定めるࡉについてのݧࢼ　３
（मྃの認定及びमྃ証書）
第��条　学は、所定の課程をमめ、所定の୯Ґをम得
した者については、教तձの৹ٞをܦて、मྃの認定を
する。

２　学は、मྃを認定した者に対してमྃ証書をत༩
する。

Ⅺ
諸
規
程
等

ー143ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

（४用規定）
第��条　第̔条第１項、第15条から第18条まで、第20条
から第25条まで、第29条から第38条まで、第40条及
び第41条の規定は、専߈Պにこれを४用する。この場
合において、第24条第３項中「２年」とあるのは「１年」
に、第23条の２第２号及び第24条第４項中「第５条」と
あるのは「第44条」と読み替えるものとする。

（その他）
第��条　その他専߈Պ学生に関して必要なことは、別に
定める。

ɹɹɹ第��ষɹՊཤमੜ
（Պ目等ཤम生）
第54条　本学において։設するतۀՊ目中、特定のՊ目
をཤमしようとする者があるときは、બߟの্Պ目等
ཤम生として許可することがある。
２　Պ目等ཤम生に対し୯Ґを認定することができる。
３　Պ目等ཤम生に対する୯Ґのत༩については、第10
条の規定を४用する。
４　Պ目等ཤम生に関する規程は、別に定める。

ɹɹɹ第��ষɹࡶɹɹ則
（ެ։࠲ߨ）
第��条　本学は、ࣾ ձҰൠの成人を対とし、学ज़の
্と生֔学शのਐలのためެ։࠲ߨを։࠵する。

（図書館）
第��条　本学に図書館を置く。
２　図書館に関する規程は、別に定める。
ʢอ݈ηϯλʔʣ
第��条　本学は、学生及び職員に対する保݈管理ۀ務を
࣮施するために保݈ηϯλーを置く。
２　保݈ηϯλーに関する規程は、別に定める。
（附ଐ༮ஓ園）
第��条　本学に附ଐ༮ஓ園を置く。
２　附ଐ༮ஓ園に関する規程は、別に定める。
（学生ྈ）
第��条　本学は、学生のために学生ྈを置く。
２　学生ྈに関する規程は、別に定める。

ɹɹɹ第��ষɹվਖ਼खଓ
（改正手続）
第��条　本学則及び本学則に基づいて定めるॾ規則・
ॾ規程は本学の必要にԠじてมߋすることがある。
２　本学則の改正は、教तձ及び大学運営ٞڠձの৹ٞ
をܦて、理事ձがܾ定する。

　　　附　則
　本学則は、ত和45年４月１日から施行する。

　　　附　則　
　この学則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、
第11条第３項及び別දᶗʕ２については、令和２年度入
学生より適用する。

　　　附　則　
　この学則は、令和４年４月１日から施行する。ただし、
第11条第２項及び別දᶗʕ１、別දᶗʕ３、別දᶗʕ４、
別දᶘについては、令和４年度入学生より適用する。

　　　附　則
　この学則は、令和５年４月１日から施行する。
　専߈Պࢱ専߈のഇ止

　　　附　則
　この学則は、令和６年４月１日から施行する。
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तۀՊ目及び୯Ґ数
別දᶗ ʵ１（保ҭՊ）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ
܈"　

Իָදݱᶗ 1
ܗදݱᶗ 1
߁どもと݈ࢠ 1
どもと人間関ࢠ 2
ڥどもとࢠ 2
༿ݴどもとࢠ 1
ݱどもとදࢠ 1
༮ࣇମҭ 1
保ҭ原理 2
ࣾձࢱ 2
ࣾձ的ཆ護ᶗ 2
ೕࣇ保ҭᶗ 2
ೕࣇ保ҭᶘ 1
保ҭ内༰総 B 1
保ҭ内༰総 C 1
教保ҭ 2
ମදݱᶗ 1
教ҭ原理 2

܈̗　
ҭて支援ࢠ 1
ᶗࢱどもՈఉࢠ 2
ᶘࢱどもՈఉࢠ 2
どもの保݈ࢠ 2
と҆શ߁どもの݈ࢠ 1
どもの৯とӫཆࢠ B 1
どもの৯とӫཆࢠ C 1
ྟচ৺理学 2
保ҭ所保ҭ࣮शᶗ 2
施設保ҭ࣮शᶗ 2
保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶗ 1
施設保ҭ࣮श指ಋᶗ 1
保ҭ࣮शᶘ 2
保ҭ࣮शᶙ 2
保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶘ 1
施設保ҭ࣮श指ಋᶙ 1
ೕ༮ࣇ৺理学 2
教ҭ৺理学（ࢠどもの理ղと援ॿ） 1
保ҭ指ಋ法 2
特別支援保ҭ B 1
特別支援保ҭ̱ 1
ϐΞϊ・ָᶗ B 1
ϐΞϊ・ָᶗ C 1
ϐΞϊ・ָᶘ B 1
ϐΞϊ・ָᶘ C 1
Իָදݱᶘ 1
ܗදݱᶘ 1
ମදݱᶘ 1
カϦΩϡϥϜ（ܭըとධՁ） 2
保ҭ内༰ڀݚ B 1
（ڥどものࢠ）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ
保ҭ内༰ڀݚ C 1
（ڥどものࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ D 1
（༡び・׆どもの生ࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ E 1
（༡び・׆どもの生ࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ F 1
（どものจԽࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ G 1
（どものจԽࢠ）
保ҭ者 2
༮ࣇ理ղと教ҭ૬ஊの基ૅ 2
ൃୡ৺理学（保ҭの৺理学） 2
どもՈఉ支援ࢠ 2
ࣾձ的ཆ護ᶘ 1
どもՈఉ支援の৺理学ࢠ 2
教ҭ࣮श֓ 2
教ҭ࣮शᶗ 2
（事前事ޙ指ಋをؚΉ）
教ҭ࣮शᶘ 3
（事前事ޙ指ಋをؚΉ）
保ҭ・教職࣮ફԋश 2

܈$　
फ教学（࣮ફ行持をؚΉ） 2
学 2
จ学 2
ྙ理学 2
ࣾձ学 2
済学ܦ 2
法学 2
日本ݑࠃ法 2
学࢙ྺ 2
৺理学 2
数学 2
Խ学 2
生׆Պ学 2
日本ޠίϛϡχέーシϣϯ 2
ίϯϐϡーλ֓ 2
ใثػのૢ࡞ 2
理入ྙڥ 2

܈̙　
ӳޠᶗ B 1 3
ӳޠᶗ̱（保ҭのӳޠ） 1 3
ӳޠᶘ B（保ҭのӳޠ） 1
ӳޠᶘ̱（保ҭのӳޠ） 1

܈̚　
ମҭ B 1
ମҭ̱ 1
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तۀՊ目及び୯Ґ数
別දᶗ ʵ１（保ҭՊ）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ
܈"　

Իָදݱᶗ 1
ܗදݱᶗ 1
߁どもと݈ࢠ 1
どもと人間関ࢠ 2
ڥどもとࢠ 2
༿ݴどもとࢠ 1
ݱどもとදࢠ 1
༮ࣇମҭ 1
保ҭ原理 2
ࣾձࢱ 2
ࣾձ的ཆ護ᶗ 2
ೕࣇ保ҭᶗ 2
ೕࣇ保ҭᶘ 1
保ҭ内༰総 B 1
保ҭ内༰総 C 1
教保ҭ 2
ମදݱᶗ 1
教ҭ原理 2

܈̗　
ҭて支援ࢠ 1
ᶗࢱどもՈఉࢠ 2
ᶘࢱどもՈఉࢠ 2
どもの保݈ࢠ 2
と҆શ߁どもの݈ࢠ 1
どもの৯とӫཆࢠ B 1
どもの৯とӫཆࢠ C 1
ྟচ৺理学 2
保ҭ所保ҭ࣮शᶗ 2
施設保ҭ࣮शᶗ 2
保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶗ 1
施設保ҭ࣮श指ಋᶗ 1
保ҭ࣮शᶘ 2
保ҭ࣮शᶙ 2
保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶘ 1
施設保ҭ࣮श指ಋᶙ 1
ೕ༮ࣇ৺理学 2
教ҭ৺理学（ࢠどもの理ղと援ॿ） 1
保ҭ指ಋ法 2
特別支援保ҭ B 1
特別支援保ҭ̱ 1
ϐΞϊ・ָᶗ B 1
ϐΞϊ・ָᶗ C 1
ϐΞϊ・ָᶘ B 1
ϐΞϊ・ָᶘ C 1
Իָදݱᶘ 1
ܗදݱᶘ 1
ମදݱᶘ 1
カϦΩϡϥϜ（ܭըとධՁ） 2
保ҭ内༰ڀݚ B 1
（ڥどものࢠ）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　Ґ　数

必म୯Ґ બ୯Ґ
保ҭ内༰ڀݚ C 1
（ڥどものࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ D 1
（༡び・׆どもの生ࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ E 1
（༡び・׆どもの生ࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ F 1
（どものจԽࢠ）
保ҭ内༰ڀݚ G 1
（どものจԽࢠ）
保ҭ者 2
༮ࣇ理ղと教ҭ૬ஊの基ૅ 2
ൃୡ৺理学（保ҭの৺理学） 2
どもՈఉ支援ࢠ 2
ࣾձ的ཆ護ᶘ 1
どもՈఉ支援の৺理学ࢠ 2
教ҭ࣮श֓ 2
教ҭ࣮शᶗ 2
（事前事ޙ指ಋをؚΉ）
教ҭ࣮शᶘ 3
（事前事ޙ指ಋをؚΉ）
保ҭ・教職࣮ફԋश 2

܈$　
फ教学（࣮ફ行持をؚΉ） 2
学 2
จ学 2
ྙ理学 2
ࣾձ学 2
済学ܦ 2
法学 2
日本ݑࠃ法 2
学࢙ྺ 2
৺理学 2
数学 2
Խ学 2
生׆Պ学 2
日本ޠίϛϡχέーシϣϯ 2
ίϯϐϡーλ֓ 2
ใثػのૢ࡞ 2
理入ྙڥ 2

܈̙　
ӳޠᶗ B 1 3
ӳޠᶗ̱（保ҭのӳޠ） 1 3
ӳޠᶘ B（保ҭのӳޠ） 1
ӳޠᶘ̱（保ҭのӳޠ） 1

܈̚　
ମҭ B 1
ମҭ̱ 1
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तۀՊ目及び୯Ґ数
別දᶗʵ2（ࣃՊӴ生Պ）

教　　ҭ　　内　　༰ त　　ۀ　　Պ　　目
୯Ґ数

必म୯Ґ બ୯Ґ

ج
　
　
ૅ
　
　

　
　


Պ学的ߟࢥの基൫
生໋Պ学
ใϦテϥシー
ϝσΟカルใ処理

2
1
1

人間と生׆

फ教学
৺理学
ྙ理学
スλーτΞッϓηϛφー
ステッϓΞッϓηϛφー
ΩϟϦΞσβΠϯ
日本ޠϦテϥシー
ӳޠϦテϥシー
ޠՊӳࣃ
中ޠࠃϦテϥシー
ମҭ
ΩϟϦΞのための教ཆ

2

1
1
1

1
1

2
2

1

1
1
2

ઐ



ج

ૅ





人ମの構とػ ղ学
৫・ൃ生学

2
2

ػの構とߢޱ・ࣃ
（のղ学をؚΉࣃ）ղ学ߢޱ
生理学（ߢޱ生理学をؚΉ）
生Խ学（ߢޱ生Խ学をؚΉ）

2
2
2

࣬පの成りཱͪとճ෮過程のଅਐ
ප理学（ߢޱප理学をؚΉ）
ඍ生学（ߢޱඍ生学をؚΉ）
ༀ理学（ࣃՊༀ理学をؚΉ）

2
2
2

と༧防に関わる߁の݈ߢޱ・ࣃ
人間とࣾձのみ

Ӵ生学ᶗߢޱ
（をؚΉܭՊӴ生౷ࣃ）Ӵ生学ᶘߢޱ
Ӵ生行・ࣾձࢱ
Ӵ生学・ެऺӴ生学

1
2
2
2

ઐ
　
　
　

　
　
　

　
　
　


֓࢜ՊӴ生ࣃ ֓࢜ՊӴ生ࣃ 2

ྟচࣃՊҩ学

保ଘम෮・ࣃ内ྍ法学
学ྍ࣏पࣃ
Պิ௲学ࣃ
Պ学֎ߢޱ
খࣃࣇՊ学
正学ڲՊࣃ
Պ学ࣃ者・ো害者ྸߴ
Պ์ࣹઢ学ࣃ
νーϜࣃՊҩྍ（災害֓をؚΉ）

1
1
1
1
1
1
1
1
1

Պ༧防処置ࣃ
Պ༧防処置ᶗࣃ
Պ༧防処置ᶘࣃ
Պ༧防処置ᶙࣃ
Պ༧防処置ᶚࣃ

2
3
2
1

Պ保݈指ಋࣃ

Պ保݈指ಋᶗࣃ
Պ保݈指ಋᶘࣃ
Պ保݈指ಋᶙࣃ
Պ保݈指ಋᶚࣃ
Պ保݈指ಋᶛࣃ
ӫཆ指ಋᶗ
ӫཆ指ಋᶘ

1
1
1
1
1
1
1

Պྍิॿࣃ

Պྍิॿᶗࣃ
Պྍิॿᶘࣃ
Պྍิॿᶙࣃ
Պྍิॿᶚࣃ
հ護ٕज़࣮श（ઁ৯ᅞ下ϦϋϏϦテーシϣϯ学をؚΉ）

2
2
2
1
2

ྟ・ྟচ࣮श
Պྟচ࣮शᶗࣃ
Պྟচ࣮शᶘࣃ
Պྟচ࣮शᶙࣃ
ྟ࣮श

�
�
4
4

総　　　　　ׅ 総合ٛߨ 4

બ

ඞ
म



ྟচҩ学֓
ଔڀݚۀ
ϘϥϯテΟΞ
Ϧテϥシーڥ
日本の౷
代のจԽݱ
ίϛϡχέーシϣϯ
հ護職員ॳ任者ݚम事ۀ

2
2
2
2
2
2
2
3
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तۀՊ目及び୯Ґ数

別දᶗʵ3（専߈Պ保ҭ専߈）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　　Ґ　　数

必म୯Ґ બ୯Ґ

教ҭ学特 2
保ҭ学特 2
ൃୡ৺理学特 2
教ҭํ法特 2
専߈Պ࣮श 2
保ҭԋश 2
専߈Պ特別ڀݚ 4
法ํڀݚ 2
代保ҭݱ 2
保ҭ指ಋ法ڀݚ 2
特別支援保ҭ特 2
ೕࣇ保ҭ特 2
保ҭ内༰（݈߁）特 2
保ҭ内༰（人間関）特 2
保ҭ内༰（ڥ）特 2
保ҭ内༰（දݱ）特 2
保ҭ内༰（ݴ༿）特 2
保ҭ内༰１ڀݚ（ݴ༿） 2
保ҭ内༰（߁݈）２ڀݚ 2
保ҭ内༰３ڀݚ（දݱ） 2
ಐจ学ࣇ 2
教保ҭ特 2
ࣾձࢱ特 2
特ࢱಐࣇ 2
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तۀՊ目及び୯Ґ数

別දᶗʵ3（専߈Պ保ҭ専߈）

त　　ۀ　　Պ　　目
୯　　Ґ　　数

必म୯Ґ બ୯Ґ

教ҭ学特 2
保ҭ学特 2
ൃୡ৺理学特 2
教ҭํ法特 2
専߈Պ࣮श 2
保ҭԋश 2
専߈Պ特別ڀݚ 4
法ํڀݚ 2
代保ҭݱ 2
保ҭ指ಋ法ڀݚ 2
特別支援保ҭ特 2
ೕࣇ保ҭ特 2
保ҭ内༰（݈߁）特 2
保ҭ内༰（人間関）特 2
保ҭ内༰（ڥ）特 2
保ҭ内༰（දݱ）特 2
保ҭ内༰（ݴ༿）特 2
保ҭ内༰１ڀݚ（ݴ༿） 2
保ҭ内༰（߁݈）２ڀݚ 2
保ҭ内༰３ڀݚ（දݱ） 2
ಐจ学ࣇ 2
教保ҭ特 2
ࣾձࢱ特 2
特ࢱಐࣇ 2
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別දᶘ　（保ҭ࢜に関するՊ目）

による教Պ目ࣔࠂ 本学における։設教Պ目等

ྻܥ 教Պ目 तۀ
ଶܗ

設　置
୯Ґ数

に対Ԡして։設ࠨ
されている教Պ目

तۀ
ଶܗ

୯Ґ数 ཤमํ法及び
ཤम୯Ґ必म બ ܭ

ڭ
　
　
　
ཆ
　
　
　
Պ
　
　
　


ମҭ以֎のՊ目、ޠࠃ֎ ෆ �以্

फ教学 ٛߨ 2 2

　4୯Ґ以্

学 ٛߨ 2 2
จ学 ٛߨ 2 2
ྙ理学 ٛߨ 2 2
ࣾձ学 ٛߨ 2 2
済学ܦ ٛߨ 2 2
法学 ٛߨ 2 2
日本ݑࠃ法 ٛߨ 2 2
学࢙ྺ ٛߨ 2 2
৺理学 ٛߨ 2 2
数学 ٛߨ 2 2
Խ学 ٛߨ 2 2
生׆Պ学 ٛߨ 2 2
日本ޠίϛϡχέーシϣϯ ٛߨ 2 2
ίϯϐϡーλ֓ ٛߨ 2 2
ใثػのૢ࡞ ٛߨ 2 2
理入ྙڥ ٛߨ 2 2

ޠࠃ֎ ԋश 2以্

ӳޠᶗ̰ ԋश 1 3 4

　2୯Ґ以্
ӳޠᶗ̱（保ҭのӳޠ） ԋश 1 3 4
ӳޠᶘ̰（保ҭのӳޠ） ԋश 1 1
ӳޠᶘ̱（保ҭのӳޠ） ԋश 1 1

ମҭ
ٛߨ 1 ମҭ̰ ࣮ ٛߨٕ・ 1 1

　2୯Ґ
࣮ٕ 1 ମҭ C ࣮ ٛߨٕ・ 1 1

合　　　ܭ 10୯Ґ以্ 合　　　ܭ � 40 4� 　8୯Ґ以্

による教Պ目ࣔࠂ 本学における։設教Պ目等

ྻܥ 教Պ目 तۀ
ଶܗ

設　置
୯Ґ数

に対Ԡして։設ࠨ
されている教Պ目

तۀ
ଶܗ

୯Ґ数 ཤमํ法及び
ཤम୯Ґ必म બ ܭ

อ
ҭ
ͷ
ຊ
࣭
ɾ


త
ʹ
ؔ
͢
Δ
Պ


保ҭ原理 ٛߨ 2 保ҭ原理 ٛߨ 2 2

　　　55୯Ґ
　　　以্

教ҭ原理 ٛߨ 2 教ҭ原理 ٛߨ 2 2
ࢱどもՈఉࢠ ٛߨ 2 ᶗࢱどもՈఉࢠ ٛߨ 2 2
ࣾձࢱ ٛߨ 2 ࣾձࢱ ٛߨ 2 2
どもՈఉ支援ࢠ ٛߨ 2 どもՈఉ支援ࢠ ٛߨ 2 2
ࣾձ的ཆ護ᶗ ٛߨ 2 ࣾձ的ཆ護ᶗ ٛߨ 2 2
保ҭ者 ٛߨ 2 保ҭ者 ٛߨ 2 2

อ
ҭ
ͷ
ର

ͷ
ཧ

ղ
ʹ
ؔ
͢
Δ
Պ


保ҭの৺理学 ٛߨ 2 ൃୡ৺理学（保ҭの৺理学） ٛߨ 2 2
どもՈఉ支援の৺理学ࢠ ٛߨ 2 どもՈఉ支援の৺理学ࢠ ٛߨ 2 2
どもの理ղと援ॿࢠ ԋश 1 教ҭ৺理学（ࢠどもの理ղと援ॿ） ԋश 1 1
どもの保݈ࢠ ٛߨ 2 どもの保݈ࢠ ٛߨ 2 2

どもの৯とӫཆࢠ ԋश 2
どもの৯とӫཆࢠ B ԋश 1 1
どもの৯とӫཆࢠ C ԋश 1 1

อ
ҭ
ͷ

༰
ɾ
ํ
法
ʹ
ؔ
͢
Δ
Պ


保ҭのܭըとධՁ ٛߨ 2 カϦΩϡϥϜ（ܭըとධՁ） ٛߨ 2 2

保ҭ内༰総 ԋश 1
保ҭ内༰総 B ԋश 1 1
保ҭ内༰総 C ԋश 1 1

保ҭ内༰ԋश ԋश 5

保ҭ内༰ڀݚ B（ࢠどものڥ） ԋश 1 1
保ҭ内༰ڀݚ C（ࢠどものڥ） ԋश 1 1
保ҭ内༰ڀݚ D（ࢠどもの生׆ŋ༡び） ԋश 1 1
保ҭ内༰ڀݚ E（ࢠどもの生׆ŋ༡び） ԋश 1 1
保ҭ内༰ڀݚ F（ࢠどものจԽ） ԋश 1 1
保ҭ内༰ڀݚ G（ࢠどものจԽ） ԋश 1 1

保ҭ内༰の理ղとํ法 ԋश 4

Իָදݱᶗ ԋश 1 1
ܗදݱᶗ ԋश 1 1
ମදݱᶗ ԋश 1 1
Իָදݱᶘ ԋश 1 1
ܗදݱᶘ ԋश 1 1
ମදݱᶘ ԋश 1 1
༿ݴどもとࢠ ԋश 1 1
ݱどもとදࢠ ԋश 1 1
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ೕࣇ保ҭᶗ ٛߨ 2 ೕࣇ保ҭᶗ ٛߨ 2 2
ೕࣇ保ҭᶘ ԋश 1 ೕࣇ保ҭᶘ ԋश 1 1
と҆શ߁どもの݈ࢠ ԋश 1 と҆શ߁どもの݈ࢠ ԋश 1 1

ো害ࣇ保ҭ ԋश 2
特別支援保ҭ B ԋश 1 1
特別支援保ҭ C ԋश 1 1

ࣾձ的ཆ護ᶘ ԋश 1 ࣾձ的ཆ護ᶘ ԋश 1 1
ҭて支援ࢠ ԋश 1 ҭて支援ࢠ ԋश 1 1

อ
ҭ
࣮
श

保ҭ࣮शᶗ ࣮श 4
保ҭ所保ҭ࣮शᶗ ࣮श 2 2

施設保ҭ࣮शᶗ ࣮श 2 2

保ҭ࣮श指ಋᶗ ԋश 2
保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶗ ԋश 1 1

施設保ҭ࣮श指ಋᶗ ԋश 1 1

総合ԋश 保ҭ࣮ફԋश ԋश 2 保ҭ・教職࣮ફԋश ԋश 2 2

合　　　ܭ 51୯Ґ以্ 合　　　ܭ 54 3 5� 55 ୯Ґ以্

による教Պ目ࣔࠂ 本学における։設教Պ目等

ྻܥ 教Պ目 तۀ
ଶܗ

設　置
୯Ґ数

に対Ԡして։設ࠨ
されている教Պ目

तۀ
ଶܗ

୯Ґ数 ཤमํ法及び
ཤम୯Ґ必म બ ܭ

保ҭの本
࣭・目的
に関する
Պ目

　各指定保ҭ࢜要請
　施設において設定

　15
　以্

ᶘࢱどもՈఉࢠ ٛߨ 2 2

　�୯Ґ以্

保ҭの対
の理ղ
に関する
Պ目

ೕ༮ࣇ৺理学 ٛߨ 2 2

ྟচ৺理学 ٛߨ 2 2

อ
ҭ
ͷ

༰
ɾ
ํ
法
ʹ
ؔ
͢
Δ
Պ


保ҭ指ಋ法 ٛߨ 2 2

生׆ ٛߨ 2 2

ϐΞϊŋָᶗ̰ ԋश 1 1

ϐΞϊŋָᶗ C ԋश 1 1

ϐΞϊŋָᶘ̰ ԋश 1 1

ϐΞϊŋָᶘ C ԋश 1 1

༮ࣇମҭ ԋश 1 1

߁どもと݈ࢠ ԋश 1 1

どもと人間関ࢠ ٛߨ 2 2

ڥどもとࢠ ٛߨ 2 2

อ
ҭ
࣮
श

保ҭ࣮शᶘ ࣮श 2 保ҭ࣮शᶘ ࣮श 2
3

保ҭ࣮शྻܥの
中から、保ҭ࣮
शᶘと保ҭ所保
ҭ࣮श指ಋᶘ
の 2 Պ 目 3 ୯
Ґ、または保ҭ
࣮शᶙと施設保
ҭ࣮श指ಋᶙの
2Պ目 3୯Ґの
いずれかを必ず
ཤमする。

保ҭ࣮श指ಋᶘ ԋश 1 保ҭ所保ҭ࣮श指ಋᶘ ԋश 1

保ҭ࣮शᶙ ࣮श 2 保ҭ࣮शᶙ ࣮श 2
3

保ҭ࣮श指ಋᶙ ԋश 1 施設保ҭ࣮श指ಋᶙ ԋश 1

合　　　ܭ 18୯Ґ以্ 合　　　ܭ � 18 24 　9୯Ґ以্

別දᶙʵ1 入学検定料及び学生ೲ付ۚ

保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

入 学 検 定 料 30000円 30000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。
。については別に定めるࡉৄ　　

学生ೲ付ۚ 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

入 学 （ۚ入学時） 350000円 350000円

त ۀ 料（年　ֹ） �40000円 �40000円

श費（年ֹ）࣮ݧ࣮ 120000円 150000円

施設ҡ持費（年ֹ） 280000円 280000円

別දᶙʵ2 入学検定料及び学生ೲ付ۚ

専߈Պ保ҭ専߈

入 学 検 定 料 30000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。
。については別に定めるࡉৄ　　　

学生ೲ付ۚ 専߈Պ保ҭ専߈

入 学 （ۚ入学時） 200000円

त ۀ 料（年　ֹ） �40000円

श費（年ֹ）࣮ݧ࣮ 30000円

施設ҡ持費（年ֹ） �0000円
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別දᶙʵ1 入学検定料及び学生ೲ付ۚ

保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

入 学 検 定 料 30000円 30000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。
。については別に定めるࡉৄ　　

学生ೲ付ۚ 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

入 学 （ۚ入学時） 350000円 350000円

त ۀ 料（年　ֹ） �40000円 �40000円

श費（年ֹ）࣮ݧ࣮ 120000円 150000円
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入 学 検 定 料 30000円

備ߟ　出ํئ法によりֹݮすることがある。
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学生ೲ付ۚ 専߈Պ保ҭ専߈

入 学 （ۚ入学時） 200000円

त ۀ 料（年　ֹ） �40000円

श費（年ֹ）࣮ݧ࣮ 30000円

施設ҡ持費（年ֹ） �0000円
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鶴見大学ظ大学෦学Ґ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、学Ґ規則（ত和28年จ部ল令第9
号）第13条及び鶴見大学短期大学部学則（以下「学則」
という。）第39条第4項の規定に基づき、鶴見大学短期
大学部（以下「本学」という。）においてत༩する学Ґに
ついて、必要な事項を定めることを目的とする。

（学Ґのछྨ及び専߈分）
第２条　本学においてत༩する学Ґは、短期大学࢜とし、
付記する専߈分の໊শは、次のとおりとする。
　保ҭ学、ࣃՊӴ生学
（学Ґत༩の要݅）
第３条　短期大学࢜の学Ґは、学則第11条の規定に基づ
き、所定の課程をमྃし、本学をଔۀした者に対しत༩
するものとする。

（学へのใࠂ）
第４条　教तձは、ଔۀを認定し、短期大学࢜の学Ґをत
༩できるものについて、৹ٞ݁Ռをจ書により学に
ใࠂしなければならない。

（学Ґのत༩）
第５条　学は、前条のใࠂに基づき、学Ґのत༩の可൱
について認定のうえ、学Ґをत༩し、学Ґ記を交付する
ものとする。
２ 　学Ґ記の様式は、別ࢴ様式のとおりとする。
（学Ґの໊শ）
第６条　本学の学Ґをत༩された者が、その学Ґの໊শ
を用いるときは、「鶴見大学短期大学部」と付記するも
のとする。
　　短期大学࢜（保ҭ学）「鶴見大学短期大学部」
　　短期大学࢜（ࣃՊӴ生学）「鶴見大学短期大学部」
（学Ґत༩の取消）
第７条 学は、学Ґをत༩された者が次の各号のいずれ
かに該当するときは、教तձの৹ٞをܦて学Ґのत༩
を取り消し、学Ґ記をฦؐさせ、かつ、そのࢫをެදす
るものとする。
（1）　ෆ正のํ法により学Ґのत༩を受けた事࣮が

໌したとき。
　（2）　学Ґのत༩を受けた者で、その໊༪をԚৱする

行ҝがあったとき。
（改　　正）
第８条　この規程の改正は、教तձの৹ٞをܦて、学が
ܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、平成1�年12月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。

学Ґ記様式
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学ੜೲۚೲೖ規程

（झ　　ࢫ）　
第̍条　この規程は、鶴見大学、鶴見大学短期大学部及び
鶴見大学大学Ӄ（以下「本学」という。）の学生ೲ付ۚ及
びその他のೲ付 （ۚ以下「学ೲۚ等」という。）のೲ入に
ついて、鶴見大学学則第34条、鶴見大学大学Ӄ学則第
3�条、鶴見大学短期大学部学則第28条及び第4�条に
基づき必要な事項を定めるものとする。

（学ೲۚ等）
第２条　学ೲۚ等とは、次のものをいう。
　（1）　学ೲۚ
　　ᶃ　入学ۚ
　　ᶄ　तۀ料
　　ᶅ　࣮࣮ݧश費
　　ᶆ　施設設備費
　　ᶇ　ࣃ学教ҭॆ࣮費
　　ᶈ　施設ҡ持費
　（2）　その他のೲ付ۚ
　　ᶃ　教員免許その他֨ࢿ取得のためのཤम費（以下

（。という「取得ཤम費֨ࢿ」
　　ᶄ　代理ऩにる以下の費用
　　（Ξ）　学生総合保ݥ料（จ学部、短期大学部は学生教

ҭڀݚ災害傷害保ݥ料及び学ݚ災付ଳ賠償責任
保ݥ料）

　　（Π）　父母ձ入ձۚ及び父母ձ費
　　（）　ಉ૭ձ入ձ登録費（ࣃ学部はಉ૭ձ入ձۚ）
　　（Τ）　ࣃ学部ޙ援ձ費
　　（Φ）　学内学ձ費
（ೲ　　期）
第３条　学ೲۚ等は、原則として入学時を除きຖ年4月
日までに前期分をೲ入し、ຖ年9月日までにޙ期
分をೲ入しなければならない。ただし、4月日に年ֹ
をೲめることも可とする。
取得ཤम費は、別に定める期日までにೲ入しな֨ࢿ　２
ければならない。

（Ԇ　　ೲ）
第４条　学ೲۚ等を所定の期日までにೲ入できない時
は、ೲ入期限の10日前までに、本学所定の学ೲۚԆೲ
を教務事務部当該の教務課に提出し、学のঝ認をئ
得なければならない。ただし、Ԇೲ期限は、所定の期日
から２か月以内とする。

（　　ೲ）
第５条　学ೲۚ等のೲ者は、定期ݧࢼの受֨ࢿݧを失
い、各छ証໌書の交付を受けることができない。

（学期間中のೲ付ֹٳ）
第６条　鶴見大学学則第35条ฒびに鶴見大学短期大学
部学則第29条及び第52条によるٳ学期間中の学ೲۚ
等のೲ入については、次のとおりとする。なお、ೲ入ۚ

ֹについては、別ද1によるものとする。
　（1）　1年間のٳ学　当該年度の4月日までに1年間

のٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可され
た場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ 分ೲֹ
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ શֹ

　（2）　前期のٳ学　当該年度の4月日までに9月日
までのٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可
された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ શֹ

学　当該年度の5月以߱9月日までのٳ期のޙ　（3）　
間に学年までのٳ学ئを提出し、10月日まで
にٳ学を許可された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ ऩしない

　（4）　前期のٳ学又はޙ期のٳ学の࣮࣮ݧश費、ࣃ学
教ҭॆ࣮費、施設ҡ持費については、Ұ年を通して
所定のֹをೲめるものとし、過ෆが生じた場
合は、これをਫ਼ࢉする。

　（5）　前期のٳ学者が、Ҿき続きޙ期のٳ学を許可さ
れた場合は、1年間のٳ学のֹۚとのֹࠩ分をೲめ
るものとする。

（෮学時のೲ付ֹ）
第７条　鶴見大学学則第28条ฒびに鶴見大学短期大学
部学則第25条及び第52条による෮学時の学ೲۚ等の
ೲ入については、次のとおりとする。なお、ೲ入ֹۚに
ついては、別ද2によるものとする。
　（1）　1年間のٳ学者の෮学　1年間のٳ学中に当該年

度の9月日までに෮学ئを提出し、10月からの෮
学を許可された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 分ೲֹ 分ೲֹ
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
その他のೲ付ۚ ऩしない
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学ੜೲۚೲೖ規程

（झ　　ࢫ）　
第̍条　この規程は、鶴見大学、鶴見大学短期大学部及び
鶴見大学大学Ӄ（以下「本学」という。）の学生ೲ付ۚ及
びその他のೲ付 （ۚ以下「学ೲۚ等」という。）のೲ入に
ついて、鶴見大学学則第34条、鶴見大学大学Ӄ学則第
3�条、鶴見大学短期大学部学則第28条及び第4�条に
基づき必要な事項を定めるものとする。

（学ೲۚ等）
第２条　学ೲۚ等とは、次のものをいう。
　（1）　学ೲۚ
　　ᶃ　入学ۚ
　　ᶄ　तۀ料
　　ᶅ　࣮࣮ݧश費
　　ᶆ　施設設備費
　　ᶇ　ࣃ学教ҭॆ࣮費
　　ᶈ　施設ҡ持費
　（2）　その他のೲ付ۚ
　　ᶃ　教員免許その他֨ࢿ取得のためのཤम費（以下

（。という「取得ཤम費֨ࢿ」
　　ᶄ　代理ऩにる以下の費用
　　（Ξ）　学生総合保ݥ料（จ学部、短期大学部は学生教

ҭڀݚ災害傷害保ݥ料及び学ݚ災付ଳ賠償責任
保ݥ料）

　　（Π）　父母ձ入ձۚ及び父母ձ費
　　（）　ಉ૭ձ入ձ登録費（ࣃ学部はಉ૭ձ入ձۚ）
　　（Τ）　ࣃ学部ޙ援ձ費
　　（Φ）　学内学ձ費
（ೲ　　期）
第３条　学ೲۚ等は、原則として入学時を除きຖ年4月
日までに前期分をೲ入し、ຖ年9月日までにޙ期
分をೲ入しなければならない。ただし、4月日に年ֹ
をೲめることも可とする。
取得ཤम費は、別に定める期日までにೲ入しな֨ࢿ　２
ければならない。

（Ԇ　　ೲ）
第４条　学ೲۚ等を所定の期日までにೲ入できない時
は、ೲ入期限の10日前までに、本学所定の学ೲۚԆೲ
を教務事務部当該の教務課に提出し、学のঝ認をئ
得なければならない。ただし、Ԇೲ期限は、所定の期日
から２か月以内とする。

（　　ೲ）
第５条　学ೲۚ等のೲ者は、定期ݧࢼの受֨ࢿݧを失
い、各छ証໌書の交付を受けることができない。

（学期間中のೲ付ֹٳ）
第６条　鶴見大学学則第35条ฒびに鶴見大学短期大学
部学則第29条及び第52条によるٳ学期間中の学ೲۚ
等のೲ入については、次のとおりとする。なお、ೲ入ۚ

ֹについては、別ද1によるものとする。
　（1）　1年間のٳ学　当該年度の4月日までに1年間

のٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可され
た場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ 分ೲֹ
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ શֹ

　（2）　前期のٳ学　当該年度の4月日までに9月日
までのٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可
された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ શֹ

学　当該年度の5月以߱9月日までのٳ期のޙ　（3）　
間に学年までのٳ学ئを提出し、10月日まで
にٳ学を許可された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 ऩしない ऩしない
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 ऩしない ऩしない ऩしない
その他のೲ付ۚ ऩしない

　（4）　前期のٳ学又はޙ期のٳ学の࣮࣮ݧश費、ࣃ学
教ҭॆ࣮費、施設ҡ持費については、Ұ年を通して
所定のֹをೲめるものとし、過ෆが生じた場
合は、これをਫ਼ࢉする。

　（5）　前期のٳ学者が、Ҿき続きޙ期のٳ学を許可さ
れた場合は、1年間のٳ学のֹۚとのֹࠩ分をೲめ
るものとする。

（෮学時のೲ付ֹ）
第７条　鶴見大学学則第28条ฒびに鶴見大学短期大学
部学則第25条及び第52条による෮学時の学ೲۚ等の
ೲ入については、次のとおりとする。なお、ೲ入ֹۚに
ついては、別ද2によるものとする。

　（1）　1年間のٳ学者の෮学　1年間のٳ学中に当該年
度の9月日までに෮学ئを提出し、10月からの෮
学を許可された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ 分ೲֹのֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 分ೲֹ 分ೲֹ
学教ҭॆ࣮費ࣃ ऩしない
施 設 ҡ 持 費 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
その他のೲ付ۚ ऩしない
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　（2）　前期のٳ学者の෮学　当該年度の9月日まで
を提出し、10ئ学のものが、9月日までに෮学ٳ
月からの෮学を許可された場合

จ学部 学部ࣃ 短期大学部
त ۀ 料 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
࣮ ݧ ࣮ श 費 分ೲֹ 分ೲֹ
学教ҭॆ࣮費ࣃ 分ೲֹ
施 設 ҡ 持 費 分ೲֹ 分ೲֹ 分ೲֹ
その他のೲ付ۚ ऩしない

学教ҭॆ࣮費、施設ҡ持費についࣃ、श費࣮ݧ࣮　（3）　
ては、Ұ年を通して所定のֹをೲめるものとし、
過ෆが生じた場合は、これをਫ਼ࢉする。

（大学Ӄの学ೲۚの特例）
第８条　本学จ学部をଔۀし、จ学ڀݚՊに入学する者
は、入学ۚをֹ免除とし、施設設備費は、શֹ免除と
する。
２　本学จ学ڀݚՊത࢜前期課程をमྃし、ಉതޙ࢜期
課程に入学する者は、入学ۚ及び施設設備費をશֹ免
除とする。
３　本学ࣃ学部をଔۀし、ࣃ学ڀݚՊに入学する者は、施
設設備費をશֹ免除とする。
４　本学จ学ڀݚՊฒびにࣃ学ڀݚՊに࠶入学する者
は、入学ۚをશֹ免除とする。
５　本学จ学ڀݚՊതޙ࢜期課程において所定の୯Ґを
म得し、ത࢜จの指ಋを受けるため3年のඪ४मۀ
年限を超えてҾ続き在学する者は、तۀ料をֹ免除
とする。
６　本学จ学ڀݚՊത࢜前期・ޙ期課程、ࣃ学ڀݚՊത
、課程において、期ཤमを許可された者の学ೲۚは࢜
別ද3によるものとする。

（短期大学部専߈Պの学ೲۚの特例）
第９条　本学保ҭՊをଔۀし、短期大学部専߈Պに入学
する者は、入学ۚをશֹ免除とする。

（ೲ入ํ法）
第��条　学ೲۚ等（֨ࢿ取得ཤम費を除く。）は、本学所
定のৼ込ґཔ書によりۜ行へৼ込ೲ入することを原則
とする。

（学ೲۚ等のฦؐ）
第��条　طೲの学ೲۚ等はฦؐしない。ただし、次の各
号のいずれかに該当する場合は、この限りではない。
　（1）　入学時において所定の期日までに、入学ࣙ退の

申し出があった場合は、入学ۚ以֎の学ೲۚ等は、
શֹをฦؐする。

　（2）　所定の学ೲۚ等を年ֹೲ付した者で、ٳ学をئ
出て、許可された場合は、第�条に定めるೲ付ֹと
のֹࠩをฦؐする。

　（3）　所定の学ೲۚ等を前期に年ֹೲ付した者で、当

該年度の̕月日までに退学をئ出て、許可され
た場合は、入学ۚ以֎のޙ期分の学ೲۚのೲ付ۚ
をฦؐする。

　（4）　所定の学ೲۚ等を年ֹ又は分ೲֹೲ付した者
で、鶴見大学学則第2�条の２（̓）ฒびに鶴見大学
短期大学部学則第23条の２（４）により除籍となっ
た場合は、入学ۚ及びその他のೲ付ۚ以֎の学ೲ
ۚ等を、طೲのೲ付ֹの月ׂࢉܭにより除籍され
た日のଐする月のཌ月以߱分についてฦؐする。
ただし、ະೲの場合はそのֹを免除する。

　（5）　その他、学ೲۚ等のฦؐが૬当と認められたと
き。

　　　附　則
　１　この規程は、ত和58年4月1日から施行し、ত和5�
年4月1日より適用する。

　２　ত和52年4月1日施行の「学ೲۚೲ入に関する規
程」は、これをഇ止する。

　　　附　則　
　この改正規程は、令和�年4月1日から施行する。
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˙第�条関 別ද1

ʲ1年間のٳ学 当r該年度の4月日までに1年間のٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 355000 355000 355000 9�5000 1�50000 1�50000 1�50000 1�50000 320000 320000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 � � � � � 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 125000 125000 125000 � � ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������� ������� ������� ������� ������� ������ ������

その他のೲ付ۚ શ ֹ શ ֹ શ ֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શ ֹ શ ֹ

ʲ前期のٳ学 当r該年度の4月日までに9月日までのٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 1��500 1��500 1��500 48�500 8�5000 8�5000 8�5000 8�5000 1�0000 1�0000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 0 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������

その他のೲ付ۚ શ ֹ શ ֹ શ ֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શ ֹ શ ֹ

ʲޙ期のٳ学 当r該年度の5月以߱9月日までの間に学年までのٳ学ئを提出し、10月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 1��500 1��500 1��500 48�500 8�5000 8�5000 8�5000 8�5000 1�0000 1�0000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 0 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������

その他のೲ付ۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
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˙第�条関 別ද1

ʲ1年間のٳ学 当r該年度の4月日までに1年間のٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 355000 355000 355000 9�5000 1�50000 1�50000 1�50000 1�50000 320000 320000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 � � � � � 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 125000 125000 125000 � � ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������� ������� ������� ������� ������� ������ ������

その他のೲ付ۚ શ ֹ શ ֹ શ ֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શ ֹ શ ֹ

ʲ前期のٳ学 当r該年度の4月日までに9月日までのٳ学ئを提出し、5月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 1��500 1��500 1��500 48�500 8�5000 8�5000 8�5000 8�5000 1�0000 1�0000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 0 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������

その他のೲ付ۚ શ ֹ શ ֹ શ ֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શֹ શ ֹ શ ֹ

ʲޙ期のٳ学 当r該年度の5月以߱9月日までの間に学年までのٳ学ئを提出し、10月日までにٳ学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 1��500 1��500 1��500 48�500 8�5000 8�5000 8�5000 8�5000 1�0000 1�0000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ 0 0

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 0 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������

その他のೲ付ۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ
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˙第�条関 別ද2

ʲ1年間のٳ学者の෮学ʳ1年間のٳ学中に当該年度の9月日までに෮学ئを提出し、10月からの෮学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 1��500 1��500 1��500 48�500 8�5000 8�5000 8�5000 8�5000 1�0000 1�0000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 30000 25000 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ �0000 �5000

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 0 0 0 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 140000 1�5000 1�5000 400000 400000 400000 400000 425000 140000 140000

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������ ������� ������� ������� ������� ������ ������

その他のೲ付ۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

ʲ前期のٳ学者の෮学 当r該年度の9月日までٳ学のものが、9月日までに෮学ئを提出し、10月からの෮学を許可された場合 ୯Ґɿ円
จ　学　部 学　部　ࣃ 短期大学部

日本จ学Պ・
ӳޠӳถ
จ学Պ

จԽ財学Պ
υΩϡϝϯ
テーシϣϯ
学Պ

3 4年度
以߱入学
ॳ 年 度

3 4年度
以߱入学
2年目以߱

)25ʙ33年度
入学

)23・24年度
入学

)22年度
以前入学 保ҭՊ ՊӴ生Պࣃ

त ۀ 料 355000 355000 355000 9�5000 1�50000 1�50000 1�50000 1�50000 320000 320000

࣮ ݧ ࣮ श 費 ʵ 30000 25000 ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ �0000 �5000

学教ҭॆ࣮費ࣃ ʵ ʵ ʵ 125000 125000 125000 ʵ ʵ ʵ ʵ

施 設 ҡ 持 費 140000 1�5000 1�5000 400000 400000 400000 400000 425000 140000 140000

߹ɹܭ ������ ������ ������ ������� ������� ������� ������� ������� ������ ������

その他のೲ付ۚ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ ʵ

（注）本දは、第�条、�条にる学ೲۚೲ入ֹۚをදしたものである。
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˙第8条関（期ཤम制度適用者） 別ද3

ʻจ学ڀݚՊത࢜前期課程ʼ�� ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

3年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 448000 44�000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時
ೲ入ֹ

次年度以߱
ೲ入ֹ 備　ߟ

4年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 335000 335000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

ʻจ学ڀݚՊതޙ࢜期課程ʼ ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

4年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 504000 502000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

5年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 402000 402000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 335000 335000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

ʻࣃ学ڀݚՊത࢜課程ʼ ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

5年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 5�0000 5�0000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 4�0000 4��000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 400000 400000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

8年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 350000 350000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������
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˙第8条関（期ཤम制度適用者） 別ද3

ʻจ学ڀݚՊത࢜前期課程ʼ�� ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

3年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 448000 44�000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時
ೲ入ֹ

次年度以߱
ೲ入ֹ 備　ߟ

4年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 335000 335000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

ʻจ学ڀݚՊതޙ࢜期課程ʼ ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

4年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 504000 502000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

5年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 402000 402000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 2�0000 2�0000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 ��0000 335000 335000 年　　　ֹ
施設設備費 100000 100000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

ʻࣃ学ڀݚՊത࢜課程ʼ ୯Ґɿ円
期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

5年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 5�0000 5�0000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 4�0000 4��000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

�年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 400000 400000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������� ������

期ཤम期間 内　༁ 入学手続時ೲ入ֹ 次年度以߱ೲ入ֹ 備　ߟ

8年

入　学　ۚ 300000 300000 ʕ 入学時のみ
त　ۀ　料 �00000 350000 350000 年　　　ֹ
施設設備費 300000 300000 ʕ 入学時のみ

合　　ܭ ������ ������

Ⅺ
諸
規
程
等

ー155ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

鶴見大学શ学学ੜҕһձ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
（以下「શ学」という。）に、શ学学生の学生生׆について
指ಋ及び支援の円滑Խを図るために設置するશ学学生
ҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）について、必要な事項を
定めることを目的とする。

（構　　成）
第２条　ҕ員ձは、次のҕ員をもって構成する。
　（1）　จ学部、短期大学部の各学Պからબ出された専

任教員各1人及びࣃ学部ࣃ学Պからબ出された専
任教員4人

　（2）　学生支援事務部、学生支援課、ΩϟϦΞ支援
課、แׅ支援課教務事務部、จ学部教務課
、ࣃ学部教務課及び短期大学部教務課

　（3）　その他ҕ員が認めた者　
（任　　期）
第３条　前条第1項のҕ員の任期は、2年とする。ただし、
。任はげない࠶
２　ҕ員にܽ員が生じた場合のิॆ者の任期は、前任者
の任期間とする。

（ҕ員等）
第４条　ҕ員ձのҕ員は、ҕ員のޓબとし、学がこれ
をҕする。
２　ҕ員に事故あるとき又はܽけたときは、ҕ員の中
よりҕ員が༧め指໊した者がこれを代行する。

（ձ　　ٞ）
第５条　ҕ員ձは、ҕ員がٞとなり、必要と認めた場
合に։࠵する。
２　ҕ員ձは、必要にԠじてҕ員以֎の者の出੮をٻめ、
આ໌又は意見をௌくことができる。

（事項ٞڠ）
第６条　ҕ員ձは、શ学学生にڞ通する次の事項につい
て、ٞڠする。
　（1）　学生生׆に関すること
　（2）　学生の利ް生に関すること
　（3）　課֎׆動に関すること
　（4）　ϘϥϯテΟΞ׆動に関すること
　（5）　大学ࡇに関すること
　（�）　その他学生に関すること
（教तձへのใࠂ）
第７条　前条のٞڠ事項については、各教तձにใࠂす
るものとする。

（規程の改ഇ）
第８条　この規程の改ഇは、ҕ員ձの৹ٞをܦて、学が
ܾ定する。

（事 務 局）
第９条　このҕ員ձは、学生支援課が所管し、事務処理を
行うものとする。

　　　附　則　
　この規程は、ত和42年9月14日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学大学Ӄ学ੜռ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学大学Ӄ学則第35条の規定
に基づき、懲戒に関する必要な事項を定めることを目
的とする。

（懲戒の対となる者）
第２条　この規程において懲戒の対となる者は、鶴見
大学大学Ӄ（以下「本学」という。）の学生（֎ࠃ人ཹ学生
及びڀݚ生をؚΉ。以下「学生」という。）とする。
２　ௌߨ生の取ѻいは、別に定める。
（懲戒の対となる行ҝ）
第３条　懲戒の対となる行ҝは、次の各号に掲げるも
のとする。
　（1）　人ݖを৵害する行ҝ
　（2）　犯ࡑ行ҝ、法令違反等、ࣾ ձのடংをཚす行ҝ
　（3）　鶴見大学大学Ӄ学則及び本学のॾ規則に違反す

る行ҝ
　（4）　ϋϥスϝϯτ行ҝ
　（5）　ใྙ理及び学的ྙ理に反する行ҝ
等におけるෆ正行ҝݧࢼ　（�）　
　（�）　学生の学श、ڀݚ及び教職員の教ҭ׆ڀݚ動等

の正当な׆動を害する行ҝ
　（8）　本学の໊༪及び৴用をஶしく失させる行ҝ
　（9）　本学の指ࣔ・指ಋにैわない行ҝ
　（10）　その他本学学生の本分に反する行ҝ
（懲戒のछྨ及び内༰等）
第４条　懲戒のछྨ及び内༰等は、次のとおりとする。
　（1）　戒ࠂは、学生の行った行ҝを戒め、事ޙの反লを

。಄により注意するものとするޱめ、จ書又はٻ
　（2）　ۘ৻は、Ұ定期間のतۀへの出੮及び課֎׆動

をఀ止するものとする。
　（3）　ఀ学は、Ұ定期間の登校をې止し、教ҭ課程のཤ

म及び課֎׆動をఀ止するものとする。
　（4）　懲戒等による退学は、学生としての分を失

することとする。この場合、࠶入学は、認めない。
２　前項の場合において、ۘ ৻期間は在学期間及びमۀ
年限にؚΉものとし、ఀ 学期間は在学期間にؚめ、मۀ
年限にはؚまないものとする。

（事࣮関のௐࠪ）
第５条　学生に第３条の懲戒の対となる行ҝ又はその
ٙいが生じたときは、当該学生が所ଐするڀݚՊは、
なく当該学生等に対する事ௌ取等のௐࠪを行

Ⅺ
諸
規
程
等



ー15�ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

い、事࣮関を֬認する。
２　前項のௐࠪに当たり、ڀݚՊは、当該学生に対し
て、やΉを得ない事のない限りห໌のػձを༩えな
ければならない。
３　第１項のௐࠪに当たり、ڀݚՊが、จ学ڀݚՊにお
いては専߈主任と、ࣃ学ڀݚՊにおいては෭ڀݚՊ
とٞڠし、必要と認めた場合は、当該学生に対し、懲戒
処分がܾ定するまでの間、自ػを໋じることがで
きるものとする。
４　自ػ期間は、ۘ ৻又はఀ学の期間にࢉ入するこ
とができる。

（懲戒処分の৹ٞ）
第６条　ڀݚՊは、当該学生の所ଐするڀݚՊのڀݚ
Պҕ員ձに当該事Ҋについて事࣮関のௐࠪ及び৹ٞ
を付ୗするものとする。

（懲戒処分のܾ定・通）
第７条　懲戒処分は、当該ڀݚՊҕ員ձの৹ٞをܦて、学
に্申し、学がܾ定する。
２　懲戒処分の通は、当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者に対して、จ書に
よりこれを行う。

（懲戒処分のެࣔ）
第８条　懲戒処分の内༰は、学がެࣔを行う。
（懲戒処分のղ除・通）
第９条　懲戒処分のղ除は、当該ڀݚՊҕ員ձの৹ٞを
。て、学がܾ定するܦ
２　懲戒処分のղ除の通は、当該学生及び父母または
これに代わる者として入学時に届け出た者に対して、
จ書によりこれを行う。

（その他の教ҭ的ા置）
第��条　学は、第４条に規定する懲戒のほか、教ҭ的
指ಋの؍点から、จ書又はޱ಄により厳重注意を行う
ことができる。

（৹ࠪ࠶）
第��条　懲戒処分を受けた者は、事࣮ޡ認、新事࣮のൃ
見その他正当な理由があるときは、その証ڌとなるࢿ
料をఴえて、学に࠶৹ࠪを請ٻすることができる。
２　前項により、࠶৹ࠪの請ٻを受けた学は、第５条に
४じて࠶৹ࠪを行う。

（学籍原簿の記載）
第��条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとする。
（事務所管）
第��条　この規程は、学生支援事務部学生支援課が所管
し、事務処理を行うものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成2�年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和４年４月１日から施行する。
　ただし、第̓条第２項及び第̕条第２項の「当該学生及
び父母またはこれに代わる者として入学時に届け出た者」

については、令和３年度入学者は、「当該学生及び保護者」
と読み替えることとする。令和２年度以前の入学者につい
ては、「当該学生及び保証人」と読み替えることとする。

鶴見大学学ੜռ規程
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学学則第54条の規定に基づ
き、懲戒に関する必要な事項を定めることを目的とする。

（懲戒の対となる者）
第２条　この規程において懲戒の対となる者は、鶴見
大学（以下「本学」という。）の学生（֎ࠃ人ཹ学生及びݚ
。生をؚΉ。以下「学生」という。）とするڀ
２　専߈生及びՊ目等ཤम生の取りѻいは、別に定める。
（懲戒の対となる行ҝ）
第３条　懲戒の対となる行ҝは、次の各号に掲げるも
のとする。
　（1）　人ݖを৵害する行ҝ
　（2）　犯ࡑ行ҝ、法令違反等、ࣾ ձのடংをཚす行ҝ
　（3）　鶴見大学学則及び本学のॾ規則に違反する行ҝ
　（4）　ϋϥスϝϯτ行ҝ
　（5）　ใྙ理及び学的ྙ理に反する行ҝ
等におけるෆ正行ҝݧࢼ　（�）　
　（�）　学生の学श、ڀݚ及び教職員の教ҭ׆ڀݚ動等

の正当な׆動を害する行ҝ
　（8）　本学の໊༪及び৴用をஶしく失させる行ҝ
　（9）　本学の指ࣔ・指ಋにैわない行ҝ
　（10）　その他本学学生の本分に反する行ҝ
（懲戒のछྨ及び内༰等）
第４条　懲戒のछྨ及び内༰等は、次のとおりとする。
　（1）　戒ࠂは、学生の行った行ҝを戒め、事ޙの反লを

。಄により注意するものとするޱめ、จ書又はٻ
　（2）　ۘ৻は、Ұ定期間のतۀへの出੮及び課֎׆動

をఀ止するものとする。
　（3）　ఀ学は、Ұ定期間の登校をې止し、教ҭ課程のཤ

म及び課֎׆動をఀ止するものとする。
　（4）　懲戒等による退学は、学生としての分を失

させるものとする。この場合における࠶入学は、認
めない。

２　前項の場合において、ۘ ৻期間は在学期間及びमۀ
年限にؚΉものとし、ఀ 学期間は在学期間にؚめ、मۀ
年限にはؚまないものとする。

（事࣮関のௐࠪ）
第５条　学生に第3条の懲戒の対となる行ҝ又はその
ٙいが生じたときは、当該学生が所ଐする学部は、
なく当該学生等に対する事ௌ取等のௐࠪを行い、
事࣮関を֬認する。
２　前項のௐࠪに当たり、学部は、当該学生に対して、
やΉを得ない事のない限りห໌のػձを༩えなけれ
ばならない。
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い、事࣮関を֬認する。
２　前項のௐࠪに当たり、ڀݚՊは、当該学生に対し
て、やΉを得ない事のない限りห໌のػձを༩えな
ければならない。
３　第１項のௐࠪに当たり、ڀݚՊが、จ学ڀݚՊにお
いては専߈主任と、ࣃ学ڀݚՊにおいては෭ڀݚՊ
とٞڠし、必要と認めた場合は、当該学生に対し、懲戒
処分がܾ定するまでの間、自ػを໋じることがで
きるものとする。
４　自ػ期間は、ۘ ৻又はఀ学の期間にࢉ入するこ
とができる。

（懲戒処分の৹ٞ）
第６条　ڀݚՊは、当該学生の所ଐするڀݚՊのڀݚ
Պҕ員ձに当該事Ҋについて事࣮関のௐࠪ及び৹ٞ
を付ୗするものとする。

（懲戒処分のܾ定・通）
第７条　懲戒処分は、当該ڀݚՊҕ員ձの৹ٞをܦて、学
に্申し、学がܾ定する。
２　懲戒処分の通は、当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者に対して、จ書に
よりこれを行う。

（懲戒処分のެࣔ）
第８条　懲戒処分の内༰は、学がެࣔを行う。
（懲戒処分のղ除・通）
第９条　懲戒処分のղ除は、当該ڀݚՊҕ員ձの৹ٞを
。て、学がܾ定するܦ
２　懲戒処分のղ除の通は、当該学生及び父母または
これに代わる者として入学時に届け出た者に対して、
จ書によりこれを行う。

（その他の教ҭ的ા置）
第��条　学は、第４条に規定する懲戒のほか、教ҭ的
指ಋの؍点から、จ書又はޱ಄により厳重注意を行う
ことができる。

（৹ࠪ࠶）
第��条　懲戒処分を受けた者は、事࣮ޡ認、新事࣮のൃ
見その他正当な理由があるときは、その証ڌとなるࢿ
料をఴえて、学に࠶৹ࠪを請ٻすることができる。
２　前項により、࠶৹ࠪの請ٻを受けた学は、第５条に
४じて࠶৹ࠪを行う。

（学籍原簿の記載）
第��条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとする。
（事務所管）
第��条　この規程は、学生支援事務部学生支援課が所管
し、事務処理を行うものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成2�年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和４年４月１日から施行する。
　ただし、第̓条第２項及び第̕条第２項の「当該学生及
び父母またはこれに代わる者として入学時に届け出た者」

については、令和３年度入学者は、「当該学生及び保護者」
と読み替えることとする。令和２年度以前の入学者につい
ては、「当該学生及び保証人」と読み替えることとする。

鶴見大学学ੜռ規程
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学学則第54条の規定に基づ
き、懲戒に関する必要な事項を定めることを目的とする。

（懲戒の対となる者）
第２条　この規程において懲戒の対となる者は、鶴見
大学（以下「本学」という。）の学生（֎ࠃ人ཹ学生及びݚ
。生をؚΉ。以下「学生」という。）とするڀ

２　専߈生及びՊ目等ཤम生の取りѻいは、別に定める。
（懲戒の対となる行ҝ）
第３条　懲戒の対となる行ҝは、次の各号に掲げるも
のとする。

　（1）　人ݖを৵害する行ҝ
　（2）　犯ࡑ行ҝ、法令違反等、ࣾ ձのடংをཚす行ҝ
　（3）　鶴見大学学則及び本学のॾ規則に違反する行ҝ
　（4）　ϋϥスϝϯτ行ҝ
　（5）　ใྙ理及び学的ྙ理に反する行ҝ
等におけるෆ正行ҝݧࢼ　（�）　
　（�）　学生の学श、ڀݚ及び教職員の教ҭ׆ڀݚ動等

の正当な׆動を害する行ҝ
　（8）　本学の໊༪及び৴用をஶしく失させる行ҝ
　（9）　本学の指ࣔ・指ಋにैわない行ҝ
　（10）　その他本学学生の本分に反する行ҝ
（懲戒のछྨ及び内༰等）
第４条　懲戒のछྨ及び内༰等は、次のとおりとする。
　（1）　戒ࠂは、学生の行った行ҝを戒め、事ޙの反লを

。಄により注意するものとするޱめ、จ書又はٻ
　（2）　ۘ৻は、Ұ定期間のतۀへの出੮及び課֎׆動

をఀ止するものとする。
　（3）　ఀ学は、Ұ定期間の登校をې止し、教ҭ課程のཤ

म及び課֎׆動をఀ止するものとする。
　（4）　懲戒等による退学は、学生としての分を失

させるものとする。この場合における࠶入学は、認
めない。

２　前項の場合において、ۘ ৻期間は在学期間及びमۀ
年限にؚΉものとし、ఀ 学期間は在学期間にؚめ、मۀ
年限にはؚまないものとする。

（事࣮関のௐࠪ）
第５条　学生に第3条の懲戒の対となる行ҝ又はその
ٙいが生じたときは、当該学生が所ଐする学部は、
なく当該学生等に対する事ௌ取等のௐࠪを行い、
事࣮関を֬認する。

２　前項のௐࠪに当たり、学部は、当該学生に対して、
やΉを得ない事のない限りห໌のػձを༩えなけれ
ばならない。
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３　第1項のௐࠪに当たり、学部が、จ学部においては学
生ҕ員と、ࣃ学部においては学生部とٞڠし、必要
と認めた場合は、当該学生に対し、懲戒処分がܾ定する
までの間、自ػを໋じることができるものとする。
４　自ػ期間は、ۘ ৻又はఀ学の期間にࢉ入するこ
とができる。　

（懲戒処分の৹ٞ）
第６条　学部は、当該学生の所ଐする学部の学生ҕ員
ձ（以下「学生ҕ員ձ」という。）に当該事Ҋについて事
࣮関のௐࠪ及び৹ٞを付ୗするものとする。

（懲戒処分のܾ定・通）
第７条　懲戒処分は、学生ҕ員ձのൃٞにより、当該教त
ձの৹ٞをܦて、学に্申し、学がܾ定する。
２　懲戒処分の通は、当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者に対して、จ書に
よりこれを行う。

（懲戒処分のެࣔ）
第８条　懲戒処分の内༰は、学がެࣔを行う。
（懲戒処分のղ除・通）
第９条　懲戒処分のղ除は、学生ҕ員ձのൃٞにより、当
該教तձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。
２　懲戒処分のղ除の通は、当該学生及び父母または
これに代わる者として入学時に届け出た者に対して、
จ書によりこれを行う。

（その他の教ҭ的ા置）
第��条　学は、第4条に規定する懲戒のほか、教ҭ的指
ಋの؍点から、จ書又はޱ಄により厳重注意を行うこ
とができる。

（৹ࠪ࠶）
第��条　懲戒処分を受けた者は、事࣮ޡ認、新事࣮のൃ
見その他正当な理由があるときは、その証ڌとなるࢿ
料をఴえて、学に࠶৹ࠪを請ٻすることができる。
２　前項により、࠶৹ࠪの請ٻを受けた学は、第5条に
४じて࠶৹ࠪを行う。

（学籍原簿の記載）
第��条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとする。
（事務所管）
第��条　この規程は、学生支援事務部学生支援課が所管
し、事務処理を行うものとする。

　　　附　則
　この規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和4年4月1日から施行する。
ただし、第�条第2項及び第9条第2項の「当該学生及び父
母またはこれに代わる者として入学時に届け出た者」に
ついては、令和3年度入学者は、「当該学生及び保護者」と
読み替えることとする。令和2年度以前の入学者につい
ては、「当該学生及び保証人」と読み替えることとする。

鶴見大学ظ大学෦学ੜռ規程

（目的）
第１条　この規程は、鶴見大学短期大学部学則（以下「学
則」という。）の第41条の規定に基づき、懲戒に関する
必要な事項を定めることを目的とする。

（懲戒の対となる者）
第２条　この規程において懲戒の対となる者は、鶴見
大学短期大学部（専߈ՊをؚΉ。以下「本学」という。）の
学生（以下「学生」という。）である。
２　Պ目等ཤम生の取りѻいは、別に定める。
（懲戒の対となる行ҝ）
第３条　懲戒の対となる行ҝは、次の各号に掲げるも
のとする。
　（1）　人ݖを৵害する行ҝ
　（2）　犯ࡑ行ҝ、法令違反等、ࣾ ձのடংをཚす行ҝ
　（3）　鶴見大学短期大学部学則及び本学のॾ規則に違

反する行ҝ
　（4）　ϋϥスϝϯτ行ҝ
　（5）　ใྙ理及び学的ྙ理に反する行ҝ
等におけるෆ正行ҝݧࢼ　（�）　
　（�）　学生の学श、ڀݚ及び教職員の教ҭ׆ڀݚ動等

の正当な׆動を害する行ҝ
　（8）　本学の໊༪及び৴用をஶしく失させる行ҝ
　（9）　その他本学学生の本分に反する行ҝ
（懲戒のछྨ及び内༰等）
第４条　懲戒のछྨ及び内༰等は、次の通りとする。
　（1）　戒ࠂは、学生の行った行ҝを戒め、事ޙの反লを

。಄により注意するものとするޱめ、จ書又はٻ
　（2）　ۘ৻は、Ұ定期間のतۀへの出੮及び課֎׆動

をఀ止するものとする。
　（3）　ఀ学は、Ұ定期間の登校をې止し、教ҭ課程のཤ

म及び課֎׆動をఀ止するものとする。
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２　前項の場合において、ۘ ৻期間は学則で定める在学
期間及び学則で定めるमۀ年限にؚΉものとし、ఀ 学
期間は学則で定める在学期間にؚめ、学則で定めるम
。年限にはؚまないものとするۀ

（事࣮関のௐࠪ）
第５条　学生に第3条の懲戒の対となる行ҝ又はその
ٙいが生じたときは、短期大学部（以下「短大部」と
いう。）は、なく当該学生等に対する事ௌ取等の
ௐࠪを行い、事࣮関を֬認する。
２　前項のௐࠪに当たり、短大部は、当該学生に対し
て、やΉを得ない事のない限りห໌のػձを༩えな
ければならない。
３　第1項のௐࠪに当たり、短大部が学生ҕ員とڠ
ٞし、必要と認めた場合は、当該学生に対し、懲戒処分
がܾ定するまでの間、自ػを໋じることができる
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ɹɹɹ鶴見大学自ಈ車ٴͼ
ɹɹɹΦʔτόΠ௨学ऀʹର͢Δռ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学大学Ӄฒび
に鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）の学生が、
本学の学内及びपลの駐車ې止のಓ࿏・ࢲಓ又は自転
車等์置ې止۠Ҭの歩ಓ及びࢲ༗等において、自動
車又はΦーτόΠ（原動ػ付自転車をؚΉ。）により、違
法・な駐車又は駐輪を行った場合に、鶴見大学学
則第54条及び鶴見大学大学Ӄ学則第35条ฒびに鶴見
大学短期大学部学則第41条に基づき、これを懲戒し、
もって本学の学生、教職員及びۙྡॅຽに対する૽Ի
の防止、通行害等の防止とഉ除に努め、ซせてपล
Ҭのڥの改ળ・備に努めることを目的とする。

（厳重注意）
第２条　厳重注意は、違法・な駐車又は駐輪を行った
学生（以下「当該学生」という。）に対する注意・指ಋと
し、次条で定める懲戒としないものとする。
２　厳重注意は、教職員が行い、必要にԠじてܯ備員にҕ
ୗすることができる。
３　厳重注意は、本学が交付する厳重注意書を当該学生
に通することをもって行う。当該学生が厳重注意書
の受け取りをڋ൱した場合であっても、厳重注意を
行ったものとみなす。
４　厳重注意にैわなかった໊ࢯෆৄ者及び違法・
な駐車又は駐輪については、その自動車又はΦーτό
Πに厳重注意書を貼付することをもって、厳重注意を
行ったものとみなす。

（懲戒のछྨ及び適用）
第３条　懲戒は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の懲戒は、厳重注意を受けた当該学生が、それに
反し違法・な駐車又は駐輪を行った場合に、これを
行う。

（懲戒のܾ定及び通ୡ等）
第４条　懲戒は、当該学部教तձのٞをܦて、学が行う。
２　懲戒は、学内にࣔࠂするとともに、当該学生及び父母
またはこれに代わる者として入学時に届け出た者に対
して通ࠂする。

（懲戒処分）
第５条　懲戒は、次のとおりとする。
　（1）　当該学生が、第2条の厳重注意を受けた࠶、ޙび

違法・な駐車又は駐輪を行った場合には、戒
。処分とするࠂ

　（2）　前号の戒ࠂ処分を受けた者が、さらに違法・な
駐車又は駐輪を行った場合には、ۘ ৻処分とする。

　（3）　前号のۘ৻処分を受けた者が、さらにまた違法・
な駐車又は駐輪を行った場合には、ఀ 学処分
とする。

　（4）　前号のఀ学処分を受けた者が、それにもかかわ
らず、違法・な駐車又は駐輪を行った場合に

ものとする。　
４　自ػ期間は、ۘ ৻又はఀ学の期間にࢉ入するこ
とができる。　　

（懲戒処分の৹ٞ）
第６条　短大部は、短期大学部の学生ҕ員ձ（以下「学
生ҕ員ձ」という。）に当該事Ҋについてௐࠪ及び৹ٞ
を付ୗするものとする。

（懲戒処分のܾ定・通）
第７条　懲戒処分は、学生ҕ員ձのൃٞにより、短期大学
部教तձ（以下「教तձ」という。）の৹ٞをܦて、学に
্申し、学がܾ定する。
２　懲戒処分の通は、当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者に対して、จ書に
よりこれを行う。

（懲戒処分のެࣔ）
第８条　懲戒処分の内༰は、学がެࣔを行う。
（懲戒処分のղ除・通）
第９条　懲戒処分のղ除は、学生ҕ員ձのൃٞにより、教
तձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。
２　懲戒処分のղ除の通は、当該学生及び父母または
これに代わる者として入学時に届け出た者に対して、
จ書によりこれを行う。

（その他の教ҭ的ા置）
第��条　学は、第4条に規定する懲戒のほか、教ҭ的指
ಋの؍点から、จ書又はޱ಄により厳重注意を行うこ
とができる。

（৹ࠪ࠶）
第��条　懲戒処分を受けた者は、事࣮ޡ認、新事࣮のൃ
見その他正当な理由があるときは、その証ڌとなるࢿ
料をఴえて、学に࠶৹ࠪを請ٻすることができる。
２　学は、࠶৹ࠪの必要があると認めたときは、第5条
に४じてこれを行う。

（学籍原簿の記載）
第��条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとする。
（事務所管）
第��条　本規程の所管は、学生支援事務部学生支援課が
行う。

　　　附　則
　この規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和4年4月1日から施行する。ただ
し、第�条第2項及び第9条第2項の「当該学生及び父母ま
たはこれに代わる者として入学時に届け出た者」につい
ては、令和3年度入学者は、「当該学生及び保護者」と読み
替えることとする。令和2年度以前の入学者については、
「当該学生及び保証人」と読み替えることとする。　
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ɹɹɹ鶴見大学自ಈ車ٴͼ
ɹɹɹΦʔτόΠ௨学ऀʹର͢Δռ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学大学Ӄฒび
に鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）の学生が、
本学の学内及びपลの駐車ې止のಓ࿏・ࢲಓ又は自転
車等์置ې止۠Ҭの歩ಓ及びࢲ༗等において、自動
車又はΦーτόΠ（原動ػ付自転車をؚΉ。）により、違
法・な駐車又は駐輪を行った場合に、鶴見大学学
則第54条及び鶴見大学大学Ӄ学則第35条ฒびに鶴見
大学短期大学部学則第41条に基づき、これを懲戒し、
もって本学の学生、教職員及びۙྡॅຽに対する૽Ի
の防止、通行害等の防止とഉ除に努め、ซせてपล
Ҭのڥの改ળ・備に努めることを目的とする。

（厳重注意）
第２条　厳重注意は、違法・な駐車又は駐輪を行った
学生（以下「当該学生」という。）に対する注意・指ಋと
し、次条で定める懲戒としないものとする。

２　厳重注意は、教職員が行い、必要にԠじてܯ備員にҕ
ୗすることができる。

３　厳重注意は、本学が交付する厳重注意書を当該学生
に通することをもって行う。当該学生が厳重注意書
の受け取りをڋ൱した場合であっても、厳重注意を
行ったものとみなす。

４　厳重注意にैわなかった໊ࢯෆৄ者及び違法・
な駐車又は駐輪については、その自動車又はΦーτό
Πに厳重注意書を貼付することをもって、厳重注意を
行ったものとみなす。

（懲戒のछྨ及び適用）
第３条　懲戒は、戒ࠂ、ۘ ৻、ఀ 学及び退学とする。
２　前項の懲戒は、厳重注意を受けた当該学生が、それに
反し違法・な駐車又は駐輪を行った場合に、これを
行う。

（懲戒のܾ定及び通ୡ等）
第４条　懲戒は、当該学部教तձのٞをܦて、学が行う。
２　懲戒は、学内にࣔࠂするとともに、当該学生及び父母
またはこれに代わる者として入学時に届け出た者に対
して通ࠂする。

（懲戒処分）
第５条　懲戒は、次のとおりとする。
　（1）　当該学生が、第2条の厳重注意を受けた࠶、ޙび

違法・な駐車又は駐輪を行った場合には、戒
。処分とするࠂ

　（2）　前号の戒ࠂ処分を受けた者が、さらに違法・な
駐車又は駐輪を行った場合には、ۘ ৻処分とする。

　（3）　前号のۘ৻処分を受けた者が、さらにまた違法・
な駐車又は駐輪を行った場合には、ఀ 学処分
とする。

　（4）　前号のఀ学処分を受けた者が、それにもかかわ
らず、違法・な駐車又は駐輪を行った場合に

ものとする。　
４　自ػ期間は、ۘ ৻又はఀ学の期間にࢉ入するこ
とができる。　　

（懲戒処分の৹ٞ）
第６条　短大部は、短期大学部の学生ҕ員ձ（以下「学
生ҕ員ձ」という。）に当該事Ҋについてௐࠪ及び৹ٞ
を付ୗするものとする。

（懲戒処分のܾ定・通）
第７条　懲戒処分は、学生ҕ員ձのൃٞにより、短期大学
部教तձ（以下「教तձ」という。）の৹ٞをܦて、学に
্申し、学がܾ定する。
２　懲戒処分の通は、当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者に対して、จ書に
よりこれを行う。

（懲戒処分のެࣔ）
第８条　懲戒処分の内༰は、学がެࣔを行う。
（懲戒処分のղ除・通）
第９条　懲戒処分のղ除は、学生ҕ員ձのൃٞにより、教
तձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。
２　懲戒処分のղ除の通は、当該学生及び父母または
これに代わる者として入学時に届け出た者に対して、
จ書によりこれを行う。

（その他の教ҭ的ા置）
第��条　学は、第4条に規定する懲戒のほか、教ҭ的指
ಋの؍点から、จ書又はޱ಄により厳重注意を行うこ
とができる。

（৹ࠪ࠶）
第��条　懲戒処分を受けた者は、事࣮ޡ認、新事࣮のൃ
見その他正当な理由があるときは、その証ڌとなるࢿ
料をఴえて、学に࠶৹ࠪを請ٻすることができる。
２　学は、࠶৹ࠪの必要があると認めたときは、第5条
に४じてこれを行う。

（学籍原簿の記載）
第��条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとする。
（事務所管）
第��条　本規程の所管は、学生支援事務部学生支援課が
行う。

　　　附　則
　この規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和4年4月1日から施行する。ただ
し、第�条第2項及び第9条第2項の「当該学生及び父母ま
たはこれに代わる者として入学時に届け出た者」につい
ては、令和3年度入学者は、「当該学生及び保護者」と読み
替えることとする。令和2年度以前の入学者については、
「当該学生及び保証人」と読み替えることとする。　
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鶴見大学自転車駐輪場管理規程

（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園が設置する鶴見
大学及び鶴見大学短期大学部（以下「鶴見大学」とい
う。）の自転車駐輪場（以下「駐輪場」という。）の管理運
営に必要な事項を定め、もって駐輪場の円滑な利用を
図ることを目的とする。

（鶴見大学の駐輪場）
第２条　鶴見大学に設置する駐輪場は、次のとおりとする。
　（1）　4号館横駐輪場
　（2）　5号館横駐輪場
２　前項各号の駐輪場の利用規則については、別に定める。
（駐輪場の利用者）
第３条　鶴見大学駐輪場を利用できる者は、鶴見大学に
在学している学生、もしくは鶴見大学の専任教職員で
通勤のために駐輪場の利用を常例とする者とする。
２　前項に定める者のほか、鶴見大学が特に必要と認め
たものは、駐輪場を利用することができるものとする。

（利 用 料）
第４条　駐輪場の利用については、無料とする。
（厳守事項）
第５条　利用者は、次に掲げる各号を厳守するものとす
る。
　（1）　鶴見大学に在学している学生は学生支援事務部

学生支援課にて、鶴見大学の専任教職員で通勤の
ために駐輪場の利用を常例とする者は、財務部管
財課にて申請し、許可を受け、所定のステッカーを
自転車に貼付すること。

　（2）　自転車から離れるときは施錠すること。
　（3）　構内は、自転車を手で押して移動し、走行しない

こと。
　（4）　歩行者や他の車両に十分注意を払い、事故の防

止に努めること。
（利用制限及び許可取消し）
第６条　施設の保守・点検などの場合は、利用を制限する
ことがある。
２　前条の規定に違反した者は、駐輪場の利用許可を取
り消す場合がある。

（事故の免責）
第７条　駐輪場内においては、天災、火災、盗難、損傷、そ
の他鶴見大学の責に帰さない理由によって利用者又は
第三者が被った損害に対しては、鶴見大学はその責を
負わないものとする。

（損害賠償）
第８条　利用者は、故意又は過失により施設又は設備を
棄損した場合は、その損害を賠償しなければならない。

（所 管 課）
第９条　駐輪場管理の所管は、財務部管財課とする。

　　　附　則
　この規程は、平成29年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学自転車駐輪場利用規則
（目　　的）
第１条　この規則は、鶴見大学自転車駐輪場管理規程に
基づき鶴見大学自転車駐輪場（以下「駐輪場」という。）の
利用等について定めるものとする。
（利用許可手続）
第２条　駐輪場の利用許可を得ようとする者は、指定さ
れた期間内に所定の申込書（様式１）を、本学に在学して
いる学生については学生支援事務部学生支援課へ、本学
の専任教職員（交通費受給者除く）については財務部管財
課（以下「主管課」という。）へ提出するものとする。
２　前項の申請をする際には、必ず事前に自転車防犯登
録を済ませること。
３　駐輪場の利用申し込みが、所定の駐輪台数を超える
場合は、先着順とする。
４　駐輪場利用の許可を受けた者（以下「利用者」とい
う。）に対して、駐輪場利用許可シール（様式2）を交付
するものとする。
５　交付された駐輪場利用許可シールを、自転車に貼付
するものとする。
６　年度の中途において、駐輪場に空きが生じた場合に
は、新たに利用許可を行うものとする。

（許可期間）
第３条　許可期間は、教職員は在職期間、学生は在学期間

は、退学処分とすることができる。
（学籍原簿の記載）
第６条　懲戒は、学籍原簿に記載するものとし、厳重注意
は、学籍原簿に記載しないものとする。

（事務局）
第７条　この規程に関することは、学生支援事務部学生
支援課が所管し、事務処理を行うものとする。

（その他）
第８条　この規程に定めるもののほか、運用について必
要な事項は別に定める。
　　　附　則
　この規程は、平成18年4月1日から施行し、平成18年10
月１日より適用する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和4年4月1日から施行する。
ただし、第4条第2項の「当該学生及び父母またはこれに
代わる者として入学時に届け出た者」については、令和3
年度入学者は、「当該学生及び保護者」と読み替えること
とする。令和3年度以前の入学者については、「当該学生
及び保証人」と読み替えることとする。

Ⅺ
諸
規
程
等



ー1�0ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

とする。
２　前項の規定に基づく利用者の利用期限は、離籍日ま
でとする。

（入場・出場時間）
第４条　駐輪場の入場及び出場時間は、ޕ前�時からޕ
。10時までの間とするޙ

（利用可な自転車）
第５条　駐輪場を利用できる自転車は、ಓ࿏交通法（ত和
35年法第105号）に定める車両のうͪ、ಓ࿏交通法
施行規則（ত和35年総理令第�0号）に掲げる基४を
ຬたす自転車とする。

（利 用 料）
第６条　駐輪場の利用料は、無料とする。
（届出事項）
第７条　利用者は、駐輪場において事故をىこした場合
は、ͪに主管課に届出するものとする。
２　利用者は、申込書の記載事項にมߋがあった場合は、
やかに主管課に届出するものとする。
３　利用者は、許可期間の中途において駐輪場の利用を
取止める場合は、主管課に、その2ि間前までに届出す
るものとする。
４　駐輪場利用許可シールをฆ失した利用者は、主管課
に届出するとともに、ൃ࠶行料として1000円を支払
うことにより、࠶交付を受けることができる。

（९守事項）
第８条　駐輪場利用許可シールの交付を受けた利用者
は、他の者にৡ又はି༩してはならないものとする。
　　
　　　附　則
　この規則は、平成29年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規則は、平成30年10月1日から施行する。

ɹɹɹ学ߍ๏ਓ૯࣋学Ԃ
ɹɹɹݸਓใͷอޢʹؔ͢Δ規程

ɹɹɹ第１ষɹ૯則
（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園及びその設置す
る学校（以下「本学」という。）がݸ人ใを取得、利用、
保管、その他の取りѻいを行うについて必要な事項を
定め、ݸ人ใの適な保護にࢿすることを目的とす
る。
２　「行手続における特定のݸ人をࣝ別するための൪
号の利用等に関する法」（平成25年法第2�号）に
おけるݸ人൪号及び特定ݸ人ใの取りѻいについて
は、別に定める。

（定　　ٛ）
第２条　この規程における用ޠの定ٛを、次のとおり定
める。
人（員・ධٞ員、教職ݸとは、生ଘする「人ใݸ」　（1）　

員、学生・生 ・ె園ࣇ（以下「学生等」という。）及びその
父母またはこれに代わる者、受ݧ生ฒびに本学ࣃ学
部附ଐපӃにるױ者及びそのՈ等、ݱ在及び過
に本学と関わった者すてをؚΉ。）に関するใڈ
であって、次のいずれかに該当するものをいう。

　　　Ξ　当該ใにؚまれる໊ࢯ、生年月日、ॅ 所、ి
൪号等により特定のݸ人をࣝ別することがで
きるもの

　　　Π　当該ใ自ମからは特定のݸ人をࣝ別するこ
とができなくても、他のใと༰қにর合する
ことができ、それにより特定のݸ人をࣝ別する
ことができるもの

　　　　ݸ人ࣝ別ූ号（ମのҰ部の特をిࢉܭࢠ
したූ号、又はカーυその他の書ྨ等用にมػ
に対者͝とにҟなるものとなるように記載等
されたެ的なූ号のうͪ、ݸ人ใ保護法施行令
（以下「令」という。）で定めるものをいう。）がؚ
まれるもの

　（2）　「要ྀݸ人ใ」とは、本人の人छ、৴条、ࣾ ձ
的分、පྺ、犯ࡑのྺܦ、犯ࡑによる被害の事࣮
その他本人に対するෆ当なࠩ別、ภ見その他のෆ
利ӹが生じないようにその取りѻいに特にྀを
要するものとして令で定める記ड़等がؚまれる
。人ใをいうݸ

人ใをؚݸ、とは「人ใσーλϕース等ݸ」　（3）　
Ήใのू合であって、ݸ人ใをిػࢉܭࢠ
を用いて検ࡧすることができるようにମܥ的に構
成したもの、又はݸ人ใをா簿等にҰ定の規則
で理することにより༰қに検ࡧすることができ
るようにମܥ的に構成したもの（利用ํ法からみ
てݸ人のݖ利利ӹを害するおそれがগないものを
除く。）をいう。

人ใσーλϕース等をݸ、とは「人σーλݸ」　（4）　
構成するݸ人ใをいう。

　（5）　「保༗ݸ人σーλ」とは、本学が、։ࣔ、内༰のగ
正、Ճ又は除、利用のఀ止、消ڈ及び第三者へ
の提ڙのఀ止を行うことのできるݖ限を༗するݸ
人σーλをいう。

　（�）　「Ծ໊Ճใ」とは、当該ݸ人ใにؚまれる
記ड़等のҰ部を除したりݸ人ࣝ別ූ号のશ部を
除することにより他のใとর合しない限り特
定のݸ人をࣝ別することができないようにݸ人
ใをՃして得られるݸ人に関するใをいう。

　（�）　「ಗ໊Ճใ」とは、特定のݸ人をࣝ別するこ
とができないようにݸ人ใにؚまれる記ड़のҰ
部を除したりݸ人ࣝ別ූ号のશ部を除したり
して得られるݸ人に関するใであって、当該ݸ
人ใを෮ݩできないようにしたものをいう。

　（8）　「学ज़ػڀݚ関等」とは、本学その他の学ज़ڀݚ
を目的とするػ関एしくはஂମ又はそれらのଐす
る者をいう。

（責　　務）
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とする。
２　前項の規定に基づく利用者の利用期限は、離籍日ま
でとする。

（入場・出場時間）
第４条　駐輪場の入場及び出場時間は、ޕ前�時からޕ
。10時までの間とするޙ

（利用可な自転車）
第５条　駐輪場を利用できる自転車は、ಓ࿏交通法（ত和
35年法第105号）に定める車両のうͪ、ಓ࿏交通法
施行規則（ত和35年総理令第�0号）に掲げる基४を
ຬたす自転車とする。

（利 用 料）
第６条　駐輪場の利用料は、無料とする。
（届出事項）
第７条　利用者は、駐輪場において事故をىこした場合
は、ͪに主管課に届出するものとする。
２　利用者は、申込書の記載事項にมߋがあった場合は、
やかに主管課に届出するものとする。
３　利用者は、許可期間の中途において駐輪場の利用を
取止める場合は、主管課に、その2ि間前までに届出す
るものとする。
４　駐輪場利用許可シールをฆ失した利用者は、主管課
に届出するとともに、ൃ࠶行料として1000円を支払
うことにより、࠶交付を受けることができる。

（९守事項）
第８条　駐輪場利用許可シールの交付を受けた利用者
は、他の者にৡ又はି༩してはならないものとする。
　　
　　　附　則
　この規則は、平成29年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規則は、平成30年10月1日から施行する。

ɹɹɹ学ߍ๏ਓ૯࣋学Ԃ
ɹɹɹݸਓใͷอޢʹؔ͢Δ規程

ɹɹɹ第１ষɹ૯則
（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園及びその設置す
る学校（以下「本学」という。）がݸ人ใを取得、利用、
保管、その他の取りѻいを行うについて必要な事項を
定め、ݸ人ใの適な保護にࢿすることを目的とす
る。
２　「行手続における特定のݸ人をࣝ別するための൪
号の利用等に関する法」（平成25年法第2�号）に
おけるݸ人൪号及び特定ݸ人ใの取りѻいについて
は、別に定める。

（定　　ٛ）
第２条　この規程における用ޠの定ٛを、次のとおり定
める。
人（員・ධٞ員、教職ݸとは、生ଘする「人ใݸ」　（1）　

員、学生・生 ・ె園ࣇ（以下「学生等」という。）及びその
父母またはこれに代わる者、受ݧ生ฒびに本学ࣃ学
部附ଐපӃにるױ者及びそのՈ等、ݱ在及び過
に本学と関わった者すてをؚΉ。）に関するใڈ
であって、次のいずれかに該当するものをいう。

　　　Ξ　当該ใにؚまれる໊ࢯ、生年月日、ॅ 所、ి
൪号等により特定のݸ人をࣝ別することがで
きるもの

　　　Π　当該ใ自ମからは特定のݸ人をࣝ別するこ
とができなくても、他のใと༰қにর合する
ことができ、それにより特定のݸ人をࣝ別する
ことができるもの

　　　　ݸ人ࣝ別ූ号（ମのҰ部の特をిࢉܭࢠ
したූ号、又はカーυその他の書ྨ等用にมػ
に対者͝とにҟなるものとなるように記載等
されたެ的なූ号のうͪ、ݸ人ใ保護法施行令
（以下「令」という。）で定めるものをいう。）がؚ
まれるもの

　（2）　「要ྀݸ人ใ」とは、本人の人छ、৴条、ࣾ ձ
的分、පྺ、犯ࡑのྺܦ、犯ࡑによる被害の事࣮
その他本人に対するෆ当なࠩ別、ภ見その他のෆ
利ӹが生じないようにその取りѻいに特にྀを
要するものとして令で定める記ड़等がؚまれる
。人ใをいうݸ

人ใをؚݸ、とは「人ใσーλϕース等ݸ」　（3）　
Ήใのू合であって、ݸ人ใをిػࢉܭࢠ
を用いて検ࡧすることができるようにମܥ的に構
成したもの、又はݸ人ใをா簿等にҰ定の規則
で理することにより༰қに検ࡧすることができ
るようにମܥ的に構成したもの（利用ํ法からみ
てݸ人のݖ利利ӹを害するおそれがগないものを
除く。）をいう。

人ใσーλϕース等をݸ、とは「人σーλݸ」　（4）　
構成するݸ人ใをいう。

　（5）　「保༗ݸ人σーλ」とは、本学が、։ࣔ、内༰のగ
正、Ճ又は除、利用のఀ止、消ڈ及び第三者へ
の提ڙのఀ止を行うことのできるݖ限を༗するݸ
人σーλをいう。

　（�）　「Ծ໊Ճใ」とは、当該ݸ人ใにؚまれる
記ड़等のҰ部を除したりݸ人ࣝ別ූ号のશ部を
除することにより他のใとর合しない限り特
定のݸ人をࣝ別することができないようにݸ人
ใをՃして得られるݸ人に関するใをいう。

　（�）　「ಗ໊Ճใ」とは、特定のݸ人をࣝ別するこ
とができないようにݸ人ใにؚまれる記ड़のҰ
部を除したりݸ人ࣝ別ූ号のશ部を除したり
して得られるݸ人に関するใであって、当該ݸ
人ใを෮ݩできないようにしたものをいう。

　（8）　「学ज़ػڀݚ関等」とは、本学その他の学ज़ڀݚ
を目的とするػ関एしくはஂମ又はそれらのଐす
る者をいう。

（責　　務）
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第３条　本学は、ݸ人ใ保護の重要ੑを十分に認ࣝし、
利や利ӹ及びϓϥݖ人のݸ人ใの取りѻいにうݸ
Πόシーの৵害の防止に関し、必要なા置をߨじるよ
う努めなければならない。
２　理事、事、ධٞ員及び教職員は、職務等によりり
得たݸ人ใを、故意又は過失により、࿙えいし、໓失
しएしくはᆝ損し、又はෆ当な目的に利用してはなら
ない。そのҐを退いたޙにおいてもಉ様とする。
３　本学は、学生に対して、ݸ人ใの適正な取りѻいに
つき、適に指ಋ及び׆ൃܒ動を行うことに努めるも
のとする。

（学ज़ڀݚにおける適用除֎）
第４条　この規程は、本学が学ज़ڀݚの用にڙする目的
でݸ人ใ及びݸ人σʵλを取りѻう場合であって、
次の各号に༲げる場合には適用しない（ݸ人のݖ利利
ӹをෆ当に৵害するおそれがある場合を除く。）。
　（1）　あらかじめ本人のಉ意を得ることなく、特定さ

れた利用目的のୡ成に必要なൣғを超えてݸ人
ใを取りѻうことができる場合として次に掲げる
もの（第̔条第１項、２項の例֎）

　　　Ξ　本学がݸ人ใを学ज़ڀݚ目的で取りѻう必
要があるとき。

　　　Π　学ज़ػڀݚ関等にݸ人σーλを提ڙする場合
であって、当該学ज़ػڀݚ関等が当該ݸ人σー
λを学ज़ڀݚ目的で取りѻう必要があるとき。

　（2）　あらかじめ本人のಉ意を得ることなく、要ྀ
人ใを取得することができる場合として次にݸ
掲げるもの（第̔条第２項の例֎）

　　　Ξ　本学が要ྀݸ人ใを学ज़ڀݚ目的で取り
ѻう必要があるとき。

　　　Π　本学とڞಉして学ज़ڀݚを行う学ज़ػڀݚ関
等から要ྀݸ人ใを取得する場合であっ
て、当該要ྀݸ人ใを学ज़ڀݚ目的で取得
する必要があるとき。

　（3）　あらかじめ本人のಉ意を得ることなく、ݸ人
σーλを第三者に提ڙすることができる場合とし
て次に掲げるもの（第18条第１項の例֎）

　　　Ξ　ݸ人σーλの提ڙが学ज़ڀݚの成Ռのެද又
は教तのためやΉを得ないとき。

　　　Π　本学とڞಉして学ज़ڀݚを行う学ज़ػڀݚ関
等へݸ人σーλを学ज़ڀݚ目的で提ڙする必要
があるとき。

　　　　当該第三者が学ज़ػڀݚ関等である場合で
あって、当該第三者が当該ݸ人σーλを学ज़目
的で取りѻう必要があるとき。

２　本学は、学ज़ڀݚ目的で行うݸ人ใの取りѻいに
ついて、この規則を९守するとともに、その適正を֬保
するために必要なા置を自らߨじ、かつ、当該ા置の内
༰をެදするよう努めなければならない。
３　前項のほか、学ज़ڀݚの用にڙする目的でݸ人ใ
を取りѻう場合に関するৄࡉは、別に定める。

ɹɹɹ第２ষɹݸਓใͷऔಘɺ利用
（適正取得・適正利用）
第５条　本学は、適法かつ૬当な手ஈによりݸ人ใを
取得しなければならない。
２　本学は、違法又はෆ当な行ҝをॿし、又は༠ൃする
おそれがあるํ法によりݸ人ใを利用してはならな
い。

（利用目的の特定、通又はެද）
第６条　本学は、ݸ人ใを取得するにあたっては、その
利用目的をできる限り特定しなければならない。
２　前項により特定した利用目的は、あらかじめެදす
ることを原則とするが、やΉを得ない場合は、取得ޙ
やかに本人に通、又はެදしなければならない。
３　前項の規定にかかわらず、本人から書໘（$%、録
Իテーϓ、XFC入ྗ等をؚΉ。）に記載された当該本人
のݸ人ใを取得する場合は、あらかじめ（人の生໋、
ମ又は財࢈の保護のためにٸۓに必要がある場合は
事ޙやかに）、本人に対しその利用目的を໌ࣔしなけ
ればならない。
４　前２項の規定は、次に掲げる場合については、適用し
ない。

（1）　利用目的を本人に通し、又はެදすることによ
り、本人एしくは第三者の生໋、ମ、財࢈その他の
ݖ利利ӹを害するおそれがある場合、又は本学のݖ
利एしくは正当な利ӹを害するおそれがある場合

ମが法令の定める事務をஂڞ関又はํެػのࠃ　（2）
行することに対してྗڠする必要がある場合で
あって、利用目的を本人に通し、又はެදすること
により当該事務の行に支োを及΅すおそれがある
とき。

（3）　取得のঢ়گからみて利用目的が໌らかであると認
められる場合

（利用目的の制限、มߋ）
第７条　取得したݸ人ใは、特定した利用目的のൣғ
内で利用しなければならない。
２　利用目的をมߋする場合には、มߋ前の利用目的と
関࿈ੑを༗すると合理的に認められるൣғ内で行い、
มߋされた利用目的について、本人に通し、又はެද
しなければならない。
３　前２項の規定による利用目的のൣғを超えて、他の
目的で利用する場合は、次に掲げる場合を除き、あらか
じめ本人のಉ意を得なければならない。

（1）　法令に基づく場合
（2）　人の生໋、ମ又は財࢈の保護のために必要があ

る場合であって、本人のಉ意を得ることがࠔ難であ
るとき。

（3）　ެऺӴ生の্又は学生等の݈શなҭ成のਪਐの
ために特に必要がある場合であって、本人のಉ意を
得ることがࠔ難であるとき。

ମ等が法令の定める事務を行すஂڞやํެࠃ　（4）
ることに対してྗڠする必要がある場合であって、
本人のಉ意を得ることにより当該事務の行に支ো
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を及΅すおそれがあるとき。
（要ྀݸ人ใの取得）
第８条　要ྀݸ人ใは、合理的な理由がない限り取
得しないように努めるものとする。
２　要ྀݸ人ใを取得するときは、次に掲げる場合
を除き、あらかじめ本人のಉ意を得なければならない。

（1）　前条第３項各号に該当する場合
（2） 当該要ྀݸ人ใが、本人、ࠃのػ関、ํެڞ

ஂମ、学ज़ػڀݚ関等によりެ։されている場合
（3）　本人を目ࢹし、又はࡱӨすることにより、その֎ܗ

্໌らかな要ྀݸ人ใを取得する場合
（4）　第18条第４項各号に該当する場合において、要

。を受けるときڙ人ใの提ݸྀ

ɹɹɹ第３ষɹݸਓσʔλͷ҆શ管理
（適正な管理）
第９条　本学は、利用目的のୡ成に必要なൣғ内におい
て、ݸ人σーλを正֬かつ࠷新の内༰に保つとともに、
利用する必要がなくなったときは、当該ݸ人σーλを
なく消ڈするよう努めなければならない。
２　本学は、取りѻうݸ人σーλの࿙えい、໓失又はᆝ損
の防止その他のݸ人σーλの҆શ管理のために必要か
つ適なા置をߨじなければならない。

（人ใ保護管理者ݸ）
第��条　本学は、ݸ人ใの保護・管理に関して、別ද
に掲げるݸ人ใ保護管理者（以下「管理者」という。）
を置く。
２　管理者は、本学の学校、จ学部、ࣃ学部、短大部
、図書館、පӃ、保݈ηϯλー所及び入ࢼηϯ
λー所ฒびに事務局の総務部、財務部、学生支援
事務部及び入ࢼηϯλー事務部をもってॆてる。
３　管理者は、所管するۀ務のൣғ内におけるݸ人σー
λを総ׅ的に管理するとともに、各部ॺでݸ人ใを
取りѻう者（以下「取ѻ୲当者」という。）に対し、当該ݸ
人ใの҆શ管理が図られるよう、必要かつ適な
ಜを行わなければならない。

（人ใ保護ҕ員ձݸ）
第��条　ݸ人ใの保護を適正に行うため、本学に総持学
園ݸ人ใ保護ҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）を置く。
２　ҕ員ձは、別දに掲げる部ձを置く。
３　ҕ員ձについては、別に定める。
（ใηΩϡϦテΟ）
第��条　ใ࢈ࢿશൠにるใηΩϡϦテΟの管理・
運用については、別に定める。

（人σーλの管理ݸ）
第��条　管理者は、所管する部ॺの保༗するݸ人σーλ
を適正に管理するため、次の事項を記録したݸ人σー
λ管理台ாを࡞成し、所管の事務ࣨに備え置く。
人ใσーλϕース等の໊শݸ　（1）　
人σーλからࣝ別される本人のଐੑ等ݸ　（2）　
人σーλの項目ݸ　（3）　
　（4）　利用目的

　（5）　取ѻ部ॺ及び୲当者
人σーλの保管期間（法令等で定める）ݸ　（�）　
　（�）　その他必要な事項　
２　各部ॺの取ѻ୲当者は、ݸ人σーλの取ѻঢ়گを֬
認するため、ݸ人σーλ取ѻ記録簿	ి࣓的記録ഔମを
ؚΉ）を࡞成し、次の事項を記録しなければならない。
گ人ใσーλϕース等の利用・出ྗঢ়ݸ　（1）　
人σーλが記載又は記録された書ྨ・ഔମ等ݸ　（2）　

の持出しঢ়گ
ҕୗした場）گ除・ഇ棄のঢ়人σーλ等のݸ　（3）　

合の消ڈ・ഇ棄を証໌する記録をؚΉ。）
人ใσーλϕース等をใシステϜで取りݸ　（4）　

ѻう場合、取ѻ୲当者のใシステϜの利用ঢ়گ
（ϩάΠϯ࣮、ΞΫηスϩά等）

３　管理者は、定期的又はྟ時にݸ人σーλの管理ঢ়گ
及び取ѻঢ়گを֬認しなければならない。

（ใ࿙えいへの対Ԡ）
第��条　取ѻ୲当者は、ݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し
た場合又はそのおそれがある場合は、ͪに管理者に
ใࠂしなければならない。
２　前項のใࠂを受けた管理者は、ҕ員ձҕ員にใࠂ
するとともに、必要にԠじて、次のા置をߨじることと
する。
　（1）　事࣮関のௐࠪ及び原Ҽの໌ڀ
　（2）　Өൣڹғの特定
　（3）　Өڹを受ける可ੑのある本人への࿈བྷ
の検౼及び࣮施ࡦ防止ൃ࠶　（4）　
　（5）　事࣮関及びൃ࠶防止ࡦ等のެද
３　本学は、ݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し、ݸ人のݖ利
利害を害するおそれが大きいものとして次に掲げる事
ଶが生じたときは、当該事ଶをったޙ、やかにݸ人
ใ保護ҕ員ձ（内ֳ֎局）及びจ部Պ学লにใࠂし
なければならない。
　（1）　要ྀݸ人ใがؚまれるݸ人σーλ（ߴ度な

҉号Խその他のݸ人のݖ利利ӹを保護するために
必要なા置をߨじたものを除く。以下ಉじ。）の࿙
えい、໓失एしくはᆝ損

　（2）　ෆ正に利用されることにより財࢈的被害が生じ
るおそれがあるݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し、
又はൃ生したおそれがある事ଶ

　（3）　ෆ正の目的をもって行われたおそれがあるݸ人
σーλの࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれ
がある事ଶ

る本人の数がઍ人を超える࿙え人σーλにݸ　（4）　
い等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある事ଶ

４　前項の場合におけるใࠂ事項は、次に掲げるものと
する。
　（1）　֓要
　（2）　࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある

人σーλの項目ݸ
　（3）　࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある

る本人の数人σーλにݸ
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を及΅すおそれがあるとき。
（要ྀݸ人ใの取得）
第８条　要ྀݸ人ใは、合理的な理由がない限り取
得しないように努めるものとする。
２　要ྀݸ人ใを取得するときは、次に掲げる場合
を除き、あらかじめ本人のಉ意を得なければならない。

（1）　前条第３項各号に該当する場合
（2） 当該要ྀݸ人ใが、本人、ࠃのػ関、ํެڞ

ஂମ、学ज़ػڀݚ関等によりެ։されている場合
（3）　本人を目ࢹし、又はࡱӨすることにより、その֎ܗ

্໌らかな要ྀݸ人ใを取得する場合
（4）　第18条第４項各号に該当する場合において、要

。を受けるときڙ人ใの提ݸྀ

ɹɹɹ第３ষɹݸਓσʔλͷ҆શ管理
（適正な管理）
第９条　本学は、利用目的のୡ成に必要なൣғ内におい
て、ݸ人σーλを正֬かつ࠷新の内༰に保つとともに、
利用する必要がなくなったときは、当該ݸ人σーλを
なく消ڈするよう努めなければならない。
２　本学は、取りѻうݸ人σーλの࿙えい、໓失又はᆝ損
の防止その他のݸ人σーλの҆શ管理のために必要か
つ適なા置をߨじなければならない。

（人ใ保護管理者ݸ）
第��条　本学は、ݸ人ใの保護・管理に関して、別ද
に掲げるݸ人ใ保護管理者（以下「管理者」という。）
を置く。
２　管理者は、本学の学校、จ学部、ࣃ学部、短大部
、図書館、පӃ、保݈ηϯλー所及び入ࢼηϯ
λー所ฒびに事務局の総務部、財務部、学生支援
事務部及び入ࢼηϯλー事務部をもってॆてる。
３　管理者は、所管するۀ務のൣғ内におけるݸ人σー
λを総ׅ的に管理するとともに、各部ॺでݸ人ใを
取りѻう者（以下「取ѻ୲当者」という。）に対し、当該ݸ
人ใの҆શ管理が図られるよう、必要かつ適な
ಜを行わなければならない。

（人ใ保護ҕ員ձݸ）
第��条　ݸ人ใの保護を適正に行うため、本学に総持学
園ݸ人ใ保護ҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）を置く。
２　ҕ員ձは、別දに掲げる部ձを置く。
３　ҕ員ձについては、別に定める。
（ใηΩϡϦテΟ）
第��条　ใ࢈ࢿશൠにるใηΩϡϦテΟの管理・
運用については、別に定める。

（人σーλの管理ݸ）
第��条　管理者は、所管する部ॺの保༗するݸ人σーλ
を適正に管理するため、次の事項を記録したݸ人σー
λ管理台ாを࡞成し、所管の事務ࣨに備え置く。
人ใσーλϕース等の໊শݸ　（1）　
人σーλからࣝ別される本人のଐੑ等ݸ　（2）　
人σーλの項目ݸ　（3）　
　（4）　利用目的

　（5）　取ѻ部ॺ及び୲当者
人σーλの保管期間（法令等で定める）ݸ　（�）　
　（�）　その他必要な事項　
２　各部ॺの取ѻ୲当者は、ݸ人σーλの取ѻঢ়گを֬
認するため、ݸ人σーλ取ѻ記録簿	ి࣓的記録ഔମを
ؚΉ）を࡞成し、次の事項を記録しなければならない。

گ人ใσーλϕース等の利用・出ྗঢ়ݸ　（1）　
人σーλが記載又は記録された書ྨ・ഔମ等ݸ　（2）　

の持出しঢ়گ
ҕୗした場）گ除・ഇ棄のঢ়人σーλ等のݸ　（3）　

合の消ڈ・ഇ棄を証໌する記録をؚΉ。）
人ใσーλϕース等をใシステϜで取りݸ　（4）　

ѻう場合、取ѻ୲当者のใシステϜの利用ঢ়گ
（ϩάΠϯ࣮、ΞΫηスϩά等）

３　管理者は、定期的又はྟ時にݸ人σーλの管理ঢ়گ
及び取ѻঢ়گを֬認しなければならない。

（ใ࿙えいへの対Ԡ）
第��条　取ѻ୲当者は、ݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し
た場合又はそのおそれがある場合は、ͪに管理者に
ใࠂしなければならない。

２　前項のใࠂを受けた管理者は、ҕ員ձҕ員にใࠂ
するとともに、必要にԠじて、次のા置をߨじることと
する。

　（1）　事࣮関のௐࠪ及び原Ҽの໌ڀ
　（2）　Өൣڹғの特定
　（3）　Өڹを受ける可ੑのある本人への࿈བྷ
の検౼及び࣮施ࡦ防止ൃ࠶　（4）　
　（5）　事࣮関及びൃ࠶防止ࡦ等のެද
３　本学は、ݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し、ݸ人のݖ利
利害を害するおそれが大きいものとして次に掲げる事
ଶが生じたときは、当該事ଶをったޙ、やかにݸ人
ใ保護ҕ員ձ（内ֳ֎局）及びจ部Պ学লにใࠂし
なければならない。

　（1）　要ྀݸ人ใがؚまれるݸ人σーλ（ߴ度な
҉号Խその他のݸ人のݖ利利ӹを保護するために
必要なા置をߨじたものを除く。以下ಉじ。）の࿙
えい、໓失एしくはᆝ損

　（2）　ෆ正に利用されることにより財࢈的被害が生じ
るおそれがあるݸ人σーλの࿙えい等がൃ生し、
又はൃ生したおそれがある事ଶ

　（3）　ෆ正の目的をもって行われたおそれがあるݸ人
σーλの࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれ
がある事ଶ

る本人の数がઍ人を超える࿙え人σーλにݸ　（4）　
い等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある事ଶ

４　前項の場合におけるใࠂ事項は、次に掲げるものと
する。

　（1）　֓要
　（2）　࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある

人σーλの項目ݸ
　（3）　࿙えい等がൃ生し、又はൃ生したおそれがある

る本人の数人σーλにݸ
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　（4）　原Ҽ
　（5）　ೋ次被害又はそのおそれの༗無及びその内༰
　（�）　本人への対Ԡの࣮施ঢ়گ
　（�）　ެදの࣮施ঢ়گ
防止のためのા置ൃ࠶　（8）　
　（9）　その他ߟࢀとなる事項
５　第３項の場合において、本学は、当該事ଶをった日
から30日以内（当該事ଶが第３項第３号に定めるもの
である場合にあっては�0日以内）に、当該事ଶに関す
る前項各号に定める事項をݸ人ใ保護ҕ員ձ（内ֳ
֎局）にใࠂしなければならない。
６　本学は、第３項に定める事ଶをったޙ、当該事ଶの
ঢ়گにԠじてやかに、当該本人のݖ利利ӹを保護す
るために必要なൣғにおいて、本人に対し、前項第１
号、第２号、第４号、第５号及び第̕号に定める事項を通
しなければならない。ただし、本人への通がࠔ難な
場合であって、本人のݖ利利ӹを保護するため必要な
これに代わるきા置をとるときは、この限りでない。

（理的・ٕज़的҆શ管理ા置）
第��条　入退ࣨ者によるෆ正行ҝ等の防止のための
理的҆શ管理ા置及びใシステϜからの࿙えい等の
防止のためのٕज़的҆શ管理ા置については、別に定
める。

ɹɹɹ第４ষɹݸਓσʔλͷҕୗɺڞಉ利用ɺ第ऀࡾఏڙ
（ҕ　　ୗ）
第��条　本学が利用目的のୡ成に必要なൣғ内で、ݸ人
σーλの取りѻいのશ部又はҰ部を֎部ۀ者等にҕୗ
する場合には、ݸ人σーλを提ڙすることができる。
２　前項の場合、本学は、当該ݸ人σーλの҆શ管理が図
られるよう、ҕୗ先に対する必要かつ適なಜを行
わなければならない。
３　前項のಜのため、本学は、ҕୗ先のબ定にあたっ
て、ҕୗ先のۀ務・管理ମ制、規程備等のঢ়گの֬認
（必要にԠじݸ人σーλの取ѻ場所でのݱ֬認等）を
し、ݸ人σーλの҆શ管理ા置が十分になされること
を֬認するものとする。
４　第２項のಜのため、ҕୗ先とక݁するҕୗܖに、
次の事項をり込Ήものとする。
　（1）　ҕୗ先におけるݸ人σーλを取りѻう者の໌֬

Խに関する事項
　（2）　ҕୗ先においてߨずき҆શ管理ા置の内༰
のൣғ内のものをܖҕୗ）人σーλのՃݸ　（3）　

除く。）、改͟Μ、ෳࣸ又はෳ（҆શ管理্必要な
όッΫΞッϓを目的とするもの等ҕୗܖൣғ内
のものを除く。）のې止

　（4）　ҕୗ先のൿີの保持に関する事項
　（5） ҕୗされたݸ人σーλの࠶ҕୗの可൱及び条݅

等に関する事項
　（�） ҕୗܖऴྃޙのݸ人σーλのฦ٫又はҕୗ先

におけるഁ棄एしくは除に関する事項
　（�） ҕୗܖ内༰が९守されなかった場合の損害賠

償その他のા置に関する事項
　（8） ҕୗ先においてݸ人σーλの࿙えい事故等がൃ

生した場合のใٛࠂ務及び責任に関する事項
　（9） ҕୗܖ期間等に関する事項
５　管理者は、ҕୗܖの内༰の࣮施ঢ়گをѲするた
め、ҕୗ先に対し定期的又はྟ時的にࠪ等を行うこ
ととする。

（ಉ利用ڞ）
第��条　本学は、ݸ人σーλを特定の者との間でڞಉし
て利用する場合には、当該特定の者にݸ人σーλを提
。することができるڙ
２　前項の場合において、本学は、次に掲げる事項を、あ
らかじめ本人に通し、又は本人が༰қにり得るঢ়
ଶに置かなければならない。
ࢫಉ利用するڞ人σーλをݸ　（1）　
人σーλの項目ݸಉ利用するڞ　（2）　
ಉ利用する者のൣғڞ　（3）　
ಉ利用する者の利用目的ڞ　（4）　
人σーλの管理について責任をݸಉ利用するڞ　（5）　

༗する者の໊ࢯ又は໊শ及びॅ所ฒびに法人に
あっては、その代ද者の໊ࢯ

（第三者への提ڙ）
第��条　本学は、第̓条第３項各号に該当する場合を除
き、あらかじめ本人のಉ意を得ないで、ݸ人σーλを第
三者に提ڙしてはならない。
２　前項の規定にかかわらず、次に掲げる事項について、
あらかじめ本人に通し、又は本人が༰қにり得る
ঢ়ଶに置くとともに、ݸ人ใ保護ҕ員ձ（内ֳ֎
局）へ届け出たとき（以下「ΦϓτΞτ」という。）は、
当該ݸ人σーλを第三者に提ڙすることができる。な
お、ݸ人ใ保護ҕ員ձ	内ֳ֎局）への届出は、ి ࢠ
ใ処理৫を用するか、又は所定の届出書及びそ
の記載事項を記録したޫσΟスΫを提出することによ
り行う。　
　（1）　本学の໊শ、ॅ 所、理事の໊ࢯ
　（2）　第三者への提ڙを利用目的とすること。
　（3）　第三者に提ڙされるݸ人σーλの項目
　（4）　第三者に提ڙされるݸ人σーλ取得のํ法
　（5）　第三者への提ڙの手ஈ又はํ法
　（�） 本人のٻめにԠじて当該本人がࣝ別されるݸ人

σーλの第三者への提ڙをఀ止すること。
　（�）　本人のٻめを受け付けるํ法
　（8） 第三者に提ڙされるݸ人σーλのߋ新のํ法　
　（9） 当該届出にるݸ人σーλの第三者への提ڙを

։࢝する༧定日　
３　前項の規定は、次に掲げる事項については、適用しな
い。
　（1）　要ྀݸ人ใ
　（2） ِりその他ෆ正の手ஈにより取得されたݸ人

σーλ
　（3） 他のݸ人ใ取ѻ事ۀ者からΦϓτΞτ規定

により提ڙされたݸ人σーλ（そのશ部又はҰ部
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をෳ・ՃしたものをؚΉ。）
４　次に掲げる場合は、第三者提ڙに該当しない。
　（1） 第1�条の定めによるҕୗにってݸ人σーλを

提ڙする場合
　（2） ڞ人σーλを本学が定める特定の者との間でݸ

ಉして利用する場合であって、そのࢫฒびにڞಉ
して利用されるݸ人σーλの項目、ڞಉして利用
する者のൣғ、利用する者の利用目的及び当該ݸ
人σーλの管理について責任を༗する者の໊ࢯ又
は໊শについて、あらかじめ本人に通し、又は本
人が༰қにり得るঢ়ଶに置いているとき

　（3）　合ซその他の事由による事ۀのঝܧにってݸ
人σーλを提ڙする場合

５　前項第２号に規定する利用する者の利用目的又はݸ
人σーλの管理について責任を༗する者の໊ࢯएしく
は໊শをมߋする場合は、มߋする内༰について、あら
かじめ、本人に通し、又は本人が༰қにり得るঢ়ଶ
に置かなければならない。
６　本学が、学生等に関するݸ人σーλをಉ૭ձ、学事
第̓条第３	するڙを行うஂମその他の第三者に提ۀ
項各号に該当する場合を除く。
場合は、当該提ڙ先に
おいて、ݸ人σーλの提ڙする目的以֎での利用、他の
者への࠶提ڙ、ෳࣸෳ、改͟Μ、࿙えい、盗用等がなさ
れないように、適なા置をߨじなければならない。
、人に関するใであってݸ人関࿈ใ（生ଘするݸ　̓
ใのいずれにใ及びಗ໊Ճ人ใ、Ծ໊Ճݸ
も該当しないものをいう。）の第三者提ڙについては、
先に対しڙ前に提ڙ人ใ保護法の定めにैい、提ݸ
て必要事項を֬認しなければならない。

（の制限ڙの第三者への提ࠃ֎）
第��条　本学は、֎ࠃにある第三者にݸ人σーλを提ڙ
する場合には、第̓条第３項各号に該当する場合を除
き、あらかじめ֎ࠃにある第三者への提ڙを認めるࢫ
の本人のಉ意を得なければならない。この場合におい
て、前条の規定は適用しない。
２　本学と֎ࠃにある第三者との間で当該第三者におけ
るݸ人σーλの取りѻいについて、適かつ合理的な
ํ法により、ݸ人ใ保護法のझࢫにԊったા置の࣮
施が֬保されていること。
ࠃる人ใの取りѻいにݸ、にある第三者がࠃ֎　３
際的なみに基づく設定をうけていること。

（第三者への提ڙにる記録の࡞成等）
第��条　ݸ人σーλを第三者（ࠃのػ関、ํެஂڞମ、
ಠཱ行法人等、ํಠཱ行法人からの提ڙ及び法
令に基づくものを除く。）へ提ڙしたとき（第̓条第３
項各号に該当する場合又は18条第４項各号に該当す
る場合を除く。）には、管理者は、次の事項に関する記録
を࡞成しなければならない。ただし、本学が本人に対す
る又はαーϏスの提ڙに関࿈して当該本人のݸ人
σーλを第三者へ提ڙする場合において当該提ڙに関
して࡞成されたܖ書等に次の事項が記載されている
ときは、当該ܖ書等で代替可とし、また、طに記録

されている事項と内༰がಉҰのものについては、当該
事項の記録をলུすることができる。
　（1） 本人のಉ意を得ているࢫ（第18条第２項の規定に

よりݸ人σーλを提ڙした場合は提ڙした年月日）
　（2）　当該第三者の໊ࢯ又は໊শ及びॅ所ฒびに法人

にあっては、その代ද者のࢯ （໊ෆ特定かつଟ数の
者に対して提ڙしたときは、そのࢫ）

　（3）　当該ݸ人σーλによってࣝ別される本人の໊ࢯ
その他の当該本人を特定するにりる事項

　（4）　当該ݸ人σーλの項目
２　前項の記録は、ݸ人σーλを第三者に提ڙした度、
やかに࡞成しなければならない。ただし、ݸ人σーλ
を第三者にܧ続的にएしくは反෮して提ڙしたとき、
又はその࣮֬な見込みがあるときは、Ұׅして࡞成す
ることができる。
３　本学は、前２項により࡞成した記録を、次の各号にԠ
じて保ଘしなければならない。
　（1） 第１項ただし書きに基づきܖ書等で記録に代

えた場合、ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを行った日か
らࢉىして１年をܦ過する日まで

　（2） 前項ただし書きに基づきҰׅして記録を࡞成し
た場合、ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを行った日から
過する日までܦして３年をࢉى

　（3） 前２号以֎の場合、当該記録を࡞成した日から
３年間

４　本人は、第１項の記録について、։ࣔを請ٻすること
ができる。請ٻの手続については、第24条の規定を४
用する。

（第三者からの提ڙを受ける際の֬認等）
第��条　第三者（ࠃのػ関、ํެஂڞମ、ಠཱ行法人
等、ํಠཱ行法人からの提ڙ及び法令に基づくも
のを除く。）からݸ人σーλの提ڙを受けるに際して
は、管理者は、次の事項を֬認し、その取得ํ法が適法
なものであることを֬認しなければならない。ただし、
当該ݸ人σーλの提ڙが第�条第3項各号又は第18条
第４項各号に該当する場合は、この限りでない。
　（1） 当該第三者の໊ࢯ又は໊শ及びॅ所ฒびに法人

にあってはその代ද者
　（2） 当該第三者による当該ݸ人σーλの取得のܦҢ
２　前項によりݸ人σーλの提ڙを受けた場合、管理者
は、次の事項に関する記録を࡞成しなければならない。
ただし、本学が本人に対する又はαーϏスの提ڙに
関࿈して第三者からݸ人σーλの提ڙを受けた場合に
おいて当該提ڙに関して࡞成されたܖ書等に次の事
項が記載されているときは、当該ܖ書等で代替可と
し、また、طに記録されている事項と内༰がಉҰのもの
については、当該事項の記録をলུすることができる。
　（1） 本人のಉ意を得ているࢫ（第18条第２項の規定

によりݸ人σーλの提ڙを受けた場合はݸ人σー
λの提ڙを受けた年月日）

　（2） 前項各号に掲げる֬認事項
　（3）　当該ݸ人σーλによってࣝ別される本人の໊ࢯ
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をෳ・ՃしたものをؚΉ。）
４　次に掲げる場合は、第三者提ڙに該当しない。
　（1） 第1�条の定めによるҕୗにってݸ人σーλを

提ڙする場合
　（2） ڞ人σーλを本学が定める特定の者との間でݸ

ಉして利用する場合であって、そのࢫฒびにڞಉ
して利用されるݸ人σーλの項目、ڞಉして利用
する者のൣғ、利用する者の利用目的及び当該ݸ
人σーλの管理について責任を༗する者の໊ࢯ又
は໊শについて、あらかじめ本人に通し、又は本
人が༰қにり得るঢ়ଶに置いているとき

　（3）　合ซその他の事由による事ۀのঝܧにってݸ
人σーλを提ڙする場合

５　前項第２号に規定する利用する者の利用目的又はݸ
人σーλの管理について責任を༗する者の໊ࢯएしく
は໊শをมߋする場合は、มߋする内༰について、あら
かじめ、本人に通し、又は本人が༰қにり得るঢ়ଶ
に置かなければならない。
６　本学が、学生等に関するݸ人σーλをಉ૭ձ、学事
第̓条第３	するڙを行うஂମその他の第三者に提ۀ
項各号に該当する場合を除く。
場合は、当該提ڙ先に
おいて、ݸ人σーλの提ڙする目的以֎での利用、他の
者への࠶提ڙ、ෳࣸෳ、改͟Μ、࿙えい、盗用等がなさ
れないように、適なા置をߨじなければならない。
、人に関するใであってݸ人関࿈ใ（生ଘするݸ　̓
ใのいずれにใ及びಗ໊Ճ人ใ、Ծ໊Ճݸ
も該当しないものをいう。）の第三者提ڙについては、
先に対しڙ前に提ڙ人ใ保護法の定めにैい、提ݸ
て必要事項を֬認しなければならない。

（の制限ڙの第三者への提ࠃ֎）
第��条　本学は、֎ࠃにある第三者にݸ人σーλを提ڙ
する場合には、第̓条第３項各号に該当する場合を除
き、あらかじめ֎ࠃにある第三者への提ڙを認めるࢫ
の本人のಉ意を得なければならない。この場合におい
て、前条の規定は適用しない。
２　本学と֎ࠃにある第三者との間で当該第三者におけ
るݸ人σーλの取りѻいについて、適かつ合理的な
ํ法により、ݸ人ใ保護法のझࢫにԊったા置の࣮
施が֬保されていること。
ࠃる人ใの取りѻいにݸ、にある第三者がࠃ֎　３
際的なみに基づく設定をうけていること。

（第三者への提ڙにる記録の࡞成等）
第��条　ݸ人σーλを第三者（ࠃのػ関、ํެஂڞମ、
ಠཱ行法人等、ํಠཱ行法人からの提ڙ及び法
令に基づくものを除く。）へ提ڙしたとき（第̓条第３
項各号に該当する場合又は18条第４項各号に該当す
る場合を除く。）には、管理者は、次の事項に関する記録
を࡞成しなければならない。ただし、本学が本人に対す
る又はαーϏスの提ڙに関࿈して当該本人のݸ人
σーλを第三者へ提ڙする場合において当該提ڙに関
して࡞成されたܖ書等に次の事項が記載されている
ときは、当該ܖ書等で代替可とし、また、طに記録

されている事項と内༰がಉҰのものについては、当該
事項の記録をলུすることができる。

　（1） 本人のಉ意を得ているࢫ（第18条第２項の規定に
よりݸ人σーλを提ڙした場合は提ڙした年月日）

　（2）　当該第三者の໊ࢯ又は໊শ及びॅ所ฒびに法人
にあっては、その代ද者のࢯ （໊ෆ特定かつଟ数の
者に対して提ڙしたときは、そのࢫ）

　（3）　当該ݸ人σーλによってࣝ別される本人の໊ࢯ
その他の当該本人を特定するにりる事項

　（4）　当該ݸ人σーλの項目
２　前項の記録は、ݸ人σーλを第三者に提ڙした度、
やかに࡞成しなければならない。ただし、ݸ人σーλ
を第三者にܧ続的にएしくは反෮して提ڙしたとき、
又はその࣮֬な見込みがあるときは、Ұׅして࡞成す
ることができる。

３　本学は、前２項により࡞成した記録を、次の各号にԠ
じて保ଘしなければならない。

　（1） 第１項ただし書きに基づきܖ書等で記録に代
えた場合、ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを行った日か
らࢉىして１年をܦ過する日まで

　（2） 前項ただし書きに基づきҰׅして記録を࡞成し
た場合、ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを行った日から
過する日までܦして３年をࢉى

　（3） 前２号以֎の場合、当該記録を࡞成した日から
３年間

４　本人は、第１項の記録について、։ࣔを請ٻすること
ができる。請ٻの手続については、第24条の規定を४
用する。

（第三者からの提ڙを受ける際の֬認等）
第��条　第三者（ࠃのػ関、ํެஂڞମ、ಠཱ行法人
等、ํಠཱ行法人からの提ڙ及び法令に基づくも
のを除く。）からݸ人σーλの提ڙを受けるに際して
は、管理者は、次の事項を֬認し、その取得ํ法が適法
なものであることを֬認しなければならない。ただし、
当該ݸ人σーλの提ڙが第�条第3項各号又は第18条
第４項各号に該当する場合は、この限りでない。

　（1） 当該第三者の໊ࢯ又は໊শ及びॅ所ฒびに法人
にあってはその代ද者

　（2） 当該第三者による当該ݸ人σーλの取得のܦҢ
２　前項によりݸ人σーλの提ڙを受けた場合、管理者
は、次の事項に関する記録を࡞成しなければならない。
ただし、本学が本人に対する又はαーϏスの提ڙに
関࿈して第三者からݸ人σーλの提ڙを受けた場合に
おいて当該提ڙに関して࡞成されたܖ書等に次の事
項が記載されているときは、当該ܖ書等で代替可と
し、また、طに記録されている事項と内༰がಉҰのもの
については、当該事項の記録をলུすることができる。

　（1） 本人のಉ意を得ているࢫ（第18条第２項の規定
によりݸ人σーλの提ڙを受けた場合はݸ人σー
λの提ڙを受けた年月日）

　（2） 前項各号に掲げる֬認事項
　（3）　当該ݸ人σーλによってࣝ別される本人の໊ࢯ
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その他の当該本人を特定するにりる事項
　（4） 当該ݸ人σーλの項目
　（5）　第18条第２項の規定によりݸ人σーλの提ڙを

受けた場合は、ݸ人ใ保護ҕ員ձ（内ֳ֎局）
によるެදがされているࢫ

３　前項の記録は、第三者からݸ人σーλの提ڙを受け
た度、やかに࡞成しなければならない。ただし、第
三者からܧ続的にएしくは反෮してݸ人σーλの提ڙ
を受けたとき、又はその࣮֬な見込みがあるときは、Ұ
ׅして࡞成することができる。
４　本学は、前２項により࡞成した記録を、次の各号にԠ
じて保ଘしなければならない。
　（1） 第２項ただし書きに基づきܖ書等で記録に代

えた場合　ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを受けた日か
らࢉىし１年をܦ過する日まで

　（2） 前項ただし書きに基づきҰׅして記録を࡞成し
た場合　ޙ࠷にݸ人σーλの提ڙを受けた日から
過する日までܦして３年をࢉى

　（3） 前２号以֎の場合　当該記録を࡞成した日から
３年間

ɹɹɹ第５ষɹอ༗ݸਓσʔλͷ։ࣔɺగਖ਼ɺ利用ఀࢭ
（保༗ݸ人σーλの本人へのप）
第��条　本学は、保༗ݸ人σーλに関し、次に掲げる事
項を本人のり得るঢ়ଶ（本人のٻめにԠじてな
くճする場合をؚΉ。）に置くものとする。
　（1）　本学の໊শ
　（2） 保༗ݸ人σーλの利用目的（第６条第４項第１

号、第２号に該当する場合を除く。）
　（3）　保༗ݸ人σーλの利用目的の通請ٻ（次条）、

։ࣔ請ٻ（第24条）、గ正等の請ٻ（第25条）、又は
利用ఀ止等の請ٻ（第2�条）にԠじる手続（請ٻ等
にる手数料をؚΉ。）

　（4） 保༗ݸ人σーλの取りѻいに関するۤやい
合わせの申出先

（利用目的の通請ٻ）
第��条　本人は、自ݾに関する保༗ݸ人σーλの利用目
的の通を請ٻすることができる。請ٻは、代理人に
よってもすることができる。
２　前項の請ٻは、学生証、職員証、分証໌書、代理ݖを
༗することを証໌する書໘等により本人又は代理人で
あることを໌らかにし、本学の定める所定の請ٻ書（別
様式第1号）を、管理者に提出して行わなければならࢴ
ない。
３　本人又は代理人は、前項による請ٻにる手数料（１
݅につき300円）について、支払いにԠじなければなら
ない。
４　管理者は、第１項の請ٻを受けたときは、所定の通
書（別ࢴ様式第2号）とڞに、本人に対し、なく利用
目的を通しなければならない。ただし、次のいずれか
に該当する場合は、この限りでない。
　（1） 前条第２号の規定により保༗ݸ人σーλの利用

目的が໌らかな場合
　（2）　第６条第４項第１号、第２号に該当する場合
５　管理者は、ٻめられた保༗ݸ人σーλの利用目的を
通しないࢫのܾ定をしたときは、本人に対し、な
くそのࢫを通（別ࢴ様式第2号）しなければならない。

（保༗ݸ人σーλの։ࣔ請ٻ）
第��条　本人は、本学に対し、自ݾに関する保༗ݸ人
σーλの։ࣔを請ٻすることができる。請ٻは、代理人
によってもすることができる。
２　前項の請ٻは、前条第２項及び第３項に定める手続
に४じて行わなければならない。
３　本人は、当該保༗ݸ人σーλのి࣓的記録の提ڙに
よるํ法、書໘の交付によるํ法その他本学の定める
ํ法による։ࣔを請ٻすることができる。　
４　管理者は、第１項の請ٻを受けたときは、所定の通
書（別ࢴ様式第2号）とڞに、本人に対し、なく、前
項の規定により本人が請ٻしたํ法により、当該保༗
人σーλを։ࣔしなければならない。ただし、։ࣔすݸ
ることにより次のいずれかに該当する場合は、そのશ
部又はҰ部を։ࣔしないことができる。
　（1） 本人又は第三者の生໋、ମ、財࢈その他のݖ利

利ӹを害するおそれがある場合
　（2）　本学のۀ務の適正な࣮施にஶしい支োを及΅す

おそれがある場合
　（3）　他の法令に違反することとなる場合
５　管理者は、։ࣔをٻめられた保༗ݸ人σーλのશ部
又はҰ部の։ࣔにつき、必要にԠじて、ҕ員ձに付ٞ
し、意見をௌくことができる。
６　管理者は、保༗ݸ人σーλのશ部又はҰ部を։ࣔし
ないࢫのܾ定をしたとき、当該保༗ݸ人σーλがଘ在
しないとき、又は第３項による本人が請ٻしたํ法に
よる։ࣔがࠔ難であるとき、本人に対し、なく、そ
のࢫを通（別ࢴ様式第2号）しなければならない。

（保༗ݸ人σーλのగ正等）
第��条　本人は、本学に対し、自ݾに関する保༗ݸ人
σーλの内༰が事࣮でないときは、その内༰のగ正、
Ճ又は除（以下「గ正等」という。）を請ٻすることが
できる。請ٻは、代理人によってもすることができる。
２　前項の請ٻは、第23条第２項に定める手続に४じて
行わなければならない。ただし、第23条第３項に定め
る手数料は、ऩしない。
３　管理者は、第１項の請ٻを受けた場合には、なく
必要なௐࠪを行い、その݁Ռに基づき、当該保༗ݸ人
σーλの内༰のగ正等を行わなければならない。
４　管理者は、第１項の請ٻにる保༗ݸ人σーλのશ
部又はҰ部のగ正等を行ったとき、又はగ正等を行わ
ないࢫのܾ定をしたときは、本人に対し、なく、そ
のࢫを通（別ࢴ様式第2号）しなければならない。

（保༗ݸ人σーλの利用ఀ止等）
第��条　本人は、本学に対し、自ݾに関するݸ人σーλ
が次のいずれかに該当する場合は、その利用のఀ止、消
のఀ止（以下「利用ఀ止等」という。）ڙ又は第三者提ڈ
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（Ծ໊Ճใの࡞成等）
第��条　本学は、Ծ໊Ճใ（Ծ໊Ճใ σーλ
ϕース等を構成するものに限る。以下ಉじ。）を࡞成す
るときは、他のใとর合しない限り特定のݸ人をࣝ
別することができないようにするために必要なものと
してݸ人ใ保護ҕ員ձ規則で定める基४にैい、ݸ
人ใをՃしなければならない。
２　本学は、Ծ໊Ճใを࡞成したとき、又はԾ໊Ճ
ใ及び当該Ծ໊Ճใにる除ใ等（Ծ໊Ճ
除された記人ใからݸ成に用いられた࡞ใの
ड़等及びݸ人ࣝ別ූ号ฒびに前項の規定により行われ
たՃのํ法に関するใをいう。以下ಉじ。）を取得
したときは、除ใ等の࿙えいを防止するために必
要なものとしてݸ人ใ保護ҕ員ձ規則で定める基४
にैい、除ใ等の҆શ管理のためのા置をߨじな
ければならない。
３　本学は、法令に基づく場合を除くほか、特定された利
用目的のୡ成に必要なൣғを超えて、Ծ໊Ճใ（ݸ
人ใであるものに限る。以下ಉじ。）を取りѻっては
ならない。
４　Ծ໊Ճใについては、あらかじめその利用目的
をެදしている場合を除き、やかにその利用目的を
ެදしなければならない。
５　本学は、Ծ໊Ճใであるݸ人σーλ及び除
ใ等を利用する必要がなくなったときは、当該ݸ人
σーλ及び除ใ等をなく消ڈするよう努めな
ければならない。
６　本学は、法令に基づく場合を除くほか、Ծ໊Ճ
ใ（ݸ人ใでないものをؚΉ。）を第三者に提ڙして
はならない。
̓　本学は、Ծ໊Ճใを取りѻうに当たっては、当該
Ծ໊Ճใの࡞成に用いられたݸ人ใにる本人
をࣝ別するために、当該Ծ໊Ճใを他のใとর
合してはならない。
̔　本学は、Ծ໊Ճใを取りѻうに当たっては、ి 
をかけ、༣ศ等によりૹ付し、एしくはి࣓的ํ法を用
いてૹ৴し、又はॅډを๚するために、当該Ծ໊Ճ
ใにؚまれる࿈བྷ先その他のใを利用してはなら
ない。
̕　Ծ໊Ճใ、Ծ໊Ճใであるݸ人σーλ及び
Ծ໊Ճใである保༗ݸ人σーλについては、第̓
条、第14条第３項、第４項、第５項及び第22条から第
2�条までの規定は、適用しない。

（ಗ໊Ճใの࡞成等）
第��条　本学は、ಗ໊Ճใ（ಗ໊Ճใσーλ
ϕース等を構成するものに限る。以下ಉじ。）を࡞成す
るときは、特定のݸ人をࣝ別すること及びその࡞成に
用いるݸ人ใを෮ݩすることができないよう、当該
するものとする。この場合において、当人ใをՃݸ
該ಗ໊Ճใにؚまれるݸ人に関するใの項目を
ެදするものとする。

（ಗ໊Ճใの第三者提ڙ）

を請ٻすることができる。請ٻは、代理人によってもす
ることができる。
　（1） 第５条の規定に違反してෆ正の手ஈにより取得

されたものであるとき又はෆ適正なํ法により利
用されているとき。

　（2） 第̓条の規定に違反して目的֎利用されている
とき。

　（3） 第̔条の規定に違反して要ྀݸ人ใが取得
されているとき。

　（4） 第18条又は第19条の規定に違反して第三者に
提ڙされているとき。

　（5） 本学が利用する必要がなくなった場合
　（�） ࿙えい、໓失、ᆝ損等の事ଶがൃ生した場合
　（�） 本人のݖ利又は正当な利ӹが害されるおそれが

ある場合
２　請ٻの手続については、前条第２項の規定を४用する。
３　管理者は、第１項の請ٻを受け、その請ٻに理由があ
ると໌したときは、本人のݖ利利ӹの৵害を防止す
るために必要な限度で、なく、当該保༗ݸ人σーλ
の利用ఀ止等を行わなければならない。ただし、利用ఀ
止等にଟֹの費用を要するなど利用ఀ止等を行うこと
がࠔ難な場合は、本人のݖ利利ӹを保護するため、これ
に代わるきા置をとることができる。
４　管理者は、第１項の規定に基づきٻめられた保༗ݸ
人σーλのશ部又はҰ部について利用ఀ止等を行った
とき、又は利用ఀ止等を行わないࢫのܾ定をしたとき
は、本人に対し、なく、そのࢫを通（別ࢴ様式第2
号）しなければならない。

（ۤ処理）
第��条　本学は、ݸ人ใの取りѻいに関するۤの適
かつਝな処理に努めなければならない。
２　本人は、本学に対し、ݸ人ใの取りѻいに関する事
項についてෆがある場合は、ҕ員ձに対してෆの
申ཱてをすることができる。ただし、本人がະ成年者も
しくは成年被ޙ見人の場合は、代理人によっても、申ཱ
てをすることができる。
３　前項の申ཱてをする場合には、ใ主ମ本人である
ことを໌らかにし、所定の申ཱ書（別ࢴ様式第3号）に
必要な事項を記載して、当該管理者をܦて、ҕ員ձに提
出するものとする。代理人による申ཱての場合は、法定
代理ݖを証する書ྨを、ซせて提出するものとする。
４　ҕ員ձは、第２項の申ཱてがあったときは、やかに
必要なௐࠪを行うものとする。この場合において、ҕ員
ձは必要にԠじて、ෆ申ཱ人、当該ػ関・部ॺの教職
員その他関者の出੮をٻめ、意見ࠥはઆ໌をௌくこ
とができる。
５　ҕ員ձは、ௐࠪऴྃޙ、ෆ申ཱ人に対し、所定のճ
書（別ࢴ様式第4号）により、その݁Ռを通するも
のとする。

ɹɹɹ第６ষɹԾ໊Ճใٴͼಗ໊Ճใͷ࡞
ɹɹɹɹɹɹɹٴͼٛ
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（Ծ໊Ճใの࡞成等）
第��条　本学は、Ծ໊Ճใ（Ծ໊Ճใ σーλ
ϕース等を構成するものに限る。以下ಉじ。）を࡞成す
るときは、他のใとর合しない限り特定のݸ人をࣝ
別することができないようにするために必要なものと
してݸ人ใ保護ҕ員ձ規則で定める基४にैい、ݸ
人ใをՃしなければならない。

２　本学は、Ծ໊Ճใを࡞成したとき、又はԾ໊Ճ
ใ及び当該Ծ໊Ճใにる除ใ等（Ծ໊Ճ
除された記人ใからݸ成に用いられた࡞ใの
ड़等及びݸ人ࣝ別ූ号ฒびに前項の規定により行われ
たՃのํ法に関するใをいう。以下ಉじ。）を取得
したときは、除ใ等の࿙えいを防止するために必
要なものとしてݸ人ใ保護ҕ員ձ規則で定める基४
にैい、除ใ等の҆શ管理のためのા置をߨじな
ければならない。

３　本学は、法令に基づく場合を除くほか、特定された利
用目的のୡ成に必要なൣғを超えて、Ծ໊Ճใ（ݸ
人ใであるものに限る。以下ಉじ。）を取りѻっては
ならない。

４　Ծ໊Ճใについては、あらかじめその利用目的
をެදしている場合を除き、やかにその利用目的を
ެදしなければならない。

５　本学は、Ծ໊Ճใであるݸ人σーλ及び除
ใ等を利用する必要がなくなったときは、当該ݸ人
σーλ及び除ใ等をなく消ڈするよう努めな
ければならない。

６　本学は、法令に基づく場合を除くほか、Ծ໊Ճ
ใ（ݸ人ใでないものをؚΉ。）を第三者に提ڙして
はならない。

̓　本学は、Ծ໊Ճใを取りѻうに当たっては、当該
Ծ໊Ճใの࡞成に用いられたݸ人ใにる本人
をࣝ別するために、当該Ծ໊Ճใを他のใとর
合してはならない。

̔　本学は、Ծ໊Ճใを取りѻうに当たっては、ి 
をかけ、༣ศ等によりૹ付し、एしくはి࣓的ํ法を用
いてૹ৴し、又はॅډを๚するために、当該Ծ໊Ճ
ใにؚまれる࿈བྷ先その他のใを利用してはなら
ない。

̕　Ծ໊Ճใ、Ծ໊Ճใであるݸ人σーλ及び
Ծ໊Ճใである保༗ݸ人σーλについては、第̓
条、第14条第３項、第４項、第５項及び第22条から第
2�条までの規定は、適用しない。

（ಗ໊Ճใの࡞成等）
第��条　本学は、ಗ໊Ճใ（ಗ໊Ճใσーλ
ϕース等を構成するものに限る。以下ಉじ。）を࡞成す
るときは、特定のݸ人をࣝ別すること及びその࡞成に
用いるݸ人ใを෮ݩすることができないよう、当該
するものとする。この場合において、当人ใをՃݸ
該ಗ໊Ճใにؚまれるݸ人に関するใの項目を
ެදするものとする。

（ಗ໊Ճใの第三者提ڙ）

を請ٻすることができる。請ٻは、代理人によってもす
ることができる。
　（1） 第５条の規定に違反してෆ正の手ஈにより取得

されたものであるとき又はෆ適正なํ法により利
用されているとき。

　（2） 第̓条の規定に違反して目的֎利用されている
とき。

　（3） 第̔条の規定に違反して要ྀݸ人ใが取得
されているとき。

　（4） 第18条又は第19条の規定に違反して第三者に
提ڙされているとき。

　（5） 本学が利用する必要がなくなった場合
　（�） ࿙えい、໓失、ᆝ損等の事ଶがൃ生した場合
　（�） 本人のݖ利又は正当な利ӹが害されるおそれが

ある場合
２　請ٻの手続については、前条第２項の規定を४用する。
３　管理者は、第１項の請ٻを受け、その請ٻに理由があ
ると໌したときは、本人のݖ利利ӹの৵害を防止す
るために必要な限度で、なく、当該保༗ݸ人σーλ
の利用ఀ止等を行わなければならない。ただし、利用ఀ
止等にଟֹの費用を要するなど利用ఀ止等を行うこと
がࠔ難な場合は、本人のݖ利利ӹを保護するため、これ
に代わるきા置をとることができる。
４　管理者は、第１項の規定に基づきٻめられた保༗ݸ
人σーλのશ部又はҰ部について利用ఀ止等を行った
とき、又は利用ఀ止等を行わないࢫのܾ定をしたとき
は、本人に対し、なく、そのࢫを通（別ࢴ様式第2
号）しなければならない。

（ۤ処理）
第��条　本学は、ݸ人ใの取りѻいに関するۤの適
かつਝな処理に努めなければならない。
２　本人は、本学に対し、ݸ人ใの取りѻいに関する事
項についてෆがある場合は、ҕ員ձに対してෆの
申ཱてをすることができる。ただし、本人がະ成年者も
しくは成年被ޙ見人の場合は、代理人によっても、申ཱ
てをすることができる。
３　前項の申ཱてをする場合には、ใ主ମ本人である
ことを໌らかにし、所定の申ཱ書（別ࢴ様式第3号）に
必要な事項を記載して、当該管理者をܦて、ҕ員ձに提
出するものとする。代理人による申ཱての場合は、法定
代理ݖを証する書ྨを、ซせて提出するものとする。
４　ҕ員ձは、第２項の申ཱてがあったときは、やかに
必要なௐࠪを行うものとする。この場合において、ҕ員
ձは必要にԠじて、ෆ申ཱ人、当該ػ関・部ॺの教職
員その他関者の出੮をٻめ、意見ࠥはઆ໌をௌくこ
とができる。
５　ҕ員ձは、ௐࠪऴྃޙ、ෆ申ཱ人に対し、所定のճ
書（別ࢴ様式第4号）により、その݁Ռを通するも
のとする。

ɹɹɹ第６ষɹԾ໊Ճใٴͼಗ໊Ճใͷ࡞
ɹɹɹɹɹɹɹٴͼٛ
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1ɽ　શてのใ࢈ࢿやその取ѻいについては、ݸ人ใ
の保護に関する法、ෆ正ΞΫηス行ҝのې止等に関
する法、ஶݖ࡞法等の関法令やܖ事項を९守す
るとڞに、։ ・ൃ運用しているシステϜの҆શ・̓ 定運
用に努め、本学の「ใηΩϡϦテΟ規程」を९守しま
す。

2ɽ　ใシステϜのηΩϡϦテΟを৫的に管理運用
するため、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者（学）のもと、教職員
のׂと責任をใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼ
に定めます。

3ɽ　本学のใ࢈ࢿを以下の؍点で適に管理します。
するޚʜใ࿙えいを防止する、ΞΫηスを制ੑີػ・　
શੑʜ保༗するใが正֬であり、改͟Μされな・　
いঢ়ଶを保持する

　・可用ੑʜ許可された者が必要なときにいつでもใ
にΞΫηスできるようにする

4ɽ　શ教職員のใηΩϡϦテΟに関する意ࣝ改ֵを
ਪਐするため、必要な教ҭݚमを定期的、ܧ続的に࣮
施します。

5ɽ　ใηΩϡϦテΟのҡ持、ڧԽをਪਐするため、本学
の「ใηΩϡϦテΟ規程」のܧ続的改ળに努めます。

�ɽ　本学の「ใηΩϡϦテΟ規程」及び関法令に反
する行ҝには、厳正に対処します。　

　্記の取により、様ʑなใηΩϡϦテΟ্のڴҖ
から本学のใ࢈ࢿを守り、৴པの্に努めます。　
　　平成29年4月1日
　　　　　　　　鶴見大学・鶴見大学短期大学部 学

鶴見大学ɾ鶴見大学ظ大学෦
ใηΩϡϦςΟ規程
ʻରجࡦ४ʼ

1ɽ　目　　的
　鶴見大学・鶴見大学短期大学部及び鶴見大学短期大学
部附ଐ三দ༮ஓ園（以下、「本学」という。）が保༗するใ
するための্・શੑ及び可用ੑをҡ持、ੑີػの࢈ࢿ
対ࡦについて、९守すき行ҝやஅ等の基४を౷Ұ的
なϨϕルで定め、౷合的、ମܥ的かつ۩ମ的に取りまとめ
るため、本学のh ใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼ をɦ
。定するࡦ
　また、h αΠόーηΩϡϦテΟ基本法 （ɦ平成ೋ十年
法第ඦ࢛号）第8条では、「大学その他の教ҭػڀݚ関
は、基本理೦にのっとり、自主的かつੵۃ的にαΠόーη
ΩϡϦテΟの֬保、αΠόーηΩϡϦテΟにる人ࡐの
ҭ成ฒびにαΠόーηΩϡϦテΟに関するڀݚ及びその
成Ռのී及に努めるとともに、ࠃ又はํެஂڞମが࣮
施するαΠόーηΩϡϦテΟに関する施ࡦにྗڠするよ
う努めるものとする。」と定められている。このことから、
本規程では、本学のαΠόーηΩϡϦテΟに対する対ࡦ
の基४、および࣮施の責務を定めるものとする。

第��条　本学は、࡞成したಗ໊Ճใを第三者に提ڙ
するときは、あらかじめ、第三者に提ڙされるಗ໊Ճ
ใにؚまれるݸ人に関するใの項目及びその提ڙ
のํ法についてެදするとともに、当該第三者に対し
て、当該提ڙにるใがಗ໊Ճใであるࢫを໌
ࣔするものとする。

（ࣝ別行ҝのې止）
第��条　本学は、ಗ໊Ճใを取りѻうに当たっては、
当該ಗ໊Ճใの࡞成に用いられたݸ人ใにる本
人をࣝ別するために、当該ݸ人ใから除された記ड़
等एしくはݸ人ࣝ別ූ号एしくはಗ໊Ճใの࡞成に
おいて行われたՃのํ法に関するใを取得し、又は
当該ಗ໊Ճใを他のใとর合してはならない。

（҆શ管理ા置等）
第��条 本学は、ಗ໊Ճใの҆શ管理のために必要
かつ適なા置、当該ಗ໊Ճใの取りѻいに関す
るۤの処理その他の当該ಗ໊Ճใの適正な取り
ѻいを֬保するために必要なા置をߨじ、当該ા置の
内༰をެදするよう努める。

ɹɹɹ第７ষɹࡶɹɹ則
（その他）
第��条　この規程に定めるもののほか、ݸ人ใの取り
ѻいに関する事項については、ݸ人ใの保護に関す
る法（平成15年法第5�号）その他の関法令にै
うものとする。

（規程の改ഇ）
第��条　この規程の改ഇは、ҕ員ձのٞをܦるものとす
る。

　　　附　則
　１　この規程は、平成29年５月30日から施行する。
　２　この規程の施行にい、平成1�年４月１日施行の
学校法人総持学園ݸ人ใの保護に関する規程はഇ
止する。

　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月１日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、令和５年４月１日から施行する。

鶴見大学ɾ鶴見大学ظ大学෦
ใηΩϡϦςΟ規程
ʻجຊํʼ

　鶴見大学・鶴見大学短期大学部及び鶴見大学短期大学
部附ଐ三দ༮ஓ園（以下、本学という。）は、学生、教員、職
員に関する様ʑなใ࢈ࢿを事݅、事故から守ることを
目的に、શ教職員の意ࣝ改ֵに基づくશ৫的な取を
行い、適正なใ࢈ࢿの取ѻいを֬保し、ใηΩϡϦ
テΟのҡ持、্に努めます。
　このため、本学શ教職員により、以下の取を࣮施しま
す。
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��ᶅ所管するใシステϜ及びωッτϫーΫにる運用
等を行う。

��ᶆωッτϫーΫ及びใシステϜに関し、ϥΠηϯス
等のใをѲし、管理する。また、当該ใにมߋ
等が生じた場合は、やかに当該มߋ等にるՕ所
をम正するとともに、म正ཤྺを管理する。

��ᶇ所管するใシステϜにるใηΩϡϦテΟのҡ
持及び্を行う。

��ᶈ教職員のҭ成ํをܾ定し、教職員へのใηΩϡ
ϦテΟに関するݚमの受ߨを指ࣔする。

��（5）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ୲当者
��ᶃจ学部・短期大学部各学Պ、ࣃ学部各ࣨڀݚ・࠲ߨ、༮
ஓ園、附置ڀݚ所、各課・事務ࣨに୲当教職員を各1
໊置く。

��ᶄใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者の職務をิॿし
学内のใԽ事ۀのޮ的なਪਐおよびใηΩϡ
ϦテΟ্を行う。

��（�）教職員
��ᶃใηΩϡϦテΟ規程に定めた事項を९守する。
��ᶄ定められたݚम・܇࿅を受ߨする。
��ᶅ日常ۀ務において、छྨにかかわらずۀ務・ϓϩδΣ
Ϋτの࣮行時に、ใηΩϡϦテΟ対ࡦを৺がけ࣮
行する。

��（�）ใηΩϡϦテΟਪਐ事務局（ใηΩϡϦテΟに
関する౷Ұ的な૭ޱ）

��ᶃ総務部ใシステϜ課の職員が୲う。
��ᶄใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者にैい、ใ
ηΩϡϦテΟのਪਐに関する事務を行う。

��ᶅใηΩϡϦテΟに関する事故について、各部ॺよ
りใࠂを受けた場合には、そのঢ়گを֬認し、ใ
ωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者にใࠂを行わな
ければならない。

��ᶆใηΩϡϦテΟઓུの意ܾࢤ定が行われた際は、
その内༰を各部ॺに提ڙする。　

��3ɽ2　ใηΩϡϦテΟに関するҕ員ձ等
管理ҕ員ձػة（1）��
　　 重大なো害ൃ生等のٸۓ対Ԡ
��（2）鶴見大学ϚルνϝσΟΞҕ員ձ
　　 ใηΩϡϦテΟをڧԽするためのਪਐࡦのঝ認
　　 ใηΩϡϦテΟ規程及びใηΩϡϦテΟ࣮施
　　 手順に関する見しの࣮施
　　 ใηΩϡϦテΟに関するϦスΫϚωδϝϯτ、
　　 ৫の࿈ܞ、指ಋ
　　 ใηΩϡϦテΟਪਐମ制図
　　 ใηΩϡϦテΟ৫員の構成員とׂの֓要　
4ɽ　定　　ٛ
（1）ใシステϜ
�� 本学が保༗するใ࢈ࢿに関するۀ務にるίϯ
ϐϡーλシステϜ（ωッτϫーΫ、ϋーυΣΞ及び
ιϑτΣΞ）及び記録ഔମで構成され、処理を行う
。みをいう

（2）ใ࢈ࢿ

　本対ࡦ基४は、本学が保༗するใ࢈ࢿに関する、ۀ務
にܞわるશての教職員ฒびに֎部ҕୗ事ۀ者に対し、
ใηΩϡϦテΟのҡ持、ڧԽをଅすものである。
　ใηΩϡϦテΟ規程のମܥを以下とする。
　　h ใηΩϡϦテΟ規程ʻ基本ํʼʱ
　　h ใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼʱ
　なお、hใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼ をɦ࣮施す
る際に、۩ମ的な࣮施手順等を記したh ใηΩϡϦテΟ
࣮施手順 はɦ別途定めるものとする。
2ɽ　対ൣғ　
　本対ࡦ基४は、本学が保༗するใ࢈ࢿのすてを対
とする。
3ɽ　৫及びମ制
��3ɽ1　 ・ׂ責任
ใ౷ׅ責任者ߴ࠷（1）��
��ᶃ学が୲う。
��ᶄh ใηΩϡϦテΟ規程 のɦ対ൣғにおけるશての
ใ࢈ࢿのใηΩϡϦテΟの׆動を౷ׅする。

��ᶅ教職員及び関する者に対し、ใηΩϡϦテΟ規
程についてのൃܒを行う。

��（2）ใ౷ׅ責任者
��ᶃ෭学が୲う。
��ᶄߴ࠷ใ౷ׅ責任者をิࠤする。
��（3）ใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者
��ᶃ総務部ใシステϜ課が୲う。
��ᶄߴ࠷ใ౷ׅ責任者、ใ౷ׅ責任者をิࠤする。
��ᶅωッτϫーΫにる։ൃ、設定のมߋ、運用、ߋ新等
の౷ׅを行う。

��ᶆωッτϫーΫにるใηΩϡϦテΟのҡ持及び
্を行う。

��ᶇωッτϫーΫ及びใシステϜに関し、αーό等
ϋーυΣΞ及びઢ等の構成ใをѲする。

��ᶈใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者及びใシステ
Ϝ・ηΩϡϦテΟ୲当者に対してใηΩϡϦテΟ
に関する指ಋ及びॿݴを行う。

��ᶉใ࢈ࢿを৵害される又は৵害のڪれがある場合に
は、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者の指ࣔにैい、必要かつ十分
なすてのા置を行う。ߴ࠷ใ౷ׅ責任者がෆ在
のときにあってはใ౷ׅ責任者の指ࣔにैい、
ใ౷ׅ責任者がෆ在の際は自らのஅに基づきા置
を行う。

��ᶊใηΩϡϦテΟ規程の९守に関する意見のूฒ
びに教職員に対するݚम、܇࿅、ॿݴ及び指ࣔを行う。

��ᶋใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者がෆ在時に
限を代行する者は、ใωッτϫーΫ・ηΩϡϦݖ
テΟ管理者が指໊し、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者が認めた
者でなくてはならない。

��（4）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者
��ᶃจ学部各学Պ主任、ࣃ学部各ࣨڀݚ・࠲ߨ責任教員、
短期大学部各学Պ、༮ஓ園、附置ڀݚ所所・η
ϯλー、課・事務が୲う。

��ᶄใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者をิࠤする。
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��ᶅ所管するใシステϜ及びωッτϫーΫにる運用
等を行う。

��ᶆωッτϫーΫ及びใシステϜに関し、ϥΠηϯス
等のใをѲし、管理する。また、当該ใにมߋ
等が生じた場合は、やかに当該มߋ等にるՕ所
をम正するとともに、म正ཤྺを管理する。

��ᶇ所管するใシステϜにるใηΩϡϦテΟのҡ
持及び্を行う。

��ᶈ教職員のҭ成ํをܾ定し、教職員へのใηΩϡ
ϦテΟに関するݚमの受ߨを指ࣔする。

��（5）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ୲当者
��ᶃจ学部・短期大学部各学Պ、ࣃ学部各ࣨڀݚ・࠲ߨ、༮
ஓ園、附置ڀݚ所、各課・事務ࣨに୲当教職員を各1
໊置く。

��ᶄใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者の職務をิॿし
学内のใԽ事ۀのޮ的なਪਐおよびใηΩϡ
ϦテΟ্を行う。

��（�）教職員
��ᶃใηΩϡϦテΟ規程に定めた事項を९守する。
��ᶄ定められたݚम・܇࿅を受ߨする。
��ᶅ日常ۀ務において、छྨにかかわらずۀ務・ϓϩδΣ
Ϋτの࣮行時に、ใηΩϡϦテΟ対ࡦを৺がけ࣮
行する。

��（�）ใηΩϡϦテΟਪਐ事務局（ใηΩϡϦテΟに
関する౷Ұ的な૭ޱ）

��ᶃ総務部ใシステϜ課の職員が୲う。
��ᶄใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者にैい、ใ
ηΩϡϦテΟのਪਐに関する事務を行う。

��ᶅใηΩϡϦテΟに関する事故について、各部ॺよ
りใࠂを受けた場合には、そのঢ়گを֬認し、ใ
ωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者にใࠂを行わな
ければならない。

��ᶆใηΩϡϦテΟઓུの意ܾࢤ定が行われた際は、
その内༰を各部ॺに提ڙする。　

��3ɽ2　ใηΩϡϦテΟに関するҕ員ձ等
管理ҕ員ձػة（1）��
　　 重大なো害ൃ生等のٸۓ対Ԡ
��（2）鶴見大学ϚルνϝσΟΞҕ員ձ
　　 ใηΩϡϦテΟをڧԽするためのਪਐࡦのঝ認
　　 ใηΩϡϦテΟ規程及びใηΩϡϦテΟ࣮施
　　 手順に関する見しの࣮施
　　 ใηΩϡϦテΟに関するϦスΫϚωδϝϯτ、
　　 ৫の࿈ܞ、指ಋ
　　 ใηΩϡϦテΟਪਐମ制図
　　 ใηΩϡϦテΟ৫員の構成員とׂの֓要　
4ɽ　定　　ٛ
（1）ใシステϜ
�� 本学が保༗するใ࢈ࢿに関するۀ務にるίϯ
ϐϡーλシステϜ（ωッτϫーΫ、ϋーυΣΞ及び
ιϑτΣΞ）及び記録ഔମで構成され、処理を行う
。みをいう

（2）ใ࢈ࢿ

　本対ࡦ基४は、本学が保༗するใ࢈ࢿに関する、ۀ務
にܞわるશての教職員ฒびに֎部ҕୗ事ۀ者に対し、
ใηΩϡϦテΟのҡ持、ڧԽをଅすものである。
　ใηΩϡϦテΟ規程のମܥを以下とする。
　　h ใηΩϡϦテΟ規程ʻ基本ํʼʱ
　　h ใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼʱ
　なお、hใηΩϡϦテΟ規程ʻ対ࡦ基४ʼ をɦ࣮施す
る際に、۩ମ的な࣮施手順等を記したh ใηΩϡϦテΟ
࣮施手順 はɦ別途定めるものとする。
2ɽ　対ൣғ　
　本対ࡦ基४は、本学が保༗するใ࢈ࢿのすてを対
とする。
3ɽ　৫及びମ制
��3ɽ1　 ・ׂ責任
ใ౷ׅ責任者ߴ࠷（1）��
��ᶃ学が୲う。
��ᶄh ใηΩϡϦテΟ規程 のɦ対ൣғにおけるશての
ใ࢈ࢿのใηΩϡϦテΟの׆動を౷ׅする。

��ᶅ教職員及び関する者に対し、ใηΩϡϦテΟ規
程についてのൃܒを行う。

��（2）ใ౷ׅ責任者
��ᶃ෭学が୲う。
��ᶄߴ࠷ใ౷ׅ責任者をิࠤする。
��（3）ใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者
��ᶃ総務部ใシステϜ課が୲う。
��ᶄߴ࠷ใ౷ׅ責任者、ใ౷ׅ責任者をิࠤする。
��ᶅωッτϫーΫにる։ൃ、設定のมߋ、運用、ߋ新等
の౷ׅを行う。

��ᶆωッτϫーΫにるใηΩϡϦテΟのҡ持及び
্を行う。

��ᶇωッτϫーΫ及びใシステϜに関し、αーό等
ϋーυΣΞ及びઢ等の構成ใをѲする。

��ᶈใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者及びใシステ
Ϝ・ηΩϡϦテΟ୲当者に対してใηΩϡϦテΟ
に関する指ಋ及びॿݴを行う。

��ᶉใ࢈ࢿを৵害される又は৵害のڪれがある場合に
は、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者の指ࣔにैい、必要かつ十分
なすてのા置を行う。ߴ࠷ใ౷ׅ責任者がෆ在
のときにあってはใ౷ׅ責任者の指ࣔにैい、
ใ౷ׅ責任者がෆ在の際は自らのஅに基づきા置
を行う。

��ᶊใηΩϡϦテΟ規程の९守に関する意見のूฒ
びに教職員に対するݚम、܇࿅、ॿݴ及び指ࣔを行う。

��ᶋใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者がෆ在時に
限を代行する者は、ใωッτϫーΫ・ηΩϡϦݖ
テΟ管理者が指໊し、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者が認めた
者でなくてはならない。

��（4）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者
��ᶃจ学部各学Պ主任、ࣃ学部各ࣨڀݚ・࠲ߨ責任教員、
短期大学部各学Պ、༮ஓ園、附置ڀݚ所所・η
ϯλー、課・事務が୲う。

��ᶄใωッτϫーΫ・ηΩϡϦテΟ管理者をิࠤする。
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�� ৫が持つใとใシステϜ及びこれらが適
に保護されػするために必要な要݅の総শをい
う。

（3）記録ഔମ
�� 記録ഔମとは、࣓ ޫ、式ؾ 学式、ಋମϝϞϦ等、ి
、σーλとしてใを記録するഔମ（64#ϝϞϦࢠ
4%カーυ、$%�30.、%7%�30.a等）をいう。

（4）
�� とは、ύーιφルίϯϐϡーλおよび、利用者
がίϯϐϡーλにσーλを入出ྗするためのػを
備えた置をいう。

（5）ωッτϫーΫ
�� ίϯϐϡーλ等を૬ޓに続するための通৴、そ
の構成ثػ（ϋーυΣΞ及びιϑτΣΞ）をいう。

（�）ΦϑΟスثػ
�� ి、ϓϦϯλ、スΩϟφ）ثػ用する務でۀ 、
。σδλルカϝϥ等）をいう、ػଳి、ίϐーܞ、9"'

ੑີػ（�）
��　　ใ࿙えいを防止する、ΞΫηスを制ޚすること。
શੑ（8）
�� 保༗するใが正֬であり、改͟Μされないঢ়ଶ
を保持すること。

（9）可用ੑ
�� 許可された者が必要なときにいつでもใにΞΫ
ηスできるようにする。

（10）ใηΩϡϦテΟ事
��　　いつもと違うこと、ؾ付き、ώϠϦϋッτ等。
（11）ใηΩϡϦテΟΠϯシσϯτ
�� ࣮際にىこってしまった事݅・事故、被害や損害
を༩えた等。

5ɽ　ใ࢈ࢿへのڴҖ
　本対ࡦ基४をࡦ定する্で、特に認ࣝすきڴҖは、次
のとおりである。
（1）部֎者による故意のෆ正ΞΫηス、αーϏスෆ߈

ܸ、ඪ的ܸ߈ܕ等のαΠόーܸ߈やෆ正ૢ࡞による
σーλ又はϓϩάϥϜの持出し、盗ௌ、改͟Μ及び消
。又はഔମの盗難、αーϏス害等ثػ、ڈ

（2）教職員、֎部ҕୗ事ۀ者による意図しないૢ࡞、故意
のෆ正ΞΫηス、ෆ正ૢ࡞によるσーλ又はϓϩά
ϥϜの持出し、盗ௌ、改͟Μ及び消ثػ、ڈ又はഔମ
の盗難及び許可されていないの続によるσー
λの࿙えいやใシステϜのఀ止等。

（3）ίϯϐϡーλΠルス、、མཕ、火災等の災害ฒ
びに事故、故ো等によるαーϏス及びۀ務のఀ止。

（4）ஶݖ࡞法等の法令に反するιϑτΣΞの保持、ෳ
、利用等。

（5）Πϯλーωッτ等のެڞωッτϫーΫにおけるެ的
டংに反するൃݴ等によるࣾձ的৴用の下等。

�ɽ　ใηΩϡϦテΟ対ࡦ
　5ɽでࣔしたڴҖからใ࢈ࢿを保護するために、ใ
をh࢈ࢿ ใηΩϡϦテΟ࣮施手順 にɦ基づき、重要度で
分ྨし、重要度にԠじ、人的・理的・ٕ ज़的の؍点から

ใ࢈ࢿへのڴҖの対ࡦをߨずるものとする。
�ɽ　ใηΩϡϦテΟ規程の例֎ા置
（1）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者は、ใηΩϡϦ

テΟ規程に定めのない事項、もしくは९守すること
がࠔ難なঢ়گで、ۀ務の適正な行をܧ続するため、
९守事項とはҟなるํ法を࠾用し、又は९守事項を
࣮施しないことについて合理的な理由がある場合に
は、ߴ࠷ใ౷ׅ責任者に許可を得て、例֎ા置を取
ることができる。

（2）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者は、ۀ務の行に
を要する等の場合であって、例֎ા置を࣮施すٸۓ
ることがෆ可ආのときは、事ޙやかにߴ࠷ใ౷
ׅ責任者にใࠂしなければならない。

（3）ใシステϜ・ηΩϡϦテΟ管理者は、例֎ા置にか
かる手続等の記録を適に保管しなければならな
い。

8ɽ　ใηΩϡϦテΟ規程及びใηΩϡϦテΟ࣮施
手順のެ։

　ใηΩϡϦテΟ規程はެ։を可とする。
　また、ใηΩϡϦテΟ࣮施手順は、ެ にすることによ
り本学の運営に重大な支োを及΅すڪれがあるため、ඇ
ެ։とする。
9ɽ　ใηΩϡϦテΟ規程及びใηΩϡϦテΟ࣮施
手順のߋ新

ࡦঢ়のใηΩϡϦテΟ対ݱ、ใ౷ׅ責任者はߴ࠷　
に新たに対ࡦをߨずる必要が生じた場合等、鶴見大学Ϛ
ルνϝσΟΞҕ員ձのঝ認を得て、ใηΩϡϦテΟ規
程及びใηΩϡϦテΟ࣮施手順の࣮ޮੑをධՁし、必
要な部分の見しを行う。

　　　附　則　
　この規程は、平成29年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学学
ωοτϫʔΫ管理ɾӡ用規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学（鶴見大学短期大学部及び
鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園をؚΉ。以下「本
学」という。）における学内ωッτϫーΫ（以下「学内
ωッτϫーΫ」という。）の管理・運用及び利用につい
て、必要な事項を定めることを目的とする。

（౷ׅ責任者）
第２条　学内ωッτϫーΫの管理・運用のため、本学に
౷ׅ責任者を置き、鶴見大学ϚルνϝσΟΞҕ員を
もってॆてる。
２　౷ׅ責任者は、本学の各ϚルνϝσΟΞҕ員ձ等と
࿈ܞし、学内ωッτϫーΫの管理・運用を行うものとす
る。
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（管理・運用の主管及びൣғ）
第３条　学内ωッτϫーΫの主管は、総務部ใシステ
Ϝ課とする。
２　総務部ใシステϜ課における管理運用ۀ務は、学
内ωッτϫーΫの基װを構成する部分の管理・運用、学
֎との続に関する事項及び*1ΞυϨスの管理をൣғ
とする。

（利用目的）
第４条　学内ωッτϫーΫの利用は、教ҭ׆動、学ज़ڀݚ
及び事務利用を目的とするものに限る。

（利用֨ࢿ）
第５条　学内ωッτϫーΫを利用できる者は、次の各号
に掲げるものとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（利用者の責任）
第６条　学内ωッτϫーΫの利用者は、次の各号に関し
て責任を負わなければならない。
　（1）　利用者が学内ωッτϫーΫで行う通৴の内༰
　（2）　利用者が学内ωッτϫーΫで提ڙするαーϏス

及びそのใ
　（3）　利用者が学内ωッτϫーΫを利用することによ

りൃ生した損害及びো害
　（4）　利用者が管理するใの内༰についての保護
（続֨ࢿ）
第７条　学内ωッτϫーΫにثػを続できる者は、次
の各号に掲げるものとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（続手続）
第８条　学内ωッτϫーΫにثػを続する者は、౷ׅ
責任者に申請しঝ認を受けなければならない。
２　申請内༰にมߋがあった場合は、やかに౷ׅ責任
者に届け出なければならない。
３　続申請者は、続を取り止めるときはɼ౷ׅ責任者
に届け出なければならない。

（続のܦ費）
第９条　学内ωッτϫーΫϔの続にるثػのܦ費に
ついては、続申請者が負୲するものとする。

（続申請者）
第��条　続申請者は、次の各号の事項に責任を負うも
のとする。
　（1）　ใίϯηϯτの保શ
　（2）　ใίϯηϯτに続されたίϯϐϡーλが関

࿈するෆ正ΞΫηスの防止
　（3）　ใίϯηϯτ利用によってىこるωッτϫー

Ϋো害の防止
　（4）　事故ൃ生時におけるใࠂ、原Ҽௐࠪ及び෮࡞چ

ྗڠへのۀ
　（5）　その他適正利用に関する事項

（続のఀ止）
第��条　続申請者が前条に違反した場合には、౷ׅ責
任者は続申請者に対してࠂܯを行うことができる。
またࠂܯにैわない場合には、౷ׅ責任者は該当する
ใίϯηϯτの基װへの続をஅすることができ
る。

（ϝールΞカϯτ）
第��条　ϝールΞカϯτのି༩は、次の各号に掲げる
者に行う。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（ϗーϜϖーδの࡞成・ެ։）
第��条　本学ϗーϜϖーδの࡞成・ެ ։については、別
に定める。

（止事項ې）
第��条　学内ωッτϫーΫの利用に当っては、次の各号
に掲げる行ҝをې止する。
　（1）　法令あるいはެংྑଏに反する行ҝ
　（2）　ϓϥΠόシーを৵害する行ҝ
　（3）　ஶݖ࡞、特許ݖ等の的財ݖ࢈を৵害する行ҝ
　（4）　他者のใをഁյएしくは盗用する行ҝ
　（5）　他者の*%及びύスϫーυを用する行ҝ
　（�）　*1ΞυϨスを第三者にି༩又はৡする行ҝ
　（�）　営利を目的とした行ҝ
　（8）　学内ωッτϫーΫ又はこれに続する他のωッ

τϫーΫの運用をげる行ҝ
　（9）　学内ωッτϫーΫ又はこれに続する他のωッ

τϫーΫのηΩϡϦテΟをةうくする行ҝ
　（10）　本学の໊༪を損なう行ҝ
　（11）　その他ࣾձ常ࣝに反する行ҝ
（ௐ　　ࠪ）
第��条　౷ׅ責任者は、ې止行ҝがൃ生एしくはൃ生す
るおそれがある場合又は֎部からのۤ等があった場
合には、これらのௐࠪを༧ࠂなく行うことができる。

（利用のఀ止）
第��条　利用者がこの規程に違反した場合には、౷ׅ責
任者はその利用者に対し学内ωッτϫーΫの利用をఀ
止することができる。

（֎部続ܦ࿏）
第��条　学内ωッτϫーΫからΠϯλーωッτϔの
続は、ηΩϡϦテΟをྀߟし、基̡̣̖װで構ஙした
ϑΝΠΞΥールにҰ本Խするものとし、౷ׅ責任者
が認めた場合を除き、ಠ自に֎部との通৴ܦ࿏を࡞成
してはならない。

（運用のఀ止）
第��条　学内ωッτϫーΫがϝϯテφϯス又は༧期せ
͵ো害等のためఀ止される場合には、ྗۃ利用者に対
してのࠂを行うこととし、ࠂがෆ可な場合には
事ޙにやかにܦҢを学内にࠂするものとする。

（免責）
第��条　౷ׅ責任者は、前条その他の原ҼによるαーϏ

Ⅺ
諸
規
程
等



ー1�0ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

（管理・運用の主管及びൣғ）
第３条　学内ωッτϫーΫの主管は、総務部ใシステ
Ϝ課とする。
２　総務部ใシステϜ課における管理運用ۀ務は、学
内ωッτϫーΫの基װを構成する部分の管理・運用、学
֎との続に関する事項及び*1ΞυϨスの管理をൣғ
とする。

（利用目的）
第４条　学内ωッτϫーΫの利用は、教ҭ׆動、学ज़ڀݚ
及び事務利用を目的とするものに限る。

（利用֨ࢿ）
第５条　学内ωッτϫーΫを利用できる者は、次の各号
に掲げるものとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（利用者の責任）
第６条　学内ωッτϫーΫの利用者は、次の各号に関し
て責任を負わなければならない。
　（1）　利用者が学内ωッτϫーΫで行う通৴の内༰
　（2）　利用者が学内ωッτϫーΫで提ڙするαーϏス

及びそのใ
　（3）　利用者が学内ωッτϫーΫを利用することによ

りൃ生した損害及びো害
　（4）　利用者が管理するใの内༰についての保護
（続֨ࢿ）
第７条　学内ωッτϫーΫにثػを続できる者は、次
の各号に掲げるものとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（続手続）
第８条　学内ωッτϫーΫにثػを続する者は、౷ׅ
責任者に申請しঝ認を受けなければならない。
２　申請内༰にมߋがあった場合は、やかに౷ׅ責任
者に届け出なければならない。
３　続申請者は、続を取り止めるときはɼ౷ׅ責任者
に届け出なければならない。

（続のܦ費）
第９条　学内ωッτϫーΫϔの続にるثػのܦ費に
ついては、続申請者が負୲するものとする。

（続申請者）
第��条　続申請者は、次の各号の事項に責任を負うも
のとする。
　（1）　ใίϯηϯτの保શ
　（2）　ใίϯηϯτに続されたίϯϐϡーλが関

࿈するෆ正ΞΫηスの防止
　（3）　ใίϯηϯτ利用によってىこるωッτϫー

Ϋো害の防止
　（4）　事故ൃ生時におけるใࠂ、原Ҽௐࠪ及び෮࡞چ

ྗڠへのۀ
　（5）　その他適正利用に関する事項

（続のఀ止）
第��条　続申請者が前条に違反した場合には、౷ׅ責
任者は続申請者に対してࠂܯを行うことができる。
またࠂܯにैわない場合には、౷ׅ責任者は該当する
ใίϯηϯτの基װへの続をஅすることができ
る。

（ϝールΞカϯτ）
第��条　ϝールΞカϯτのି༩は、次の各号に掲げる
者に行う。

　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生及び大学Ӄ生
　（3）　その他౷ׅ責任者が認めた者
（ϗーϜϖーδの࡞成・ެ։）
第��条　本学ϗーϜϖーδの࡞成・ެ ։については、別
に定める。

（止事項ې）
第��条　学内ωッτϫーΫの利用に当っては、次の各号
に掲げる行ҝをې止する。

　（1）　法令あるいはެংྑଏに反する行ҝ
　（2）　ϓϥΠόシーを৵害する行ҝ
　（3）　ஶݖ࡞、特許ݖ等の的財ݖ࢈を৵害する行ҝ
　（4）　他者のใをഁյएしくは盗用する行ҝ
　（5）　他者の*%及びύスϫーυを用する行ҝ
　（�）　*1ΞυϨスを第三者にି༩又はৡする行ҝ
　（�）　営利を目的とした行ҝ
　（8）　学内ωッτϫーΫ又はこれに続する他のωッ

τϫーΫの運用をげる行ҝ
　（9）　学内ωッτϫーΫ又はこれに続する他のωッ

τϫーΫのηΩϡϦテΟをةうくする行ҝ
　（10）　本学の໊༪を損なう行ҝ
　（11）　その他ࣾձ常ࣝに反する行ҝ
（ௐ　　ࠪ）
第��条　౷ׅ責任者は、ې止行ҝがൃ生एしくはൃ生す
るおそれがある場合又は֎部からのۤ等があった場
合には、これらのௐࠪを༧ࠂなく行うことができる。

（利用のఀ止）
第��条　利用者がこの規程に違反した場合には、౷ׅ責
任者はその利用者に対し学内ωッτϫーΫの利用をఀ
止することができる。

（֎部続ܦ࿏）
第��条　学内ωッτϫーΫからΠϯλーωッτϔの
続は、ηΩϡϦテΟをྀߟし、基̡̣̖װで構ஙした
ϑΝΠΞΥールにҰ本Խするものとし、౷ׅ責任者
が認めた場合を除き、ಠ自に֎部との通৴ܦ࿏を࡞成
してはならない。

（運用のఀ止）
第��条　学内ωッτϫーΫがϝϯテφϯス又は༧期せ
͵ো害等のためఀ止される場合には、ྗۃ利用者に対
してのࠂを行うこととし、ࠂがෆ可な場合には
事ޙにやかにܦҢを学内にࠂするものとする。

（免責）
第��条　౷ׅ責任者は、前条その他の原ҼによるαーϏ
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スのఀ止、Ԇ、通৴内༰の失及びその݁Ռ生じた損
害に対し責任を負わないものとする。

（規程の改ഇ）
第��条　この規程の改ഇは、ϚルνϝσΟΞҕ員ձのڠ
ٞをܦて、学がܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、平成12年11月2�日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成13年�月19日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成19年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年�月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成28年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、令和５年４月1日から施行する。

ɹɹ鶴見大学ηΫγϡΞϧɾϋϥεϝϯτ
ɹɹٴͼΞΧσϛοΫɾϋϥεϝϯτͷ
ɹɹࢭʹؔ͢Δ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学（鶴見大学短期大学部及び
鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園をؚΉ。以下「本
学」という。）におけるηΫシϡΞル・ϋϥスϝϯτ、Ξ
カσϛッΫ・ϋϥスϝϯτ及びその他のϋϥスϝϯτ
（以下「ηΫϋϥ等」という。）の防止及びഉ除のための
ા置ฒびにηΫϋϥ等にىҼするが生じた場合に
適に対Ԡするためのા置（以下「ηΫϋϥ等の防止
等」という。）に関し、必要な事項を定めることにより、
շ適な教ҭ、ڀݚ、学श及び職場ڥを保持し、本学の
教職員ฒびに学生及び園ࣇ（以下「学生等」という。）の
人ݖを༴護することを目的とする。

（定　　ٛ）
第２条　この規程における用ޠの定ٛを次のとおり定め
る。
　（1）　ηΫシϡΞル・ϋϥスϝϯτとは、教職員が他の

教職員、学生等及び関者をෆշにさせるੑ的な
者が教職員をෆշにさ動ฒびに学生等及び関ݴ
せるੑ的なݴ動をいう。

　（2）　ΞカσϛッΫ・ϋϥスϝϯτとは、教職員が他の
教職員、学生等及び関者に教ҭ・্ڀݚのྗݖ
関や্下関、༏ӽ的なҐに基づき行われる
者が教がらせやࠩ別行ҝฒびに学生等及び関ݏ
職員をෆշにさせるݴ動をいう。

　（3）　その他のϋϥスϝϯτとは、前２号以֎のෆ適
なݴ動があって、教職員、学生等及び関者をෆ
շにさせるݴ動をいう。

　（4）　ηΫϋϥ等にىҼするとは、ηΫϋϥ等の
ため教職員のब࿑্又は学生等のब学্のڥが
害されること及びηΫϋϥ等への対ԠにىҼして
教職員がब࿑্の又は学生等がब学্のෆ利ӹを
受けることをいう。

（本学の責務）
第３条　本学は、ηΫϋϥ等の防止等を図るため、教職員
及び学生等に対し、必要なݚम及びใ׆動等を࣮施
するよう努めなければならない。

（教職員及び学生等の責務）
第４条　教職員及び学生等は、この規程及び別ද1に定
める指にैい、ηΫϋϥ等の防止に努めなければな
らない。

（所ଐの責務）
第５条　大学Ӄ各ڀݚՊ、各学部、各主任、短大部
、各Պ及び園ฒびに事務部のࣨ、部、課
及び事務（以下「所ଐ」という。）は、教職員及び学
生等に対し、前条の指のपపఈを図らなければな
らない。
２　所ଐは、教職員がそのྗを十分にൃشし、また学
生等がその学श意ཉを十分にൃشできるようなڥを
֬保するため、ηΫϋϥ等の防止及びഉ除に努めると
ともに、が生じた場合においては、必要なા置をਝ
かつ適にߨじなければならない。
３　所ଐは、ηΫϋϥ等に対するۤの申出、当該ۤ
等にるௐࠪへのྗڠ、その他ηΫϋϥ等に対する教
職員及び学生等の対ԠにىҼして当該教職員及び学生
等が本学においてෆ利ӹを受けることがないようྀ
しなければならない。

（防止ҕ員ձ）
第６条　ηΫϋϥ等の防止、ௐࠪ及びٹ済を౷ׅすると
ともにηΫϋϥ等に関する基本ࡦのཱҊ及びۤ処
理ҕ員ձのಜػ関としてηΫϋϥ等防止ҕ員ձ（以
下「防止ҕ員ձ」という。）を設ける。
２　防止ҕ員ձについては、別に定める。
（ۤ処理ҕ員ձ）
第７条　本学は、ηΫϋϥ等によるฆ૪をௐఀするため
に、ηΫϋϥ等ۤ処理ҕ員ձ（以下「ۤ処理ҕ員ձ」
という。）を設ける。
２　ۤ処理ҕ員ձについては、別に定める。
（૬ ஊ 員）
第８条　ۤ処理に対Ԡする教職員（以下「૬ஊ員」とい
う。）は、別ද2に定める指にैい、当事者及びその他
の関者等の໊༪・人֨ݖฒびにݸ人ใ及びϓϥΠ
όシーの保護に十分ྀし、Ԡ対するものとする。
２　૬ஊ員は、ۤ ૬ஊの݁Ռをۤ処理ҕ員ձҕ員
へใࠂしなければならない。
３　૬ஊ員については、別に定める。
（ۤ対Ԡ）
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第９条　ۤ૬ஊの૭ޱは、総務部人事課、จ学部教務
課、ࣃ学部教務課、短期大学部教務課及び学生支援課に
置くものとする。
２　ۤ૬ஊ૭ޱは、૬ஊの申出があったとき、رする
૬ஊ員の༗無を֬認し、ͪに૬ஊ員に࿈བྷしなけれ
ばならない。

（守ൿٛ務）
第��条　防止ҕ員ձ及びۤ処理ҕ員ձのҕ員ฒびに
૬ஊ員は、ݸ人ใ及びϓϥΠόシーの保護にສશを
期し、り得た事項を他に࿙らしてはならない。

（事 務 局）
第��条　ηΫϋϥ等に関する事務は、総務部人事課の所
管とする。

　　　附　則
　この規程は、平成13年11月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学大学Ӄ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学大学Ӄ学生（以下「大学Ӄ学生」と
いう。）は、鶴見大学大学Ӄに在籍し、学ۀ・人ڞに༏
लな学生に対し、学ۚを交付することにより、学ݚ
のҭ成にࡐする༗ҝな人ݙߩをॿ成し、কདྷࣾձにڀ
。することを目的とするࢿ

（人　　数）
第２条　大学Ӄ学生の人数は、原則として、ຖ年度、各
。とする໊ׯՊएڀݚ

（申　　請）
第３条　大学Ӄ学生をرする者は、別に定める期間
にैい、所定のئ書に必要書ྨをఴえ、所ଐするڀݚՊ
をܦて、学に申請しなければならない。

（બ　　ߟ）
第４条　大学Ӄ学生は、あらかじめจ学ڀݚՊ又はࣃ
学ڀݚՊの学生બߟҕ員ձでબߟし、จ学ڀݚՊҕ
員ձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձのٞをܦて、学がこれを
認定する。
２　બߟ基४は、各ڀݚՊにおいて別に定める。
（ 学 ۚ）
第５条　大学Ӄ学生には、鶴見大学大学Ӄ学生認定
証をत༩し、学ۚを交付する。
２　学ۚの交付ํ法ฒびにֹۚは、各ڀݚՊにおいて
別に定める。

（認定の取消）
第６条　大学Ӄ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、学はจ学ڀݚՊҕ員ձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձの
৹ٞをܦて、大学Ӄ学生の認定を取り消し、学ۚを

૯࣋学Ԃ大ຊࣉ࣋័ࢁ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園が設置する鶴見
大学（以下「大学」という。）及び鶴見大学短期大学部
（以下「短大部」という。）の学生ฒびに鶴見大学附ଐߴ
等学校（以下「ߴ等学校」という。）及び鶴見大学附ଐ中
学校（以下「中学校」という。）の生ెで、人֨円ຬであっ
て本学園のݐ学ਫ਼ਆ「大֮ᅵ成 ใԸ行持」の࣮ફ者で、
他のൣとなり、かつ݈߁で学ۀ༏लなものに対し、
学ۚを交付することにより、৺๛かな教ཆとષ的行持
のମ得によりࣾձに༗ҝな人ࡐのҭ成にࢿすることを
目的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　総持学園大本័ࢁ持ࣉ学生（以下「័持ࣉ学
生」という。）に交付する学ۚは、大本័ࢁ持ࣉから総
持学園へのد附ۚによる。

（֨　　ࢿ）
第３条　័持ࣉ学生の֨ࢿは、各学校のଔۀ学年に在
籍する学生及び生ెとする。

（人　　数）
第４条　大学及び短大部の័持ࣉ学生にあっては、そ
れͧれ各学Պ1人ずつとしߴ、 等学校及び中学校の័
持ࣉ学生にあっては、それͧれ2人ずつとする。

（બ　　ߟ）
第５条　大学及び短大部にる័持ࣉ学生のબߟは、
所定の手続きをܦてબ出したީิ者について、各ʑの
教तձで৹ٞし、学がこれを認定する。
、はߟ学生のબࣉる័持等学校及び中学校にߴ　２
所定の手続きをܦて、校がこれを認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　័持ࣉ学生には、័ 持ࣉ学生認定証をत༩
し、学ۚとしてҰ人当り、大学及び短大部にあっ て
は年ֹ200000円をߴ、 等学校及び中学校にあっては
年ֹ100000円を交付する。

（認定の取消）
第７条　័持ࣉ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、教तձ等で৹ٞし、学又は校は、័ 持ࣉ学生

Ⅺ
諸
規
程
等

ฦؐさせることがある。
　（1）　学ۀ成及び教ҭ׆ڀݚ動又はੑ行がෆྑと

なったとき
　（2）　その他、大学Ӄ学生としてその໊༪をԚし適

当でないと認められたとき

　　　附　則
　この規程は、平成18年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
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第９条　ۤ૬ஊの૭ޱは、総務部人事課、จ学部教務
課、ࣃ学部教務課、短期大学部教務課及び学生支援課に
置くものとする。
２　ۤ૬ஊ૭ޱは、૬ஊの申出があったとき、رする
૬ஊ員の༗無を֬認し、ͪに૬ஊ員に࿈བྷしなけれ
ばならない。

（守ൿٛ務）
第��条　防止ҕ員ձ及びۤ処理ҕ員ձのҕ員ฒびに
૬ஊ員は、ݸ人ใ及びϓϥΠόシーの保護にສશを
期し、り得た事項を他に࿙らしてはならない。

（事 務 局）
第��条　ηΫϋϥ等に関する事務は、総務部人事課の所
管とする。

　　　附　則
　この規程は、平成13年11月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学大学Ӄ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学大学Ӄ学生（以下「大学Ӄ学生」と
いう。）は、鶴見大学大学Ӄに在籍し、学ۀ・人ڞに༏
लな学生に対し、学ۚを交付することにより、学ݚ
のҭ成にࡐする༗ҝな人ݙߩをॿ成し、কདྷࣾձにڀ
。することを目的とするࢿ

（人　　数）
第２条　大学Ӄ学生の人数は、原則として、ຖ年度、各
。とする໊ׯՊएڀݚ

（申　　請）
第３条　大学Ӄ学生をرする者は、別に定める期間
にैい、所定のئ書に必要書ྨをఴえ、所ଐするڀݚՊ
をܦて、学に申請しなければならない。

（બ　　ߟ）
第４条　大学Ӄ学生は、あらかじめจ学ڀݚՊ又はࣃ
学ڀݚՊの学生બߟҕ員ձでબߟし、จ学ڀݚՊҕ
員ձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձのٞをܦて、学がこれを
認定する。
２　બߟ基४は、各ڀݚՊにおいて別に定める。
（ 学 ۚ）
第５条　大学Ӄ学生には、鶴見大学大学Ӄ学生認定
証をत༩し、学ۚを交付する。
２　学ۚの交付ํ法ฒびにֹۚは、各ڀݚՊにおいて
別に定める。

（認定の取消）
第６条　大学Ӄ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、学はจ学ڀݚՊҕ員ձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձの
৹ٞをܦて、大学Ӄ学生の認定を取り消し、学ۚを

૯࣋学Ԃ大ຊࣉ࣋័ࢁ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園が設置する鶴見
大学（以下「大学」という。）及び鶴見大学短期大学部
（以下「短大部」という。）の学生ฒびに鶴見大学附ଐߴ
等学校（以下「ߴ等学校」という。）及び鶴見大学附ଐ中
学校（以下「中学校」という。）の生ెで、人֨円ຬであっ
て本学園のݐ学ਫ਼ਆ「大֮ᅵ成 ใԸ行持」の࣮ફ者で、
他のൣとなり、かつ݈߁で学ۀ༏लなものに対し、
学ۚを交付することにより、৺๛かな教ཆとષ的行持
のମ得によりࣾձに༗ҝな人ࡐのҭ成にࢿすることを
目的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　総持学園大本័ࢁ持ࣉ学生（以下「័持ࣉ学
生」という。）に交付する学ۚは、大本័ࢁ持ࣉから総
持学園へのد附ۚによる。

（֨　　ࢿ）
第３条　័持ࣉ学生の֨ࢿは、各学校のଔۀ学年に在
籍する学生及び生ెとする。

（人　　数）
第４条　大学及び短大部の័持ࣉ学生にあっては、そ
れͧれ各学Պ1人ずつとしߴ、 等学校及び中学校の័
持ࣉ学生にあっては、それͧれ2人ずつとする。

（બ　　ߟ）
第５条　大学及び短大部にる័持ࣉ学生のબߟは、
所定の手続きをܦてબ出したީิ者について、各ʑの
教तձで৹ٞし、学がこれを認定する。

、はߟ学生のબࣉる័持等学校及び中学校にߴ　２
所定の手続きをܦて、校がこれを認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　័持ࣉ学生には、័ 持ࣉ学生認定証をत༩
し、学ۚとしてҰ人当り、大学及び短大部にあっ て
は年ֹ200000円をߴ、 等学校及び中学校にあっては
年ֹ100000円を交付する。

（認定の取消）
第７条　័持ࣉ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、教तձ等で৹ٞし、学又は校は、័ 持ࣉ学生

Ⅺ
諸
規
程
等

ฦؐさせることがある。
　（1）　学ۀ成及び教ҭ׆ڀݚ動又はੑ行がෆྑと

なったとき
　（2）　その他、大学Ӄ学生としてその໊༪をԚし適

当でないと認められたとき

　　　附　則
　この規程は、平成18年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
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૯࣋学Ԃதࠜಊ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、学校法人総持学園（以下「学園」とい
う。）が設置する鶴見大学（以下「大学」という。）及び鶴
見大学短期大学部（以下「短大部」という。）ฒびに鶴見
大学附ଐߴ等学校（以下「ߴ等学校」という。）及び鶴見
大学附ଐ中学校（以下「中学校」という。）において、学園
の設にਂく関わられたॳ代学である中ࠜಊ先生
が提এしたݐ学のਫ਼ਆ「大֮ᅵ成　ใԸ行持」の下、大
学及び短大部の学生ฒびにߴ等学校及び中学校の生ె
のうͪ、人֨円ຬであってݐ学のਫ਼ਆの࣮ફ者であり、
かつ、ܦ済的理由によって学ೲۚのೲ付がࠔ難である
と認められる者に対して、学ۚを交付することによ
り、৺๛かな教ཆとષ的行持のମ得によりࣾձに༗ҝ
な人ࡐのҭ成にࢿすることを目的とする。

（人　　数）
第２条　中ࠜಊ学生の人数は、大学、短大部ߴ、 等学
校及び中学校において別に定める。

（申　　請）
第３条　中ࠜಊ学生として学ۚを受けようとする
者は、所定のئ書に必要書ྨをఴえて、大学及び短大部
の学生は学ߴ、 等学校及び中学校の生ెは校に申
請するものとする。
２ 申請の期間については、大学、短大部ߴ、 等学校及び
中学校において別に定める。

（બ　　ߟ）
第４条　大学及び短大部にる中ࠜಊ学生のબߟ
は、所定の手続きをܦてબ出したީิ者について、各教
तձで৹ٞし、学がこれを認定する。
ߟる中ࠜಊ学生のબ等学校及び中学校にߴ　２
は、所定の手続きをܦて、校がこれを認定する。
３ બߟ基४は、大学、短大部ߴ、 等学校及び中学校にお
いて別に定める。

（ 学 ۚ）
第５条　学ۚとして、中ࠜಊ学生には、Ұ人当り、
当該年度のतۀ料のશֹ又はֹ૬当ֹを給付する。

鶴見大学จ学෦ɾ
鶴見大学ظ大学෦ಉ૭ձ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձ
学生（以下「ಉ૭ձ学生」という。）は、鶴見大学จ学部
及び鶴見大学短期大学部（以下「本学」という。）に在籍
する学生で、学ۀ・人ڞに༏लであり他のൣとなる
者ฒびに課֎׆動等においてݦஶな׆༂をし他のൣ
となる者に、それͧれ学ۚを交付して、ษ学ฒびに課
をҭ成し、本学及ࡐ動等をྭし、もって༗用な人׆֎
びࣾձのൃలにد༩することを目的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　ಉ૭ձ学生に交付する学ۚは、鶴見大学จ
学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձから本学へのد付ۚ
をもってॆてる。

（人　　数）
第３条　ಉ૭ձ学生のうͪ、学ۀ・人ڞに༏लであり
他のൣとなる者については、本学各学Պ1໊ずつと
し、จ学部はຖ年度4໊以内、短期大学部はຖ年度2໊
以内とする。
２　ಉ૭ձ学生のうͪ、課֎׆動等においてݦஶな׆
༂をし他のൣとなる者については、จ学部及び短期
大学部ซせてຖ年度�໊以内とする。

（બߟ及び認定）
第４条　ಉ૭ձ学生は、จ学部学生ҕ員ձฒびに短期
大学部学生ҕ員ձ（以下「各学生ҕ員ձ」という。）にお
いてީิ者をબߟし、จ学部教तձฒびに短期大学部
教तձ（以下「各教तձ」という。）の৹ٞをܦて、学が
認定する。

（ 学 ۚ）
第５条　ಉ૭ձ学生にはಉ૭ձ学生認定証をत༩
し、学ۚとしてҰ人当たり200000円を交付する。

（認定の取消）
第６条　ಉ૭ձ学生が次の各号のҰつに該当するとき

Ⅺ
諸
規
程
等

の認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがある。
　（1）　本学園のݐ学ਫ਼ਆに反する行ҝ及び行動があっ

たとき
　（2）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（3）　その他័持ࣉ学生としてその໊༪をԚし適当

でないと認められたとき

　　　附 則
　この規程は、平成1�年�月1日から施行する。
　　　附 則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。

（認定の取消）
第６条　中ࠜಊ学生が次の各号のҰつに該当すると
きは、教तձ等で৹ٞし、学又は校は、中ࠜಊ
学生の認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがあ
る。
　（1）　学園のݐ学のਫ਼ਆに反する行ҝ及び行動があっ

たとき
　（2）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（3）　その他中ࠜಊ学生としてその໊༪をԚし適

当でないと認められたとき

　　　附　則
　この規程は、平成2�年4月1日から施行する。
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鶴見大学ࣃ学෦ಉ૭ձ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ学生（以下
「ಉ૭ձ学生」という。）は、鶴見大ࣃࣈ学部に在籍す
る学生で、人に༏れ、課֎׆動等にੵۃ的にࢀՃして
いる者に対し学ۚを交付することにより、和のਫ਼ਆ
をྭし、もって༗ҝな人ࡐのҭ成にࢿすることを目
的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　ಉ૭ձ学生に交付する学ۚは、鶴見大学ࣃ
学部ಉ૭ձから鶴見大学へのد附ۚのҰ部をもってॆ
てる。

（֨　　ࢿ）
第３条　ಉ૭ձ学生の֨ࢿは、第2学年から第�学年ま
でに在籍する学生とする。

（員　　数）
第４条　ಉ૭ձ学生は、原則として5໊とする。
（બߟ及び認定）
第５条　ಉ૭ձ学生は、ຖ年度、ࣃ学部学生等બߟҕ
員ձにおいてબߟし、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学
が認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　ಉ૭ձ学生には、ಉ૭ձ学生認定証をत༩
し、学ۚとしてҰ人当たり年ֹ200000円を交付す
る。

（認定の取消）
第７条　ಉ૭ձ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学がಉ૭ձ学生の
認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがある。
　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他ಉ૭ձ学生として໊༪をԚす行ҝが

あったとき

　　　附　則
　この規程は、平成9年5月15日から施行する。
　　　附　則

　この改正規程は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ޙԉձ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձ学生（以下「ޙ援ձ
学生」という。）は、鶴見大学ࣃ学部（以下「ࣃ学部」とい
う。）の学生で、人֨円ຬであってܦ済的理由によりम
学にࠔ難があり、かつ学ۀ༏लなものに対し、学ۚを
交付することにより、ษ学をྭし、もって༗ҝな人ࡐ
のҭ成にࢿすることを目的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　この学ۚはࣃ学部ޙ援ձの基ۚによる。
（֨　　ࢿ）
第３条　ࣃ学部の第２学年から第６学年までに在籍する
学生とする。

（員　　数）
第４条　ޙ援ձ学生はए໊ׯとする。
（બߟ及び認定）
第５条　ޙ援ձ学生は、ຖ年度、ࣃ学部学生બߟҕ員
ձにおいてબߟし、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて学が
認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　ޙ援ձ学生にはޙ援ձ学生認定証をत༩
し、学ۚを交付する。

（認定の取消）
第７条　ޙ援ձ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、学部はࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、ޙ援ձ学生
の認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがある。
　（1）　学ۀ成またはੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他、ޙ援ձ学生として໊༪をԚす行ҝが

あったとき
　　　附　則
　１　この規程は、平成29年４月１日から施行する。
　２　この規程の施行にい、ত和�3年４月１日施行の
「鶴見大学ࣃ学部鶴ਅձ学生規程」はഇ止する。

　　　附　則
　この改正規程は、令和４年̓月1�日から施行する。

ੴؒ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　ੴ間学生は、鶴見大学及び鶴見短期大学部（以
下「本学」という。）の学生で、ଔۀ年度において、学費支
ห者の失職、ࢮ又は災害等によるՈٸܭมその他ܦ
済的理由により学費のೲ入に支োが生じたときに、ੴ
間اըのࢤによるد附ۚをもとに学費のҰ部を給付
し、もって༗ҝな人ࡐをҭ成することを目的とする。

（֨　　ࢿ）

Ⅺ
諸
規
程
等

は、各学生ҕ員ձ及び各教तձの৹ٞをܦて、学がそ
の認定を取り消すことがある。
　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他ಉ૭ձ学生としてその໊༪をԚし適当

でないと認められたとき

　　　附　則
　この規程は、ত和�3年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
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鶴見大学ࣃ学෦ಉ૭ձ学ੜ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ学生（以下
「ಉ૭ձ学生」という。）は、鶴見大ࣃࣈ学部に在籍す
る学生で、人に༏れ、課֎׆動等にੵۃ的にࢀՃして
いる者に対し学ۚを交付することにより、和のਫ਼ਆ
をྭし、もって༗ҝな人ࡐのҭ成にࢿすることを目
的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　ಉ૭ձ学生に交付する学ۚは、鶴見大学ࣃ
学部ಉ૭ձから鶴見大学へのد附ۚのҰ部をもってॆ
てる。

（֨　　ࢿ）
第３条　ಉ૭ձ学生の֨ࢿは、第2学年から第�学年ま
でに在籍する学生とする。

（員　　数）
第４条　ಉ૭ձ学生は、原則として5໊とする。
（બߟ及び認定）
第５条　ಉ૭ձ学生は、ຖ年度、ࣃ学部学生等બߟҕ
員ձにおいてબߟし、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学
が認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　ಉ૭ձ学生には、ಉ૭ձ学生認定証をत༩
し、学ۚとしてҰ人当たり年ֹ200000円を交付す
る。

（認定の取消）
第７条　ಉ૭ձ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学がಉ૭ձ学生の
認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがある。
　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他ಉ૭ձ学生として໊༪をԚす行ҝが

あったとき

　　　附　則
　この規程は、平成9年5月15日から施行する。
　　　附　則

　この改正規程は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ޙԉձ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձ学生（以下「ޙ援ձ
学生」という。）は、鶴見大学ࣃ学部（以下「ࣃ学部」とい
う。）の学生で、人֨円ຬであってܦ済的理由によりम
学にࠔ難があり、かつ学ۀ༏लなものに対し、学ۚを
交付することにより、ษ学をྭし、もって༗ҝな人ࡐ
のҭ成にࢿすることを目的とする。

（ۚ　　ࢿ）
第２条　この学ۚはࣃ学部ޙ援ձの基ۚによる。
（֨　　ࢿ）
第３条　ࣃ学部の第２学年から第６学年までに在籍する
学生とする。

（員　　数）
第４条　ޙ援ձ学生はए໊ׯとする。
（બߟ及び認定）
第５条　ޙ援ձ学生は、ຖ年度、ࣃ学部学生બߟҕ員
ձにおいてબߟし、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて学が
認定する。

（ 学 ۚ）
第６条　ޙ援ձ学生にはޙ援ձ学生認定証をत༩
し、学ۚを交付する。

（認定の取消）
第７条　ޙ援ձ学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、学部はࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、ޙ援ձ学生
の認定を取り消し、学ۚをฦؐさせることがある。

　（1）　学ۀ成またはੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他、ޙ援ձ学生として໊༪をԚす行ҝが

あったとき
　　　附　則
　１　この規程は、平成29年４月１日から施行する。
　２　この規程の施行にい、ত和�3年４月１日施行の
「鶴見大学ࣃ学部鶴ਅձ学生規程」はഇ止する。

　　　附　則
　この改正規程は、令和４年̓月1�日から施行する。

ੴؒ学ੜ規程
（目　　的）
第１条　ੴ間学生は、鶴見大学及び鶴見短期大学部（以
下「本学」という。）の学生で、ଔۀ年度において、学費支
ห者の失職、ࢮ又は災害等によるՈٸܭมその他ܦ
済的理由により学費のೲ入に支োが生じたときに、ੴ
間اըのࢤによるد附ۚをもとに学費のҰ部を給付
し、もって༗ҝな人ࡐをҭ成することを目的とする。

（֨　　ࢿ）
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は、各学生ҕ員ձ及び各教तձの৹ٞをܦて、学がそ
の認定を取り消すことがある。
　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（2）　その他ಉ૭ձ学生としてその໊༪をԚし適当

でないと認められたとき

　　　附　則
　この規程は、ত和�3年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。

ー1�5ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

第２条　ੴ間学生の֨ࢿは、本学のଔۀ学年に在籍す
る学生とする。

（人　　数）
第３条　ੴ間学生は、原則としてจ学部、ࣃ学部、短期
大学部より各1人ずつとする。

（બ　　ߟ）
第４条　ੴ間学生のબߟは、あらかじめ学生બߟҕ員
ձでબߟし、教तձのٞをܦて、学がこれを認定する。

（ 学 ۚ）
第５条　ੴ間学生には、認定証をत༩し、学ۚとして
Ұ人当り、年ֹ300000円を交付する。

（認定の取消）
第６条　ੴ間学生が次の各号のҰつに該当するとき
は、学は教तձ等のٞをܦて、ੴ間学生の認定を取
り消し、学ۚをฦؐさせることがある。
　（1）　本学のݐ学ਫ਼ਆに反する行ҝ及び行動があった

とき
　（2）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
　（3）　その他ੴ間学生としてその໊༪をԚし適当で

でないと認められたとき

　　　附　則　
　この規程は、平成2�年4月1日から施行する。

鶴見大学ಛผޭ࿑त༩規程
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学学則第53条及び鶴見大学
大学Ӄ学則第34条ฒびに鶴見大学短期大学部学則第40
条に定める学生のදজに関し、学生にत༩する特別ޭ࿑
について、必要な事項を定めることを目的とする。

（特別ޭ࿑の対）
第２条　特別ޭ࿑は、鶴見大学及び鶴見大学大学Ӄฒ
びに鶴見大学短期大学部の学生であって、学ۀ・人ڞ
に༏लであり他のൣとなる者、かつ、ڀݚ・จԽ・ମҭ
ࣾ、動の分׆ ձ׆ݙߩ動等で目֮ましい׆༂をし、大
学の໊༪ߴ༲にஶしくݙߩしたものにत༩する。

（特別ޭ࿑のत༩）
第３条　特別ޭ࿑は、ঢ়及びとし、ଔۀ時に学
より本人にत༩する。

（特別ޭ࿑のܾ定）
第４条　特別ޭ࿑のܾ定は、学部、ڀݚՊ又は短大
部のਪનに基づき、学が行う。

　　　附　則　
　この規程は、平成11年3月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年4月1日から施行する。

鶴見大学ඌ༏学ज़ྭत༩規程
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学における「ඌ༏学ۚ」
に基づく学ज़ྭ（以下「」という。）のत༩につい
て、必要な事項を定めることを目的とする。

（基　　ۚ）
第２条　ඌ༏学ۚは、ॳ代ࣃ学部ඌ༏先生のࢤ
によるد附ۚを基ۚとする。

（ྭ）
第３条　この規程においてとは、前条の基ۚにより生
ずるऩӹۚによるをいう。

（受者の֨ࢿ）
第４条　は、鶴見大学ࣃ学部学生であって、人に༏
れ、学ۀ༏लと認められるものにत༩する。

（受人員および時期）
第５条　の受者はए໊ׯとし、ຖ年3月のଔۀ時に、
。学部より本人にत༩するࣃ

（受者のܾ定）
第６条　受者は、別に定めるબߟҕ員ձにおいてબߟ
し、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、ত和49年�月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ੴᴲ༤学ज़ྭत༩規程
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学における「ੴᴲ༤学
ۚ」に基づく学ज़ྭ（以下「」という。）のत༩につ
いて、必要な事項を定めることを目的とする。

（基　　ۚ）
第２条　ੴᴲ༤学ۚは、ࣃݩ学部ੴᴲ༤先生の
。附ۚを基ۚとするدによるࢤ

（ ྭ ）
第３条　この規程においてとは、前条の基ۚにより生
ずるऩӹۚによるをいう。

（受者の֨ࢿ）
第４条　は、鶴見大学ࣃ学部学生であって、人に༏
れ、学ۀ༏लと認められるものにत༩する。

（受人員および時期）
第５条　の受者はए໊ׯとし、ຖ年3月のଔۀ時に、
。学部より本人にत༩するࣃ

（受者のܾ定）
第６条　受者は、別に定めるબߟҕ員ձにおいてબߟ
し、ࣃ学部教तձの৹ٞをܦて、学がܾ定する。
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　　　附　則
　この規程は、平成2年2月22日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ࢯՈ༏ࢠ学ۚ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学ࣃ学部ࢯՈ༏ࢠ学 （ۚ以下「本学
ۚ」という。）は、鶴見大学（以下「本学」という。）ࣃ学部
第23期ଔۀ生、故ࢯՈ༏ࢠ先生ޚ生前の母校Ѫをޙഐ
にܧঝすく、ಉޚࢯՈから提ڙされたࢿ （ۚ1000
ສ円）を給付基ۚとし、本学ۚを給付することによ
り、鶴見大学ࣃ学部（以下「ࣃ学部」という。）又は鶴見大
学大学Ӄࣃ学ڀݚՊ（以下「ࣃ学ڀݚՊ」という。）のम
学課程において、༏लな成をऩめ、本学での学शを通
して得たࠃ際的意ࣝを基൫に、ಠ自の学शテーϚ
を、ٻしてΏく、学びと成のൣとなる人間ܗ
成にࢿすることを目的とする。

（対  者）
第２条　本学ۚの給付は、ࣃ学部又はࣃ学ڀݚՊに在
学する学生とする。

（給付人数）
第３条　給付人数は、ࣃ学部及びࣃ学ڀݚՊのए໊ׯと
する。

（給付ֹۚ）
第４条　本学ۚの給付ֹۚは、ൃڀݚදあるいはࠃ際
的׆動のためのւ֎ߤ、ླཱྀ 学に要するԟ෮ߤ空運
のશֹまたはҰ部のֹۚとする。ただし、年間�0ສ円を
্限とし、1໊あたりの給付ֹは30ສ円を্限とする。

（原ۚࢿ及び給付期間）
第５条　給付する本学ۚは、原ۚࢿである1000ສ円
をもってॆてることとし、給付期間は、原ۚࢿのऴྃま
でとする。

（ื　　ू）
第６条　本学ۚの受給者のืूは、ื ू要項に基づき、
ຖ年度行う。
２　ืू要項は、学生支援課掲ࣔ൘、ࠃ際交ྲྀηϯλー
ϗーϜϖーδ等でެ։する。

（出　　ئ）
第７条　本学ۚの給付をرする者は、ื ू要項に定
める期限までに次による所定出ئ書ྨを学生支援課に
提出しなければならない。
学ۚ受給申請書ࢠՈ༏ࢯ　（1）　
　（2）　指ಋ教員又はΫϥス୲任等のਪન書（要ॺ໊、押

ҹ）
　（3）　成証໌書
（出֨ࢿئ）
第８条　本学ۚに出ئできる者は、次の各号のすて

をຬたす者とする。
等にै事している。又はその༧ڀݚ・動׆際的ࠃ　（1）　

定があること
成が༏लであるۀの学ࠒ学部の学生は、日ࣃ　（2）　

と認められること
でࢽ際ࠃ際学ձ҃いはࠃ、Պの学生はڀݚ学ࣃ　（3）　

いはจൃදを行うこと҃ڀݚ
（બߟ及びܾ定）
第９条　受給者は、本条第2項に基づくબߟҕ員ձにお
いてબߟし、ࣃ学部教तձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձの৹
ٞをܦて、学がܾ定する。
２　બߟҕ員ձは次のҕ員をもって構成する。
Պڀݚ学ࣃ学部又はࣃ　（1）　
・ܥՊが任໋する基ૅڀݚ学ࣃ学部又はࣃ　（2）　

ྟচܥをؚΉ2໊の教त
学部学生部ࣃ　（3）　
学部教務部ࣃ　（4）　
際交ྲྀҕ員ࠃ学部ࣃ　（5）　
際交ྲྀηϯλー主任ࠃ　（�）　
　（�）　学生支援事務部
　（8）　学生支援課
学部教務課ࣃ　（9）　
３　બߟҕ員ձのҕ員は、ࣃ学部又はࣃ学ڀݚՊ
とし、必要の度ҕ員ձをটूしٞとなる。
４　受給者のબํߟ法は、書ྨ৹ࠪฒびに໘とする。
（給付ճ数）
第��条　本学ۚは、ࣃ学部及びࣃ学ڀݚՊ在学中のそ
れͧれにおいて1ճ限りの給付とする。

（通　　）
第��条　ࣃ学部は、受給者に対し、給付のܾ定及び給
付手続を通する。

（受給者のٛ務）
第��条　受給者は、学ۚの給付を受けるために、次の
各号に掲げる事項を行わなければならない。
　（1）　受給者のൃද時にެ໊ࢯදを行うことにಉ意す

ること
　（2）　本学からٻめられた場合に学生生׆に関するใ

成Ռൃද等を行うこと、ࠂ
　（3）　他の学生のൣとなるよう努めること
（給付ํ法）
第��条　本学ۚは、給付にる手続をྃした受給者
に対し、給付ֹۚશֹをҰׅして給付する。
２　本学ۚは、本人໊ٛのۜ行࠲ޱへのৼ込みにより
給付する。

（給付の取消）
第��条　受給者が、次の各号のҰつに該当するときは、
て、学ܦՊҕ員ձの৹ٞをڀݚ学ࣃ学部教तձ又はࣃ
が受給者のܾ定を取り消し、本学ۚをฦؐさせる
ことがある。
　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
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　　　附　則
　この規程は、平成2年2月22日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ࢯՈ༏ࢠ学ۚ規程
（目　　的）
第１条　鶴見大学ࣃ学部ࢯՈ༏ࢠ学 （ۚ以下「本学
ۚ」という。）は、鶴見大学（以下「本学」という。）ࣃ学部
第23期ଔۀ生、故ࢯՈ༏ࢠ先生ޚ生前の母校Ѫをޙഐ
にܧঝすく、ಉޚࢯՈから提ڙされたࢿ （ۚ1000
ສ円）を給付基ۚとし、本学ۚを給付することによ
り、鶴見大学ࣃ学部（以下「ࣃ学部」という。）又は鶴見大
学大学Ӄࣃ学ڀݚՊ（以下「ࣃ学ڀݚՊ」という。）のम
学課程において、༏लな成をऩめ、本学での学शを通
して得たࠃ際的意ࣝを基൫に、ಠ自の学शテーϚ
を、ٻしてΏく、学びと成のൣとなる人間ܗ
成にࢿすることを目的とする。

（対  者）
第２条　本学ۚの給付は、ࣃ学部又はࣃ学ڀݚՊに在
学する学生とする。

（給付人数）
第３条　給付人数は、ࣃ学部及びࣃ学ڀݚՊのए໊ׯと
する。

（給付ֹۚ）
第４条　本学ۚの給付ֹۚは、ൃڀݚදあるいはࠃ際
的׆動のためのւ֎ߤ、ླཱྀ 学に要するԟ෮ߤ空運
のશֹまたはҰ部のֹۚとする。ただし、年間�0ສ円を
্限とし、1໊あたりの給付ֹは30ສ円を্限とする。

（原ۚࢿ及び給付期間）
第５条　給付する本学ۚは、原ۚࢿである1000ສ円
をもってॆてることとし、給付期間は、原ۚࢿのऴྃま
でとする。

（ื　　ू）
第６条　本学ۚの受給者のืूは、ื ू要項に基づき、
ຖ年度行う。
２　ืू要項は、学生支援課掲ࣔ൘、ࠃ際交ྲྀηϯλー
ϗーϜϖーδ等でެ։する。

（出　　ئ）
第７条　本学ۚの給付をرする者は、ื ू要項に定
める期限までに次による所定出ئ書ྨを学生支援課に
提出しなければならない。
学ۚ受給申請書ࢠՈ༏ࢯ　（1）　
　（2）　指ಋ教員又はΫϥス୲任等のਪન書（要ॺ໊、押

ҹ）
　（3）　成証໌書
（出֨ࢿئ）
第８条　本学ۚに出ئできる者は、次の各号のすて

をຬたす者とする。
等にै事している。又はその༧ڀݚ・動׆際的ࠃ　（1）　

定があること
成が༏लであるۀの学ࠒ学部の学生は、日ࣃ　（2）　

と認められること
でࢽ際ࠃ際学ձ҃いはࠃ、Պの学生はڀݚ学ࣃ　（3）　

いはจൃදを行うこと҃ڀݚ
（બߟ及びܾ定）
第９条　受給者は、本条第2項に基づくબߟҕ員ձにお
いてબߟし、ࣃ学部教तձ又はࣃ学ڀݚՊҕ員ձの৹
ٞをܦて、学がܾ定する。

２　બߟҕ員ձは次のҕ員をもって構成する。
Պڀݚ学ࣃ学部又はࣃ　（1）　
・ܥՊが任໋する基ૅڀݚ学ࣃ学部又はࣃ　（2）　

ྟচܥをؚΉ2໊の教त
学部学生部ࣃ　（3）　
学部教務部ࣃ　（4）　
際交ྲྀҕ員ࠃ学部ࣃ　（5）　
際交ྲྀηϯλー主任ࠃ　（�）　
　（�）　学生支援事務部
　（8）　学生支援課
学部教務課ࣃ　（9）　
３　બߟҕ員ձのҕ員は、ࣃ学部又はࣃ学ڀݚՊ
とし、必要の度ҕ員ձをটूしٞとなる。

４　受給者のબํߟ法は、書ྨ৹ࠪฒびに໘とする。
（給付ճ数）
第��条　本学ۚは、ࣃ学部及びࣃ学ڀݚՊ在学中のそ
れͧれにおいて1ճ限りの給付とする。

（通　　）
第��条　ࣃ学部は、受給者に対し、給付のܾ定及び給
付手続を通する。

（受給者のٛ務）
第��条　受給者は、学ۚの給付を受けるために、次の
各号に掲げる事項を行わなければならない。

　（1）　受給者のൃද時にެ໊ࢯදを行うことにಉ意す
ること

　（2）　本学からٻめられた場合に学生生׆に関するใ
成Ռൃද等を行うこと、ࠂ

　（3）　他の学生のൣとなるよう努めること
（給付ํ法）
第��条　本学ۚは、給付にる手続をྃした受給者
に対し、給付ֹۚશֹをҰׅして給付する。

２　本学ۚは、本人໊ٛのۜ行࠲ޱへのৼ込みにより
給付する。

（給付の取消）
第��条　受給者が、次の各号のҰつに該当するときは、
て、学ܦՊҕ員ձの৹ٞをڀݚ学ࣃ学部教तձ又はࣃ
が受給者のܾ定を取り消し、本学ۚをฦؐさせる
ことがある。

　（1）　学ۀ成又はੑ行がෆྑとなったとき
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ɹɹ大規自વࡂʹΑΓጶͨ͠ࡂ
ɹɹ鶴見大学ɾ鶴見大学ظ大学෦ͷ
ɹɹ学ੜʹΔतۀྉݮ໔規程

（目　　的）
第１条　この規程は、大規自વ災害等（以下「災害等」と
いう。）によるܦ済的理由により、ब学がஶしくࠔ難に
なった鶴見大学・鶴見大学短期大学部に在籍する者（以
下「ጶ災学生」という。）に対して、その年度のतۀ料の
ֹを免除し、学ۀのܧ続を支援することを目的とする。

（対  者）
第２条　ጶ災学生のतۀ料の免除は、その学ࢿを主とし
て支หしている者（以下「学ࢿ支ห者」という。）が、災害
法の適用を受ける・෩ਫ害等の被ࢿॿ法、天災༥ٹ
害、एしくはこれらの被害に४ずる程度の被害により
Ոܭがٸมし、ब学がࠔ難になった者を対とする。

（許　　可）
第３条　次の各号のいずれかに該当し、ܦ済的にम学ࠔ
難であると認められる者に対しては、そのئい出によ
り、બߟҕ員ձのٞをܦてतۀ料の免除を許可するこ
とがある。
　（1）　ጶ災学生の学ࢿ支ห者がࢮ又は期ྍཆ中の

者
　（2）　ጶ災学生の学ࢿ支ห者のॅډするՈ等が、શ

յ、大規յ、յ、Ұ部損յ等であると証໌さ
れた者

　（3）　ጶ災学生の学ࢿ支ห者が、・෩ਫ害等の被害
により、ܦ済的にځࠔしている又はආ難生׆等を
༨ّなくされた者

　（4）　前各号に४ずる場合であって、૬当と認められ
る理由がある者

（申　　請）

鶴見大学ब৬Ѻટ規程

（झ　　ࢫ）
第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
	以下「本学」という。）が職҆ۀ定法	ত和22年法第
141号）第33条の２に基づき、本学学生（大学Ӄ・専߈
Պ生をؚΉ。）及びଔۀ生（大学Ӄ・専߈Պमྃ者をؚ
Ή。）又は退学者のब職Ѻટを行う場合の必要事項を定
めるものとする。

（ब職登録）
第２条　ब職のѺટをرする者は、所定の手続きによ
りब職登録しなければならない。
２ 前項の登録をしていない者に対しては、ब職のѺટ
を行わない。

（આ ໌ ձ）
第３条　ब職のѺટをرする者は、本学で行うब職આ
໌ձに出੮することとする。

（ਪ　　ન）
第４条　学校ਪનは、１人１݅とする。Ԡืํ法がҟなっ
てもಉ時に２݅以্のਪનは行わない。ただし当該ٻ
人先においてෆ࠾用となった場合には、他のٻ人先へ
のਪનを行うことがある。

（९守事項）
第５条　学校ਪનを受けた者は、任意に࠾用ݧࢼ等を์
棄してはならない。やΉを得ず受ݧを中止するときは
必ず事前に本学に申し出て指ಋを受けるものとする。

（ਪનの༏先）
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　（2）　本学学生懲戒規程による処分を受けたとき
　（3）　その他本学生として໊༪をԚす行ҝがあった

とき
　（4）　出ئ又は交付手続にܽؕ、ِڏ等のෆ正又はෆ

備等があったとき
（事 務 局）
第��条　この規程に関する事務は、学生支援課が所管
し、事務処理を行うものとする。

（規程の改ഇ）
第��条　この規程の改ഇは、ࣃ学部教तձฒびにࣃ学ݚ
。て、学がܾ定するܦՊҕ員ձの৹ٞをڀ

　　　附　則
　この規程は、平成30年10月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成31年4月1日から施行する。

第４条　免除の許可をئい出ようとする者は、原則とし
て۠ࢢொଜ又は消防ॺൃ行のጶ災証໌書を提出しな
ければならない。ただし、ጶ災証໌書の提出がࠔ難と認
められる場合には、別に定める書ྨの提出をもって代
えることができる。

（対期間）
第５条　免除の対期間は、この規程の適用を受ける者
が在籍する学Պのमۀ年限又は課程のඪ४मۀ年限に
૬当する期間を্限とする。

（तۀ料のฦؐ）
第６条　तۀ料の免除を許可された者のうͪ、طにतۀ
料をશֹೲめていた者については、学生ೲ付ۚ等ೲ入
規程第11条にかかわらず、ೲ付済みのतۀ料のうͪ
ֹをฦؐするものとする。

　　　附　則
　1　この規程は、平成30年4月1日から施行する。
　2　この規程の施行にい、平成24年4月1日施行の౦
日本大災によりጶ災した鶴見大学・鶴見大学短期
大学部の学生にるतۀ料ݮ免規程はഇ止する。
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第６条　重ෳ内定の場合は、学校ਪનの内定先を࠷༏先
としなければならない。

（ใ　　ࠂ）
第７条　࠾用内定の通を受けた者は、なく所定の
手続きにてใࠂしなければならない。

（Ѻટの中止）
第８条　この規程及び本学の指ࣔにैわないときは、ब
職のѺટを中止することがある。

（そ の 他）
第９条　この規程の定めにない事項については、職҆ۀ
定法その他の関法令及び通ୡの定めるとこΖによる
ものとする。

　　　附　則　
　本規程は、ত和�1年4月1日から施行する。　
　　　附　則
��この改正規程は、令和4年10月1日から施行する。

鶴見大学อ݈ηϯλʔ規程

（झ　　ࢫ）
第１条　この規程は、鶴見大学学則第5�条第2項及び鶴
見大学短期大学部学則第5�条第2項の規定に基づき、
鶴見大学保݈ηϯλー（以下「ηϯλー」という。）の運
営について必要な事項を定めるものとする。

（目　　的）
第２条　ηϯλーは、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
の学生及び教職員（鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ
園教職員をؚΉ。以下ಉじ。）に対する保݈管理ۀ務を
࣮施することを目的とする。

（務　　ۀ）
第３条　ηϯλーは、次のۀ務を行う。
　（1）　学内の保݈管理についてのاը及びཱҊ
　（2）　学生及び教職員の定期及びྟ時の݈߁அの࣮

施ฒびに事ޙの指ಋ
　（3）　学生及び教職員に対する݈߁૬ஊ
அ証໌書のൃ行߁݈　（4）　
　（5）　Ԡٸ処置
　（�）　その他の݈߁の保持及び૿ਐについて必要な事項
（職　　員）
第４条　ηϯλーに、次の職員を置く。
　（1）　所
　（2）　ҩࢣ
　（3）　事務
　（4）　護ࢣ
　（5）　事務職員
（所　　）
第５条　所は、学のਪનにより理事が任໋する。
２　所の任期は、2年とする。ただし、࠶任をげない。

３　所は、ηϯλーの管理運営に当たる。
（事 務 ）
第６条　事務は、所をิࠤしηϯλーの事務処理に
当たる。

（運営ҕ員ձ）
第７条　ηϯλーのۀ務の円滑な運営を図るため、保݈
ηϯλー運営ҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）を置く。
２　ҕ員ձは、次の事項を৹ٞする。
　（1）　ηϯλーの年間ۀ務ܭըに関すること
　（2）　その他運営に関し所が必要と認める事項
（ҕ員ձの構成）
第８条　ҕ員ձは、次のҕ員をもって構成する。
　（1）　所
　（2）　各学部の学Պ及び短期大学部の学Պよりબ出さ

れた教員各1໊
　（3）　事務
　（4）　その他学が必要と認めた者
２　ҕ員（所及び事務であるҕ員を除く。）の任期は、
2年とする。ただし、࠶任をげない。
３　ҕ員にܽ員が生じた場合のิॆҕ員の任期は、前任
者の任期間とする。

（ҕ員ձの։࠵）
第９条　ҕ員ձは、所がҕ員となり、必要にԠじてこ
れをটूする。
２　ҕ員ձは、必要にԠじてηϯλーの職員を出੮させ、
આ໌又は意見をௌくことができる。

（։所時間）
第��条　ηϯλーの։所時間は、ٳ日、ॕ 日及び本学の
定めるۀٳ日を除き、次のとおりとする。
　（1）　平　日　8時50分ʙ 18時00分
　（2）　༵日　8時50分ʙ 13時00分
２　前項の規定にかかわらず、所は、必要にԠじて։所
時間をԆ、もしくは短ॖすることができる。

（規程の改ഇ）
第��条 この規程の改ഇは、ҕ員ձの৹ٞをܦて、学が
ܾ定する。

　　　附　則　
　この規程は、ত和59年4月1日から施行する。
　　　附　則
　1　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　2　この改正規程の施行にい、ত和59年4月1日施行
の鶴見大学保݈ηϯλーࡉ則はഇ止する。

　　　附　則　
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。
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第６条　重ෳ内定の場合は、学校ਪનの内定先を࠷༏先
としなければならない。

（ใ　　ࠂ）
第７条　࠾用内定の通を受けた者は、なく所定の
手続きにてใࠂしなければならない。

（Ѻટの中止）
第８条　この規程及び本学の指ࣔにैわないときは、ब
職のѺટを中止することがある。

（そ の 他）
第９条　この規程の定めにない事項については、職҆ۀ
定法その他の関法令及び通ୡの定めるとこΖによる
ものとする。

　　　附　則　
　本規程は、ত和�1年4月1日から施行する。　
　　　附　則
��この改正規程は、令和4年10月1日から施行する。

鶴見大学อ݈ηϯλʔ規程

（झ　　ࢫ）
第１条　この規程は、鶴見大学学則第5�条第2項及び鶴
見大学短期大学部学則第5�条第2項の規定に基づき、
鶴見大学保݈ηϯλー（以下「ηϯλー」という。）の運
営について必要な事項を定めるものとする。

（目　　的）
第２条　ηϯλーは、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
の学生及び教職員（鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ
園教職員をؚΉ。以下ಉじ。）に対する保݈管理ۀ務を
࣮施することを目的とする。

（務　　ۀ）
第３条　ηϯλーは、次のۀ務を行う。
　（1）　学内の保݈管理についてのاը及びཱҊ
　（2）　学生及び教職員の定期及びྟ時の݈߁அの࣮

施ฒびに事ޙの指ಋ
　（3）　学生及び教職員に対する݈߁૬ஊ
அ証໌書のൃ行߁݈　（4）　
　（5）　Ԡٸ処置
　（�）　その他の݈߁の保持及び૿ਐについて必要な事項
（職　　員）
第４条　ηϯλーに、次の職員を置く。
　（1）　所
　（2）　ҩࢣ
　（3）　事務
　（4）　護ࢣ
　（5）　事務職員
（所　　）
第５条　所は、学のਪનにより理事が任໋する。
２　所の任期は、2年とする。ただし、࠶任をげない。

３　所は、ηϯλーの管理運営に当たる。
（事 務 ）
第６条　事務は、所をิࠤしηϯλーの事務処理に
当たる。

（運営ҕ員ձ）
第７条　ηϯλーのۀ務の円滑な運営を図るため、保݈
ηϯλー運営ҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）を置く。

２　ҕ員ձは、次の事項を৹ٞする。
　（1）　ηϯλーの年間ۀ務ܭըに関すること
　（2）　その他運営に関し所が必要と認める事項
（ҕ員ձの構成）
第８条　ҕ員ձは、次のҕ員をもって構成する。
　（1）　所
　（2）　各学部の学Պ及び短期大学部の学Պよりબ出さ

れた教員各1໊
　（3）　事務
　（4）　その他学が必要と認めた者
２　ҕ員（所及び事務であるҕ員を除く。）の任期は、
2年とする。ただし、࠶任をげない。

３　ҕ員にܽ員が生じた場合のิॆҕ員の任期は、前任
者の任期間とする。

（ҕ員ձの։࠵）
第９条　ҕ員ձは、所がҕ員となり、必要にԠじてこ
れをটूする。

２　ҕ員ձは、必要にԠじてηϯλーの職員を出੮させ、
આ໌又は意見をௌくことができる。

（։所時間）
第��条　ηϯλーの։所時間は、ٳ日、ॕ 日及び本学の
定めるۀٳ日を除き、次のとおりとする。

　（1）　平　日　8時50分ʙ 18時00分
　（2）　༵日　8時50分ʙ 13時00分
２　前項の規定にかかわらず、所は、必要にԠじて։所
時間をԆ、もしくは短ॖすることができる。

（規程の改ഇ）
第��条 この規程の改ഇは、ҕ員ձの৹ٞをܦて、学が
ܾ定する。

　　　附　則　
　この規程は、ত和59年4月1日から施行する。
　　　附　則
　1　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　2　この改正規程の施行にい、ত和59年4月1日施行
の鶴見大学保݈ηϯλーࡉ則はഇ止する。

　　　附　則　
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。
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鶴見大学ো͕͍学ੜࢧԉʹؔ͢Δ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、ো害者基本法（ত和45年法第84
号）及びো害を理由とするࠩ別のղ消のਪਐに関する
法（平成25年法第�5号。以下「法」という。）ฒびに
จ部Պ学ল所管事ۀ分におけるো害を理由とするࠩ
別のղ消のਪਐに関する対Ԡ指（令和５年จ部Պ学
লࣔࠂ第1�4号。以下「対Ԡ指」という。）に基づき、鶴
見大学（鶴見大学大学Ӄ及び鶴見大学短期大学部をؚ
Ή。以下「本学」という。）における৺等にোがいのあ
る学生（以下「োがい学生」という。）のम学支援にる
基本となる事項を定めることを目的とする。

（定　　ٛ）
第２条　この規程において用される用ޠの定ٛは、次
の各号に定めるとこΖによる。
　（1）　学生とは、本学の正規の学生（大学Ӄ生もؚ

Ή。）、専߈生、ڀݚ生、Պ目等ཤम生、ௌߨ生及び֎
定に基づいڠ定校とのڠ内のࠃ人ཹ学生ฒびにࠃ
て学Ϳ学生及び本学入学ر者をいう。

　（2）　োがいとは、ମোがい、的োがい、ਫ਼ਆোが
い（ൃୡোがい及びߴ次ػোがいをؚΉ。）、そ
の他の৺のػのোがい（難ප等にىҼするো
がいをؚΉ。以下「োがい」と総শする。）があり、ো
がい及びࣾձ的োนによりܧ続的に日常生׆又は
ࣾձ生׆に૬当な制限を受けるঢ়ଶをいう。

　（3）　ࣾձ的োนとは、োがい学生にとって、日常生׆や
ࣾձ生׆を営Ή্でোนとなるようなࣾձにおける
事、制度、׳行、؍೦その他Ұのものをいう。

　（4）　ෆ当なࠩ別的取ѻいとは、োがい学生に対して、
正当な理由なく、োがいを理由として、本学におけ
る教ҭ׆ڀݚ動について、ػձの提ڙをڋ൱する
こと、提ڙに当たり場所・時間ଳ等を制限するこ
と、他の学生に対しては付さない条݅を付すこと
等により、োがい学生のݖ利利ӹを৵害すること
をいう。なお、車Ҝࢠ、ิ ॿݘその他の支援ثػ等
の利用やհॿ者の付ఴい等のࣾձ的োนをղ消す
るための手ஈの利用等を理由として行われるෆ当
なࠩ別的取ѻいも、োがいを理由とするෆ当なࠩ
別的取ѻいに該当する。また、োがい学生の事্࣮
の平等をଅਐし、又はୡ成するために必要な特別
のા置は、ෆ当なࠩ別的取ѻいではない。

　（5）　合理的ྀとは、本学における教ҭ׆ڀݚ動に
おいて、োがい学生が、他の者との平等を基ૅとし
て、શての人ݖ及び基本的自由をڗ༗し、又は行
することを֬保するための必要かつ適当なมߋ及
びௐであって、特定の場合において必要とされ
るものであり、かつ、ߧۉを失した又は過重な負୲
を課さないものをいう。

　（�）　教職員等とは、本学における教ҭ、ڀݚその他の

。動にै事する者をいう׆
（ෆ当なࠩ別的取ѻいのې止）
第３条　教職員等は、そのۀ務を行うに当たり、ෆ当なࠩ
別的取ѻいをしてはならない。

（合理的ྀの提ڙ）
第４条　教職員等は、そのۀ務を行うに当たり、োがい学
生からݱにࣾձ的োนの除ڈを必要としているࢫの意
のද໌があった場合において、その࣮施にう負୲ࢥ
が過重でないときは、োがい学生のݖ利利ӹを৵害す
ることとならないよう、当該োがい学生のੑ別、年ྸ及
びোがいのঢ়ଶにԠじて、ࣾ ձ的োนの除ڈの࣮施に
ついて、合理的ྀの提ڙをするものとする。
２　提ڙする合理的ྀのܾ定に当たっては、本学とো
がい学生のํが、おޓいに૬手のཱ場をଚ重しなが
ら、ݐ設的対を通じて૬ޓ理ղを図り、代替ા置のબ
もؚめてॊೈに対Ԡするものとする。
３　োがいのある者が本学への入学をئࢤするときは、
その者の入学について、本学の目的及びئࢤする学Պ
等の学म課程にরらし、総合的、؍٬的にஅしたうえ
で、適に対Ԡするものとする。

（支援・ൃܒ）
第５条　本学は、第４条第１項に定める合理的なྀを
提ڙするに当たり、োがい学生に対する「োがい学生
支援に関する基本ํ」（以下「ํ」という。）を別に
定め、このํに基づくम学支援ํࡦのࡦ定及び࣮施
を学のϦーμーシッϓのもとに、財務部管財課、教務
事務部จ学部教務課・ࣃ学部教務課・短期大学部教務
課、学生支援事務部学生支援課・แׅ支援課・ΩϟϦ
Ξ支援課、図書館事務ࣨ、保݈ηϯλー事務ࣨ及び入ࢼ
ηϯλー事務部入ࢼ課等（以下「関部ॺ」という。）ฒ
びに学部、学Պ及びڀݚՊ（以下「学部等」という。）が࿈
。して支援を行うものとするܞ
２　前項のम学支援ํࡦのࡦ定及び࣮施によって、োが
いを理由とするࠩ別をղ消することをਪਐするため、
学生及び教職員等に対して当該ਪਐに必要なݚम及び
。を行うものとするൃܒ

（োがい学生支援ਪਐҕ員ձ）
第６条　োがい学生に対する支援内༰等については、ো
がい学生支援ਪਐҕ員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）にて
৹ٞのうえܾ定する。

（৹ٞ事項）
第７条　ҕ員ձは、次の各号に掲げる事項を৹ٞする。
　（1）　োがい学生の支援のための基本事項に関する事項
　（2）　োがい学生のम学及び学生生׆にる支援内༰

に関する事項
　（3）　োがい学生にる学मڥの備に関する事項
　（4）　関部ॺ及び学部等のௐに関する事項
　（5）　学生及び教職員等に対するൃܒに関する事項
　（�）　施設・設備の備に関する事項
　（�）　その他োがい学生の支援に関し必要な事項
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（　　৫）
第８条　ҕ員ձは、次の各号に掲げる者をもって৫す
る。
　（1）　学が指໊した෭学
　（2）　図書館
　（3）　จ学部、ࣃ学部、จ学ڀݚՊ、ࣃ学ڀݚՊ

及び短大部
際交ྲྀηϯλーࠃ　（4）　
　（5）　保݈ηϯλー所
　（�）　入ࢼηϯλー所
　（�）　事務局
　（8）　総務部、財務部、教務事務部、学生支援事務

部、入ࢼηϯλー事務部及び附ଐපӃ事務部
　（9）　総合اը課、総務課、แׅ支援課
（ҕ員）
第９条　ҕ員ձのҕ員は、෭学とする。
２　ҕ員に事故がある場合は、あらかじめҕ員の指
໊した者がその職務を代行する。

（ձ　　ٞ）
第��条　ҕ員は、ҕ員ձをটूし、そのٞとなる。
２　ҕ員ձは、ҕ員の過数が出੮しなければ、ձٞを։
き、ٞ ܾすることができない。
３　ҕ員ձのٞ事は、出੮ҕ員の過数でこれをܾし、可
൱ಉ数のときは、ٞ のܾするとこΖによる。

（ҕ員以֎の者の出੮）
第��条　ҕ員は、必要と認めたときはҕ員以֎の者を
出੮させ、その意見をฉくことができる。

（৹ٞ事項のҕ任）
第��条　ҕ員ձは、৹ٞ事項のҰ部をোがい学生の所ଐ
する学部・ڀݚՊの教तձにҕ任することができる。
２　前項における教तձのܾٞについての事項は、各教
तձ規程又はڀݚՊҕ員ձ規程の規定を४用する。

（ਪਐ部ձの設置）
第��条　ҕ員ձは、第５条第１項に定めるোがい学生支
援を行うため、ਪਐ部ձを設置する。
２　部ձについて必要な事項は、別に定める。
（૬ஊ૭ޱ）
第��条　োがい学生、入学ئࢤ者、及びそのՈฒびにそ
の他関者からの支援に関する૬ஊについては、แׅ支
援課及び当該の学部・学ՊएしくはڀݚՊが対Ԡする。
２　૬ஊ૭ޱにدせられた૬ஊ内༰は、૬ஊ者のϓϥΠό
シーにྀしつつ、必要にԠじて関する教職員等の間
でڞ༗を図り、対Ԡの検౼及び以ޙの૬ஊ等に׆用する。

（学内ௐఀҕ員ձ）
第��条　োがい学生から支援内༰に対してҟٞの申し
ཱてがあった場合は、学内ௐఀҕ員ձでௐを行う。な
お、学内ௐఀҕ員ձについては、鶴見大学ηΫシϡΞ
ル・ϋϥスϝϯτ及びΞカσϛッΫ・ϋϥスϝϯτ等
の防止等に関する規程で定めるۤ処理ҕ員ձが݉Ͷ
るものとする。

（事務処理）

第��条　োがい学生支援及びҕ員ձに関する事務は、แ
ׅ支援課が行う。関部ॺはこれを支援する。

（規程の改ഇ）
第��条　この規程の改ഇは、ҕ員ձのٞڠをܦて、学
がܾ定する。

　　附　則
　この規程は、令和５年̓月１日から施行する。
　　附　則
　この改正規程は、令和６年４月１日から施行する。

鶴見大学ো͕͍学ੜࢧԉਪਐ෦ձ規程

（設　　置）
第１条　鶴見大学োがい学生支援に関する規程（以下「ো
がい学生支援に関する規程」という。）第13条第１項の
規定に基づき、鶴見大学োがい学生支援ਪਐ部ձ（以下
「部ձ」という。）を設置する。
（目　　的）
第２条　部ձは、関部ॺฒびに学部等がোがい学生等
に対し、平等でެ正なम学ڥを得られるように適
な支援を行うため、関者間のௐを図るとともに、ো
がい学生等の૬ஊ૭ޱとして、当該学生のम学及び学
生生׆にد༩することを目的とする。

（務　　ۀ）
第３条　部ձは、次の各号に掲げるۀ務を行う。
　（1）　োがい学生支援に関する規程第１条に規定する

োがい学生の支援ମ制のاը・ཱҊに関すること。
　（2）　োがい学生支援にる関部ॺ及び学部等ฒび

に関者との࿈བྷ、ௐ及び࿈ܞに関すること。
　（3）　োがい学生支援にる関ػ関との࿈བྷ、ௐ

及び࿈ܞに関すること。
　（4）　োがい学生の学生生׆・म学・ਐ࿏等のカϯ

ηϦϯά及び指ಋに関すること。
　（5）　その他োがい学生支援に関すること。
　	　　৫

第４条　部ձは、次の各号に掲げる者をもって৫する。
　（1）　部ձ
　（2）　จ学部、ࣃ学部及び短期大学部からબ出された

専任教員各１人
　（3）　保݈ηϯλー所
　（4）　保݈ηϯλー護１໊ࢣ
　（5）　ίーσΟωーλー
　（�）　学生支援事務部、แׅ支援課
　（�）　教務事務部、จ学部教務課、ࣃ学部教務課

及び短期大学部教務課
　（8）　その他部ձが必要と認めた者
（部 ձ ）
第５条　部ձは、前条第２号に定めるҕ員のޓબによ
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（　　৫）
第８条　ҕ員ձは、次の各号に掲げる者をもって৫す
る。
　（1）　学が指໊した෭学
　（2）　図書館
　（3）　จ学部、ࣃ学部、จ学ڀݚՊ、ࣃ学ڀݚՊ

及び短大部
際交ྲྀηϯλーࠃ　（4）　
　（5）　保݈ηϯλー所
　（�）　入ࢼηϯλー所
　（�）　事務局
　（8）　総務部、財務部、教務事務部、学生支援事務

部、入ࢼηϯλー事務部及び附ଐපӃ事務部
　（9）　総合اը課、総務課、แׅ支援課
（ҕ員）
第９条　ҕ員ձのҕ員は、෭学とする。
２　ҕ員に事故がある場合は、あらかじめҕ員の指
໊した者がその職務を代行する。

（ձ　　ٞ）
第��条　ҕ員は、ҕ員ձをটूし、そのٞとなる。
２　ҕ員ձは、ҕ員の過数が出੮しなければ、ձٞを։
き、ٞ ܾすることができない。
３　ҕ員ձのٞ事は、出੮ҕ員の過数でこれをܾし、可
൱ಉ数のときは、ٞ のܾするとこΖによる。

（ҕ員以֎の者の出੮）
第��条　ҕ員は、必要と認めたときはҕ員以֎の者を
出੮させ、その意見をฉくことができる。

（৹ٞ事項のҕ任）
第��条　ҕ員ձは、৹ٞ事項のҰ部をোがい学生の所ଐ
する学部・ڀݚՊの教तձにҕ任することができる。
２　前項における教तձのܾٞについての事項は、各教
तձ規程又はڀݚՊҕ員ձ規程の規定を४用する。

（ਪਐ部ձの設置）
第��条　ҕ員ձは、第５条第１項に定めるোがい学生支
援を行うため、ਪਐ部ձを設置する。
２　部ձについて必要な事項は、別に定める。
（૬ஊ૭ޱ）
第��条　োがい学生、入学ئࢤ者、及びそのՈฒびにそ
の他関者からの支援に関する૬ஊについては、แׅ支
援課及び当該の学部・学ՊएしくはڀݚՊが対Ԡする。
２　૬ஊ૭ޱにدせられた૬ஊ内༰は、૬ஊ者のϓϥΠό
シーにྀしつつ、必要にԠじて関する教職員等の間
でڞ༗を図り、対Ԡの検౼及び以ޙの૬ஊ等に׆用する。

（学内ௐఀҕ員ձ）
第��条　োがい学生から支援内༰に対してҟٞの申し
ཱてがあった場合は、学内ௐఀҕ員ձでௐを行う。な
お、学内ௐఀҕ員ձについては、鶴見大学ηΫシϡΞ
ル・ϋϥスϝϯτ及びΞカσϛッΫ・ϋϥスϝϯτ等
の防止等に関する規程で定めるۤ処理ҕ員ձが݉Ͷ
るものとする。

（事務処理）

第��条　োがい学生支援及びҕ員ձに関する事務は、แ
ׅ支援課が行う。関部ॺはこれを支援する。

（規程の改ഇ）
第��条　この規程の改ഇは、ҕ員ձのٞڠをܦて、学
がܾ定する。

　　附　則
　この規程は、令和５年̓月１日から施行する。
　　附　則
　この改正規程は、令和６年４月１日から施行する。

鶴見大学ো͕͍学ੜࢧԉਪਐ෦ձ規程

（設　　置）
第１条　鶴見大学োがい学生支援に関する規程（以下「ো
がい学生支援に関する規程」という。）第13条第１項の
規定に基づき、鶴見大学োがい学生支援ਪਐ部ձ（以下
「部ձ」という。）を設置する。

（目　　的）
第２条　部ձは、関部ॺฒびに学部等がোがい学生等
に対し、平等でެ正なम学ڥを得られるように適
な支援を行うため、関者間のௐを図るとともに、ো
がい学生等の૬ஊ૭ޱとして、当該学生のम学及び学
生生׆にد༩することを目的とする。

（務　　ۀ）
第３条　部ձは、次の各号に掲げるۀ務を行う。
　（1）　োがい学生支援に関する規程第１条に規定する

োがい学生の支援ମ制のاը・ཱҊに関すること。
　（2）　োがい学生支援にる関部ॺ及び学部等ฒび

に関者との࿈བྷ、ௐ及び࿈ܞに関すること。
　（3）　োがい学生支援にる関ػ関との࿈བྷ、ௐ

及び࿈ܞに関すること。
　（4）　োがい学生の学生生׆・म学・ਐ࿏等のカϯ

ηϦϯά及び指ಋに関すること。
　（5）　その他োがい学生支援に関すること。
　	　　৫

第４条　部ձは、次の各号に掲げる者をもって৫する。
　（1）　部ձ
　（2）　จ学部、ࣃ学部及び短期大学部からબ出された

専任教員各１人
　（3）　保݈ηϯλー所
　（4）　保݈ηϯλー護１໊ࢣ
　（5）　ίーσΟωーλー
　（�）　学生支援事務部、แׅ支援課
　（�）　教務事務部、จ学部教務課、ࣃ学部教務課

及び短期大学部教務課
　（8）　その他部ձが必要と認めた者
（部 ձ ）
第５条　部ձは、前条第２号に定めるҕ員のޓબによ
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りબ出する。
２　部ձに事故がある場合は、あらかじめ部ձの指
໊した者がその職務を代行する。

（ίーσΟωーλー）
第６条　ίーσΟωーλーは、োがい者支援に関する専
的ࣝを༗する者のうͪから、部ձのਪનに基づ
き、学が໋ずる。

（ձ　　ٞ）
第７条　部ձのձٞは、部ձが年度当ॳ及び必要にԠ
じてটूし、ٞ となる。
２　ձٞは、部ձ員の過数の出੮がなければ։くこと
ができない。
３　ձٞのٞ事は、出੮した部員の過数をもってܾし、
可൱ಉ数の場合は、部ձのܾするとこΖによる。
４　部ձが必要と認めた場合は、関教職員等をձٞ
に出੮させ、意見をௌくことができる。

（合理的ྀの提ํڙ等のࡦ定）
第８条　部ձは、当該োがい学生の入学時のௐࠪによる
ྀを要する事項、ཤम登録時やその他のোがい学生
からのྀの申し出等に基づき、合理的ྀの提ํڙ
をࡦ定するに当たって、支援۠分の定を行う。
２　部ձは、支援۠分ᶗ、ᶘ及びᶙの者について、合理的
ྀの提ํڙをࡦ定し、支援୲当部ॺ又は支援୲当
者（以下「支援୲当部ॺ等」という。）をܾ定する。
３　前２項に規定する定及びܾ定は、次のදの定める
とこΖによる。

۠分 要支援のঢ়گ 部ձの対Ԡ
支援୲当
部ॺ等

支援
۠分
ᶗ

Ұ部のतۀや学生生
等においてྀを׆
要するが、自ら申し
出て、ྀを受ける
ことができる。

合理的ྀの提
を支援୲ํڙ
当部ॺ等に࿈བྷ
する。

Ϋϥス୲任
又は指ಋ教
त、तۀ等
の୲当教員

支援
۠分
ᶘ

શてのतۀや学生生
等においてྀを׆
要し、大学として、
関者に支援をґཔ
する必要がある。

合理的ྀの࣮
施ܭըをࡦ定
し、合理的ྀ
の提ํڙ及び
࣮施ܭըを支援
୲当部ॺ等に࿈
བྷする。

Ϋϥス୲任
又は指ಋ教
त、तۀ等
の ୲ 当 教
員、関ҕ
員ձ等、関
部ॺ

支援
۠分
ᶙ

日常的に支援者から
の支援を必要として
おり、大学として۩
ମ的な支援を࣮施す
る必要がある。

別支援νーϜݸ
を設置する。

ݸ 別 支 援
νーϜ

（別支援νーϜݸ）
第９条　োがい学生の支援を円滑に࣮施するため、部ձ
にݸ別支援νーϜ（以下「支援νーϜ」という。）を置く。
２　支援νーϜは、োがい学生ຖに設置する。
（支援νーϜの任務）
第��条　支援νーϜは、次に掲げるۀ務を行う。
　（1）　当該োがい学生の学生生׆、म学及びਐ࿏等に

ݴる指ಋ及びॿ

　（2）　当該োがい学生の支援のための۩ମ的事項
　（3）　その他当該োがい学生の支援のために必要な事項
（支援νーϜの৫）
第��条　支援νーϜは、次の各号に掲げる者をもって
৫する。
　（1）　ίーσΟωーλー
　（2）　当該োがい学生のΫϥス୲任又は指ಋ教त
　（3）　当該োがい学生が在籍する学部の教務課及び

教務課員１໊
　（4）　แׅ支援課及びแׅ支援課員１໊
　（5）　その他部ձが必要と認めた者
（νーϜ責任者）
第��条　支援νーϜのۀ務を౷ׅするため支援νーϜ
にνーϜ責任者を置き、แׅ支援課をもってॆてる。

（意見のௌ取）
第��条　支援νーϜは、必要と認めたときは、構成員以
֎の者から意見をௌくことができる。

（ൿີの保持）
第��条　োがい学生の支援にܞわる者は、ݸ人のൿີ保
持について特にཹ意し、職務্必要な場合を除いて、
り得たൿີを࿙らしてはならない。

（則　　ࡶ）
第��条　部ձ及び支援νーϜの事務は、แׅ支援課が行
い、関部ॺがこれにྗڠするものとする。

　　附 　則
　この規程は、令和５年̓月１日から施行する。

鶴見大学จ学෦ෛই学ੜʹର͢Δ
ҩྍඅิॿ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学จ学部（以下「本学」とい
う）に在学する学生が、本学管理下においてൃ生した事
故により負傷し、ҩྍػ関においてྍ࣏を受けたとき、
そのҩྍ費をิॿすることを目的とする。ただし、本学
学生がՃ入している「学生教ҭڀݚ災害傷害保ݥ（以下
「学ݚ災」という）」の適用を受けたものは除く。
（適用ൣғ）
第２条　この規程において適用する事故とは、次の各号に
該当するもので、「学ݚ災」第1・2・4・5条に४ずる
ものとする。ただし、第4項の適用除֎条項をิする。
　（1） 正課中及び本学主࠵のॾ行事にࢀՃ中の負傷事故。
　（2）　本学に正式に届け出をした課֎׆動にࢀՃ中の

負傷事故。
　（3）　その他前各号に४ずるものと認めた負傷事故。
　（4）　ただし、前各号において負傷事故の原Ҽが本人

の故意又は重大な過失によると認められたときは
適用しない。

（ิॿֹ及びิॿ対期間）
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第３条　前条にうҩྍ費のิॿֹ及びิॿ対期間
は、「学ݚ災」第8条にいう平常の生׆を営Ήこと
ができる程度になおった日までのྍ࣏日数（以下「ྍ࣏
日数」という）に対するҩྍ保ۚݥが支払われない次の
ものとする。
　（1）　前条の第1項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্4日ະຬのもの。
　（2）　前条の第2項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্14日ະຬのもの。
　（3）　前条の第3項に該当する場合で、前条第1項に४

ずるものは前第1項、前条第2項に४ずるものは前
第2項による。

（ҩྍ費の定ٛ）
第４条　ここにいうҩྍ費とは、各छ݈߁保ݥを用し
たޙの本人負୲ֹをいう。

（ࢮҨ傷害又はޙ）
第５条　負傷の日から�έ月以内に負傷の݁Ռとして、
、ったときはࢸにࢮҨ傷害を生じたときएしくはޙ
「学ݚ災」や各छ݈߁保ݥの適用による保ۚݥや給付ۚ
とは関なく大学で定める負傷学生に対するҩྍ費ิ
ॿ基४に基づき、見ۚ又はீҚۚをଃるものとする。

（ิॿ申請）
第６条　ҩྍ費のิॿを申請しようとする者は、ྍ࣏ऴ
に必要事項を記入のうࢴ1έ月以内に所定の用ޙྃ
え、ྖ ऩ書及び݊をఴえて学生支援課に申請する
ものとする。

（事故ൃ生時のા置）
第７条　୲当教員又は課֎׆動ސは負傷事故ൃ生とಉ
時に学生支援課へ࿈བྷし、やかに૬Ԡのા置をߨず
るとともに事故ใࠂ書を提出しなければならない。

（事務の取ѻ）
第８条 ҩྍ費ิॿに関する事務取ѻは学生支援課とす
る。

　　　附　則
　この規程は、ত和�2年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ෛই学ੜʹର͢Δ
ҩྍඅิॿ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学ࣃ学部（以下「本学」とい
う）に在学する学生が、大学の管理下においてൃ生した
事故により負傷し、ҩྍػ関においてྍ࣏を受けたと
き、そのҩྍ費のҰ部をิॿすることにより、学生のܦ
済的負୲をܰݮすることを目的とする。

（適用ൣғ）
第２条　この規程において適用する事故とは次のとおり
とする。ただし、負傷事故の原Ҽが本人の故意、又は本人
の重大な過失によると認められたときは適用しない。
　（1）　正課中（ྟচ࣮शをؚΉ）の負傷事故及び本学主

Ճ中の負傷事故ࢀのॾ行事に࠵
　（2）　本学に正式に届け出をした課֎׆動にࢀՃ中の

負傷事故
　（3）　その他前各号に४ずるものと認めた負傷事故
（ิ ॿ ֹ）
第３条　前条の事故にうҩྍ費のิॿֹは、ࣃ学部の
学生がՃ入している「学生総合保ݥ」にる、傷害保ݥ
により支払われた給付ֹと本人負୲ֹとのֹࠩのҰ部
とし、ิ ॿֹについては別に定める。

（ิॿ対期間）
第４条　前条のҩྍ費のิॿ対期間は、負傷した日か
ら180日をもって限度とする。ただし、ิ ॿ対期間内
において通Ӄ日数は、90日を限度とする。

（ҩྍ費の定ٛ）
第５条　この規程によるҩྍ費とは、各छ݈߁保ݥを
用したޙの本人負୲ֹをいう。ただし、法定ֹߴҩྍ費
の給付を受けられるときは、そのֹࠩを߇除した本人
負୲ֹとする。
２　入Ӄࣨ料、அ書等݈߁保ݥ֎の費用については、特
に必要と認める場合以֎は、ҩྍ費とすることができ
ない。

（ࢮҨ傷害又はޙ）
第６条　負傷のの原Ҽとなり、負傷の日から180日
以内にޙҨ傷害が生じたとき、एしくはࢮしたとき
は「学生総合保ݥ」の適用による給付ۚとは関なく、
大学で定める負傷学生に対するҩྍ費ิॿ基४に基づ
き見ۚ又はீҚۚをଃるものとする。

（ิॿ申請）
第７条　ҩྍ費のิॿを申請しようとする者は、ྍ࣏ऴ
1έ月以内に所定の申請書に必要事項を記入のうޙྃ
え、ྖ ऩ書（ࣸ）及びҩࢣのஅ書（ྍ࣏期間30日ະຬ
の負傷事故は除く）をఴえて学生支援課に申請するも
のとする。

（事故ൃ生時のા置）
第８条　୲当教員又は課֎׆動ސは、負傷事故ൃ生と
ಉ時に学生支援課に࿈བྷし、やかに૬Ԡのા置をߨ
ずるとともに事故ใࠂ書を学生支援課へ提出するもの
とする。

（事務の取ѻ）
第９条　ҩྍ費ิॿに関する事務取ѻは、学生支援課と
する。　

　　　附　則
　この規程は、ত和�2年4月1日より施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
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第３条　前条にうҩྍ費のิॿֹ及びิॿ対期間
は、「学ݚ災」第8条にいう平常の生׆を営Ήこと
ができる程度になおった日までのྍ࣏日数（以下「ྍ࣏
日数」という）に対するҩྍ保ۚݥが支払われない次の
ものとする。
　（1）　前条の第1項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্4日ະຬのもの。
　（2）　前条の第2項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্14日ະຬのもの。
　（3）　前条の第3項に該当する場合で、前条第1項に४

ずるものは前第1項、前条第2項に४ずるものは前
第2項による。

（ҩྍ費の定ٛ）
第４条　ここにいうҩྍ費とは、各छ݈߁保ݥを用し
たޙの本人負୲ֹをいう。

（ࢮҨ傷害又はޙ）
第５条　負傷の日から�έ月以内に負傷の݁Ռとして、
、ったときはࢸにࢮҨ傷害を生じたときएしくはޙ
「学ݚ災」や各छ݈߁保ݥの適用による保ۚݥや給付ۚ
とは関なく大学で定める負傷学生に対するҩྍ費ิ
ॿ基४に基づき、見ۚ又はீҚۚをଃるものとする。

（ิॿ申請）
第６条　ҩྍ費のิॿを申請しようとする者は、ྍ࣏ऴ
に必要事項を記入のうࢴ1έ月以内に所定の用ޙྃ
え、ྖ ऩ書及び݊をఴえて学生支援課に申請する
ものとする。

（事故ൃ生時のા置）
第７条　୲当教員又は課֎׆動ސは負傷事故ൃ生とಉ
時に学生支援課へ࿈བྷし、やかに૬Ԡのા置をߨず
るとともに事故ใࠂ書を提出しなければならない。

（事務の取ѻ）
第８条 ҩྍ費ิॿに関する事務取ѻは学生支援課とす
る。

　　　附　則
　この規程は、ত和�2年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ෛই学ੜʹର͢Δ
ҩྍඅิॿ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学ࣃ学部（以下「本学」とい
う）に在学する学生が、大学の管理下においてൃ生した
事故により負傷し、ҩྍػ関においてྍ࣏を受けたと
き、そのҩྍ費のҰ部をิॿすることにより、学生のܦ
済的負୲をܰݮすることを目的とする。

（適用ൣғ）
第２条　この規程において適用する事故とは次のとおり
とする。ただし、負傷事故の原Ҽが本人の故意、又は本人
の重大な過失によると認められたときは適用しない。

　（1）　正課中（ྟচ࣮शをؚΉ）の負傷事故及び本学主
Ճ中の負傷事故ࢀのॾ行事に࠵

　（2）　本学に正式に届け出をした課֎׆動にࢀՃ中の
負傷事故

　（3）　その他前各号に४ずるものと認めた負傷事故
（ิ ॿ ֹ）
第３条　前条の事故にうҩྍ費のิॿֹは、ࣃ学部の
学生がՃ入している「学生総合保ݥ」にる、傷害保ݥ
により支払われた給付ֹと本人負୲ֹとのֹࠩのҰ部
とし、ิ ॿֹについては別に定める。

（ิॿ対期間）
第４条　前条のҩྍ費のิॿ対期間は、負傷した日か
ら180日をもって限度とする。ただし、ิ ॿ対期間内
において通Ӄ日数は、90日を限度とする。

（ҩྍ費の定ٛ）
第５条　この規程によるҩྍ費とは、各छ݈߁保ݥを
用したޙの本人負୲ֹをいう。ただし、法定ֹߴҩྍ費
の給付を受けられるときは、そのֹࠩを߇除した本人
負୲ֹとする。

２　入Ӄࣨ料、அ書等݈߁保ݥ֎の費用については、特
に必要と認める場合以֎は、ҩྍ費とすることができ
ない。

（ࢮҨ傷害又はޙ）
第６条　負傷のの原Ҽとなり、負傷の日から180日
以内にޙҨ傷害が生じたとき、एしくはࢮしたとき
は「学生総合保ݥ」の適用による給付ۚとは関なく、
大学で定める負傷学生に対するҩྍ費ิॿ基४に基づ
き見ۚ又はீҚۚをଃるものとする。

（ิॿ申請）
第７条　ҩྍ費のิॿを申請しようとする者は、ྍ࣏ऴ
1έ月以内に所定の申請書に必要事項を記入のうޙྃ
え、ྖ ऩ書（ࣸ）及びҩࢣのஅ書（ྍ࣏期間30日ະຬ
の負傷事故は除く）をఴえて学生支援課に申請するも
のとする。

（事故ൃ生時のા置）
第８条　୲当教員又は課֎׆動ސは、負傷事故ൃ生と
ಉ時に学生支援課に࿈བྷし、やかに૬Ԡのા置をߨ
ずるとともに事故ใࠂ書を学生支援課へ提出するもの
とする。

（事務の取ѻ）
第９条　ҩྍ費ิॿに関する事務取ѻは、学生支援課と
する。　

　　　附　則
　この規程は、ত和�2年4月1日より施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
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　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学ظ大学෦ෛই学ੜʹର͢Δ
ҩྍඅิॿ規程

（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学短期大学部（以下「本学」と
いう）に在学する学生が、本学管理下においてൃ生した
事故により負傷し、ҩྍػ関においてྍ࣏を受けたと
き、そのҩྍ費をิॿすることを目的とする。ただし、
本学学生がՃ入している「学生教ҭڀݚ災害傷害保ݥ
（以下「学ݚ災」という）」の適用を受けたものは除く。
（適用ൣғ）
第２条　この規程において適用する事故とは次の各号に
該当するもので、「学ݚ災」第1・2・4・5条に४ずる
ものとする。ただし、第4項の適用除֎条項をิする。
　（1）　正課中及び本学主࠵のॾ行事にࢀՃ中の負傷事

故。
　（2）　本学に正式に届け出をした課֎׆動にࢀՃ中の

負傷事故。
　（3）　その他前各号に४ずるものと認めた負傷事故。
　（4）　ただし、前各号において負傷事故の原Ҽが本人

の故意又は重大な過失によると認められたときは
適用しない。

（ิॿֹ及びิॿ対期間）
第３条　前条にうҩྍ費のิॿֹ及びิॿ対期間
は、「学ݚ災」第8条にいう平常の生׆を営Ήこと
ができる程度になおった日までのྍ࣏日数（以下「ྍ࣏
日数」という）に対するҩྍ保ۚݥが支払われない次の
ものとする。
　（1）　前条の第1項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্4日ະຬのもの。
　（2）　前条の第2項に該当する場合は、ྍ࣏日数が1日

以্14日ະຬのもの。
　（3）　前条の第3項に該当する場合で、前条第1項に४

ずるものは前第1項、前条第2項に४ずるものは前
第2項による。

（ҩྍ費の定ٛ）
第４条　ここにいうҩྍ費とは、各छ݈߁保ݥを用し
たޙの本人負୲ֹをいう。

（ࢮҨ傷害又はޙ）
第５条　負傷の日から�έ月以内に負傷の݁Ռとして、
、ったときはࢸにࢮҨ傷害を生じたときएしくはޙ
「学ݚ災」や各छ݈߁保ݥの適用による保ۚݥや給付ۚ
とは関なく大学で定める負傷学生に対するҩྍ費ิ
ॿ基४に基づき、見ۚ又はீҚۚをଃるものとする。

（ิॿ申請）
第６条　ҩྍ費のิॿを申請しようとする者は、ྍ࣏ऴ
に必要事項を記入のうࢴ1έ月以内に所定の用ޙྃ

え、ྖ ऩ書及び݊をఴえて学生支援課に申請する
ものとする。

（事故ൃ生時のા置）
第７条　୲当教員又は課֎׆動ސは負傷事故ൃ生とಉ
時に学生支援課へ࿈བྷし、やかに૬Ԡのા置をߨず
るとともに事故ใࠂ書を提出しなければならない。

（事務の取ѻ）
第８条　ҩྍ費ิॿに関する事務取ѻは学生支援課とす
る。

　　　附　則
　この規程は、ত和�2年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学ਤॻؗ規程
（झ　　ࢫ）　
第１条　この規程は、鶴見大学学則第5�条第2項及び鶴
見大学短期大学部学則第5�条第2項の規定に基づき、
鶴見大学図書館（以下「図書館」という。）について、必要
な事項を定める。

（目　　的）
第２条　図書館は、図書及びその他の図書館ࢿ料（以下
という。）をऩ「料ࢿ」 ・ू理・保ଘし、鶴見大学及び鶴
見大学短期大学部（以下「本学」という。）の学生、教職員
及びその他の利用にڙするとともに、その教ҭ、ௐࠪݚ
。することを目的とするࢿ教ཆ等に、ڀ

（図書館）　
第３条　図書館に、図書館を置く。
２ 図書館は、学の໋を受け、所ଐ職員を指شಜ
して所管事務をঠり、図書館を代දする。
３ 図書館は、本学の教तのうͪから、学のਪનに
より理事が任໋する。
４　図書館の任期は、2年とする。ただし、࠶任をげ
ない。
５����図書館にܽ員が生じた場合のิܽの館の任期
は、前任者の任期間とする。

（図書ҕ員ձ）　
第４条　図書館に、図書館のاըฒびに運営に関する重
要事項について、学のࢾにԠじて৹ٞするため図
書ҕ員ձを置く。
２　 図書ҕ員ձについては、別に定める。
　（料のऩू、管理等ࢿ）
第５条　ࢿ料のऩू、管理、除籍等については、別に定め
る。

（利　　用）　
第６条　図書館の利用については、別に定める。
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　（ใ　　）
第７条　図書館は、利用者に対し、ۀ務্ใの必要を
認めた場合には、掲 ・ࣔ館ใその他のํ法でใじなけれ
ばならない。

（規程の改ഇ）　
第８条　この規程の改ഇは、図書ҕ員ձの৹ٞをܦて、学
がܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、ত和44年4月4日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学ਤॻؗ利用規程
ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学図書館規程第�条の規定
に基づき、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部（以下「本
学」という。）に置く図書館（以下「図書館」という。）の利
用について必要な事項を定めることを目的とする。

（利用֨ࢿ）
第２条　図書館を利用できる者は、次のとおりとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφーձ員
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　横ࢢ内大学図書館ίϯιーシΞϜࢀՃ大学学

生・教職員
　（11）　本学指定校生 ・ె教職員
　（12）　鶴見۠ຽ
　（13）　鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園保護者
　（14）　その他館が特に許可した者
ٳ） 館 日）
第３条　ٳ館日は、次のとおりとする。
　（1）　日༵日及びࠃຽのٳ日
　（2）　その他大学が定めるྟ時ۀٳ日
　（3）　年・年࢝
２　前項の規定にかかわらず、館は、必要にԠじて、ྟ
時に։館日及びٳ館日を定めることができる。

（։館時間）
第４条　։館時間は、次のとおりとする。
　（1）　平　日　ޕ前8時50分から9ޙޕ時まで
　（2）　༵日　ޕ前8時50分からޙޕ�時まで
２　前項の規定にかかわらず、館は、必要にԠじて、։

館時間をԆएしくは短ॖすることができる。

ɹɹ第２ষɹӾɹɹཡ
（Ӿཡํ法）
第５条　入館者は、Ӿཡࣨのࢿ料を、館内において自由に
検ࡧしӾཡすることができる。Ӿཡをऴྃしたࢿ料は、
ͪに所定の場所にもどさなければならない。

（指定図書）
第６条　学生の必読書として特に教員が指定したものを
指定図書とし、これを別置する。

（料ࢿ重و）
第７条　و重ࢿ料の利用は、次のとおりとする。
料は、本学教職員の他館が特に許可しࢿ重و　（1）　

たものに限ってӾཡすることができる。
料は、指定された場所においてӾཡするࢿ重و　（2）　

ものとする。
いを館ئ者は、所定のӾཡر料のӾཡࢿ重و　（3）　

に提出し、その許可を得なければならない。
。料は、館֎へଳ出することができないࢿ重و　（4）　
　（5）　ࣸਅ、ෳࣸػ等によるو重ࢿ料のෳࣸについて

は、館の許可を必要とする。
（書ݿ内ࢿ料）
第８条　書ݿ内ࢿ料の利用は、次のとおりとする。
　（1）　書ݿ内ࢿ料は、所定のӾཡئいを提出し、Ӿཡす

ることができる。
　（2）　書ݿは原則として入ݿすることができない。た

だし、本学教職員、本学大学Ӄ生・専߈生、鶴見大学
附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員及びその他館が特
に許可した者は、書ݿへ入ることができる。

（Ӿཡ্の注意）
第９条　Ӿཡ者は、すて員の指ࣔにैい、次の事項を
守らなければならない。
　（1）　Ӿཡࣨでは常に੩ॗを保ͪ、٤Ԏ、ҿ৯、Ի読及

びࡶஊ等他人のげになる行ҝをしない。
料Ӿཡ以֎の目的のためにӾཡࣨを利用しなࢿ　（2）　

い。

ɹɹ第３ষɹିɹɹग़
（ି出֨ࢿ）
第��条　ࢿ料を館֎へଳ出できる者は、次のとおりとす
る。ただし、所定の手続きを必要とする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφー受ߨ生
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園保護者
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　（ใ　　）
第７条　図書館は、利用者に対し、ۀ務্ใの必要を
認めた場合には、掲 ・ࣔ館ใその他のํ法でใじなけれ
ばならない。

（規程の改ഇ）　
第８条　この規程の改ഇは、図書ҕ員ձの৹ٞをܦて、学
がܾ定する。

　　　附　則
　この規程は、ত和44年4月4日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学ਤॻؗ利用規程
ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（目　　的）
第１条　この規程は、鶴見大学図書館規程第�条の規定
に基づき、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部（以下「本
学」という。）に置く図書館（以下「図書館」という。）の利
用について必要な事項を定めることを目的とする。

（利用֨ࢿ）
第２条　図書館を利用できる者は、次のとおりとする。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφーձ員
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　横ࢢ内大学図書館ίϯιーシΞϜࢀՃ大学学

生・教職員
　（11）　本学指定校生 ・ె教職員
　（12）　鶴見۠ຽ
　（13）　鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園保護者
　（14）　その他館が特に許可した者
ٳ） 館 日）
第３条　ٳ館日は、次のとおりとする。
　（1）　日༵日及びࠃຽのٳ日
　（2）　その他大学が定めるྟ時ۀٳ日
　（3）　年・年࢝
２　前項の規定にかかわらず、館は、必要にԠじて、ྟ
時に։館日及びٳ館日を定めることができる。

（։館時間）
第４条　։館時間は、次のとおりとする。
　（1）　平　日　ޕ前8時50分から9ޙޕ時まで
　（2）　༵日　ޕ前8時50分からޙޕ�時まで
２　前項の規定にかかわらず、館は、必要にԠじて、։

館時間をԆएしくは短ॖすることができる。

ɹɹ第２ষɹӾɹɹཡ
（Ӿཡํ法）
第５条　入館者は、Ӿཡࣨのࢿ料を、館内において自由に
検ࡧしӾཡすることができる。Ӿཡをऴྃしたࢿ料は、
ͪに所定の場所にもどさなければならない。

（指定図書）
第６条　学生の必読書として特に教員が指定したものを
指定図書とし、これを別置する。

（料ࢿ重و）
第７条　و重ࢿ料の利用は、次のとおりとする。
料は、本学教職員の他館が特に許可しࢿ重و　（1）　

たものに限ってӾཡすることができる。
料は、指定された場所においてӾཡするࢿ重و　（2）　

ものとする。
いを館ئ者は、所定のӾཡر料のӾཡࢿ重و　（3）　

に提出し、その許可を得なければならない。
。料は、館֎へଳ出することができないࢿ重و　（4）　
　（5）　ࣸਅ、ෳࣸػ等によるو重ࢿ料のෳࣸについて

は、館の許可を必要とする。
（書ݿ内ࢿ料）
第８条　書ݿ内ࢿ料の利用は、次のとおりとする。
　（1）　書ݿ内ࢿ料は、所定のӾཡئいを提出し、Ӿཡす

ることができる。
　（2）　書ݿは原則として入ݿすることができない。た

だし、本学教職員、本学大学Ӄ生・専߈生、鶴見大学
附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員及びその他館が特
に許可した者は、書ݿへ入ることができる。

（Ӿཡ্の注意）
第９条　Ӿཡ者は、すて員の指ࣔにैい、次の事項を
守らなければならない。

　（1）　Ӿཡࣨでは常に੩ॗを保ͪ、٤Ԏ、ҿ৯、Ի読及
びࡶஊ等他人のげになる行ҝをしない。

料Ӿཡ以֎の目的のためにӾཡࣨを利用しなࢿ　（2）　
い。

ɹɹ第３ষɹିɹɹग़
（ି出֨ࢿ）
第��条　ࢿ料を館֎へଳ出できる者は、次のとおりとす
る。ただし、所定の手続きを必要とする。

　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφー受ߨ生
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園保護者
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　（11）　その他館が特に許可した者
（ି出数及び期間）
第��条　ି出数及び期間は、次のとおりとする。
　（1）　Ұൠି出
　　ᶃ　図書のି出は、次のとおりとする。ただし、館

が特に許可した場合は、この限りではない。
　　　（Ξ）本学教職員� �30 1か月以内
　　　（Π）本学学生� �10 2ि間以内
　　　（）ଔۀจ対者� �10 1か月以内
　　　（Τ）本学大学Ӄ生・専߈生� �15 1か月以内
　　　（Φ）本学図書館学ߨश生� �� 1ि間以内
　　　（カ）本学生֔学शηϛφー受ߨ生

�� 2ि間以内
　　　（Ω）本学چ教職員� �� 1か月以内
　　　（Ϋ）本学ଔۀ生� �� 1か月以内
　　　（έ）鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員

�30 1か月以内
　　　（ί）鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె

�� 2ि間以内
　　　（α）鶴見大学短期大学部附ଐ三দ༮ஓ園保護者

２ि間以内　６
　　ᶄ　ࢽࡶのି出は、࠷新号を除き本学教職員、本学大

学Ӄ生・専߈生及び鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校
教職員に限りこれを認め、33日間を限度とす
る。ただし、学֎に持ͪ出さないこととする。

　　ᶅ　ࢹௌ֮ࢿ料、その他のࢿ料のି出は、別に定める
。則によるࡉ

　（2）　Ұି出
　　　Ұି出は、次のとおりとする。
　　　（Ξ）平　日　19時からཌ日の11時まで
　　　（Π）༵日　1�時から月༵日の11時まで
Ջ中のି出ٳ　（3）　
　　　Ն期・ౙ期のٳՋ中には、特別ି出を行う。
出ିࣨڀݚ　（4）　
　　　各ࣨڀݚを対として、ࣨڀݚに期ି出を行う。
　　 。則は、別に定めるࡉ出のିࣨڀݚ　
　（5）　その他
　　　その他館が必要と認めた場合は、ି 出数・期間
　　　のมߋができる。
（ି出期間のߋ新）
第��条　期間内にࢿ料を持ࢀし、かつ、他に༧者のな
い場合に限り、ି 出期間をߋ新することができる。

（ି出の༧）
第��条　ି出中のࢿ料については、次ճのି出の༧を
することができる。

（ି出ې止ࢿ料）
第��条　次のࢿ料は、館֎へଳ出することができない。
料ࢿߟࢀ　（1）　
料ࢿ重و料・४ࢿ重و　（2）　
ただし、第11条第1号2ྨに定める場合を）ࢽࡶ　（3）　

除く。）

　（4）　その他館が特に指定したࢿ料
（転ିのې止）
第��条　ଳ出したࢿ料は、他人に転ିしてはならない。

ɹɹ第４ষɹฦɹɹ٫
（ି出ࢿ料のฦ٫）
第��条　ࢿ料をଳ出した者は、ି 出期間ຬྃの日までに
これをฦ٫しなければならない。
２ 前項の規定にかかわらず、館は、必要と認めた場
合には、ି 出ࢿ料のฦ٫をٻめることができる。

ɹɹ第５ষɹേɹɹ則
（ฆ失、Ԛ損、ᆝ損）
第��条　図書館のࢿ料を、ฆ失あるいはԚ損、ᆝ損した
者に対して、館は、これをݱ又は૬当の代Ձをもっ
てห償させるほか、利用をఀ止又はې止することがで
きる。

（Ԇ　　）
第��条　ࢿ料をそのି出期間を過͗てฦ٫しない者に
対して、ಜଅঢ়をൃする。
２　ಜଅに及Μでもなおฦ٫しない者に対して利用をҰ
定期間ఀ止することがある。

（そ の 他）
第��条　その他、図書館のॾ規程を९守しない者に対し
て、館は、図書館の利用をఀ止又はې止することがで
きる。

ɹɹ第６ষɹϨϑΝϨϯεɾαʔϏε
（ϨϑΝϨϯス・αーϏス）
第��条　図書館は、利用者のௐ するためϨࢿにڀݚࠪ・
ϑΝϨϯス・αーϏスを行う。
２　ϨϑΝϨϯス・αーϏスのࡉ則は、別に定める。

ɹɹ第７ষɹෳࣸαʔϏε
（ෳࣸαーϏス）
第��条　図書館は、利用者のґཔにԠじて、図書館ࢿ料
のෳࣸαーϏスを行う。
２　ෳࣸαーϏスのࡉ則は、別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和48年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、令和5年11月1日から施行する。

鶴見大学ਤॻؗෳࣸαʔϏεࡉ則

（目　　的）
第１条　このࡉ則は、「鶴見大学図書館（以下「図書館」と
いう。）利用規程」第21条の規定に基づき、ෳࣸαーϏ
スに関する事項を定める。
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（利用֨ࢿ）
第２条　ෳࣸαーϏスを利用できる者は、次のとおりと
する。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφーձ員
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　横ࢢ内大学図書館ίϯιーシΞϜࢀՃ大学学

生・教職員
　（11）　指定校生 ・ె教職員
　（12）　その他館が特に許可した者
（ෳ主ମ）
第３条　ࢿ料のෳࣸは、図書館が行う。ただし、館は必
要にԠじて、「ஶݖ࡞法」のझࢫをҳしないൣғにお
いて、館内の所定の場所でґཔ者自らෳࣸすることを
許可することができる。

（取ѻൣғ）
第４条　図書館で取ѻうෳࣸαーϏスの対となるൣғ
は、次のとおりとする。
　（1）　図書館所ଂのࢿ料であること。
　（2）　教ҭ又はௐࠪڀݚの用にڙすることを目的とす

ること。
　（3）　「ஶݖ࡞法」のझࢫのൣғ内のものであること。
（受付時間）
第５条　ෳࣸαーϏスの受付時間は、図書館の։館時間
内とする。

（申　　込）
第６条　ෳࣸをґཔしようとする者は、次に定める手続
きをܦなければならない。
　（1）　図書館備えつけのจݙෳࣸ申込書に必要事項を

記入し提出すること。
　（2）　次条で定める料ۚを前ೲすること。ただし、学内

費によるもの又は館が認めた場合は、このڀݚ
限りではない。

　（3）　ೲ付した料ۚは、原則としてฦ付しない。
（ෳࣸ料ۚ）
第７条　ෳࣸ料ۚは次のとおりとする。
　（1）　ന１ࠇຕ10円、カϥー 1ຕ50円
（αーϏスの制限）
第８条　館は、「ஶݖ࡞法」৵害のٙいがあると認めた
場合、その他ෆ適当な事由があると認めた場合は、ෳࣸ
αーϏスの利用を制限することができる。

　　　附　則
　このࡉ則は、ত和48年4月1日から施行する。

　　　附　則
　このࡉ則は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学ࢪઃɾઃඋ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
（以下「本学」という。）の校、校ࣷ、校۩その他の備
等を教ҭの目的に正当に用し、その管理を適に行
うため必要な事項を定めることを目的とする。
第２条　大学生׆のྑなるڥをҡ持するため、教職
員・学生は校ࣷ、校ఉ等のඒԽに努めなければならな
い。
第３条　校、校ࣷ、校۩又は備等を用する場合は、
次に定める事項を厳守しなければならない。
�時までとし、時間ޙޕ前8時からޕ、用時間は　（1）　

֎及びٳ日・ॕ 日には用できない。ただし、特に
規定֎に用したいときは、あらかじめ所管課
の許可を受けること。

　（2）　正課֎に教ࣨ等の施設・設備を用するときは、
責任者が所定の用ئに日時、場所、目的、人員等
を໌記し、3日前までに所管課に提出すること。

֎に記載した教ࣨ等の施設・設備は、目的ئ用　（3）　
の用途に用してはならない。

用しては用施設は、許可を受けた者以֎は　（4）　
ならない。

　（5）　施設から退出するときは、特に火ؾの༗無を点
検し、消౮・ށకりを࣮֬に行うこと。

　（�）　施設内ではిث等火ؾはҰ用しないこ
と。

　（�）　施設用に当たってはਗ਼ܿに努め、用ޙ
はͪにਗ਼を行うこと。

　（8）　構内に設置されている備、ث۩をみだりに移
動しないこと。移動しようとするときは、所管課
の許可を受けること。

第４条　施設・設備等は、無அで改ഇ、新設を行ってはな
らない。
第５条　無அで校内において࡞ߞ、২等をしてはな
らない。
第６条　構内の掲ࣔ、その他これにྨするものは、所定の
場所以֎に掲ࣔしてはならない。
第７条　無அで構内へ・ث۩等を持込み、又はൢച、
లࣔ、をしてはならない。
第８条　故意又は過失により、ݐ・備等を໓失、ഁ 損、
Ԛ損した場合はห償するものとする。
第９条　本学の校、ݐ、ࣨڀݚ、教ࣨ及びΫϥϒ部ࣨ
等の用管理については別に定める。
第��条　学֎者が校及びݐ又は施設、設備を用す
る場合については別に定める。
第��条　施設、設備等の用者がこの規程その他ॾ規則
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（利用֨ࢿ）
第２条　ෳࣸαーϏスを利用できる者は、次のとおりと
する。
　（1）　本学教職員
　（2）　本学学生
　（3）　本学大学Ӄ生・専߈生
　（4）　本学図書館学ߨश生
　（5）　本学生֔学शηϛφーձ員
　（�）　本学چ教職員
　（�）　本学ଔۀ生
　（8）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校教職員
　（9）　鶴見大学附ଐ中学校ߴ・ 等学校生ె
　（10）　横ࢢ内大学図書館ίϯιーシΞϜࢀՃ大学学

生・教職員
　（11）　指定校生 ・ె教職員
　（12）　その他館が特に許可した者
（ෳ主ମ）
第３条　ࢿ料のෳࣸは、図書館が行う。ただし、館は必
要にԠじて、「ஶݖ࡞法」のझࢫをҳしないൣғにお
いて、館内の所定の場所でґཔ者自らෳࣸすることを
許可することができる。

（取ѻൣғ）
第４条　図書館で取ѻうෳࣸαーϏスの対となるൣғ
は、次のとおりとする。
　（1）　図書館所ଂのࢿ料であること。
　（2）　教ҭ又はௐࠪڀݚの用にڙすることを目的とす

ること。
　（3）　「ஶݖ࡞法」のझࢫのൣғ内のものであること。
（受付時間）
第５条　ෳࣸαーϏスの受付時間は、図書館の։館時間
内とする。

（申　　込）
第６条　ෳࣸをґཔしようとする者は、次に定める手続
きをܦなければならない。
　（1）　図書館備えつけのจݙෳࣸ申込書に必要事項を

記入し提出すること。
　（2）　次条で定める料ۚを前ೲすること。ただし、学内

費によるもの又は館が認めた場合は、このڀݚ
限りではない。

　（3）　ೲ付した料ۚは、原則としてฦ付しない。
（ෳࣸ料ۚ）
第７条　ෳࣸ料ۚは次のとおりとする。
　（1）　ന１ࠇຕ10円、カϥー 1ຕ50円
（αーϏスの制限）
第８条　館は、「ஶݖ࡞法」৵害のٙいがあると認めた
場合、その他ෆ適当な事由があると認めた場合は、ෳࣸ
αーϏスの利用を制限することができる。

　　　附　則
　このࡉ則は、ত和48年4月1日から施行する。

　　　附　則
　このࡉ則は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学ࢪઃɾઃඋ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部
（以下「本学」という。）の校、校ࣷ、校۩その他の備
等を教ҭの目的に正当に用し、その管理を適に行
うため必要な事項を定めることを目的とする。

第２条　大学生׆のྑなるڥをҡ持するため、教職
員・学生は校ࣷ、校ఉ等のඒԽに努めなければならな
い。

第３条　校、校ࣷ、校۩又は備等を用する場合は、
次に定める事項を厳守しなければならない。

�時までとし、時間ޙޕ前8時からޕ、用時間は　（1）　
֎及びٳ日・ॕ 日には用できない。ただし、特に
規定֎に用したいときは、あらかじめ所管課
の許可を受けること。

　（2）　正課֎に教ࣨ等の施設・設備を用するときは、
責任者が所定の用ئに日時、場所、目的、人員等
を໌記し、3日前までに所管課に提出すること。

֎に記載した教ࣨ等の施設・設備は、目的ئ用　（3）　
の用途に用してはならない。

用しては用施設は、許可を受けた者以֎は　（4）　
ならない。

　（5）　施設から退出するときは、特に火ؾの༗無を点
検し、消౮・ށకりを࣮֬に行うこと。

　（�）　施設内ではిث等火ؾはҰ用しないこ
と。

　（�）　施設用に当たってはਗ਼ܿに努め、用ޙ
はͪにਗ਼を行うこと。

　（8）　構内に設置されている備、ث۩をみだりに移
動しないこと。移動しようとするときは、所管課
の許可を受けること。

第４条　施設・設備等は、無அで改ഇ、新設を行ってはな
らない。

第５条　無அで校内において࡞ߞ、২等をしてはな
らない。

第６条　構内の掲ࣔ、その他これにྨするものは、所定の
場所以֎に掲ࣔしてはならない。

第７条　無அで構内へ・ث۩等を持込み、又はൢച、
లࣔ、をしてはならない。

第８条　故意又は過失により、ݐ・備等を໓失、ഁ 損、
Ԛ損した場合はห償するものとする。

第９条　本学の校、ݐ、ࣨڀݚ、教ࣨ及びΫϥϒ部ࣨ
等の用管理については別に定める。

第��条　学֎者が校及びݐ又は施設、設備を用す
る場合については別に定める。

第��条　施設、設備等の用者がこの規程その他ॾ規則
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に違反した場合は、ͪに用許可の取消し、又は用
の中止を໋ずることがある。

　　　附　則
　この規程は、ত和4�年4月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成19年4月1日から施行する。

鶴見大学ମҭؗ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、鶴見大学ମҭ館（以下「ମҭ館」と
いう。）の用及び管理運営を適に行うため必要な事
項を定めることを目的とする。
第２条　ମҭ館は、次の用途に用するものとする。
　（1）　本学の正課ମҭ࣮ٕ及び׆ڀݚ動
　（2）　本学の課֎׆動
　（3）　本学の主࠵する式య及びその他のूձ
　（4）　本学教職員の利ް生׆動
　（5）　本学の附ଐ学校のॾ׆動
　（�）　その他Ҭॅຽ等のॾ׆動
２　前項第�号の用の場合にあっては、学の用許
可を得なければならない。
第３条　ମҭ館の管理運営のためମҭ館管理ҕ員ձ（以
下「ҕ員ձ」という。）を置く。
第４条　ҕ員ձは、学によってҕされたҕ員をもっ
て৫し、ҕ員は学がܾ定する。
第５条　ҕ員ձは、ମҭ館の施設・設備又はҡ持、用等
の管理及び運営に関しٞڠするものとする。
第６条　ҕ員ձは、数以্のҕ員が出੮しなければձ
ٞを։くことができない。
第７条　ҕ員ձの事務は、学生支援課が所管する。
第８条　ମҭ館の用ࡉ則、用৺得その他必要な事項
については別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和52年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学άϥϯυ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、鶴見大学ࢣԬάϥϯυ及びࢰ
用ϲ୩άϥϯυ（以下「άϥϯυ」という。）のࢠ
及び管理運営を適に行うため必要な事項を定めるこ

とを目的とする。
第２条　άϥϯυは、次の用途に用するものとする。
　（1）　本学の正課ମҭ࣮ٕ
　（2）　本学の課֎׆動
　（3）　本学教職員の利ް生׆動
　（4）　本学の附ଐ学校のॾ׆動
　（5）　その他Ҭॅຽ等のॾ׆動
２　前項第5号の用の場合にあっては、学の用許
可を得なければならない。
第３条　άϥϯυの管理運営のためάϥϯυ管理ҕ
員ձ（以下「ҕ員ձ」という。）を置く。
第４条　ҕ員ձは学によってҕされたҕ員をもって
৫し、ҕ員は学がܾ定する。
第５条　ҕ員ձはάϥϯυの施設・設備又はҡ持、用
等の管理及び運営に関しٞڠするものとする。
第６条　ҕ員ձは、数以্のҕ員が出੮しなければձ
ٞを։くことができない。
第７条　ҕ員ձの事務は、学生支援課が所管する。
第８条　άϥϯυの用ࡉ則、用৺得その他必要な
事項については別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和50年10月2�日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成2�年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。　

鶴見大学ཱߥςχείʔτ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、鶴見大学ཱߥテχスίーτ（以下
「ίーτ」という。）の用及び管理運営を適に行うた
め必要な事項を定めることを目的とする。
第２条　ίーτは次の用途に用するものとする。
　（1）　本学の正課ମҭ࣮ٕ
　（2）　本学の課֎׆動
　（3）　本学教職員の利ް生׆動
　（4）　本学の附ଐ学校のॾ׆動
　（5）　その他Ҭॅຽ等のॾ׆動
２　前項第5号の場合にあっては、学の用許可を得
なければならない。
第３条　ίーτを用する場合は次に定める事項を厳守
しなければならない。
4月1日より9月30）ق用時間は原則としてՆ　（1）　

日まで）はޕ前8時よりޙޕ�時まで、ౙ10）ق月1
日より3月31日まで）はޕ前9時よりޙޕ�時まで
とし、時間֎及びٳ日・ॕ 日には用できない。た
だし、特に規定֎に用したいときは、各責任者は
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鶴見大学෦ࣨ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、部ࣨの用及び管理運営を適
に行うため必要な事項を定めることを目的とする。
第２条　部ࣨは、本学課֎׆動ެ認ஂମにその用を許
可する。
第３条　部ࣨの管理運営についてはશ学学生ҕ員ձで行
い、その事務については学生支援事務部学生支援課が
これにあたる。
第４条　部ࣨの用許可は、શ学学生ҕ員ձの্申に基
づき学がこれをܾ定する。
第５条　部ࣨの用許可は、ຖ年度これをߋ新するもの
とする。
２　部ࣨの用許可を受けようとするஂମは、จ࿈・ମ
࿈の総ձをܦてຖ年度5月10日までに所定の用ئ
を学生支援事務部学生支援課に提出しなければなら
ない。
第６条　部ࣨは、用ئに記載した目的以֎の用途に
用してはならない。
第７条　部ࣨ用に関するҰの責任は、各Ϋϥϒ部
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を学生支援課に提ئ用用3日前までに所定の
出し、許可を受けなければならない。

　（2）　ίーτ及び付ଳ設備は常にྑなڥをҡ持す
るため、ਗ਼ܿに努め、自ൃ的にਗ਼を行うこと。

　（3）　無அでίーτ及びݐ内にテχス用۩以֎の
、ث۩等を持込み、また施設・設備の無அ改ഇ、新
設を行ってはならない。

　（4）　施設及び備等を໓失、ഁ 損、Ԛ損した者はͪ
に届け出をし、ห償するものとする。

　（5）　施設では火ؾの用はҰ認めない。
第４条　ίーτ用者は、学生ྈ及びۙྡにとなら
ないよう、次の事項を厳守しなければならない。
　（1）　無அで学生ྈの構内及びྈݐ内へཱ入らない

こと。
　（2）　ྈ生及びۙྡがとなる大やֻをΉやみ

にൃしないこと。
第５条　ίーτ用者がこの規程に違反した場合は、
ͪに用許可の取消し、又は用の中止を໋ずること
がある。
第６条　ίーτの用ࡉ則その他必要な事項については
別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和49年5月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。　

鶴見大学ٷཱߥಓ場用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、鶴見大学ٷཱߥಓ場（以下「ٷಓ
場」という。）の用及び管理運営を適に行うため必
要な事項を定めることを目的とする。
第２条　ٷಓ場は、本学ٷಓ部の課֎׆動及び附ଐ学校
のॾ׆動に用するものとする。
第３条　ٷಓ場を用する場合は次に定める事項を厳守
しなければならない。
4月1日より9月30）ق用時間は原則としてՆ　（1）　

日まで）はޕ前8時よりޙޕ�時まで、ౙ10）ق月１
日より3月31日まで）はޕ前9時よりޙޕ�時まで
とし、時間֎及びٳ日・ॕ 日には用できない。た
だし、特に規定֎に用したいときには、責任者は
を学生支援課に提ئ用用3日前までに所定の
出し、許可を受けなければならない。

をҡ持すڥなಓ場及び付ଳ施設は常にྑٷ　（2）　
るため、ਗ਼ܿに努め、自ൃ的にਗ਼を行うこ
と。

　（3）　無அでٷಓ場及びݐ内にٷಓ۩以֎の、
等を持込み、また施設・設備の無அ改ഇ、新設۩ث
を行ってはならない。

　（4）　施設及び備等を໓失、ഁ 損した場合はͪに
届け出をし、ห償するものとする。

　（5）　施設では火ؾの用はҰ認めない。
　（�）　無அでٷಓ場及び施設を第三者に用させては

ならない。
第４条　ٷಓ場用者は、学生ྈ及びۙྡにとなら
ないよう、次の事項を厳守しなければならない。
　（1）　無அで学生ྈの構内及びྈݐ内へཱ入らない

こと。
　（2）　ྈ生及びۙྡがとなる大やֻをΉやみ

にൃしないこと。
第５条　ٷಓ場用者がこの規程その他ॾ規則に違反し
た場合は、ͪに用許可の取消し、又は用の中止を
໋ずることがある。
第６条　ٷಓ場の用ࡉ則その他必要な事項については
別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和50年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。



ー188ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

鶴見大学෦ࣨ用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、部ࣨの用及び管理運営を適
に行うため必要な事項を定めることを目的とする。

第２条　部ࣨは、本学課֎׆動ެ認ஂମにその用を許
可する。

第３条　部ࣨの管理運営についてはશ学学生ҕ員ձで行
い、その事務については学生支援事務部学生支援課が
これにあたる。

第４条　部ࣨの用許可は、શ学学生ҕ員ձの্申に基
づき学がこれをܾ定する。

第５条　部ࣨの用許可は、ຖ年度これをߋ新するもの
とする。

２　部ࣨの用許可を受けようとするஂମは、จ࿈・ମ
࿈の総ձをܦてຖ年度5月10日までに所定の用ئ
を学生支援事務部学生支援課に提出しなければなら
ない。

第６条　部ࣨは、用ئに記載した目的以֎の用途に
用してはならない。

第７条　部ࣨ用に関するҰの責任は、各Ϋϥϒ部
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を学生支援課に提ئ用用3日前までに所定の
出し、許可を受けなければならない。

　（2）　ίーτ及び付ଳ設備は常にྑなڥをҡ持す
るため、ਗ਼ܿに努め、自ൃ的にਗ਼を行うこと。

　（3）　無அでίーτ及びݐ内にテχス用۩以֎の
、ث۩等を持込み、また施設・設備の無அ改ഇ、新
設を行ってはならない。

　（4）　施設及び備等を໓失、ഁ 損、Ԛ損した者はͪ
に届け出をし、ห償するものとする。

　（5）　施設では火ؾの用はҰ認めない。
第４条　ίーτ用者は、学生ྈ及びۙྡにとなら
ないよう、次の事項を厳守しなければならない。
　（1）　無அで学生ྈの構内及びྈݐ内へཱ入らない

こと。
　（2）　ྈ生及びۙྡがとなる大やֻをΉやみ

にൃしないこと。
第５条　ίーτ用者がこの規程に違反した場合は、
ͪに用許可の取消し、又は用の中止を໋ずること
がある。
第６条　ίーτの用ࡉ則その他必要な事項については
別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和49年5月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。　

鶴見大学ٷཱߥಓ場用管理規程

第１条　この規程は、鶴見大学施設・設備用管理規程第
9条の規定に基づき、鶴見大学ٷཱߥಓ場（以下「ٷಓ
場」という。）の用及び管理運営を適に行うため必
要な事項を定めることを目的とする。
第２条　ٷಓ場は、本学ٷಓ部の課֎׆動及び附ଐ学校
のॾ׆動に用するものとする。
第３条　ٷಓ場を用する場合は次に定める事項を厳守
しなければならない。
4月1日より9月30）ق用時間は原則としてՆ　（1）　

日まで）はޕ前8時よりޙޕ�時まで、ౙ10）ق月１
日より3月31日まで）はޕ前9時よりޙޕ�時まで
とし、時間֎及びٳ日・ॕ 日には用できない。た
だし、特に規定֎に用したいときには、責任者は
を学生支援課に提ئ用用3日前までに所定の
出し、許可を受けなければならない。

をҡ持すڥなಓ場及び付ଳ施設は常にྑٷ　（2）　
るため、ਗ਼ܿに努め、自ൃ的にਗ਼を行うこ
と。

　（3）　無அでٷಓ場及びݐ内にٷಓ۩以֎の、
等を持込み、また施設・設備の無அ改ഇ、新設۩ث
を行ってはならない。

　（4）　施設及び備等を໓失、ഁ 損した場合はͪに
届け出をし、ห償するものとする。

　（5）　施設では火ؾの用はҰ認めない。
　（�）　無அでٷಓ場及び施設を第三者に用させては

ならない。
第４条　ٷಓ場用者は、学生ྈ及びۙྡにとなら
ないよう、次の事項を厳守しなければならない。

　（1）　無அで学生ྈの構内及びྈݐ内へཱ入らない
こと。

　（2）　ྈ生及びۙྡがとなる大やֻをΉやみ
にൃしないこと。

第５条　ٷಓ場用者がこの規程その他ॾ規則に違反し
た場合は、ͪに用許可の取消し、又は用の中止を
໋ずることがある。

第６条　ٷಓ場の用ࡉ則その他必要な事項については
別に定める。

　　　附　則
　この規程は、ত和50年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。
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がこれを負うものとする。
第８条　部ࣨ内のॾ施設は、無அ改・改ഇ及び転ିをし
てはならない。
第９条　ݐ又は施設・備等を໓失・ഁ 損した場合は、
すみやかに学生支援事務部学生支援課に届け出、その
࣮費をห償するものとする。
第��条　部ࣨ用ஂମは、次に定める事項を厳守しなけ
ればならない。
8時30分までޙޕ前8時30分よりޕ、用時間は　（1）　

とする。ただし、特に規定時間֎ฒびにٳ日・ॕ 日
に部ࣨを用するときは、3日前までに所定の
用ئを学生支援事務部学生支援課に届け出て許可
を得なければならない。

　（2）　部ࣨから退出するときは、火ؾの༗無を点検し
૭ฒびに出入ޱ൶を࣮֬にดし、防火及び盗難
༧防にؾをつけること。

　（3）　部ࣨฒびにपลのਗ਼ܿ、に努め、ڞಉ用に
。するՕ所は各ஂମ輪൪制でਗ਼を行うことڙ

　（4）　掲ࣔ、その他これにྨするものは所定の場所に
行うこと。

　（5）　部ࣨ内にଟֹのۚમ又はو重等を保管しない
こと。

　（�）　部ࣨに॓ധしないこと。
　（�）　部ࣨ内でਬ൧、ҿञ、٤Ԏをしないこと。
　（8）　他にをかけるような大、์ Վ、ָ ԋ等ث

の行ҝは৻Ήこと。
　（9）　ஆث۩は原則として用しないこと。
　（10）　চ໘の保શ及び੩ॗのためスύΠΫ、下ବཤき

は用しないこと。
第��条　部ࣨには、本学の許可なく֎དྷ者を出入させる
ことを厳ېする。
第��条　部ࣨ管理に必要がある場合には、管理者及びそ
のҕୗを受けた者がཱͪ入ることがある。
第��条　部ࣨ用ஂମが、この規程その他ॾ規則に違反
したことが໌らかである場合は、当該ஂମの用許可
を取消し、以ޙの用を許可しないことがある。
第��条　この規程に定めるもののほか、必要と認められ
る場合には、課֎׆動ެ認ஂମ࿈合ձの代ද者とٞڠ
して、部ࣨの用に関するࡉ則を定めることができる。

　　　附　則
　この規程は、ত和51年4月15日から施行する。
　　　附　則
　この改正規程は、平成19年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正規程は、平成24年4月1日から施行する。　
　　　附　則　
　この改正規程は、平成30年10月1日から施行する。

鶴見大学ঁࢠ学ੜྈྈ則

（設　　置）
第１条　鶴見大学学則第59条及び鶴見大学短期大学部
学則第59条に基づき、本学に学生ྈを設置し、鶴見大
学ঁࢠ学生ྈ（以下、「学生ྈ」という。）とশする。

（目　　的）
第２条　学生ྈは、本学のݐ学のਫ਼ਆに基づき、規ある
いやりの৺を۩えたࣾձੑ๛かなࢥを通して׆ಉ生ڞ
人ࡐをҭ成することを目的とする。

（職　　員）
第３条　学生ྈは、その円滑なۀ務を行うため、ྈ及び
その他の職員を置く。

（ྈ生ҕ員ձ）
第４条　学生ྈは、第2条の目的をୡ成するため、ྈ生を
もって構成するྈ生ҕ員ձを置く。
２　ྈ生ҕ員ձの規程は、別に定める。
（ྈ　　生）
第５条　ྈ生は、本学に籍を置く学生で、બߟにより学
から入ྈを許可された者とする。

（費　　用）
第６条　学生ྈの費用は、次のとおりとする。
　（1）　入ྈ費（入ྈ時）� 50000円
　（2）　ྈ　費（年　ֹ）� 45�000円
�ӹ費（年　ֹ）ڞ　（3）　 3�000円
　（4）　その他、৯費及びࣨډで用したిؾ代の࣮費
２　前項第4号の৯費については、別に定める。
３　費用のऩํ法については、別に定める。
（在ྈ期間）
第７条　在ྈ期間は、在学期間とする。
（ྈ 生 （׆
第８条　ྈ生は、次の各号に掲げる事項を厳守するもの
とする。
　（1）　日課　
前�時30分ޕ　চى　　
　　ே৯　ޕ前�時よりޕ前8時まで
　　༦৯　ޙޕ�時より84ޙޕ時30分まで
　　限　11ޙޕ時
　（2）　ே৯及び༦৯場所は、৯ಊとする。
　（3）　֎ധする場合は、事前にྈの許可を得るもの

とする。
　（4）　ྈ生以֎の者のࣨډへのཱ入は、原則としてې

止する。
（ٛ務と責任）
第９条　ྈ生は、ٛ 務と責任をଚび、ྈ則及びྈのॾ規則
を厳守するものとする。

（退　　ྈ）
第��条　在ྈ期間の中途で退ྈする場合は、学の許可
を得るものとする。
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２　学は、次の各号のԿれかに該当する者に退ྈを໋
ずることができる。
　（1）　ྈ生׆をཚしたり、ྈのॾ規則に違反した者及

び本学の学生の本分に反する行ҝをした者
がෆ適当と認められた者׆の理由で、ྈ生্߁݈　（2）　
　（3）　第�条に定める費用を理由なくೲした者
（そ の 他）
第��条　学は、ྈ生以֎の者の学生ྈの利用を許可す
ることができる。
２　前項の学生ྈの利用ൣғ及び費用等は、別に定める。
（所　　管）
第��条　学生ྈの所管は、学生支援事務部学生支援課と
する。

（ྈ則の改ഇ）
第��条　ྈ則の制定及び改ഇは、学が行う。

　　　附　則
　このྈ則は、平成15年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正ྈ則は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学学༑ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　本ձは鶴見大学学༑ձとশする。
第２条　本ձは鶴見大学に在籍する学生によって৫す
る。
第３条　本ձはશձ員の責任ある自׆࣏動により、本学
とີなる࿈ܞのもとに、本学のݐ学ਫ਼ਆをଚび໋
ୡ成に努ྗし、学生生׆にਫ਼ਐしձ員૬ޓのກをは
かることを目的とする。
第４条　ӈの目的をୡ成するために本ձに下記のػ関を
おく。
　ᶃ　学生総ձ　
　ᶄ　ࣥ行ҕ員ձ
　ᶅ　代ٞ員ձ
　ᶆ　બڍ管理ҕ員ձ

ɹɹ第２ষɹ学ੜ૯ձ
第５条　学生総ձは、શ学生により構成される本ձの࠷
ऴܾٞػ関である。
第６条　定例総ձは年2ճとし、ࣥ 行ҕ員ձがこれをট
ूする。ただし、下記の場合ࣥ行ҕ員ձはྟ時大ձをট
ूしなければならない。
　ᶃ　ࣥ行ҕ員ձが必要と認めた時
　ᶄ　代ٞ員が必要と認めた場合
　ᶅ　在籍学生の1�3以্の要ٻがあった場合
第７条　学生総ձのެࣔは2ि間前にશ学生になされな
ければならない。

第８条　学生総ձの定数は在籍学生の�ׂとし、出੮者
の2�3以্のಉ意によりܾٞされる。
第９条　学生総ձは次の事項を৹ٞする。
　ᶃ　本ձの基本ํ及び運営法
　ᶄ　本ձの༧ࢉ、ܾ の৹ٞ及びঝ認ࢉ
　ᶅ　本ձのձ則改正
　ᶆ　その他の重要事項
第��条　総ձのٞ1໊は代ٞ員がબ任するものとし、
ࣥ行ҕ員はその任につくことができない。ただし、ٸۓ
やΉを得ない場合は総ձによりબ任するものとする。

ɹɹ第３ষɹࣥߦҕһձ
第��条　ࣥ行ҕ員ձは本ձのࣥߴ࠷行ػ関であって、本
ձの目的をୡ成するために努ྗし、かつ、本ձձ則のެ
正な運用に努めなければならない。
第��条　ࣥ行ҕ員ձはձ1໊、෭ձ2 （໊ҕ員、෭ҕ
員はձ、෭ձが݉任する）、ձܭ書記2໊、ব֎3
໊のҕ員により構成され、自由ཱީิに基づきશ学生
のબڍによってબ出される。（なお、そのબڍについて
のࡉ則は別にこれを定める）
第��条　ࣥ行ҕ員の任期は4月1日からཌ年3月までの1
έ年とし、各員はҕ員ޓબにより定める。
第��条　ܽ員の生じた場合は、代ٞ員のঝ認をܦてձ
がこれを任໋ิॆする。
第��条　ҕ員（ձ）は本ձのߴ࠷責任者であり、本ձ
を代දして本ձのձ務を౷する。
第��条　෭ҕ員（෭ձ）は、ҕ員をิࠤし、ҕ員
に事故のある時はその職務を代行する。
第��条　下記の事項はࣥ行ҕ員のݖ限にଐするものと
する。
　ᶃ　ٸۓやΉを得ない理由により代ٞ員ձを։࠵でき
ない場合における代ٞ員ձのݖ限代行、ただし、この
場合は事ޙやかに代ٞ員にใࠂするものとする。

　ᶄ　ࣥ行ҕ員ձのํ行্必要と認めたػ関の設置
　ᶅ　学生総ձのটू
　ᶆ　総ձに提出するٞのܾ定
　ᶇ　代ٞ員ձの։࠵要ٻ
第��条　ࣥ行ҕ員ձのٞ事は、ҕ員�໊以্の出੮のも
とに過数をもってこれをܾし、ࢍ൱ಉ数の場合はٞ
がこれをܾする。
第��条　ࣥ行ҕ員ձは代ٞ員ձの։࠵に際して、原則と
してこれに出੮しなければならない。
第��条　代ٞ員から付ୗされた事項について代ٞ員が
そのܦ過ใࠂをٻめた時は、ࣥ 行ҕ員ձはこれにԠじ
なければならない。
第��条　ࣥ行ҕ員ձは下記のػ関の運営費をその༧ࢉ
に্ܭしなければならない。
　ᶃ　代ٞҕ員ձ
　ᶄ　બڍ管理ҕ員ձ
第��条　学生においてࣥ行ҕ員ձ৴任Ҋが൱ܾされ、あ
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２　学は、次の各号のԿれかに該当する者に退ྈを໋
ずることができる。
　（1）　ྈ生׆をཚしたり、ྈのॾ規則に違反した者及

び本学の学生の本分に反する行ҝをした者
がෆ適当と認められた者׆の理由で、ྈ生্߁݈　（2）　
　（3）　第�条に定める費用を理由なくೲした者
（そ の 他）
第��条　学は、ྈ生以֎の者の学生ྈの利用を許可す
ることができる。
２　前項の学生ྈの利用ൣғ及び費用等は、別に定める。
（所　　管）
第��条　学生ྈの所管は、学生支援事務部学生支援課と
する。

（ྈ則の改ഇ）
第��条　ྈ則の制定及び改ഇは、学が行う。

　　　附　則
　このྈ則は、平成15年4月1日から施行する。
　　　附　則　
　この改正ྈ則は、令和5年4月1日から施行する。

鶴見大学学༑ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　本ձは鶴見大学学༑ձとশする。
第２条　本ձは鶴見大学に在籍する学生によって৫す
る。
第３条　本ձはશձ員の責任ある自׆࣏動により、本学
とີなる࿈ܞのもとに、本学のݐ学ਫ਼ਆをଚび໋
ୡ成に努ྗし、学生生׆にਫ਼ਐしձ員૬ޓのກをは
かることを目的とする。
第４条　ӈの目的をୡ成するために本ձに下記のػ関を
おく。
　ᶃ　学生総ձ　
　ᶄ　ࣥ行ҕ員ձ
　ᶅ　代ٞ員ձ
　ᶆ　બڍ管理ҕ員ձ

ɹɹ第２ষɹ学ੜ૯ձ
第５条　学生総ձは、શ学生により構成される本ձの࠷
ऴܾٞػ関である。
第６条　定例総ձは年2ճとし、ࣥ 行ҕ員ձがこれをট
ूする。ただし、下記の場合ࣥ行ҕ員ձはྟ時大ձをট
ूしなければならない。
　ᶃ　ࣥ行ҕ員ձが必要と認めた時
　ᶄ　代ٞ員が必要と認めた場合
　ᶅ　在籍学生の1�3以্の要ٻがあった場合
第７条　学生総ձのެࣔは2ि間前にશ学生になされな
ければならない。

第８条　学生総ձの定数は在籍学生の�ׂとし、出੮者
の2�3以্のಉ意によりܾٞされる。

第９条　学生総ձは次の事項を৹ٞする。
　ᶃ　本ձの基本ํ及び運営法
　ᶄ　本ձの༧ࢉ、ܾ の৹ٞ及びঝ認ࢉ
　ᶅ　本ձのձ則改正
　ᶆ　その他の重要事項
第��条　総ձのٞ1໊は代ٞ員がબ任するものとし、
ࣥ行ҕ員はその任につくことができない。ただし、ٸۓ
やΉを得ない場合は総ձによりબ任するものとする。

ɹɹ第３ষɹࣥߦҕһձ
第��条　ࣥ行ҕ員ձは本ձのࣥߴ࠷行ػ関であって、本
ձの目的をୡ成するために努ྗし、かつ、本ձձ則のެ
正な運用に努めなければならない。

第��条　ࣥ行ҕ員ձはձ1໊、෭ձ2 （໊ҕ員、෭ҕ
員はձ、෭ձが݉任する）、ձܭ書記2໊、ব֎3
໊のҕ員により構成され、自由ཱީิに基づきશ学生
のબڍによってબ出される。（なお、そのબڍについて
のࡉ則は別にこれを定める）

第��条　ࣥ行ҕ員の任期は4月1日からཌ年3月までの1
έ年とし、各員はҕ員ޓબにより定める。

第��条　ܽ員の生じた場合は、代ٞ員のঝ認をܦてձ
がこれを任໋ิॆする。

第��条　ҕ員（ձ）は本ձのߴ࠷責任者であり、本ձ
を代දして本ձのձ務を౷する。

第��条　෭ҕ員（෭ձ）は、ҕ員をิࠤし、ҕ員
に事故のある時はその職務を代行する。

第��条　下記の事項はࣥ行ҕ員のݖ限にଐするものと
する。

　ᶃ　ٸۓやΉを得ない理由により代ٞ員ձを։࠵でき
ない場合における代ٞ員ձのݖ限代行、ただし、この
場合は事ޙやかに代ٞ員にใࠂするものとする。

　ᶄ　ࣥ行ҕ員ձのํ行্必要と認めたػ関の設置
　ᶅ　学生総ձのটू
　ᶆ　総ձに提出するٞのܾ定
　ᶇ　代ٞ員ձの։࠵要ٻ
第��条　ࣥ行ҕ員ձのٞ事は、ҕ員�໊以্の出੮のも
とに過数をもってこれをܾし、ࢍ൱ಉ数の場合はٞ
がこれをܾする。

第��条　ࣥ行ҕ員ձは代ٞ員ձの։࠵に際して、原則と
してこれに出੮しなければならない。

第��条　代ٞ員から付ୗされた事項について代ٞ員が
そのܦ過ใࠂをٻめた時は、ࣥ 行ҕ員ձはこれにԠじ
なければならない。

第��条　ࣥ行ҕ員ձは下記のػ関の運営費をその༧ࢉ
に্ܭしなければならない。

　ᶃ　代ٞҕ員ձ
　ᶄ　બڍ管理ҕ員ձ
第��条　学生においてࣥ行ҕ員ձ৴任Ҋが൱ܾされ、あ
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るいはࣥ行ҕ員ձෆ৴任Ҋが可ܾされた場合は、ࣥ 行
ҕ員ձはͪに総ࣙ職しなければならない。
第��条　ࣥ行ҕ員ձが任期ຬྃ、又は総ࣙ職した場合、
新たなࣥ行ҕ員ձがൃするまでの間その事務を代行
する。

ɹɹ第４ষɹٞһձ
第��条　代ٞ員ձは本ձの通常ܾٞػ関である。ただ
し、下記の事項については学生総ձにૹ付し、そのঝ認
をܦなければならない。
　ᶃ　代ٞ員が必要と認めた事項
　ᶄ　ࣥ行ҕ員が必要と認めた事項
第��条　代ٞ員はબ出母ମ͝とに新年度が࢝まり次第
やかにબ出される。ただし、ࣥ 行ҕ員はその任につく
ことはできない。
第��条　代ٞ員のબ出母ମ及びその定数は次の通りと
する。
　ᶃ　大学、短期大学部ともに各Ϋϥス　2໊　
　ᶄ　各Ϋϥϒ　1໊
第��条　各બ出母ମは、代ٞ員に事故ある時その職務を
代行する෭代ٞ員をબ出することができる。その定数
は前条に४ずる。
第��条　代ٞ員の任期は4月1日からཌ年3月31日まで
とする。ただし、新代ٞ員がܾまるまでは前代ٞ員がそ
の職務を代行する。
第��条　代ٞ員ձのٞ1໊、෭ٞ2໊は代ٞ員のޓબ
でܾめる。
第��条　ٞは代ٞ員ձのߴ࠷責任者であり、代ٞ員ձ
のձ務を౷する。
第��条　෭ٞはٞをิࠤし、ٞ に事故ある時はそ
の職務を代行する。
第��条　代ٞ員は下記の場合にその֨ࢿを失う。
　ᶃ　બ出母ମにおいて過数でෆ৴任された場合
　ᶄ　代ٞ員のࣙ意がબ出母ମにおいて過数でঝ認さ
れた場合

　ᶅ　代ٞ員ձにより֨ࢿがෆ適当と認められ、かつそ
のࢫબ出母ମに通ࠂされた場合

第��条　前条により֨ࢿを失ったچ代ٞ員のબ出母ମ
は原則として、1ि間以内に新代ٞ員をબ出し、چ代ٞ
員はそのࢫ代ٞ員にใࠂしなければならない。
第��条　代ٞ員ձはٞがこれをটूする。
第��条　定例代ٞ員ձは年10ճとする。ただし、下記の
場合はྟ時代ٞ員ձを։࠵しなければならない。
　ᶃ　ٞが必要と認めた場合
　ᶄ　શ代ٞ員の1�5以্の要ٻがあった場合
　ᶅ　ࣥ行ҕ員ձの要ٻがあった場合
第��条　代ٞ員ձのܾٞは出੮代ٞ員の過数をもっ
て成ཱする。
第��条　代ٞ員ձのܾ定事項は、શ学生にެࣔされなけ
ればならない。

第��条　代ٞ員ձのܾٞ事項のうͪ、必要なものはࣥ行
ҕ員ձに付ୗできる。
第��条　代ٞ員ձは前条による付ୗ事項についてその
。めることができるٻをࠂ過ใܦ
第��条　代ٞ員ձにおいてҰൠ学生のௌは原則とし
て自由である。
第��条　代ٞ員ձの運営費はࣥ行ҕ員ձがこれを্ܭ
する。

ɹɹ第５ষɹબڍ管理ҕһձ
第��条　બڍ管理ҕ員ձは、ҕ員10໊をもって構成さ
れ、બڍ施行ࡉ則にैって、ࣥ 行ҕ員のબڍのථを管
理する。
第��条　ᶃબڍ管理ҕ員は、ຖ年1ճ、9月に代ٞ員がこ
れをબ出する。ただし、ࣥ 行ҕ員はその任につくことが
できない。
　ᶄ　બڍ管理ҕ員の任期は、9月1日から、ཌ年8月31
日までの1ϲ年とする。

　ᶅ　ࣥ行ҕ員の総બڍはຖ年12月に行う。
第��条　બڍ管理ҕ員ձの運営費は、ࣥ 行ҕ員ձがこれ
を্ܭする。

ɹɹ第６ষɹαʔΫϧ׆ಈ
第��条　จԽ部࿈合及びମҭ部࿈合は、所ଐ各ஂମ間の
࿈བྷ、૬ൃޓలのためのػ関として設置される。
第��条　จԽ部࿈合及びମҭ部࿈合に関するࡉ則は、本
ձの目的に反しないൣғ内で、各ҕ員ձが自主的にこ
れを定め、代ٞ員ձにおいてใࠂしなければならない。
第��条　原則としてશ学生は、いずれかの࿈合にଐさな
ければならない。

ɹɹ第７ষɹɹɹ則
第��条　本規の改正及びิはશ代ٞ員の2�3্のࢍ
成をもってࣥ行ҕ員ձがこれをൃٞし、શ学生に提Ҋ
し、そのঝ認をܦなければならない。
このঝ認には、学生総ձ又はશ員のථによって
2�3以্のࢍ成を必要とする。
第��条　本ձのձ則は、ত和40年4月1日よりޮྗをൃ
する。

ɹɹɹ鶴見大学ɾ鶴見大学ظ大学෦
ɹɹɹ՝֎׆ಈެೝஂମ࿈߹ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　鶴見大学・鶴見大学短期大学部（以下、「鶴見大
学」という。）に鶴見大学・鶴見大学短期大学部課֎׆動
ެ認ஂମ࿈合ձ（以下、「࿈合ձ」という。）を置く。
第２条　࿈合ձは、鶴見大学のݐ学のਫ਼ਆにのっとり、
鶴見大学学則、鶴見大学短期大学部学則を९守し、課֎
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動׆動ެ認ஂମ（以下、「ެ認ஂମ」という。）における׆
のॆ࣮と্にد༩することを目的とする。
２　࿈合ձは、ެ 認ஂମの自主ੑを重Μじ、その意見のௐ
・ू を行い、鶴見大学との࿈ܞを図りつつ、ެ 認ஂ
ମ間の૬ޓ理ղをਂめ、ڠ ・ྗ࿈ܞが円滑に行えるよう
に努めるものとする。

ɹɹ第２ষɹɹɹ৫
第３条　࿈合ձは、શてのެ認ஂମをもって৫する。
２　࿈合ձに、จԽ部࿈合（以下、「จ࿈」という。）及びମ
ҭ部࿈合（以下、「ମ࿈」という。）を置く。
３　ެ認ஂମは、จ࿈又はମ࿈のいずれかにଐするもの
とする。
４　ެ認ஂମについてのࡉ則は、別に定める。
第４条　ެ認ஂମは、第9条に定めるެ認ஂମの৹ٞ事
項に関してൃݴ及びܾٞするݖ利を༗する。ただし、ٳ
部中のஂମを除く。
２　ެ認ஂମに所ଐする学生（以下、「部員」という。）は、
鶴見大学の在学生とし、ٳ学中の学生を除き、࿈合ձの
員及びҕ員にཱީิするݖ利を༗する。
３　ެ認ஂମ及び部員は、࿈合ձのձ則ฒびにܾٞ事項
にैい、その׆動にྗڠしなければならない。

ɹɹ第３ষɹɹɹһ
第５条　࿈合ձには、次の員を置く。
　ᶃ　理事　9人
　ᶄ　事　2人
２　員は、各ެ認ஂମからਪનされた部員（各1人）の
中からબ出し、ஂ ମձٞのঝ認を得るものとする。ただ
し、理事は、จ࿈及びମ࿈のそれͧれからબ出し、Ұํ
にภらないこととする。
３　理事は、ձ1人、෭ձ2人をޓબする。
４　ձは、理事の中から総務、ব֎及びձܭを୲当する
理事をબ任する。
５　࿈合ձは、員のબ出にあたり、બڍ管理ҕ員を置く
ものとする。
６　任期途中で員にܽ員が生じた場合は、ձがޙ任
の員を員ձにਪનし、員ձのঝ認によりબ任す
る。
̓　員の任期は、4月1日からཌ年の3月31日までの1
年間とし、࠶任をげない。ただし、ิ ܽ員の任期は、
前任者の任期間とする。
第６条　員の職務は、次のとおりとする。
　ᶃ　ձは、࿈合ձを代දし、そのձ務を౷ׅし、その
職務を行する。

　ᶄ　෭ձは、ձをิࠤして、ձに事故ある場合は
その職務を代行し、ձがܽけた場合はその職務を
行う。

　ᶅ　前項に定めるもののほか、෭ձはจ࿈又はମ࿈
を代දし、それͧれを総ׅする。

　ᶆ　理事は、員ձを構成し、員ձの定めるとこΖに
ैい、࿈合ձの職務を୲当する。

　ᶇ　総務、ব֎及びձܭ୲当理事は、࿈合ձの職務をそ
れͧれ分୲して行する。

　ᶈ　事は、ձܭをࠪし、その݁Ռをஂମձٞでใࠂ
しなければならない。また、事は、員ձに出੮す
ることができる。

ɹɹ第４ষɹػɹɹؔ
第７条　࿈合ձには、次のػ関を置く。
　ᶃ　ஂମձٞ
　ᶄ　員ձ

ɹɹ第５ষɹஂମձٞ
第８条　ஂମձٞは、ެ 認ஂମの代ද者（以下、「部」と
いう。）をもって構成し、࿈合ձのػܾٞߴ࠷関とする。
２　ஂମձٞは、定例及びྟ時とする。
３　定例ஂମձٞは、原則として年�ճ։࠵し、ձがこ
れをটूする。
４　ྟ時ஂମձٞは、次の場合にձがこれをটूする。
　ᶃ　ձが必要と認めた場合
　ᶄ　จ࿈代ද又はମ࿈代දが必要と認めた場合
　ᶅ　員ձの請ٻがあった場合
　ᶆ　ެ認ஂମの3分の1以্の請ٻがあった場合
第９条　ஂମձٞは、次の事項を৹ܾٞ定する。
　ᶃ　࿈合ձのऩ支༧ࢉ及び運営ܭըに関する事項
　ᶄ　࿈合ձのऩ支ܾࢉ及び運営ใࠂに関する事項
　ᶅ　࿈合ձの員のબ出又はղ任及びબڍ管理ҕ員の
ঝ認に関する事項

　ᶆ　ެ認ஂମの設ཱ申請及び登録ߋ新に関する事項
　ᶇ　部ࣨの運営に関する事項
　ᶈ　施設及び設備の利用に関する事項
　ᶉ　新入生ܴΦϦΤϯテーシϣϯの࣮施に関する事
項

　ᶊ　ࢵӢࡇ（大学ࡇ）のྗڠに関する事項
　ᶋ　その他の重要事項
第��条　ஂମձٞは、શての部が必ず出੮しなければ
ならない。ただし、部が出੮できない場合は、部に
४ずる者を代理として出੮させることができる。
２　員ձが必要と認めた場合は、前項の規定にかかわ
らず、ஂ ମձٞに関者の出੮をٻめることができる。
３　部（代理をؚΉ。以下、ಉじ。）は、ެ 認ஂମ及び部員
の意見を代දする。
ެ、はݖܾٞ　４ 認ஂମ1ஂମにつき1ථとする。
５　部は、ஂ ମձٞのܾٞ事項をެ認ஂମ及び部員に
पపఈしなければならない。
第��条　ஂମձٞは、શてのެ認ஂମの3分の2以্の出
੮（ҕ任ঢ়をؚΉ。）をもって成ཱし、出੮ஂମの3分の
2以্のࢍ成によりܾٞされる。
２　止Ήを得ない事で、ެ 認ஂମがஂମձٞをܽ੮す
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動׆動ެ認ஂମ（以下、「ެ認ஂମ」という。）における׆
のॆ࣮と্にد༩することを目的とする。
２　࿈合ձは、ެ 認ஂମの自主ੑを重Μじ、その意見のௐ
・ू を行い、鶴見大学との࿈ܞを図りつつ、ެ 認ஂ
ମ間の૬ޓ理ղをਂめ、ڠ ・ྗ࿈ܞが円滑に行えるよう
に努めるものとする。

ɹɹ第２ষɹɹɹ৫
第３条　࿈合ձは、શてのެ認ஂମをもって৫する。
２　࿈合ձに、จԽ部࿈合（以下、「จ࿈」という。）及びମ
ҭ部࿈合（以下、「ମ࿈」という。）を置く。
３　ެ認ஂମは、จ࿈又はମ࿈のいずれかにଐするもの
とする。
４　ެ認ஂମについてのࡉ則は、別に定める。
第４条　ެ認ஂମは、第9条に定めるެ認ஂମの৹ٞ事
項に関してൃݴ及びܾٞするݖ利を༗する。ただし、ٳ
部中のஂମを除く。
２　ެ認ஂମに所ଐする学生（以下、「部員」という。）は、
鶴見大学の在学生とし、ٳ学中の学生を除き、࿈合ձの
員及びҕ員にཱީิするݖ利を༗する。
３　ެ認ஂମ及び部員は、࿈合ձのձ則ฒびにܾٞ事項
にैい、その׆動にྗڠしなければならない。

ɹɹ第３ষɹɹɹһ
第５条　࿈合ձには、次の員を置く。
　ᶃ　理事　9人
　ᶄ　事　2人
２　員は、各ެ認ஂମからਪનされた部員（各1人）の
中からબ出し、ஂ ମձٞのঝ認を得るものとする。ただ
し、理事は、จ࿈及びମ࿈のそれͧれからબ出し、Ұํ
にภらないこととする。
３　理事は、ձ1人、෭ձ2人をޓબする。
４　ձは、理事の中から総務、ব֎及びձܭを୲当する
理事をબ任する。
５　࿈合ձは、員のબ出にあたり、બڍ管理ҕ員を置く
ものとする。
６　任期途中で員にܽ員が生じた場合は、ձがޙ任
の員を員ձにਪનし、員ձのঝ認によりબ任す
る。
̓　員の任期は、4月1日からཌ年の3月31日までの1
年間とし、࠶任をげない。ただし、ิ ܽ員の任期は、
前任者の任期間とする。
第６条　員の職務は、次のとおりとする。
　ᶃ　ձは、࿈合ձを代දし、そのձ務を౷ׅし、その
職務を行する。

　ᶄ　෭ձは、ձをิࠤして、ձに事故ある場合は
その職務を代行し、ձがܽけた場合はその職務を
行う。

　ᶅ　前項に定めるもののほか、෭ձはจ࿈又はମ࿈
を代දし、それͧれを総ׅする。

　ᶆ　理事は、員ձを構成し、員ձの定めるとこΖに
ैい、࿈合ձの職務を୲当する。

　ᶇ　総務、ব֎及びձܭ୲当理事は、࿈合ձの職務をそ
れͧれ分୲して行する。

　ᶈ　事は、ձܭをࠪし、その݁Ռをஂମձٞでใࠂ
しなければならない。また、事は、員ձに出੮す
ることができる。

ɹɹ第４ষɹػɹɹؔ
第７条　࿈合ձには、次のػ関を置く。
　ᶃ　ஂମձٞ
　ᶄ　員ձ

ɹɹ第５ষɹஂମձٞ
第８条　ஂମձٞは、ެ 認ஂମの代ද者（以下、「部」と
いう。）をもって構成し、࿈合ձのػܾٞߴ࠷関とする。

２　ஂମձٞは、定例及びྟ時とする。
３　定例ஂମձٞは、原則として年�ճ։࠵し、ձがこ
れをটूする。

４　ྟ時ஂମձٞは、次の場合にձがこれをটूする。
　ᶃ　ձが必要と認めた場合
　ᶄ　จ࿈代ද又はମ࿈代දが必要と認めた場合
　ᶅ　員ձの請ٻがあった場合
　ᶆ　ެ認ஂମの3分の1以্の請ٻがあった場合
第９条　ஂମձٞは、次の事項を৹ܾٞ定する。
　ᶃ　࿈合ձのऩ支༧ࢉ及び運営ܭըに関する事項
　ᶄ　࿈合ձのऩ支ܾࢉ及び運営ใࠂに関する事項
　ᶅ　࿈合ձの員のબ出又はղ任及びબڍ管理ҕ員の
ঝ認に関する事項

　ᶆ　ެ認ஂମの設ཱ申請及び登録ߋ新に関する事項
　ᶇ　部ࣨの運営に関する事項
　ᶈ　施設及び設備の利用に関する事項
　ᶉ　新入生ܴΦϦΤϯテーシϣϯの࣮施に関する事
項

　ᶊ　ࢵӢࡇ（大学ࡇ）のྗڠに関する事項
　ᶋ　その他の重要事項
第��条　ஂମձٞは、શての部が必ず出੮しなければ
ならない。ただし、部が出੮できない場合は、部に
४ずる者を代理として出੮させることができる。

２　員ձが必要と認めた場合は、前項の規定にかかわ
らず、ஂ ମձٞに関者の出੮をٻめることができる。

３　部（代理をؚΉ。以下、ಉじ。）は、ެ 認ஂମ及び部員
の意見を代දする。

ެ、はݖܾٞ　４ 認ஂମ1ஂମにつき1ථとする。
５　部は、ஂ ମձٞのܾٞ事項をެ認ஂମ及び部員に
पపఈしなければならない。

第��条　ஂମձٞは、શてのެ認ஂମの3分の2以্の出
੮（ҕ任ঢ়をؚΉ。）をもって成ཱし、出੮ஂମの3分の
2以্のࢍ成によりܾٞされる。

２　止Ήを得ない事で、ެ 認ஂମがஂମձٞをܽ੮す
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る場合は、ஂ ମձٞのެࣔޙから։࠵前までに、ձѼ
にҕ任ঢ়を提出しなければならない。
３　ҕ任ঢ়を付ୗしたެ認ஂମには、ٞ ஂ、はなくݖܾ ମ
ձٞのܾٞにैうものとする。
第��条　ஂମձٞのٞは、ձがこれにあたり、ձ
に事故ある場合、又はܽけた場合は、෭ձがこれにあ
たる。
２　ٞは、ஂ ମձٞにおけるܾٞݖを༗しないものと
する。
第��条 ஂମձٞは、新入生ܴΦϦΤϯテーシϣϯを
࣮施するため、ஂ ମձٞのもとに新入生ܴΦϦΤϯ
テーシϣϯ࣮行ҕ員ձを置く。
２　新入生ܴΦϦΤϯテーシϣϯ࣮行ҕ員ձについて
のࡉ則は、別に定める。

ɹɹ第６ষɹ һ ձ
第��条　員ձは、理事をもって構成し、࿈合ձのߴ࠷
ࣥ行ػ関とする。
２　員ձは、定例及びྟ時とする。
３　定例員ձは、原則としてຖ月1ճ։࠵し、ձがこ
れをটूする。
４　ྟ時員ձは、次の場合にձがこれをটूする。
　ᶃ　ձが必要と認めた場合
　ᶄ　จ࿈代ද又はମ࿈代දが必要と認めた場合
　ᶅ　理事の3分の1以্の請ٻがあった場合
第��条　員ձは、次の事項を৹ٞするとともに、ஂ ମ
ձٞにおいてܾٞされた事項をࣥ行する。
　ᶃ　ஂମձٞの運営及びٞ事に関する事項
　ᶄ　࿈合ձのऩ支༧ࢉ及び運営ܭըに関する事項
　ᶅ　࿈合ձのऩ支ܾࢉ及び運営ใࠂに関する事項
　ᶆ　࿈合ձの員のબ出又はղ任及びબڍ管理ҕ員の
બ任に関する事項

　ᶇ　ެ認ஂମの設ཱ申請及び登録ߋ新に関する事項
　ᶈ　部ࣨの運営に関する事項
　ᶉ　施設及び設備の利用に関する事項
　ᶊ　新入生ܴΦϦΤϯテーシϣϯの࣮施に関する事
項

　ᶋ　ࢵӢࡇ（大学ࡇ）のྗڠに関する事項
　ᶌ　その他の重要事項
第��条　員ձは、理事の3分の2以্の出੮をもって成
ཱし、員ձ出੮者の3分の2以্のࢍ成によりܾٞさ
れる。
第��条　員ձのٞは、ձがこれにあたり、ձに
事故ある場合、又はܽけた場合は、෭ձがこれにあた
る。
２　ٞは、員ձにおけるܾٞݖを༗するものとする。
第��条　ஂମձٞにおいて、員ձのෆ৴任Ҋが可ܾさ
れた場合は、員は、ͪに総ࣙ職しなければならな
い。
第��条　員が総ࣙ職した場合は、新たな員がબ出さ

れるまでの間、前員がձ務を代行する。
第��条　員ձは、必要にԠじて員ձのもとにখҕ員
ձを置くことができる。
２　খҕ員ձについてのࡉ則は、別に定める。

ɹɹ第７ষɹձɹɹܭ
第��条　࿈合ձのऩ入は、ެ 認ஂମのೲ入するձ費とิ
ॿۚ等をもってこれにあてる。
２　࿈合ձのձ費は、ެ 認ஂମ1ஂମにつき、年間1000
円とする。
３　࿈合ձのձ費は、ຖ年度ॳめにこれをೲ入しなけれ
ばならない。
第��条　࿈合ձのձܭ年度は、ຖ年4月1日からཌ年3月
31日までとする。

ɹɹ第８ষɹબڍ管理ҕһ
第��条　࿈合ձは、第5条第5項の規定に基づき、બڍ管
理ҕ員を置く。
２　બڍ管理ҕ員は、2人とし、จ࿈及びମ࿈にଐする部
員の中からஂମձٞにおいてそれͧれબ任する。ただ
し、員は、これを݉任することはできない。
３　બڍ管理ҕ員の任期は、4月1日からཌ年3月31日ま
での1年間とする。
４　બڍは、別に定めるબڍ施行ࡉ則に基づき࣮施する。
第��条　બڍ管理ҕ員は、બ݁ڍՌをやかにެࣔする
とともにஂମձٞにใࠂしなければならない。

ɹɹ第９ষɹࡶɹɹ則
第��条　࿈合ձձ則の改ഇは、員ձがこれをൃٞし、
ஂମձٞにおいてঝ認（出੮ஂମの4分の3以্のࢍ
成）を得たのͪ、શ学学生ҕ員ձのٞをܦて、各学部教
तձにࢾりঝ認を得なければならない。

　　　附　則
　このձ則は、平成1�年12月1日から施行する。
　　　附　則
　この改正ձ則は、令和3年4月1日から施行する。

鶴見大学ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　本ձは鶴見大学父母ձという。
第２条　本ձの事務所を横ࢢ鶴見۠鶴見2�1�3鶴見大
学内におく。
第３条　本ձはձ員૬ޓのກと学生のษ学とࢱとに
。༩し、大学のൃలをはかる事を目的とするد

ɹɹ第２ষɹࣄɹɹۀ
第４条　本ձは前条の目的をୡ成するために次の事ۀを
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鶴見大学ࣃ学෦ޙԉձձ則

第１条　本ձは鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձとশし、その事務
所は横ࢢ鶴見۠鶴見2ஸ目1൪3号鶴見大学学生支援
ηϯλー事務部ࣃ学部教学課内におく。
２　ձ費のऩ及びそれに関するその他の事務処理は事
務局にҕする。　

Ⅺ
諸
規
程
等

行う。
࠙、ԋձߨ、मձݚ　（1） ஊձ等各छのूձ
行のൃ行、ץ　（2）
（3）　学生の保݈、ମҭ、学、教ཆ、ब職Ѻટ等の援ॿ
（4）　大学のൃོڵలの援ॿ
（5）　その他必要と認めること
第５条　本ձは事ۀ運営のために次の5部をおく。
（1）　総務部　各ձٞ及びूձのটू事務、記録จ書事

務、اը運営等のॸ務
（2）　ް生部　保݈、Ӵ生、ҩྍ、学、ମҭ等
（3）　จԽ部　ձใ࡞成、ύϯϑϨッτ、ݚमձߨԋ

ձ等
（4）　ௐࠪ部　ब職ௐࠪ、学ۀ、ಙૢ、ิ ಋ等に関するௐ

（ࠪ指ಋ）
（5）　ձܭ部　༧ࢉ、ܾ のฤ成、ձ費のऩ等ࢉ

ɹɹ第３ষɹձһٴͼձඅ
第６条　本ձのձ員は次の2छとする。
（1）　正ձ員　鶴見大学・鶴見大学短期大学部の学生の

父母またはこれに代わる者として入学時に届け出た
者のいずれか1໊

（2）　特別ձ員　ଔۀ生の父母またはこれに代わる者と
して入学時に届け出た者のいずれか1໊。鶴見大学関
者でධٞ員ձのਪનをうけたもの

第７条　正ձ員は、入ձۚ3000円のほか、年ձ費�000
円をຖ年4月にೲ入する。

ɹɹ第４ষɹһ
第８条　本ձに次の員をおく。
（1）　ձ　　　１໊ 理事ձにおいてਪનし、学が

ҕする。
（2）　෭ձ　　３໊ 理事ձにおいてਪનし、学が

ҕする。
（3）　理　事　ए໊ׯ　ධٞ員ձにおいてબ任する。
（4）　ධٞ員　ए໊ׯ　正ձ員中からબ任する。
（5）　　ࠪ　ए໊ׯ　正ձ員中からબ任する。
。のうえҕするٞڠ大学当局と　໊ׯ事　ए　װ　（�）
第９条　員の任務は次のとおりである。
（1）　ձ　 本ձを代දし、ձ務を総理し、ձٞのٞ

となる。
（2）　෭ձ ձをิࠤし、ձに事故あるときはこ

れに代わる。
（3）　理　事 理事ձを৫し、༧ࢉ、ܾ その他重要事ࢉ

項を৹ٞし本ձ事ۀのاը施行にあたる。
（4）　ධٞ員 ධٞ員ձを৫し、重要事項をධٞしか

つձのࢾにԠずる。
（5）　　ࠪ ձ務及びձܭをࠪし、必要あるときはྟ

時総ձのটूを要ٻすることができる。
事　װ　（�） ॸ務・ձܭの事務にあたる。
第��条　員の任期は1年とし重任をげない。

第��条　本ձにސ及びࢀ༩をおくことができる。
ࢀ、は理事ձのਪનによりձがこれをҕしސ
༩はձが大学とٞڠのうえ、これをҕする。

ɹɹ第５ষɹձɹɹٞ
第��条　ձٞは総ձ、理事ձ、ධٞ員ձとし、ձがこれ
をটूする。
第��条　ձٞのܾٞは出੮者の過数により、可൱ಉ数
の時はٞがこれをܾ定する。
第��条　総ձはຖ年1ճ以্これを։き、次の事項を౼
ٞする。ୠし、やΉを得ず総ձを։࠵できない場合は、
ٞҊの֓要を記載した書໘をձ員にૹ付し、その意見
をし又はࢍ൱をい、ฦૹされた書໘を出੮者とし、
第13条に฿いܾٞし、その݁Ռをもって総ձのܾٞに
代えることができる。

（1）　༧ࢉのܾٞ及びܾࢉのঝ認
（2）　ձ務のใࠂ
（3）　員のબ任
（4）　第4条の事ۀのܾ定
（5）　その他重要事項

ɹɹ第６ষɹձɹɹܭ
第��条　本ձのܦ費は、入ձۚ、年ձ費、及びد付ۚその
他をもってこれを支หする。
第��条　本ձのձܭ年度は、ຖ年4月1日に࢝まり、ཌ年
3月31日にऴわる。

　　附　則
１ 本ձのձ則は総ձのܾٞをܦなければมߋすること
ができない。

２　本ձのձ則に規程のないものはすて理事ձでܾめる。
３　本ձ則はত和42年�月2日から࣮施する。
４ 平成8年�月�日Ұ部改正。ただし、第̓条について
は、平成9年度より࣮施する。

　　附　則
　平成11年4月1日Ұ部改正
　　附　則
　令和3年�月1�日Ұ部改正。ୠし、第�条（1）（2）の「父
母またはこれに代わる者」については、令和2年度以前の
入学者は、「父母または保証人」と読み替えることとする。
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鶴見大学ࣃ学෦ޙԉձձ則

第１条　本ձは鶴見大学ࣃ学部ޙ援ձとশし、その事務
所は横ࢢ鶴見۠鶴見2ஸ目1൪3号鶴見大学学生支援
ηϯλー事務部ࣃ学部教学課内におく。

２　ձ費のऩ及びそれに関するその他の事務処理は事
務局にҕする。　

Ⅺ
諸
規
程
等

行う。
࠙、ԋձߨ、मձݚ　（1） ஊձ等各छのूձ
行のൃ行、ץ　（2）
（3）　学生の保݈、ମҭ、学、教ཆ、ब職Ѻટ等の援ॿ
（4）　大学のൃོڵలの援ॿ
（5）　その他必要と認めること
第５条　本ձは事ۀ運営のために次の5部をおく。
（1）　総務部　各ձٞ及びूձのটू事務、記録จ書事

務、اը運営等のॸ務
（2）　ް生部　保݈、Ӵ生、ҩྍ、学、ମҭ等
（3）　จԽ部　ձใ࡞成、ύϯϑϨッτ、ݚमձߨԋ

ձ等
（4）　ௐࠪ部　ब職ௐࠪ、学ۀ、ಙૢ、ิ ಋ等に関するௐ

（ࠪ指ಋ）
（5）　ձܭ部　༧ࢉ、ܾ のฤ成、ձ費のऩ等ࢉ

ɹɹ第３ষɹձһٴͼձඅ
第６条　本ձのձ員は次の2छとする。
（1）　正ձ員　鶴見大学・鶴見大学短期大学部の学生の

父母またはこれに代わる者として入学時に届け出た
者のいずれか1໊

（2）　特別ձ員　ଔۀ生の父母またはこれに代わる者と
して入学時に届け出た者のいずれか1໊。鶴見大学関
者でධٞ員ձのਪનをうけたもの

第７条　正ձ員は、入ձۚ3000円のほか、年ձ費�000
円をຖ年4月にೲ入する。

ɹɹ第４ষɹһ
第８条　本ձに次の員をおく。
（1）　ձ　　　１໊ 理事ձにおいてਪનし、学が

ҕする。
（2）　෭ձ　　３໊ 理事ձにおいてਪનし、学が

ҕする。
（3）　理　事　ए໊ׯ　ධٞ員ձにおいてબ任する。
（4）　ධٞ員　ए໊ׯ　正ձ員中からબ任する。
（5）　　ࠪ　ए໊ׯ　正ձ員中からબ任する。
。のうえҕするٞڠ大学当局と　໊ׯ事　ए　װ　（�）
第９条　員の任務は次のとおりである。
（1）　ձ　 本ձを代දし、ձ務を総理し、ձٞのٞ

となる。
（2）　෭ձ ձをิࠤし、ձに事故あるときはこ

れに代わる。
（3）　理　事 理事ձを৫し、༧ࢉ、ܾ その他重要事ࢉ

項を৹ٞし本ձ事ۀのاը施行にあたる。
（4）　ධٞ員 ධٞ員ձを৫し、重要事項をධٞしか

つձのࢾにԠずる。
（5）　　ࠪ ձ務及びձܭをࠪし、必要あるときはྟ

時総ձのটूを要ٻすることができる。
事　װ　（�） ॸ務・ձܭの事務にあたる。
第��条　員の任期は1年とし重任をげない。

第��条　本ձにސ及びࢀ༩をおくことができる。
ࢀ、は理事ձのਪનによりձがこれをҕしސ

༩はձが大学とٞڠのうえ、これをҕする。

ɹɹ第５ষɹձɹɹٞ
第��条　ձٞは総ձ、理事ձ、ධٞ員ձとし、ձがこれ
をটूする。

第��条　ձٞのܾٞは出੮者の過数により、可൱ಉ数
の時はٞがこれをܾ定する。

第��条　総ձはຖ年1ճ以্これを։き、次の事項を౼
ٞする。ୠし、やΉを得ず総ձを։࠵できない場合は、
ٞҊの֓要を記載した書໘をձ員にૹ付し、その意見
をし又はࢍ൱をい、ฦૹされた書໘を出੮者とし、
第13条に฿いܾٞし、その݁Ռをもって総ձのܾٞに
代えることができる。

（1）　༧ࢉのܾٞ及びܾࢉのঝ認
（2）　ձ務のใࠂ
（3）　員のબ任
（4）　第4条の事ۀのܾ定
（5）　その他重要事項

ɹɹ第６ষɹձɹɹܭ
第��条　本ձのܦ費は、入ձۚ、年ձ費、及びد付ۚその
他をもってこれを支หする。

第��条　本ձのձܭ年度は、ຖ年4月1日に࢝まり、ཌ年
3月31日にऴわる。

　　附　則
１ 本ձのձ則は総ձのܾٞをܦなければมߋすること
ができない。

２　本ձのձ則に規程のないものはすて理事ձでܾめる。
３　本ձ則はত和42年�月2日から࣮施する。
４ 平成8年�月�日Ұ部改正。ただし、第̓条について
は、平成9年度より࣮施する。

　　附　則
　平成11年4月1日Ұ部改正
　　附　則
　令和3年�月1�日Ұ部改正。ୠし、第�条（1）（2）の「父
母またはこれに代わる者」については、令和2年度以前の
入学者は、「父母または保証人」と読み替えることとする。
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第２条　本ձはձ員૬ޓのກと学生のษ学とࢱとに
。学部のൃలをはかることを目的とするࣃ、༩しد
２　本ձはձ員૬ޓのກをはかる事を目的とする。
第３条　本ձは第２条のձの目的をୡ成するҝ、必要と
。を行うۀわれる事ࢥ
第４条　ձ員のձ員は、鶴見大学ࣃ学部学生の父母又は
これに代わる者の1໊とする。
第５条　ձ員は、年ձ費12000円をຖ年4月にೲ入する。
第６条　本ձに次の員を置く。
　　ձ　　　1໊
　　෭ձ　　ए໊ׯ
　　専務理事　1໊
　　理事　　　原則として各学年2໊
　　事　　　2໊
２ ձ及び事は理事ձબ出ޙ、総ձにおいてঝ認する。
３ ձは本ձを代දし、ձ務を総理し、ձٞのٞとなる。
４　෭ձ、専務理事及び理事は、ձの指໊によりҕ
する。
５　෭ձはձをิࠤし、ձに事故がある時は、༧め
ձが定めた順Ґにより、その職務を代行する。　
６　員はձ員よりબ出する。　
第７条　員の任期は1ϲ年とする。ୠし、࠶任をげな
い。
２ 員が࠶任された場合、その任期は�ϲ年までとする。
第８条　総ձは年1ճ以্これを։き、次の事項を৹ٞ
する。また、やΉを得ず総ձを։࠵できない場合は、ٞ
Ҋの֓要を記載した書໘をձ員にૹ付し、その意見を
し又はࢍ൱をい、その݁Ռをもって総ձのܾٞに
代えることができる。ٞ ܾ݁Ռは、ޙ援ձձใにて通
することとする。
　（1）༧ࢉ及びܾࢉに関すること。
　（2）事ܭۀը及びձ務ใࠂ。
　（3）員のબ出
　（4）その他の重要事項
２　理事ձは必要にԠじてձがটूする。
第９条　総ձのܾٞঝ認は出੮者の過数による。可൱
ಉ数の場合はٞがこれをܾ定する。
第��条　ձܭはձ費を以てこれに当てる。
第��条　本ձのձܭ年度は4月1日よりཌ年3月日
とする。
第��条　その他、্ 記に定めるもの以֎は、理事ձでܾ
定する。　

　　　附　則
　1　このձ則は、平成28年�月2日から施行する。໊ শ
มߋについては、平成29年4月1日より用し、平成
28年度は「鶴見大学ࣃ学部父母ձ	鶴ਅձ
」の໊শを
。用する

　2　このձ則の施行にい、ত和�1年10月18日施行の
鶴見大学ࣃ学部父母ձ（鶴ਅձ）ձ則はഇ止する。　

　3　この改正ձ則は、令和2年�月18日から施行する。
　　　附　則
　　この改正ձ則は、令和4年4月1日から施行する。

鶴見大学ಉ૭ձ૯則

第１条　໊　　শ
鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ及び鶴見大学จ学部・鶴見大
学短期大学部ಉ૭ձの࿈合ମを鶴見大学ಉ૭ձとす
る。
第２条　目　　的
鶴見大学ಉ૭ձは、ݐ学のਫ਼ਆにのっとりձ員૬ޓ
のກとྗڠを基ૅとして、ࣾ ձࢱの૿ਐ、学ज़ڀݚ
のྭ、ࣾ ձจԽの্ฒびに母校のൃలにد༩する
ことを目的とする。
第３条　総　　ࡋ
　　鶴見大学ಉ૭ձ総ࡋには、鶴見大学学をਪનする。
第４条　構　　成
鶴見大学ಉ૭ձは、鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձ及び鶴見
大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ૭ձによって構成
される。
第５条　鶴見大学ಉ૭ձ࿈བྷٞڠձの設置
鶴見大学ಉ૭ձが౷Ұ事ۀのਪਐ、各ಉ૭ձ間のٞ
ձを設置する。
第６条　各ಉ૭ձの運営
　　総則第2条のझࢫにैって運営する。
第７条　各ಉ૭ձの׆動
各ಉ૭ձはそれͧれのձ則に基づき、自主ੑあるϢ
χーΫな׆動を行うものとする。
第８条　改　　定
総則の改定は、各ಉ૭ձのঝ認を必要とする。

　　本総則はত和51年11月3日より施行する。
　　平成11年4月1日࠷ऴ改正

鶴見大学ಉ૭ձ࿈བྷٞڠձ規程

ɹɹ第１ষɹɹɹత
　「鶴見大学ಉ૭ձ総則」第5条の定めるとこΖにより、
「鶴見大学ಉ૭ձ࿈བྷٞڠձ（以下「ٞڠձ」という）規程」
を定める。

ɹɹ第２ষɹٞڠձͷӡӦ
（1）　構成　ٞڠձは各ಉ૭ձの代ද3໊、໊�ܭによっ

て構成される。
（2）　ձٞ
　Π　員ʵձٞ運営のため、構成員よりٞ１໊、෭ٞ

1໊をޓબする。ٞ はձٞの運営を図
り、෭ٞはٞをิࠤする。員のબ出
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は、各ಉ૭ձ代ද持ͪճりとする。
　ϩ　任期ʵ代දの任期は2年とする。ただし、࠶任を

げない。
　ϋ　։࠵ʵٞڠձの։࠵は年3ճ、�月・9月・12月の適

当な日時に行うものとし、これ以֎に必要
にԠじてྟ時ձٞを։࠵できるものとす
る。ձٞのটूは構成員の3分の2以্の要
請に基づきٞが行う。

ձの任務ٞڠ　（3）
　Π　౷Ұ事ۀのاըਪਐ
　ϩ　各ಉ૭ձձ則の制改定に対する意見۩申
　ϋ　その他

ɹɹ第３ষɹͦ ͷ ଞ
。ձ代දは、各ಉ૭ձ員とするٞڠ　（1）
ձ規程の改定は、各ಉ૭ձ員のঝ認をもっٞڠ　（2）

て行う。各ಉ૭ձ員ձとは各ಉ૭ձにおいてબ出
されたࣥ行ػ関をいう。

本規程は、ত和51年11月3日より施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ಉ૭ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　本ձは鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձとশする。
第２条　本ձはձ員૬ޓのກとැॿを図り、ࣃՊҩ学・
ҩྍの্に努ྗし、ซせて母校ฒびにࣃՊքのൃల
にد༩することを目的とする。
第３条　本ձはਆಸݝ横ࢢ鶴見۠鶴見2�1�3鶴見大
学ࣃ学部内に置くものとする。

ɹɹ第２ষɹࣄɹɹۀ
第４条　本ձは第2条の目的ୡ成のために次の事ۀを行
う。
に関すること্Պҩ学・ҩྍのࣃ　（1）　
　（2）　母校及び支部の事ྗڠۀに関すること
　（3）　ձ員のڞࢱ済に関すること
　（4）　ձ員のݚमに関すること
　（5）　ձ員のදজに関すること
　（�）　ձ員໊簿・ձใ及びその他ҹൃ行に関する

こと
　（�）　その他本ձの目的ୡ成に必要なこと

ɹɹ第３ষɹձɹɹһ
第５条　本ձは次のձ員でこれを構成する。
　（1）　正 ձ 員　鶴見大学ࣃ学部ࣃ学Պをଔۀした者
　（2）　४ ձ 員　鶴見大学ࣃ学部ࣃ学Պに在籍する者
　（3）　໊༪ձ員　本学及び本ձにޭのあった者
　（4）　特別ձ員　本学ࣃ学部教त及び退職教त

学部附ଐපӃの教職員及び本ࣃॿձ員　本学ࢍ　（5）　
学ࣃ学部大学Ӄ生のうͪ本ձに入ձ
をرした者

第６条　入ձはࢯ ・໊ੑ 別・生年月日・ଔۀ年度・ྍ所所
在又は勤務先を本部又は支部を通じて届出るものと
する。
２　前項の届出事項にมߋを生じた場合はなく本ձ
に届出るものとする。
３　ձ員は入ձۚ及びձ費をೲ入しなければならない。
４　ձ費をೲ入しない場合は、ձ務へのࢀՃはできない。
第７条　本ձのձ員は、そのॅݱ所又は勤務先のԿれか
の支部に所ଐする。ただし支部の設ཱされていないҬ
は本ձにଐすることができる。

ɹɹ第４ষɹɹɹһ
第８条　本ձに次の員を置く。
　　ձ　� 1໊
　　෭ձ� ए໊ׯ
　　理　事� ए໊ׯ
　　　事� 2໊
２　ձ及び෭ձは理事とし、理事のうͪ2໊以内を
専務理事とする。
第９条　ձ及び事はධٞ員ձにおいて、正ձ員中よ
りબ出する。
２　෭ձ及び理事はձが正ձ員中よりҕする。
第��条　員の任期は2年として࠶任をげない。員
にܽ員が生じた場合はやかにิܽ員をબ出する。
ิܽ員の任期は前任者の任期間とする。
第��条　ձは本ձを代දしձ務を౷する。
２　෭ձはձをิࠤし、ձに事故ある時、又はձ
がܽけた時は、ձが༧め定めた順次により、その1人
がձの職務を代理し、又はձの職務を代行する。
３　理事はձ務を分ঠする。
ձ、෭ձともに事故ある時、又はܽけた時は、理
事ձにおいて༧め定められた順次により、その1人が
ձの職務を代理し、又はձの職務を代行する。
第��条　事は本ձのձ務及びձܭ、財࢈をࠪする。
第��条　ձは、理事ձฒびにධٞ員ձのܾٞを要する
事項であっても、ٸۓ必要と認めた時には常任理事ձ
のٞをܦて、Ԡٸ処分をすることができる。
２　前項によりԠٸ処分した事項は、次の理事ձฒびに
ධٞ員ձにおいてঝ認を受けなければならない。

第��条　本ձにސ・ୗ及び૬ஊを置くことができる。
てձがܦ・ୗ及び૬ஊは、理事ձのঝ認をސ　２
ҕし、その任期はձ則第10条を४用する。

ɹɹ第５ষɹධٞһٴͼ༧උධٞһ
第��条　本ձにධٞ員及び༧備ධٞ員を置く。
第��条　ධٞ員及び༧備ධٞ員は各支部ฒびに各ଔۀ
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は、各ಉ૭ձ代ද持ͪճりとする。
　ϩ　任期ʵ代දの任期は2年とする。ただし、࠶任を

げない。
　ϋ　։࠵ʵٞڠձの։࠵は年3ճ、�月・9月・12月の適

当な日時に行うものとし、これ以֎に必要
にԠじてྟ時ձٞを։࠵できるものとす
る。ձٞのটूは構成員の3分の2以্の要
請に基づきٞが行う。

ձの任務ٞڠ　（3）
　Π　౷Ұ事ۀのاըਪਐ
　ϩ　各ಉ૭ձձ則の制改定に対する意見۩申
　ϋ　その他

ɹɹ第３ষɹͦ ͷ ଞ
。ձ代දは、各ಉ૭ձ員とするٞڠ　（1）
ձ規程の改定は、各ಉ૭ձ員のঝ認をもっٞڠ　（2）

て行う。各ಉ૭ձ員ձとは各ಉ૭ձにおいてબ出
されたࣥ行ػ関をいう。

本規程は、ত和51年11月3日より施行する。

鶴見大学ࣃ学෦ಉ૭ձձ則

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
第１条　本ձは鶴見大学ࣃ学部ಉ૭ձとশする。
第２条　本ձはձ員૬ޓのກとැॿを図り、ࣃՊҩ学・
ҩྍの্に努ྗし、ซせて母校ฒびにࣃՊքのൃల
にد༩することを目的とする。
第３条　本ձはਆಸݝ横ࢢ鶴見۠鶴見2�1�3鶴見大
学ࣃ学部内に置くものとする。

ɹɹ第２ষɹࣄɹɹۀ
第４条　本ձは第2条の目的ୡ成のために次の事ۀを行
う。
に関すること্Պҩ学・ҩྍのࣃ　（1）　
　（2）　母校及び支部の事ྗڠۀに関すること
　（3）　ձ員のڞࢱ済に関すること
　（4）　ձ員のݚमに関すること
　（5）　ձ員のදজに関すること
　（�）　ձ員໊簿・ձใ及びその他ҹൃ行に関する

こと
　（�）　その他本ձの目的ୡ成に必要なこと

ɹɹ第３ষɹձɹɹһ
第５条　本ձは次のձ員でこれを構成する。
　（1）　正 ձ 員　鶴見大学ࣃ学部ࣃ学Պをଔۀした者
　（2）　४ ձ 員　鶴見大学ࣃ学部ࣃ学Պに在籍する者
　（3）　໊༪ձ員　本学及び本ձにޭのあった者
　（4）　特別ձ員　本学ࣃ学部教त及び退職教त

学部附ଐපӃの教職員及び本ࣃॿձ員　本学ࢍ　（5）　
学ࣃ学部大学Ӄ生のうͪ本ձに入ձ
をرした者

第６条　入ձはࢯ ・໊ੑ 別・生年月日・ଔۀ年度・ྍ所所
在又は勤務先を本部又は支部を通じて届出るものと
する。

２　前項の届出事項にมߋを生じた場合はなく本ձ
に届出るものとする。

３　ձ員は入ձۚ及びձ費をೲ入しなければならない。
４　ձ費をೲ入しない場合は、ձ務へのࢀՃはできない。
第７条　本ձのձ員は、そのॅݱ所又は勤務先のԿれか
の支部に所ଐする。ただし支部の設ཱされていないҬ
は本ձにଐすることができる。

ɹɹ第４ষɹɹɹһ
第８条　本ձに次の員を置く。
　　ձ　� 1໊
　　෭ձ� ए໊ׯ
　　理　事� ए໊ׯ
　　　事� 2໊
２　ձ及び෭ձは理事とし、理事のうͪ2໊以内を
専務理事とする。

第９条　ձ及び事はධٞ員ձにおいて、正ձ員中よ
りબ出する。

２　෭ձ及び理事はձが正ձ員中よりҕする。
第��条　員の任期は2年として࠶任をげない。員
にܽ員が生じた場合はやかにิܽ員をબ出する。
ิܽ員の任期は前任者の任期間とする。

第��条　ձは本ձを代දしձ務を౷する。
２　෭ձはձをิࠤし、ձに事故ある時、又はձ
がܽけた時は、ձが༧め定めた順次により、その1人
がձの職務を代理し、又はձの職務を代行する。

３　理事はձ務を分ঠする。
ձ、෭ձともに事故ある時、又はܽけた時は、理

事ձにおいて༧め定められた順次により、その1人が
ձの職務を代理し、又はձの職務を代行する。

第��条　事は本ձのձ務及びձܭ、財࢈をࠪする。
第��条　ձは、理事ձฒびにධٞ員ձのܾٞを要する
事項であっても、ٸۓ必要と認めた時には常任理事ձ
のٞをܦて、Ԡٸ処分をすることができる。

２　前項によりԠٸ処分した事項は、次の理事ձฒびに
ධٞ員ձにおいてঝ認を受けなければならない。

第��条　本ձにސ・ୗ及び૬ஊを置くことができる。
てձがܦ・ୗ及び૬ஊは、理事ձのঝ認をސ　２
ҕし、その任期はձ則第10条を४用する。

ɹɹ第５ষɹධٞһٴͼ༧උධٞһ
第��条　本ձにධٞ員及び༧備ධٞ員を置く。
第��条　ධٞ員及び༧備ධٞ員は各支部ฒびに各ଔۀ
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期において正ձ員中よりબ出された者により構成さ
れ、新規や交代の場合、理事ձでใࠂしなければならな
い。
２　支部においてબ出すきධٞ員及び༧備ධٞ員の数
は、બ出年の1月1日ݱ在におけるձ員数100໊までは
1໊とし、101໊から200໊までは2໊、その100໊ޙを
ӽえるຖに1໊Ճする。
　　ただし࠷ॳの1໊は原則として支部とする。
３　ଔۀ期においてはධٞ員及び༧備ධٞ員各1໊をબ
出する。
第��条　ධٞ員は所定の手続きにより༧備ධٞ員にそ
の職務、ݖ限をҕすることができる。
２　ධٞ員がܽけたときは༧備ධٞ員がิܽब任する。
３　༧備ධٞ員には職務・ݖ限ҕ又はิܽब任の順Ґ
を付さなければならない。
４　ධٞ員及び༧備ධٞ員にܽ員を生じたときは、各支
部ฒびに各ଔۀ期においてิܽબ出する。
第��条　ධٞ員及び༧備ධٞ員の任期は第10条の規定
を४用する。

ɹɹ第６ষɹձɹɹٞ
第��条　本ձのձٞはධٞ員ձ・理事ձとする。
第��条　ධٞ員ձは定時ධٞ員ձ及びྟ時ධٞ員ձと
する。定時ධٞ員ձはຖ年定時にձがটूし重要な
ձ務及び大ߝを৹ٞする。ྟ 時ධٞ員ձはձが必要
と認めたとき又はධٞ員の2�3以্からの要ٻがあっ
たときձがটूする。
２　ධٞ員ձは過数の出੮をもって成ཱする。
３　ධٞ員ձのٞ・෭ٞはධٞ員ձにおいて出੮し
たධٞ員の中からޓબによりબ出し、その任期はձ則
10条を४用する。
第��条　理事ձはਵ時ձがこれをটूしձ務を৹ٞ
又は処理する。
２　ձ務運営のࡉ目については理事ձでこれをܾ定す
る。
３　理事ձの運営を円滑にするため、常任理事ձを置く
ことが出དྷる。
第��条　ٞ事の可൱は出੮者の過数のಉ意でܾ定し、
可൱ಉ数の場合はٞがܾ定する。
第��条　本ձに部ձ及びҕ員ձを置くことができる。

ɹɹ第７ষɹࢧɹɹ෦
第��条　本ձは、ಓݝに支部を設置する。ただし、
۠ঢ়گにԠじてݝの࿈合による支部を認める。
２　支部は、本ձの事ۀにྗڠするとڞにձ員の݁ଋと
ௐ和に努める。

ɹɹ第８ষɹձɹɹܭ
第��条　本ձのܦ費はձ費及びد付ۚ、ࡶऩ入をもって
これにあたる。

第��条　正ձ員のձ費は年ֹ15000円とし、ॳ年度は5
年分をೲ入し、�年目以ޙはຖ年3月日までにೲ入す
るものとする。
000ॿձ員の入ձۚは無とし、ձ費は年ֹ15ࢍ　２円と
する。
３　ೲ入したձ費はいかなる事由があってもฦ٫しない。
第��条　४ձ員のձ費は入学時に入ձۚとして50000
円ऩするものとする。
第��条　໊༪ձ員及び特別ձ員のձ費はこれをऩし
ない。ただし、本学ଔۀ生はその限りではない。
第��条　特別の事のあるձ員については、所定の申請
に基づき、理事ձのٞをܦて、ձ費のݮ免、又はೲ入の
Ԇ期をすることができる。
第��条　本ձのձܭ年度はຖ年4月1日に࢝まりཌ年3
月31日にऴわる。
第��条　্記ձ費についてはධٞ員ձのٞをܦてมߋ
できるものとする。

ɹɹ第９ষɹձ則ͷมߋ
第��条　本ձ則はධٞ員ձのܾٞによりมߋする事が
できる。

　　　附　則
　本ձ則はত和51年�月1日より施行する。
　平成12年2月13日改正
　平成19年�月24日改正
　平成25年�月1�日改正
　平成29年�月18日改正
　令和 2年2月 9日改正

鶴見大学จ学෦ɾ
鶴見大学ظ大学෦ಉ૭ձձ則ɹ

ɹɹ第１ষɹ૯ɹɹ則
（໊　　শ）
第１条　本ձは鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部ಉ
૭ձとশする。

（事 務 所）
第２条　本ձは本部をਆಸݝ横ࢢ鶴見۠๛Ԭொ所在
鶴見大学ձ館内に置き、支部を必要にԠじて置くこと
ができる。

（目　　的）
第３条　本ձはձ員の和を図るとともに、大学のݐ学
のਫ਼ਆにのっとり、母校のൃల、学ज़のਐ歩にد༩し、
ࣾձࢱの૿ਐ及びࣾձจԽの্にݙߩすることを
目的とする。

（事　　ۀ）
第４条　本ձは前条の目的をୡするために、次の事ۀを
行う。
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　（1）　ձใのൃ行
　（2）　ձ員໊簿の管理
　（3）　鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部の教ҭ事

するための支援ࢿのൃలにۀ
　（4）　正ձ員及び鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学

部学生に対する学及びڀݚॿ成
　（5）　ࣾձ教ҭ、生֔学श、生׆จԽ等に関するߨԋ

ձ、ߨशձ、లࣔձ等の։࠵
　（�）　その他本ձの目的をୡするために必要と認めら

れる事ۀ

ɹɹ第２ষɹձɹɹһ
（ձ員のछ別）
第５条　本ձは正ձ員、४ձ員及び特別ձ員を置く。
２　正ձ員は次の者をいう。
鶴見大学จ学部、鶴見大学短期大学部をଔۀした者
で、入学時（ൃ当ॳはଔۀ時
に入ձ登録ձ費をೲめ
た者
ただし、ಉ૭ձ設ཱ以前（442年ଔۀ以前）は免除と
する。
３　४ձ員は次の者をいう。
　（1）　鶴見大学จ学部、鶴見大学短期大学部に在籍し、

入学時に入ձ登録ձ費をೲめた者	在校生

４　特別ձ員は本学の学、෭学、教त、।教त、ࢣߨ、
その職にある者及び本学の教職員であった者の中から
理事ձがਪનした者

（ٛ　　務）
第６条　ձ員は、入ձ登録ձ費及び年ձ費をೲ入しなけ
ればならない。ただし、特別ձ員はձ費をೲめることは
要しない。ೲ入されたձ費はいかなる事由があっても
ฦۚしない。
２　ձ員の໊ࢯ、ॅ 所等にมߋが生じた場合には、その
度本ձに࿈བྷしなければならない。

（ձ員の֨ࢿ失）
第７条　ձ員は、次の事由によってその֨ࢿを失する。
ࠂ又は失᪨એࢮ　（1）　
　（2）　除໊
２　ձ員が本ձの໊༪を傷つけ、第３条の目的に反する
行ҝをしたときは、ձは理事ձの過数のܾٞをܦ
て、そのձ員を除໊することができる。この場合、当該
ձ員に対し、ٞ ܾ前にห໌のػձを༩えるものとする。

ɹɹ第３ষɹһٴͼ学ٴࣄװͼࣄہһ
（　　員）
第８条　本ձに次の員を置く。
　（1）　ձ　　　1໊
　（2）　෭ձ　　ए໊ׯ
　（3）　専務理事　2໊以内
　（4）　理　事　　15໊以্20໊以内
　（5）　　事　　2໊

（બ　　任）
第９条　員のબ出を適正かつެ平に行うために員ਪ
નҕ員ձを置く。
　	1
　ਪનҕ員は理事ձでબ出され、次期員બ出の任

を負う。
２　ձは理事ձにおいて理事の中からબ出し、総ձの
ঝ認を得る。
３　෭ձ及び専務理事は理事の中からձが指໊し、
総ձのঝ認を得る。
４　理事は正ձ員の中からબび、総ձにおいてঝ認を得
る。
５　本ձのձܭ及びձ務をࠪするため、事を置く。
事のબ任については別に定める。
６　事は理事又は事務局員を݉Ͷてはならない。
（任　　期）
第��条　員の任期は2年とする。ただし、࠶任をげな
い。
２　任期中途退任・ղ任については、その時点で やか
にޙ任のબ出にあたる。

（職　　務）
第��条　ձは本ձを代දし、これを౷する。
２　෭ձはձをิࠤし、ձに事故あるときはձ
が༧め定めた順にその職務を代行する。
３　理事はձ務に関する必要事項を৹ٞし第4条に掲げ
た事ۀを分୲する。
４　理事ձにおいて理事は総ձҕ員及びձが定める各ҕ
員ձをそれͧれ分୲する。ҕ員ձのࡉ則については別
に定める。
５　事は次の職務を行う。
　（1）　財࢈及びձܭのঢ়گをࠪする。
　（2）　理事のۀ務ࣥ行のঢ়گをࠪする。
　（3）　財࢈及びձܭのঢ়گ又はۀ務のࣥ行について、

ෆ正の事࣮をൃ見したときに、これを総ձ又は理
事ձにใࠂする。

　（4）　前号のใࠂをするため必要あるときは、理事に
対して総ձ又は理事ձのটूを請ٻし、एしくは
自ら総ձ又は理事ձをটूする。

（員のղ任）
第��条　員が次の各号のҰに該当する場合には、総ձ
におけるܾٞに基づいてղ任することができる。この
場合、当該員に対し、ٞ ܾ前にห໌のػձを༩えるも
のとする。
　（1）　৺の故োのために職務のࣥ行にえない場合
　（2）　職務্のۀ務違反その他員として;さわしく

ない行ҝがあるとき
（学年װ事）
第��条　本ձに学年װ事を置く。
（બ　　任）
第��条　学年װ事は正ձ員の中からຖଔۀ年度各Պか
ら1໊以্બͿ。
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　（1）　ձใのൃ行
　（2）　ձ員໊簿の管理
　（3）　鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学部の教ҭ事

するための支援ࢿのൃలにۀ
　（4）　正ձ員及び鶴見大学จ学部・鶴見大学短期大学

部学生に対する学及びڀݚॿ成
　（5）　ࣾձ教ҭ、生֔学श、生׆จԽ等に関するߨԋ

ձ、ߨशձ、లࣔձ等の։࠵
　（�）　その他本ձの目的をୡするために必要と認めら

れる事ۀ

ɹɹ第２ষɹձɹɹһ
（ձ員のछ別）
第５条　本ձは正ձ員、४ձ員及び特別ձ員を置く。
２　正ձ員は次の者をいう。
鶴見大学จ学部、鶴見大学短期大学部をଔۀした者
で、入学時（ൃ当ॳはଔۀ時
に入ձ登録ձ費をೲめ
た者
ただし、ಉ૭ձ設ཱ以前（442年ଔۀ以前）は免除と
する。
３　४ձ員は次の者をいう。
　（1）　鶴見大学จ学部、鶴見大学短期大学部に在籍し、

入学時に入ձ登録ձ費をೲめた者	在校生

４　特別ձ員は本学の学、෭学、教त、।教त、ࢣߨ、
その職にある者及び本学の教職員であった者の中から
理事ձがਪનした者

（ٛ　　務）
第６条　ձ員は、入ձ登録ձ費及び年ձ費をೲ入しなけ
ればならない。ただし、特別ձ員はձ費をೲめることは
要しない。ೲ入されたձ費はいかなる事由があっても
ฦۚしない。
２　ձ員の໊ࢯ、ॅ 所等にมߋが生じた場合には、その
度本ձに࿈བྷしなければならない。

（ձ員の֨ࢿ失）
第７条　ձ員は、次の事由によってその֨ࢿを失する。
ࠂ又は失᪨એࢮ　（1）　
　（2）　除໊
２　ձ員が本ձの໊༪を傷つけ、第３条の目的に反する
行ҝをしたときは、ձは理事ձの過数のܾٞをܦ
て、そのձ員を除໊することができる。この場合、当該
ձ員に対し、ٞ ܾ前にห໌のػձを༩えるものとする。

ɹɹ第３ষɹһٴͼ学ٴࣄװͼࣄہһ
（　　員）
第８条　本ձに次の員を置く。
　（1）　ձ　　　1໊
　（2）　෭ձ　　ए໊ׯ
　（3）　専務理事　2໊以内
　（4）　理　事　　15໊以্20໊以内
　（5）　　事　　2໊

（બ　　任）
第９条　員のબ出を適正かつެ平に行うために員ਪ
નҕ員ձを置く。

　	1
　ਪનҕ員は理事ձでબ出され、次期員બ出の任
を負う。

２　ձは理事ձにおいて理事の中からબ出し、総ձの
ঝ認を得る。

３　෭ձ及び専務理事は理事の中からձが指໊し、
総ձのঝ認を得る。

４　理事は正ձ員の中からબび、総ձにおいてঝ認を得
る。

５　本ձのձܭ及びձ務をࠪするため、事を置く。
事のબ任については別に定める。

６　事は理事又は事務局員を݉Ͷてはならない。
（任　　期）
第��条　員の任期は2年とする。ただし、࠶任をげな
い。

２　任期中途退任・ղ任については、その時点で やか
にޙ任のબ出にあたる。

（職　　務）
第��条　ձは本ձを代දし、これを౷する。
２　෭ձはձをิࠤし、ձに事故あるときはձ
が༧め定めた順にその職務を代行する。

３　理事はձ務に関する必要事項を৹ٞし第4条に掲げ
た事ۀを分୲する。

４　理事ձにおいて理事は総ձҕ員及びձが定める各ҕ
員ձをそれͧれ分୲する。ҕ員ձのࡉ則については別
に定める。

５　事は次の職務を行う。
　（1）　財࢈及びձܭのঢ়گをࠪする。
　（2）　理事のۀ務ࣥ行のঢ়گをࠪする。
　（3）　財࢈及びձܭのঢ়گ又はۀ務のࣥ行について、

ෆ正の事࣮をൃ見したときに、これを総ձ又は理
事ձにใࠂする。

　（4）　前号のใࠂをするため必要あるときは、理事に
対して総ձ又は理事ձのটूを請ٻし、एしくは
自ら総ձ又は理事ձをটूする。

（員のղ任）
第��条　員が次の各号のҰに該当する場合には、総ձ
におけるܾٞに基づいてղ任することができる。この
場合、当該員に対し、ٞ ܾ前にห໌のػձを༩えるも
のとする。

　（1）　৺の故োのために職務のࣥ行にえない場合
　（2）　職務্のۀ務違反その他員として;さわしく

ない行ҝがあるとき
（学年װ事）
第��条　本ձに学年װ事を置く。
（બ　　任）
第��条　学年װ事は正ձ員の中からຖଔۀ年度各Պか
ら1໊以্બͿ。
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（任　　期）
第��条　学年װ事の任期は総ձから総ձまでの2年とす
る。ただし࠶任をげない。
２　退任する時はޙ任者をਪનする。
（職　　務）
第��条　学年װ事は各Ϋϥスを౷ׅし、学年の代දとし
て事ۀਪਐにྗڠする。

（事務局員）
第��条　本ձに事務局員を置く。事務局員は理事ձのঝ
認をܦて、ձがこれを任免する。

（ใ　　ु）
第��条　事務局員のใुは、理事ձにおいてܾ定し総ձ
のঝ認を得る。

ɹɹ第４ষɹ૯ɹɹձ
（छ　　ྨ）
第��条　本ձの総ձは、定時総ձとྟ時総ձの2छྨと
する。

（総ձの構成）
第��条　総ձは正ձ員をもって構成する。
（総ձのݖ限）
第��条　総ձは、ձ則で定めるものの他、本ձの運営に
関する重要事項をܾٞする。

（։　　࠵）
第��条　定時総ձは、ຖ年１ճ、�月に։࠵する。
２　ྟ時総ձは次の各号のҰに該当する場合に։࠵す
る。
　（1）　理事ձのܾٞ
　（2）　正ձ員のうͪ5分の1以্から総ձの目的たる事

項及びটूの理由を記載した書໘により理事ձに
対して総ձ։࠵の請ٻがあったとき

　（3）　事からটू請ٻがあったとき
（ট　　ू）
第��条　総ձは、ձがこれをটूする。
２　ձは、前条の規定によるྟ時総ձの請ٻがあった
場合には、その日から30日以内にྟ時総ձをটूしな
ければならない。
３　ձは、総ձをটूする場合には、ձٞの日時、場所、
目的及び৹ٞ事項を記載した書໘をগなくとも総ձの
日の�日前までにձ員に対してൃૹしなければならな
い。

（ٞ　　）
第��条　総ձのٞは、その総ձにおいて、出੮した正
ձ員の中からબ出する。

（ٞ　　ܾ）
第��条　総ձのٞ事は、出੮正ձ員の過数によってܾ
し、可൱ಉ数のときは、ٞ のܾするとこΖによる。た
だし、ҕ任ঢ়による出੮を認める。

（ٞ 事 録）
第��条　総ձのٞ事については次の事項を記載したٞ

事録を࡞成しなければならない。
　（1）　։࠵の日時・場所
　（2）　出੮ձ員数
　（3）　৹ٞ事項及びܾٞ事項
　（4）　ٞ事のܦ過の֓要及びその݁Ռ
　（5）　ٞ事録ॺ໊人のબ任に関する事項
２　ٞ事録には、ٞ 及びその総ձにおいてબ任された
ٞ事録ॺ໊人2໊以্がॺ໊、押ҹをしなければなら
ない。

ɹɹ第５ষɹ理ࣄձ
（構　　成）
第��条　理事ձはձ及び理事によって構成する。
２　理事ձの運営を円滑にするため常任理事ձを置くこ
ととする。
　（1）　常任理事ձは、ձ、෭ձ、専務理事をもって

構成する。
　（2）　常任理事ձは、必要にԠじて༗ࣝ者に出੮をٻ

めることができる。
（理事ձのݖ限）
第��条　理事ձはձ則で定めるもののほか次の事項を
ܾٞする。第3項の場合については、事ޙ、ۙの総ձ
においてঝ認を得る。
　（1）　総ձに付ٞすき事項
　（2）　総ձのܾٞ事項のࣥ行に関する事項
　（3）　総ձを։くいとまのない場合におけるٸۓ事項
　（4）　その他総ձのܾٞを要しないۀ務のࣥ行に関す

る事項
　（5）　その他重要なձ務のࣥ行に関する事項
（։　　࠵）
第��条　理事ձは定時理事ձとྟ時理事ձの2छྨとす
る。
２　定時理事ձはຖ年3ճ、原則として4月、11月及び3
月に։࠵する。
３　ྟ時理事ձは次の各号のҰに該当する場合に։࠵す
る。
　（1）　ձが必要と認めたとき
　（2）　理事のうͪ3分の1以্から理事ձの目的たる事

項及びটूの理由を記載した書໘により理事ձ։
があったときٻの請࠵

　（3）　事からটू請ٻがあったとき
（ট　　ू）
第��条　理事ձはձがটूする。
２　ձは前条の規定によるྟ時理事ձの請ٻがあった
場合には、その日から21日以内にྟ時理事ձをটूし
なければならない。
３　ձは理事ձを։࠵する場合には、ձٞの日時、場
所、目的及び৹ٞ事項を記載した書໘を։࠵の日の�
日前までに理事に対してൃૹしなければならない。

（ٞ　　）

Ⅺ
諸
規
程
等



ー200ー

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

ⅩⅢ

学
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
ガ
イ
ド

総
合
案
内

事
務
手
続

ガ
イ
ド

学
生
生
活

ガ
イ
ド

奨
学
金

ガ
イ
ド

健
康
管
理

ガ
イ
ド

学
内
施
設

ガ
イ
ド

進
路（
就
職
）

ガ
イ
ド

災
害
・
事
故

等
へ
の
対
応

学
会
・
父
母

会・同
窓
会・

大
学
校
歌
他

諸
規
程
等

校
舎
案
内

課
外
活
動

ガ
イ
ド

大
学
周
辺案内

図
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
？

第��条　理事ձのٞはձがこれを行う。ただし、ձ
の指໊による者がٞとなることをげない。

（定  数）
第��条ɹ理事ձは理事の過数の出੮により成ཱする。
ただし、ҕ任ঢ়による出੮を認める。

（ٞ　ܾ）
第��条　理事ձのٞ事は、出੮者の過数をもってこれ
をܾし、可൱ಉ数のときはٞのܾするとこΖによる。

（ٞ 事 録）
第��条　理事ձのٞ事は理事がこれを記録し、ٞ 及び
બ出されたٞ事録ॺ໊人がॺ໊押ҹの্これを本ձが
保ଘする。

ɹɹ第６ষɹ学ࣄװձ
（構　　成）
第��条　学年װ事ձは理事及び学年װ事によって構成
する。

（։　　࠵）
第��条　学年װ事ձは原則として年1ճ։࠵する。
（ট　　ू）
第��条　学年װ事ձはձがটूする。
（職　　務）
第��条　学年װ事ձは本ձの事ۀを円滑に行うために
必要なใを提ڙしກをはかる。

………… 第７ষɹྟ࣌ҕһձ
第��条　特別な事項について必要がある時には理事ձ
のঝ認を得てྟ時ҕ員ձを設けることができる。
第��条　ҕ員ձは理事ձのܾٞをܦてձのࢾに
える。
第��条　ձٞのٞ事は出੮者の過数でこれをܾ定す
る。

ɹɹ第８ষɹձɹɹܭ
（財࢈の管理）
第��条　本ձの財࢈はձが管理し、そのํ法は総ձ及
び理事ձのܾするとこΖにैう。

（費の支หܦ）
第��条　本ձのܦ費はつ͗のऩ入をもってこれにॆて
る。
　（1）　入ձ登録費（入学時ೲ入）　　　35000円
　（2）　年ձ費（ଔۀॳ年度からೲ入）　��2000円
附ۚその他のऩ入د　（3）　
（事ۀ年度）
第��条ɹ本ձの事ۀ年度はຖ年4月1日に࢝まりཌ3月
31日にऴわるものとする。

（事ܭۀը及び༧ࢉ）
第��条ɹ本ձの事ܭۀը及びこれにうऩ支༧ࢉは、ຖ
事ۀ年度͝とにձが࡞成し、総ձのܾٞをܦなけれ
ばならない。

２　やΉを得ない理由により、ऩ支༧ࢉが成ཱしないと
きは、ձは理事ձのܾٞをܦて༧ࢉ成ཱの日まで、前
年度のऩ支༧ࢉに४じてऩ入支出することができる。

（ࢉ　　ܾ）
第��条　ձはձ則の定めるとこΖにैい、ି आ対র
ද・損ӹࢉܭ書・事ۀใࠂ書・༨ۚの処分又は損失
の処理に関するٞҊとこれらの付ଐ໌ࡉ書を࡞成し、
事のࠪを受け総ձにおけるܾٞをܦなければなら
ない。
２　本ձのऩ支ܾࢉにऩ支ֹࠩがあるときは、理事ձの
ܾٞ及び総ձのঝ認をܦて、そのҰ部又はશ部を基本
財࢈に܁り入れ、又は次年度に܁りӽすことができる。
３　本ձのձܭ処理については、本ষで定めるほかは、別
に定める。

ɹɹ第９ষɹձ則ͷมߋ
（ձ則のมߋ）
第��条　このձ則は、総ձにおいて、出੮正ձ員の4分の
3以্のܾٞをܦなければมߋすることができない。

ɹɹ第��ষɹࡶɹɹ則
（ҕ　　任）
第��条　このձ則の施行に必要なࡉ則は理事ձのܾٞ
をܦて別に定める。

（書ྨ等の備付）
第��条　本ձの事務局には、第2�条及び第34条に規定
するもののほか、次の書ྨ及びா簿を備え、ഁ 棄する場
合は理事ձのঝ認を得る。
　（1）　ձ則
　（2）　ձ員の໊簿
　（3）　員及び職員の໊簿及びཤྺ書
　（4）　財࢈目録
台ா࠴台ா及び負࢈ࢿ　（5）　
　（�）　ऩ入支出に関するா簿及び証ڌ書ྨ
ॺԟ෮書ྨެ　（�）　
　（8）　ऩ支༧ࢉ書及び事ܭۀը書
　（9）　ऩ支ࢉܭ書及び事ۀใࠂ書
　（10）　ିआ対রද
　（11）　正ຯ財ࢉܭݮ૿࢈書
　（12）　その他必要な書ྨ及びா簿
　　　
　　　附　則
　このձ則は、平成1�（2005）年5月21日から施行する。
　平成18（200�）年5月20日（改定）
　平成2�（2014）年5月25日（改定）
　平成2�（2015）年�月�日（改定）
　令和 4（2022）年６月5日（改定）
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第��条　理事ձのٞはձがこれを行う。ただし、ձ
の指໊による者がٞとなることをげない。

（定  数）
第��条ɹ理事ձは理事の過数の出੮により成ཱする。
ただし、ҕ任ঢ়による出੮を認める。

（ٞ　ܾ）
第��条　理事ձのٞ事は、出੮者の過数をもってこれ
をܾし、可൱ಉ数のときはٞのܾするとこΖによる。

（ٞ 事 録）
第��条　理事ձのٞ事は理事がこれを記録し、ٞ 及び
બ出されたٞ事録ॺ໊人がॺ໊押ҹの্これを本ձが
保ଘする。

ɹɹ第６ষɹ学ࣄװձ
（構　　成）
第��条　学年װ事ձは理事及び学年װ事によって構成
する。

（։　　࠵）
第��条　学年װ事ձは原則として年1ճ։࠵する。
（ট　　ू）
第��条　学年װ事ձはձがটूする。
（職　　務）
第��条　学年װ事ձは本ձの事ۀを円滑に行うために
必要なใを提ڙしກをはかる。

………… 第７ষɹྟ࣌ҕһձ
第��条　特別な事項について必要がある時には理事ձ
のঝ認を得てྟ時ҕ員ձを設けることができる。
第��条　ҕ員ձは理事ձのܾٞをܦてձのࢾに
える。
第��条　ձٞのٞ事は出੮者の過数でこれをܾ定す
る。

ɹɹ第８ষɹձɹɹܭ
（財࢈の管理）
第��条　本ձの財࢈はձが管理し、そのํ法は総ձ及
び理事ձのܾするとこΖにैう。

（費の支หܦ）
第��条　本ձのܦ費はつ͗のऩ入をもってこれにॆて
る。
　（1）　入ձ登録費（入学時ೲ入）　　　35000円
　（2）　年ձ費（ଔۀॳ年度からೲ入）　��2000円
附ۚその他のऩ入د　（3）　
（事ۀ年度）
第��条ɹ本ձの事ۀ年度はຖ年4月1日に࢝まりཌ3月
31日にऴわるものとする。

（事ܭۀը及び༧ࢉ）
第��条ɹ本ձの事ܭۀը及びこれにうऩ支༧ࢉは、ຖ
事ۀ年度͝とにձが࡞成し、総ձのܾٞをܦなけれ
ばならない。

２　やΉを得ない理由により、ऩ支༧ࢉが成ཱしないと
きは、ձは理事ձのܾٞをܦて༧ࢉ成ཱの日まで、前
年度のऩ支༧ࢉに४じてऩ入支出することができる。

（ࢉ　　ܾ）
第��条　ձはձ則の定めるとこΖにैい、ି आ対র
ද・損ӹࢉܭ書・事ۀใࠂ書・༨ۚの処分又は損失
の処理に関するٞҊとこれらの付ଐ໌ࡉ書を࡞成し、
事のࠪを受け総ձにおけるܾٞをܦなければなら
ない。

２　本ձのऩ支ܾࢉにऩ支ֹࠩがあるときは、理事ձの
ܾٞ及び総ձのঝ認をܦて、そのҰ部又はશ部を基本
財࢈に܁り入れ、又は次年度に܁りӽすことができる。

３　本ձのձܭ処理については、本ষで定めるほかは、別
に定める。

ɹɹ第９ষɹձ則ͷมߋ
（ձ則のมߋ）
第��条　このձ則は、総ձにおいて、出੮正ձ員の4分の
3以্のܾٞをܦなければมߋすることができない。

ɹɹ第��ষɹࡶɹɹ則
（ҕ　　任）
第��条　このձ則の施行に必要なࡉ則は理事ձのܾٞ
をܦて別に定める。

（書ྨ等の備付）
第��条　本ձの事務局には、第2�条及び第34条に規定
するもののほか、次の書ྨ及びா簿を備え、ഁ 棄する場
合は理事ձのঝ認を得る。

　（1）　ձ則
　（2）　ձ員の໊簿
　（3）　員及び職員の໊簿及びཤྺ書
　（4）　財࢈目録
台ா࠴台ா及び負࢈ࢿ　（5）　
　（�）　ऩ入支出に関するா簿及び証ڌ書ྨ
ॺԟ෮書ྨެ　（�）　
　（8）　ऩ支༧ࢉ書及び事ܭۀը書
　（9）　ऩ支ࢉܭ書及び事ۀใࠂ書
　（10）　ିआ対রද
　（11）　正ຯ財ࢉܭݮ૿࢈書
　（12）　その他必要な書ྨ及びா簿
　　　
　　　附　則
　このձ則は、平成1�（2005）年5月21日から施行する。
　平成18（200�）年5月20日（改定）
　平成2�（2014）年5月25日（改定）
　平成2�（2015）年�月�日（改定）
　令和 4（2022）年６月5日（改定）
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学෦学ੜɾ大学Ӄੜɾઐ߈Պ学ੜͷͨΊͷྙڀݚ理ڭҭ
ʕ จɾϨϙʔτΛॻ͘ͱ͖ʹ৺ಘͯ΄͍͜͠ͱ ʕ

　平成 2�年にىこった45"1ࡉ๔など、೦ながらわがࠃでは重大なڀݚෆ正が度ʑىこってい
ます。また、学生がϨϙーτなどを࡞成する際に、Πϯλーωッτ্のจষなどをҾ用ݩを໌記せずに
記載（ίϐーˍϖースτ）したことで、厳正な処分を受けた事例もۙ年ใಓされています。
が平成「動におけるෆ正行ҝへの対Ԡ等に関するΨΠυϥΠϯ׆ڀݚ」、理に関しྙڀݚ　 2�年 8月
にจ部Պ学大ਉܾ定、平成 2�年 4月に施行され、大学等のػڀݚ関において、く׆ڀݚ動にかかわ
る者を対に定期的にྙڀݚ理教ҭを࣮施することがٛ務付けられました。
　鶴見大学・鶴見大学短期大学部では্記ΨΠυϥΠϯを౿まえ、正しいڀݚや学शのための支援のҰ
として、ྙڀݚ理教ҭを࣮施しています。

学ੜੜ׆ʹ͓͍ͯਖ਼͍͠ڀݚɾ学शΛͨ͏ߦΊʹ
׆ڀݚ、とは教員に限らず「者ڀݚ」、うかもしれませΜがࢥと「ない者ではないから関ڀݚはࢲ」　
動を行う者શてを指します。学部学生・大学Ӄ生・専߈Պ学生もڀݚにかかわるとき（自分自がڀݚ
をするときや、他のڀݚ者の手いをするとき等）はڀݚ者に४ずる者とみなされ、ྙڀݚ理を९守す
ることがٻめられます。
　また、日常のϨϙーτなどもルールにैって࡞成しなければなりませΜ。
　さらに、ڀݚ分についてもҩࣃༀܥ等にかかわらず、人จܥをؚΉશてのڀݚが対となることを
理ղしてください。

学෦学ੜɾ大学Ӄੜɾઐ߈Պ学ੜ͕理ղ͖͢ྙڀݚ理ͷجຊత߲ࣄ
等で得られたσーλや݁Ռの「፻ڀݚ　

ㆭㆤ㆞ㆄ

」、「改͟Μ」、他者のڀݚ成Ռ等の「盗用」がڀݚෆ正行ҝ
に該当します。また、׆ڀݚ動に関࿈したෆ適な行ҝとして、他の学ज़ࢽ等にطにൃද又はߘ中の
จと本࣭的にಉじจをߘする「ೋ重ߘ」、จஶ者が適正にެදされない「ෆ適なΦーαー
シッϓ」等がڍげられます。
ෆ正行ҝのٙいの指ఠを受けたときは、自でٙいを෴すにるઆ໌がٻめられます。

ʬ 特定ෆ正行ҝ ʭ
　จ部Պ学ল「׆ڀݚ動におけるෆ正行ҝへの対Ԡ等に関するΨΠυϥΠϯ」では、「፻

ㆭㆤ㆞ㆄ

」、「改͟Μ」、
「盗用」をಛఆෆਖ਼ߦҝと定ٛしています。

ʮ፻ʯ
　ଘ在しないσーλ、݁ڀݚՌ等を࡞成すること。

ʮվ͟Μʯ
動によって得られた݁Ռ等をਅ正でな׆ڀݚ、を行い、σーλ࡞するૢߋ過程をม・ثػ・料ࢿڀݚ　
いものにՃすること。

ʮ౪用ʯ
　他のڀݚ者のΞΠσΟΞ、分ੳ・ղੳํ法、σーλ、݁ڀݚՌ、จ又は用ޠを当該ڀݚ者のྃղ又
は適なදࣔなくྲྀ用すること。

ʬ 動に関࿈したෆ適な行ҝ׆ڀݚ ʭ
　特定ෆ正行ҝ以֎でも、次のような行ҝは׆ڀݚ動に関࿈したෆ適な行ҝとみなされる場合があり
ますので、注意が必要です。

ʮೋॏߘʯ
Ռについて݁ڀݚにެදされているจ等であることをެදせず、ಉҰのط　 2つ以্の学ज़ࢽࡶに
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。となるߘに༁されたものもೋ重ޠݴすること。内༰がほ΅ಉじであることや、他のߘ
ʮෆదͳΦʔαʔγοϓʯ
　จのஶ者となることができる要݅をຬたさない者をஶ者として記載すること（Ϊϑτ・Φーαーシッ
ϓ）や、反対にஶ者としての֨ࢿがありながらஶ者として記載しないこと（ΰースτ・Φーαーシッϓ）、
又は当人のঝなしにஶ者にՃえること。
　「ஶ者」となることができる要݅は、次のᶃʙᶅの要݅をશてຬたす者とされています。
　ᶃڀݚのاը・構、࣮؍・ݧଌσーλの取得・ղੳなど、࣮࣭的にد༩していること。
　ᶄจのߘをࣥචすることや、จの重要なՕ所に関する意見をද໌してจの成にد༩してい
ること。

　ᶅจの࠷ऴ൛をঝ認し、内༰についてઆ໌できること。

ʮαϥϛग़൛ʯ
　Ұつのڀݚとしてൃද可な成Ռを、ෳ数のখڀݚに分ׂしてࡉれに出൛すること。

ʮ利ӹ૬ٴͼ利ӹ૬ʹؔ͢Δใͷඇ։ࣔʯ
　֎部とのܦ済的な利ӹ関によって、ڀݚに必要とされるެ正かつ適正なஅが損なわれる、又は損
なわれるのではないかと第三者からみなされかͶない事ଶのこと。

ʮڀݚσʔλͷෆదͳ管理ʯ
　生σーλ、࣮ݧϊーτ、࣮ࢼݧ料・ࢼༀ及び関書ྨ等を所ଐػ関が規程等で定める期間、適なํ
法で保ଘ・管理しないこと。

ͤ�本学࡛ࡣ「㭯ぢ学における研究ࢱ࣮ࢹのಖᏑ等に関するᣦ㔪」ࢆᐃめていࡲすの࡛ࠊ本ᣦ㔪に๎ࠊࡾ研究࣮ࢹ

ࠋいࡉࡔࡃてࡗ行ࢆの㐺ษなಖᏑࢱ

�KWWSVࠉ��ZZZ�NLWHL�NDQUL�MS�2NZ�WVXUXPL�GRF�H[WVXUXPL�UXOH��7��KWPO

˗ෆ正行ҝの事例ڀݚ˗
にൃදされたจやΠϯλーωッτで見つけた他者のจやจষをίϐーˍϖースτして、自分がط˓
書いたものとして提出する。
˓࣮際には࣮ݧを行っていないのに、ଘ在しないσーλをِする。
˓ਪに合わないσーλを改͟Μや除する。
˓Ս空の࣮ݧը૾を࡞るなど、࣮際のը૾をՃしてจに掲載する。
˓他人の࣮ݧσーλを当該者のྃղを得ずにྲྀ用する。
˓ಉ྅や他人がしていたΞΠσΟΞを、当該者のྃղを得ずに自分のΞΠσΟΞとしてެදする。

ͤ♫会ၥ㢟になࡗたのヲ⣽ࠊࡣ文部科学省ࡸࢪ࣮࣒࣮࣌࣍᪂⪺等ࢆ参↷ࡋてࡉࡔࡃいࠋ

จɾϨϙʔτΛॻ࣌͘ʹɺಛʹؾΛ͚ͭΔ͖͜ͱ
ʮ҆қʹίϐʔˍϖʔετ͠ͳ͍ʯ（「盗用」、「Ⴎ

ㆲ㇇ㆄ㆛ㆤ

」の防止）
　ใݯを໌記せずに、Πϯλーωッτ্のใのҰ部をίϐーˍϖースτする等のํ法でจやϨ
ϙーτを࡞成すると、「盗用」、「Ⴎ」といったෆ正行ҝに該当します。
　୭もがڞ༗しているとࢥわれるใを除き、จ・ࢿ料・σーλなどのใݯを必ず໌記しなければな
りませΜ。จࢿ・ݙ料については、ஶ者໊、書໊・จ໊、出൛໊ࣾ・掲載໊ࢽࡶ、掲載ทを必ず໌記
してください。

ʮग़యΛ໌ࣔ͢Δʯ（「盗用」の防止）
　ஶ࡞を࡞成するにあたって、ड़の前提として、又は自આのࠜڌのҰ部として他人のஶ࡞を「Ҿ用」
というܗで利用することは、ஶݖ࡞法で認められています。ただし、他人の見ղやσーλをҾ用する際
には、出యを໌ࣔした্で࣮にҾ用し、มߋをՃえてはいけませΜ。また、Ҿ用の際は࠷খ限のҾ用
に限ります。
　出యを໌ࣔしないとஶݖ࡞の৵害となり「盗用」とみなされます。Ҿ用部分の提ࣔํ法については、
指ಋ教त（指ಋ教員）などの指ࣔにैってください。
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ʮΞϯέʔτ࣮ࢪɺڀݚରऀͷྙ理తྀʯ（ྙ理৹ࠪҕ員ձによる৹ࠪ）
ӨࡱӨ、ࣸਅࡱ成するにあたって、Ξϯέーτௐࠪ、ΠϯλϏϡーௐࠪ、ϏσΦ࡞やϨϙーτをڀݚ　
等を࣮施する場合には、その対者へのྙ理的ྀが必要となり、ྙ理৹ࠪҕ員ձのঝ認を得なければ
࣮施することができないέースがありますので、࣮施する前に指ಋ教त（指ಋ教員）に必ず૬ஊしてく
ださい。

　この他にも、ڀݚෆ正行ҝとみなされる事例はあります。ৄしくは「׆ڀݚ動におけるෆ正行ҝへの
対Ԡ等に関するΨΠυϥΠϯ」（จ部Պ学ল）、「Պ学の݈શなൃలのためにʵ࣮なՊ学者の৺得ʵ」（日
本学ज़ৼڵձ）、ճ「Պ学ڀݚにおける݈શੑの্について」（日本学ज़ձٞ）を֬認してください。
これらのΨΠυϥΠϯ等は、本学ϗーϜϖーδやจ部Պ学ল（又は各ػ関）のϗーϜϖーδから、いつ
でもӾཡできます。

ʮ׆ڀݚಈͷෆਖ਼ߦҝࢭʹؔ͢Δجຊํʯ（本学ϗーϜϖーδ）
IUUQT���XXX�UTVSVNJ�V�BD�KQ�TJUF�BCPVU�TFFET�QSFWFOUJPO�IUNM

ʹͷͨΊࢭҝͷߦෆਖ਼ڀݚ
ڀݚたͪҰ人ͻとりが防止に努めなければなりませΜが、他者のࢲෆ正行ҝについては、まずはڀݚ　
。きてしまった場合は、ෆ正を正していかなければなりませΜى動でෆ正がٙわれる場合、又は׆
ݚ者に指ఠすることや、他のの関ڀݚෆ正がٙわれるような場໘にしたときは、まずはそのڀݚ　
。ϝϯόーとٞすることがまれますڀ
　それでもղܾしない場合や、そのような行動がとりにくいঢ়گである場合には、を์置せずに、
をもって行わڌをする場合はՊ学的なࠜൃࠂ、が大です。なお࢟に૬ஊするというޱ૬ஊ૭・ൃࠂ
れることが重要であり、無責任なൃࠂを行ってはいけませΜ。

ʤൃࠂɾ૬ஊ૭ޱʥ
教ҭڀݚ支援課
˟230�8501
横ࢢ鶴見۠鶴見 2�1�3　鶴見大学 2号館２֊
5&-� 045�580�831� ʙ 8320
'"9� 045�5�3�9599
ϝールΞυϨス　LZPLFO!UTVSVNJ�V�BD�KQ

大学ӃੜͳͲΛରͱͨ͠ྙڀݚ理ڭҭʹ͍ͭͯ
　大学Ӄ生を対に FϥーχϯάϓϩάϥϜを利用したྙڀݚ理教ҭを行っていますので、必ず受ߨし
てください。
　なお、大学Ӄ生以֎でも、本学で׆ڀݚ動を行っている人は、受ߨの対となります。ྙڀݚ理教ҭ
に関するおらせは、鶴見大学ϙーλルシステϜや掲ࣔ等で行いますので、Ҋ内にैって受ߨしてくだ
さい。
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ʮΞϯέʔτ࣮ࢪɺڀݚରऀͷྙ理తྀʯ（ྙ理৹ࠪҕ員ձによる৹ࠪ）
ӨࡱӨ、ࣸਅࡱ成するにあたって、Ξϯέーτௐࠪ、ΠϯλϏϡーௐࠪ、ϏσΦ࡞やϨϙーτをڀݚ　
等を࣮施する場合には、その対者へのྙ理的ྀが必要となり、ྙ理৹ࠪҕ員ձのঝ認を得なければ
࣮施することができないέースがありますので、࣮施する前に指ಋ教त（指ಋ教員）に必ず૬ஊしてく
ださい。

　この他にも、ڀݚෆ正行ҝとみなされる事例はあります。ৄしくは「׆ڀݚ動におけるෆ正行ҝへの
対Ԡ等に関するΨΠυϥΠϯ」（จ部Պ学ল）、「Պ学の݈શなൃలのためにʵ࣮なՊ学者の৺得ʵ」（日
本学ज़ৼڵձ）、ճ「Պ学ڀݚにおける݈શੑの্について」（日本学ज़ձٞ）を֬認してください。
これらのΨΠυϥΠϯ等は、本学ϗーϜϖーδやจ部Պ学ল（又は各ػ関）のϗーϜϖーδから、いつ
でもӾཡできます。

ʮ׆ڀݚಈͷෆਖ਼ߦҝࢭʹؔ͢Δجຊํʯ（本学ϗーϜϖーδ）
IUUQT���XXX�UTVSVNJ�V�BD�KQ�TJUF�BCPVU�TFFET�QSFWFOUJPO�IUNM

ʹͷͨΊࢭҝͷߦෆਖ਼ڀݚ
ڀݚたͪҰ人ͻとりが防止に努めなければなりませΜが、他者のࢲෆ正行ҝについては、まずはڀݚ　
。きてしまった場合は、ෆ正を正していかなければなりませΜى動でෆ正がٙわれる場合、又は׆
ݚ者に指ఠすることや、他のの関ڀݚෆ正がٙわれるような場໘にしたときは、まずはそのڀݚ　
。ϝϯόーとٞすることがまれますڀ
　それでもղܾしない場合や、そのような行動がとりにくいঢ়گである場合には、を์置せずに、
をもって行わڌをする場合はՊ学的なࠜൃࠂ、が大です。なお࢟に૬ஊするというޱ૬ஊ૭・ൃࠂ
れることが重要であり、無責任なൃࠂを行ってはいけませΜ。

ʤൃࠂɾ૬ஊ૭ޱʥ
教ҭڀݚ支援課
˟230�8501
横ࢢ鶴見۠鶴見 2�1�3　鶴見大学 2号館２֊
5&-� 045�580�831� ʙ 8320
'"9� 045�5�3�9599
ϝールΞυϨス　LZPLFO!UTVSVNJ�V�BD�KQ

大学ӃੜͳͲΛରͱͨ͠ྙڀݚ理ڭҭʹ͍ͭͯ
　大学Ӄ生を対に FϥーχϯάϓϩάϥϜを利用したྙڀݚ理教ҭを行っていますので、必ず受ߨし
てください。
　なお、大学Ӄ生以֎でも、本学で׆ڀݚ動を行っている人は、受ߨの対となります。ྙڀݚ理教ҭ
に関するおらせは、鶴見大学ϙーλルシステϜや掲ࣔ等で行いますので、Ҋ内にैって受ߨしてくだ
さい。
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ެతڀݚඅͷӡӦɾ管理ମ੍ʹ͍ͭͯ
　本学では、「ػڀݚ関におけるެ的ڀݚ費の管理・ࠪのΨΠυϥΠϯ（࣮施基४）」（平成 19年２月
15日จ部Պ学大ਉܾ定、令和 3年 2月 1日改正）に基づき、ڝ૪的ۚࢿを中৺としたެ的ڀݚ費の管
理等のମ制について、規則等により責任ମܥ、管理ମ制及びࠪମ制などを定め、ڀݚ費のෆ正用等
が生じないよう適正な運営・管理を行っています。
　関規程等は本学ϗーϜϖーδから、いつでもӾཡできます。

ʮެతڀݚඅͷӡӦɾ管理ମ੍ʯ（本学ϗーϜϖーδ）
IUUQT���XXX�UTVSVNJ�V�BD�KQ�TJUF�BCPVU�NBOBHF�IUNM

＊参考資料

文部科学省

｢研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン ｣（平成 26 年８月 26 日）

｢研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」（令和 3年 2月 1日改正）

日本学術振興会

「科学の健全な発展のために―誠実な科学者の心得―」

日本学術会議

回答「科学研究における健全性の向上について」（平成 27 年３月６日）
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